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世界編　プロローグ






「ようこそおいでくださいました」

　以前、エルザ自ら宏ひろし達に参加を頼んでいた巫み女こ継承の儀式、その当日。エルザ神殿に出向いた宏達を出迎えたのは、あろうことかエルザ本人であった。

「エルザ様？」

「わざわざ神様自身が出迎えるっちゅうんはええんですか？」

「この神殿には今、私しかいませんからね。必然的に、私以外が出迎えることなどできません」

「……まだ復旧しとらへんのんですか……」

　エルザ本人が直接出迎えることになったその理由。それを聞いて、思わずうめく宏。

　エルザ神殿の本殿という重要な場所を、いつまでも修繕せずに放置するはずがないと思っていたため、現状のありさまに驚くばかりだ。何しろ、現在のエルザ神殿は、宏がローレンに行く前に施した応急処置以外に、一切修繕が進んでいないのだから。

　そのあたりの考えは春はる菜な達も同じだったらしく、こんなに復旧が遅くて大丈夫か、という気持ちがもろに顔に出ている。

「何か思い違いをしているようですが、これだけの被害が出た土地や建物を復旧するのに、普通は二カ月や三カ月では終わらないものです」

「そういうもんでっか？」

「ええ。そもそも、この一帯が受けた被害となると、あなた達の元の世界ですら一カ月やそこらで仮復旧までこぎつけることができる国は少数なのです。比較的土木技術が発達しているとはいえ、フォーレが復旧に手間取っているのも何らおかしなことではありません」

　神様にそう言われては納得せざるを得ない。微妙に腑ふに落ちないながらも、そういうものかと受け入れる一同。言うまでもなく、宏を基準に考えている日本人一同の感覚の方がおかしい。

　エルザ神殿が先の闇の主との戦闘で受けた被害は、この世界の平均的な土木技術からすれば、壊滅状態に分類できる。宏達の手によって瓦が礫れきの撤去こそされているとはいえ、エルザ神殿は複数の場所で壁が粉砕され、建物自体もあちらこちらにひずみが出ている。仮に日本の技術があっても修復となるとなかなか難航し、下手をすると何カ所かは取り壊して一から建て直したほうが早いという結論になるかもしれない。

　その上、スティレンとエルザ神殿をつなぐ道が中途半端に異界化が解除されたためにトンネルが完全に崩落し、もう一度掘り直そうにも地盤がおかしくなっており、別の場所に穴を掘ったほうが安全ではないかという意見が出ている。仮に同じ場所にトンネルを通し直すにしても、相当高度な工法を使わねば掘った端から穴が埋まりかねない。

　何をするにも完全に異界化を解除してから、ということで、ジュディスが巫女の仮免許を得た時についでに土地を再度浄化し直してはいるが、残念ながら異界化の影響で土地が変質してしまった道は、そう簡単に復旧などできそうにない。

　なお、道が完全に潰つぶれているエルザ神殿にジュディスが行くことができたのは、アルフェミナがエアリスと一緒に送り迎えをしたからだ。いろいろあって四の五の言ってられない状況になっているので、エルザに関することは特例の大安売り状態になっている。

「それにしても、転移魔法で来るかと思っていましたので、直接ウルスから空を飛んでこちらに来るとは思いませんでした」

「エルとアルチェムとジュディスも一緒に運べるし、こっちの方がコスト安い思ったんですわ。エルはともかく、兄貴とか春菜さんの長距離転移はクールタイムも長いし」

「そうですね。使わないで済む札は、使わないに越したことはありませんしね」

　エルザ神殿までの交通手段に、空の旅を選んだアズマ工房一行。表向きはコストやクールタイムを口実にしているが、実際には造ったばかりの神の船を活用したかっただけであろう。

　神の船の速度を考えると、本来は転移魔法との大きな違いは出ない。しかし今回は、エアリス達にも空の旅を楽しんでもらおうと運行スピードを絞っていたため、転移による移動よりは遅くなっている。それでも三十分ほどの移動時間なのだが。

「さて、空の旅でお疲れのところ申しわけありませんが、早速儀式に移りたいと思います。よろしいですか？」

「うちらは単なる立ち会いなんで、特に問題あらへんですわ」

「そうですね。私もヒロシ様と同じくただの立会人ですので、いつ始めていただいても問題ありませんわ。そうですよね、アルチェム様？」

「はい。私の方も全然問題ありません。ジュディスさんさえ良ければ、すぐにでも始めていただいて大丈夫です」

　一息入れる暇もなく儀式を始めようとするエルザに対し、特に誰も異を唱えない。元々そのつもりだったというのもあるが、空の旅が思いのほか快適で、疲労らしい疲労をまったくしていないというのもある。

　これまでに発言こそしていないが、当のジュディスがやる気満々で船の中で儀式の衣装に着替えて準備万端になっているのだから、単なる付き添いでしかない宏達が反対する理由がないのだ。

「では、儀式に移りましょう。こちらにお願いします」

　そう言って一行を案内するエルザ。別段、予定が詰まっているわけではないが、この後はダルジャンからの話もある。

「それでは、始めましょうか」

　所定の位置についたジュディスを見つめ、エルザが儀式の開始を宣言する。残りの寿命を引き延ばすために封印していた先代の巫女を解放し、ジュディスの対面に座らせる。

「……」

　エルザが発した人間にははっきりと聞き取れない、それどころか擬音や記号で表すことすらかなわぬ音の連なり。それに呼応して、先代の巫女とジュディスの身体を優しく光が包みこんでいく。

　二人の全身を琥こ珀はく色の光が包みこんだところで、先代の、本来ならジュディスとそれほど変わらぬ年齢の巫女が、ジュディスの手をそっと握る。

「第百八十五代目の巫女として、あなたにエルザ様の力を託します」

「第百八十六代目の巫女として、謹んでお受けします」

　新旧、二人の巫女の宣言と同時に、つないだ手を伝い何かがジュディスの中に移動する。その動きにあわせて、二人の口からエルザの声同様、正確に聞きとることも擬音や文字で記すこともできない音の連なりが祝詞として飛びだす。
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　祝詞の声が徐々に大きくなり、それにあわせて光が強くなる。光が床の魔法陣を埋め尽くし、祝詞が儀式の間いっぱいに響き渡ったあたりで、一つの異変が起こる。

「……春菜さん？」

「……」

　なんと、春菜が正確に祝詞を復唱し始めたのだ。春菜の声により一層複雑に、美しく響き渡る音。そのことに驚く日本人一行だが、どうやら巫女達には予想の範囲内だったらしい。ようやく本来の巫女として目覚めるジュディスはともかく、先代のエルザの巫女もエアリスもアルチェムも、一切驚くそぶりは見せていない。

　そのまま祝詞がクライマックスを迎え、何事もなくスムーズに力の移譲が終わり、徐々に光が収まっていく。光が完全に消えると同時に祝詞も終わり、後には本当の意味で新たなエルザの巫女となったジュディスと、全ての生命力を燃やし終えた先代の巫女だけが残される。

「……これで、……私の役目は、……おしまいです」

「……はい。お疲れさまでした……」

「……ここで、……命が、……尽きることに、……恨みはありません」

「……はい……」

「……でも……、……恋は……、……してみたかったな……」

　その最後の言葉とともに、枯れるように息を引き取る先代の巫女。その身体から小さく光がたちのぼり、輪郭がにじむようにうっすらと消えていく。

「……お疲れさまでした……」

　先代の巫女の姿が完全に消えたところで、その手に残された小さな結晶を祈るように両手で握りしめ、そう呟つぶやくジュディス。いろいろな感情が心の中を駆け巡るが、結局言葉にできたのはその一言だけであった。

　ジュディスの祈るようなその言葉にあわせ、しばし呪いと暗闘の犠牲となった罪なき巫女の冥福を祈り黙もく禱とうする一同。

　一分ほどの黙禱が終わり、言葉を発することができぬ雰囲気の中、ジュディスが宏のもとへ歩み寄ってくる。

「ヒロシさん。これを、お願いします」

「これは？」

「今の儀式で先代となった巫女の、魂こん魄ぱく結晶です」

　ジュディスから渡された小さな結晶、その正体をエルザが明かす。

「本来なら輪りん廻ねの輪に入れ、傷を癒いやしてから別の存在として再び新たな命を生きるべきなのですが……」

「呪いの影響で、それができへん、と」

「ええ。呪いそのものは儀式の前にすでに解除し、残っていた瘴しょう気きも先ほどの儀式で全て浄化できましたが、それでも今のまま輪廻の輪に戻すと、様々なゆがみが生じます。魂魄結晶になってしまった時点で記憶も人格もほぼ残ってはいませんが、それでも残ざん滓し程度とはいえ彼女のままで養生する期間が必要となります」

「それと、僕が預かるんとにどういう関係が？」

「宏殿には、我が巫女の魂魄結晶に身体を与えてあげてほしいのです。どのような形でもかまいません。どのような役割でもかまいません。少しでもその存在が残っている状態で、本来彼女が生きるべきであった期間を過ごさせてあげてほしいのです」

　エルザの主張を理解し、微妙に顔を引きつらせる宏。

　確かに、生産系エクストラスキルがほぼ揃そろいつつある今の宏なら、材料さえあれば新たな身体を作るぐらいはわけもない。アンドロイドだろうがホムンクルスだろうが自由自在だ。性別だって必要とあらばどうとでもできる。生き物の姿にこだわらないのであれば、それこそ選択肢は無限大だ。問題などせいぜい、生殖能力の有無をどうするか程度だろう。

　だが、いかにベースとなる魂魄結晶があるとはいえ、それは本来神の領域である。宏に許されるのは、人に限りなく近いアンドロイドを作ることぐらいであろう。

「それは神様であるエルザ様がやるべきことやと思うんですけど……」

「今回の一件で、少々特例を重ねすぎています。必要なこととはいえ、これ以上となると残念ながら、いろいろ無視できない問題が生じてしまいます。それに、錬金術をはじめとしたいくつかの学問や生産技術は、ここを目的としていたはずです」

「錬金術の究極の目的の中には、確かに今回みたいなことも含まれとりますけど、それでも人間が手ぇ出してええ領域やあらへん思うんですわ」

「その主張も否定はしませんが、すでに後戻りできないところまで踏み込んでいる宏殿が言っても、説得力はありませんよ？」

　自分でも薄々感じていたこと、それをずばり言い切られて微妙に傷つく宏。こちらの神は、どうしてこう、身も蓋ふたもない一言でデリケートなところをズバッとやる連中ばかりなのか、小一時間ほど問い詰めたい。

「あと、我が巫女が息を引き取る直前に、宏殿と目があっていたと思います。その気持ちを酌くんで、というのもありますので、自分がどう思われようと私は引くつもりはありません」

「あれ、気のせいやなかったんですか……」

　どうにも断りづらい理由を持ち出され、思わずうめく宏。偶然、もしくは気のせいだと思っていた事柄だったので特に口にはしなかったのだが、エルザがここまで言う以上は偶然でも何でもなく、何らかの意味があるのだろう。

「……師匠」

「何やのん？」

「エルザ様が引かない以上、ごねても無理」

「せやねんけどなあ……」

「宏君、何がそんなに気になってるの？　というか、女性型の人型を作るのにそこまで抵抗なさそうなんだけど、大丈夫なの？」

　どうにも最初に口にした理由と女性恐怖症の他にも気が進まない理由がありそうな宏に、澪みおとのやりとりで何か察するところがあったらしい春菜が口を開く。立場的には恋愛感情に関係なく宏の気持ちに賛成している春菜だが、このままでは話が進まないと見て割り込むことにしたらしい。

「さっき言うたことが一番の理由やねんけどな。女性型自体はまあ、漫画に出てきそうなメカメカしいのとかやったら、誰かからデザインが持ち込まれて、っちゅうケースならそこまで嫌っちゅうわけやないんよ。ただ今回に関しては、僕がこの結晶に身体作ったら、僕の趣味もしくは理想の嫁とかその類たぐいの姿を押しつけた、みたいな非難とか飛んできそうでなあ……」

「あ～……」

　宏が気にしていることを理解し、微妙に同情的な視線を向ける春菜。そうでなくても春菜達数名から言い寄られているも同然である現在、宏が下手なものを作れば、要らぬ憶おく測そくを呼ぶことになりかねない。

　仮に男性型で作れば真ま琴ことが喜びそうな方向で話が広まり、かといって女性型にすればどんな体型や容姿にしても、それが宏の好みとして扱われる可能性は非常に高い。少なくとも、春菜はまったくそこを意識せずにいることなど無理だと断言できる。

　それ以前に春菜としては、どんな基準であれ、最初から魂が存在しているものの外見を、いくら身体を作ることを任されたからといっても宏が勝手に決めるのは何となく嫌だ。

　かといって、それを理由に性別なしにしたり人型以外の身体を作ると、感情的な部分で納得しない関係者が必ず出てくるだろうから、結局どう転んでも宏には余計なプレッシャーとなる。

　一応、抜け道となる方法がないわけではないのだが、それを周囲の人間が抜け道扱いしてくれるかどうかが分からないのが、今回の話のデリケートなところであろう。

「そもそもの話、正直僕が決めるんってなんか違う気ぃするから、どうしてもやらんとあかんねんやったら、性別とか容姿とか一切決まってへん子供型のマネキンみたいな素体を錬金術で作って、本人に性別と容姿決めさせるっちゅうんではあかん？」

「まあ、やるとしたら落としどころはそんなところだろうな。何でヒロがそれをやらにゃいかんのかって疑問は、まったく解消してねえが」

　あからさまに、すがすがしいまでに逃げを打った宏に、達たつ也やからフォローが入る。その達也のフォローに、誰も異を唱えない。

　エルザが妙に強硬な態度をとる以上、何らかの重要な意図があるのは理解できるが、それと本来神が行うべき仕事を宏が押しつけられることとは別問題である。別問題だが、態度こそ柔らかくともエルザが一切引く様子を見せない時点で、断るのは難しい。ならば、宏の精神に少しでも負担がかからない方法で解決すべきなのは間違いない。

「宏の好みのタイプってのが気にならないわけじゃないけど、新しい命を始めるってのに神様でもない人間に勝手に性別とか容姿決められるってのもおかしな話よね、確かに」

　逃げ口上ながら反論しづらい程度には正論の宏の主張に、素直に同意してみせる真琴。勢いで余計なことを言って後悔しがちな真琴だが、ここで宏の逃げを許さないほど性格が悪いわけではない。それに、自分が先代の巫女と同じ立場になったとしたら、宏が言った方法で容姿が決まるならまだしも、勝手に好みだの世間体だので外見を決められるのはいい気分はしない。

「身体作るのを任されたからって、宏君が好みのタイプの外見で新しい身体を作るのも、そう取られるのを嫌って適当に決めたり作ってる本人が綺き麗れいだとか可愛いとか思わない姿に作ったりするのも、どっちにしても、あとでいろいろとしこりが残りそうな気がするよ」

　もとより宏がエルザの代わりを務めること自体に反対である春菜が、落としどころとしてはそこしかないと言い切る。容姿なんてものは根本的に、美容整形でもしない限り本人の意思など一片たりとも反映されない要素だ。同じ反映されないのであれば、自分以外の誰かの好みを強制されるよりは、偶然にゆだねたほうがまだ納得ができる。少なくとも、春菜はそう思っている。

　そんな春菜の態度に、この件を割と軽く見ていた人間も少しばかり考え直すことにする。

「師匠だけの問題じゃないから、今回は反対しない」

　あまり深く考えていなかった人間の代表である澪も、年長者達の言葉を聞いて確かに問題があると認識したらしい。真琴同様、自分に降りかかったとしたら恐らく納得できないだろうと思ったのが大きい。春菜の態度にも、感じるものがあったようだ。

「ただ、先代の姿をそのままコピーじゃダメ？」

「エルザ様が正確かつ詳細に僕に伝達してくれるんやったらできんことはないけどなあ……」

「残念ながら、自身の巫女以外に対するイメージの伝達は私の権能にはありませんし、生前の彼女の姿を知っており、それを正確に伝達できる術すべを持つ者は例の呪いで全て亡くなっております」

「ダルジャン様は……」

「それも残念ながら、彼に頼むための条件を満たしておりません。何度も言いますが、我々も万能ではなく、また様々な条件に縛られる身の上なのです」

　エルザの説明を聞き、素直に引き下がる澪。神様自身が言うのだから、どうにもならないことなのだろう。

　もっとも、おかげでまた面倒な議論に戻らざるを得ないのだが。

「エルとかアルチェムは、どう思ってるんだ？」

「私は、どちらでもあまり変わらないと思います」

「エルちゃん？」

「完全に偶然にゆだねたとして、その結果本人にとって不本意な外見になったとしたら、やはりヒロシ様が恨まれるのではないかと思います。身体を作ったのがヒロシ様だという事実がある限り、どういう形で容姿を決めようと、それはやはりヒロシ様が作ったことになるのではないでしょうか？」

　エアリスの鋭い指摘に言葉を詰まらせる一同。そこに、微妙に能天気な態度で、アルチェムが口を挟む。

「多分、どんな容姿でも絶対に不満点はあると思うんですよ。ですから、作り方がどうであれ、あとから修正できるんだったら、本人の意見を聞いて修正する形でいいんじゃないかな、と」

「それって、ものすごくずるいやり方のような……」

「でも、恨まれるのを避けるとすると、他の方法はないような……」

　アルチェムの、ある種議論を根底から覆すような意見に、思わず絶句する一同。それを、面白そうに見守るエルザ。

　実際のところ、宏達が無意識にあとから修正するやり方を排除していることに関しては、これといって根拠があるわけではない。自然分ぶん娩べんで生まれた彼らの場合、善し悪しに関係なく親からもらった顔を致命的な理由があるわけでもないのに作り変えることに対し、せいぜい倫理的な面で無意識に抵抗を覚えている程度である。

　今回の場合、生みの親である宏が創作物の外見を修正することに抵抗がないのであれば、そのあたりの倫理的な意識は、大した問題にならない可能性が高い。無論、際限なく修正するのは人格形成の面でも他者との関係構築の面でもいろいろ問題があるので、どこかで歯止めは必要ではあろうが。

「なあ、春菜」

「何？」

「お前、綾あや瀬せ教授の親戚だったよな？」

「うん。えっと、あとりさん達の話？」

「ああ。あの人達、外見決めるときはどんな感じだったんだ？」

　春菜が言う〝あとり〟とは、西暦二千年代前半に綾瀬天あま音ねが完成させた、外見、人格、性能、その全てにおいて十代後半から二十代前半ぐらいの女性とほぼ変わらない、完全な独立行動が可能な世界初の人造人間である。ほぼ、なのは、生殖能力がなくそっち方面の機能が搭載されていないことと、ケーブルなどで外部出力機器に接続することができる機能があるからだ。

　地味に味覚だけでなく食べたものを消化してエネルギーに変える機能も内蔵しており、事前知識なしに普通に接して、初見で人間ではないことを見抜ける人はそういない水準に達している。プロトタイプのあとりですらそうなのだから、社会実験や実証実験のために製造された二号機以降がどれほどの完成度だったかは推して知るべしだ。

　女性型なのは、当初見込んでいた用途に女性の外見の方が有利なものが多く、社会実験その他においても都合が良かったことに加え、完成当時、開発プロジェクトのメンバーのほとんどが女性だったため、男性型を作るには知識や経験、人材などがいろいろと足りていなかったことが理由である。

　さすがに当時十代後半でまともな男女交際の経験もなかった天音に、男性型の人造人間を作る能力がないのも当然であろう。

「えっとね。基本的に、十五歳から三十四歳の女の人十万人分ほどのサンプリングデータを取らせてもらって、それを平均化したものをベースにあまり不細工にならない範囲で不気味の谷に陥らないよう乱数補正をかけて決定してたらしいよ」

「その外見について、当人達はどう思ってるんだ？」

「基本的に自分達の身体はいくらでも交換が利くって認識してるから、外見に対して特に思うところはないみたい。せいぜい今活動している内容に対して不便な部分を改良してもらえればありがたい、とか、あまり極端に外観やサイズが変わると今までの学習データが使えなくなるから困る、とか、そういう感じ」

「なるほどなあ」

「人間の中で育ったＡＩだから思考形態は人間とそんなに変わらないけど、そういう部分はやっぱり人間とは微妙に違うんだよね。こっちから突っ込んで聞かない限りそこら辺を感じさせるような言動はしないけど、多分感受性の強い人とかは違和感を持つんじゃないかな」

「アンドロイドの場合は、そんなもんか。ただ、今回の場合はなあ……」

「うん。どの程度亡くなる前までの性格とか価値観とかが残ってるかが、ね」

　今回に限って言えば、元から人間の手によって作られる前提の人造人間とは、そこの部分が根本的に違う。

「結局考えても意味あらへんみたいやし、今日明日すぐに作るようなもんやないし、同じやるんやったら素材からがっつりこだわりたいから、そのあたりの問題は最初の方針で作った後、当人と話してから考えるんが一番ちゃうか？」

　いろいろ面倒くさくなってきたらしい宏が、割と強引に話をまとめる。あとりの話をはじめとして、いろいろ巫女さんチームに説明するのに手間がかかる要素が出てきたので、その手間を省きたいという意図もある。

「うん、そうだね」

「ヒロシ様の思うようになさるのが一番です」

　宏の強引なまとめに、あっさり賛同する春菜とエアリス。アルチェムは、もとよりこの話にそこまで深刻な問題を感じていなかったため、そもそも反対意見を出す理由がない。巫女さんチームは達也が話題に出したアンドロイドというものに興味はあるが、宏達が面倒くさがっているのに、わざわざ突っ込んで聞くほどではない。

　結局最初の結論に戻ったのだが、これ以上議論しても意味が薄いことは全員が感じていたようで、ようやくここでこの話が終わる。

「さて、そろそろ儂わしの用事を済ませてもいいかの？」

　儀式終了直後に降臨し、大人しく宏達の話に結論が出るのを待っていたダルジャンが、待ちかねたという態度を前面に出してそう口を挟む。それを見て、忘れていたという表情を素直に浮かべる宏。危うくこのまま神殿を出ていくところだったりする。

「長い話になりそうだから、お茶とお茶請け用意してくるね。エルザ様、ジュディスさん、台所、お借りします」

「どうぞ」

「あ、お手伝いします」

　エルザの要請のおかげで脇道にそれた上、長話が続いたため、いい加減みんなそろそろ喉が渇いている。春菜のその申し出に、みんな妙に嬉うれしそうな顔をする。

　もう一つの長話の前に、とりあえず一息入れる一同であった。
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「さて、前回話す余裕がなかった邪神の正体についてじゃが、一口で言うなれば、破壊衝動の塊というところじゃな」

　お茶を飲み、茶菓子のせんべいを一枚腹に入れたところで、ダルジャンがタメも何もなくさっくり正体を言い放つ。

「邪神教団の連中はとち狂って至高神だとか言って崇あがめておるが、そもそもあれには人格と呼べるようなものはない。故に、祈ったところで加護だのなんだのというものは授からんし、それ以前に意思疎通そのものが成立せん」

「その割には、ここで戦った連中みたいに、あからさまに加護らしいもん貰もらっとる連中おるんですけど、何でですのん？」

「やつらはこちらに来た際に自然発生した眷けん族ぞくのようなもんじゃからな。邪神が自分の意思で加護を与えておるわけではない。もっとも、そもそも邪神は壊しつくし完全に消滅させること以外に、意志と呼べるものは存在せんが」

「自然発生って……」

「下級とはいえ、創造神の手に余るほどの力を持っておる以上、単にそこに存在するだけでもなかなか笑えぬ影響を与えるからの。この世界にもあれに同調するような負のエネルギーが存在しているのだから、ああいうのが自然発生するのは避けられんのじゃ」

　邪神教団やバルドとの間にある、どうにも嚙かみ合わない感じの何か。その理由がなんとなく明らかになってげんなりする宏。

　大本が破壊衝動しかないのだから、嚙み合うわけがない。むしろ、そこから派生した存在の割に、よくぞ今まで短絡的な行動に出ずに陰謀的な何かをメインに動けたものだと感心するべきであろう。

「むしろ、そんなん相手にようこの世界滅ぼされんですんどりますね」

「歴代の知られざる大陸からの客人達が、かなり頑張ってくれたからの。お主達のように、あのアホ神のせいでこちらに引きずり込まれた者達だけでなく、普通に自然現象で迷い込んだ客人達も、ずいぶん的確に邪神の妨害をしてくれたし。あれは非常にありがたかった」

「それ以外にも、基本的に私達や邪神のような存在は、自身が発生した世界以外では大幅に力が落ちる傾向がある、というのもどうにか持ちこたえられた理由ですね。恐らく相手が本領を発揮できていれば、三千年前の時点でこの世界は滅んでいたでしょうから」

　宏が持った当然すぎる感想に対するダルジャンの解説、それにエルザが非常に恐ろしい補足をする。

「お主達が西部から連中をほぼ駆く逐ちくしてくれたおかげで、天てん秤びんそのものはこちらに完全に傾いておる。じゃが、それがなければ、そろそろじり貧になりつつあったからのう」

「まったくです。いくら相手の力が落ちているとはいえ、こちらもあれこれ制約がある身。しかも、三千年という年月のおかげで邪神がこの世界に馴な染じみつつあり、このままでは押し切られるのは時間の問題でしたから」

　茶飲み話に、非常に聞き捨てならないことを言いあうダルジャンとエルザ。冗談抜きで、こちらの世界はいろいろ際どい状況にあったようだ。

「まあ、話を戻すとしよう。今一度確認しておくが、お主らが向こうに戻るには、少なくとも月から邪神を排除する必要がある。それはよいな？」

　ダルジャンの確認に頷うなずく宏達。なぜそうなるのかまでは理解できていないが、そういうものだと思っておけば問題ないと割り切っておく。

「そのためには、邪神がどのような過程を経て生まれ、どのような形でこの世界に食い込んだか、それを知っておいたほうがよかろう。特に小僧の今の能力は、あれと相克の関係にあるからの。ある意味において最高の相性ではあるが、ある意味においては致命的に相性が悪い。故に、知っておくのと知らぬのとでは雲泥の差となる」

「その話は、私達も聞いておくべきことなのでしょうか？」

「お主ら巫女も、排除の過程で関わることになるじゃろうからの。理解できぬ要素がちらほら混ざるじゃろうが、そこは、そういうものだと流しておけばええ。重要なのは、邪神がなぜ生まれ、なぜ我らの住む大地に現れたのか、そしてどう対応すべきかという点じゃからの。細かいことは気にせんことじゃ」

　そう前置きして、ダルジャンがかの創造神が担当していた世界において、何が起こったのかを滔とう々とうと語り始める。

　詳細については長くなるために割愛するが、事情そのものは単純な話だ。例の世界で起こったとある事件で、自浄作用で均衡が取れる範囲を超える量の瘴気が発生し、様々な問題が重なり合って邪神という形に凝縮、安定してしまっただけである。それが管理者である創造神の手に負えなくなり、誤魔化すためにこの世界に押しつけたのが、全ての事の始まりだ。

　邪神の発生自体はあちらこちらの世界で起こっているよくある出来事なのだが、今回の件ではよくあるでは済まないポイントがいくつかある。

　そのひとつは邪神の強さだ。普通は、よその世界に送り込まれると力が削そがれるため、送り込まれた先の神々と拮きっ抗こうするような力を維持できる邪神はまずいない。大抵はそこまで行く前に作られた世界なら創造神が、自然発生した創造神がいない世界なら管理を担当している神が介入するか、もしくは世界そのものが滅ぶので、それ以上の力を得ることができないからである。

　つまり、邪神が強大化するまで管理を放棄し、それが表面化するといろいろ自分に不利になる状況に追い込まれるからという創造神の自分勝手な理由で、その邪神をよその世界に押しつけた結果が、今の状況である。

　さらに、ここまで純粋に破壊と消滅に特化するのも邪神として珍しいポイントである。それだけ、コアとなった破壊衝動が強かった証拠でもあるが、創造神を脅かすほど世界そのものに対する破壊衝動を発生させるというのは、やはり尋常ではない。

　邪神が発生した時点で、その世界に存在する生き物の大多数が、全身全霊をもって世界そのものを否定していなければこうはならない。

　いかに、例の創造神が怠慢だったかがよく分かる話である。そこまで世界全体が追い込まれている時点で、管理者失格だ。

「何というか、そんな無能を管理者にしてて、よくもまあ邪神が生まれるまで保もったもんですね」

「介入すれば、自身の評価が下がるからのう。神の世界というのもいろいろ世知辛いんじゃ」

「評価が下がると、何か問題があるんですか？」

「評価が下がったところで、それ自体は大した話はないがの。ただ、儂らのような舞台装置はともかく、それらを統括する創造神や管理担当の神があまりホイホイ介入して世界をおもちゃのように好き勝手にいじりまわせば、状況によっては粛清されるでな。それを恐れて、たとえ必要な状況でも介入して評価が下がるのを嫌う神は少なくないんじゃ」

「それはまた、世知辛いですね……」

「アホ神がおもちゃにして世界を滅ぼした場合、そこまでに溜たまりに溜まった負のエネルギーが悪さして、連鎖的に複数の世界が消失することがよくあるでな。別に世界がいくつ滅ぼうと神々にはどうでもいいことなのじゃが、全部滅ぶとさすがに具合が悪い。故にそれを止めるために、容赦なくアホ神と世界を粛正する神がおるのじゃが、それに必要以上にビビッて隠いん蔽ぺいに走るやつも多くての」

　話を聞いた達也の正直な感想に、創造神達の世知辛い事情を語って聞かせるダルジャン。粛清を恐れて小手先だけのごまかしに走り、結局上う手まくいかずに自滅して消滅したあたりが、人間の世界でもそれなりによく見かける話と重なって何とも言えない気持ちになる。

「今回のような破壊衝動に特化した邪神の場合、誰かが物を作り出すだけで力が削そがれる。それが、これまで存在しなかったものであればあるほど、そして生産量が増えれば増えるほど、邪神へのダメージが大きくなる。つまり、インスタントラーメン工場はかなりの効果があったはずじゃ」

　大まかな背景を説明し終えたところで、宏と相克の関係にあるという意味の解説に入るダルジャン。その内容を聞いた時点で、すぐに宏が質問を飛ばす。

「その話でいくと、向こうはもの壊すだけでいくらでも力をつけられるっちゅうことになるから、こっち不利違いますん？　後先考えへんねんやったら壊すんは簡単やけど、作り直すんはかなり手間かかりまっせ？」

「それが、一概にそうとも言えん事情があってな。そもそもあの邪神は、どんな些さ細さいな生産活動でも力を削がれてしまうほど、破壊に特化してしまっておる。それだけに削がれた力を取り戻す手段も限定的じゃ。逆にお主はまだ一応人間ゆえ、そういう概念的なことで力を削がれたりはせん。その上で、ゆっくりとはいえ作れば作るほど力を得るのじゃから、むしろ長期的にはお主の方が有利じゃろう」

　邪神の、邪神であるが故の弱点を滔々と語るダルジャン。もし宏がものづくりの神であれば、確かにお互いに天敵であったであろう。

「まだ一応って、どういう意味か問い詰めてええですか？」

「あと、お主のような職人が、作るために何かを壊す場合、それは破壊されたことにならんから邪神が力を得ることはない。さらにいえば、壊そうと思えば壊すものがなければならんからのう。結局、誰かがものを作らねば壊せんという矛盾も抱えておる」

　宏の抗議をサクッと無視し、ダルジャンが言いたいことを最後まで言い切る。

「そういうわけじゃから、邪神をどうにかするために二つ、お主らに行動指針を与えるとしようかの」

「あら、ダルジャン。あなたがそこまで具体的に話をするとは、珍しいですね」

「儂にとっても、益があることじゃからな。それに、儂がわざわざ言わんでも、勝手にその方針で動く。それがこやつらの宿命じゃからな」

「では、別にあなたが指針を出す必要などないような気がしますが」

「最初から言っておいたほうが、回り道が減るじゃろう？　なにせ、こやつらは寄り道の達人じゃて。ここで行動指針も与えずに放置すれば、目的地にたどり着くまでにどこに迷い込むか分かったものではないからのう」

　ダルジャンとエルザの掛け合いに、非常に気まずそうに視線をそらす日本人一行。大体宏のせいではあるが、誰も止めなかったり止めても無駄だったりする上に、春菜あたりは消極的にではあるが、煽あおっていることも多いのだから、宏一人の責任にはできない。

「そういうわけじゃから、まずは神器の名を得るにふさわしいものを作ることを目指すがよい。神器に限らず、神々の晩ばん餐さんにふさわしいメニューを作り出すのも、神の酒と呼べるだけのものを作り上げるのもありじゃ。それとは別に、お主らの拠点を中心に、世界全体の生産能力と輸送能力の底上げを考えることじゃな。生産能力は、物量だけでなく種類や品質の向上でもよかろう」

　ダルジャンから告げられた行動指針に、少しばかり考え込む宏。前者はともかく後者については、生産能力は今までのやり方で進めれば問題ないので、あとは輸送がらみをどうするかだろう。

「もう一つヒントじゃ。今までで大体分かっておるじゃろうが、素材の分布そのものは、ゲームの頃とさほど変わってはおらん。せいぜい、向こうでは存在しておらぬ素材がいろいろ転がっておる程度じゃ」

　考え込んでいる宏にそこまで告げると、何の前触れもなく、そのままダルジャンが姿を消す。どうやら、彼の用事は全て終わったらしい。

「……まあ、細かいこと考えるんはあとにして、まずは昼飯にしよか」

「うん、そうだね。エルザ様、台所をお借りします」

「どうぞ。好きに使いなさい」

　エルザの許可を取って食事の準備に入る春菜。

　結局、物事を決める前にはまず食事、の鉄則は何一つ変わらない宏達であった。
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「で、結局どうするんだ？」

「まあ、ダルジャン様の言うとったうち、生産能力云うん々ぬんは腰据えてやる類の話やし、とりあえず基本は素材優先やな。で、今日に関しては折角ここまで来たんやし、前から言うとった大だい霊れい窟くつの方から回りたいとこやな」

「大霊窟か。妥当っちゃあ妥当かもな」

　リヴァイアサンの白身煮つけ定食を食べながら、この後の方針を大雑把に話し合う一同。フォーレ側とはいえ、場所が大だい霊れい峰ほうの二合目付近だけあって、予想どおり宏の口から出た目的地は大霊窟であった。

　ジュディスはともかく、エアリスとアルチェムをウルスに送らなくていいのか、という疑問に関しては、アルフェミナに頼らない形で一度この地に足を踏み入れた時点で、エアリスは自力で転移できるので問題ないという答えが返ってくる。

「大霊窟に行くのはいいんだけど、一回で全部の素材が必要量全て集まるの？」

「多分無理やな。大霊窟の素材は、あればあるだけ使う類やし」

「だったら、何度も行くことになるんだよね。その場合、毎回神の船で飛ぶのは結構面倒だけど、転移ポイントとか設置できるの？」

「そこは行ってみんと分からんけど、ゲームん時は転移ポイントは無理やったから、近場に小屋作ってそこ拠点にしたで」

「だったら、場合によっては拠点作りから？」

「そうなるな」

　ダルジャンに釘くぎを刺されたというのに、早速手間のかかる話を始める宏と春菜。いずれ行くべき場所であり、何度も行くのであれば確かに必要になる施設ではあるが、最初からその前提で話をするのはどうか、という表情を隠さないエルザ。

　恐らく、ダルジャンから神器を作れという方針を告げられなくても、このあと大霊窟方面に向かうのは変わらなかっただろう。そう考えれば、わざわざ言わなくても方針は変わらない、というダルジャンの言葉はまったく否定の余地がなかったことになる。

「そうそう。ダルジャンから伝言です。先ほど伝え忘れたとのことです」

「伝言？」

「ええ。ウォルディスが、邪神教団の手に落ちたそうです。情勢がはっきりするまで、あちら方面の素材で必要なものは後回しにするほうがよさそうですね」

「まあ、元から西部の難所に点在しとる素材中心に集める予定やったんで問題あらへんのですけど、そんなのんびりしとってええんですか？」

「あの国の場合、邪神教団の手に落ちていようがいまいが大差ありませんからね」

　あまりに平然としているエルザに、思わず眉をひそめる宏達。もっとも、大図書館の禁書庫で見せられたあの国の行いを考えると、エルザの言葉も理解できないではない。

「……まあ、ええか」

「いいんだ」

「ええねん。別に、僕らがこの世界の政治情勢に関わる必要ないって、レイっちにも言われとるし」

　宏達はあくまで一般人だ。政治や国際情勢は、その国のそういう役職に就いている人間が考えるべき事柄である。その大原則を思い出し、あっさり片をつけることにする宏と、それに反対する理由を見つけられない春菜達。特にウォルディスに対して思い入れの類がない、というのも大きい。

　幸せそうに食事をしながらその様子をうかがっていたエアリスが、ここで方針に影響を与える非常に重大な言葉を発する。

「ヒロシ様、ハルナ様」

「ん？」

「何、エルちゃん？」

「折角ですので、大霊峰の高い場所で取れる美お味いしいものを、ウルスでも手軽に味わえるようにできないでしょうか？」

「せやな。それがみんなで幸せになれる道やな」

「うん。折角だし、まずは美味しいものの発掘からだよね」

「知っとる限りでも、いろいろあるしな」

　本能と欲求に忠実なエアリスの言葉に、満面の笑みを浮かべて頷く宏と春菜。

　美う味まいものは正義。それは、国も世界も種族も超えた、絶対の真理である。

「あ、だったらオルテム村でも、どうにかできると嬉しいです」

「ダールとフォーレにもお願いします」

　余計なやる気に火をつけた宏と春菜に、便乗するようにアルチェムとジュディスが頼みこむ。こうして、いきなり目的が大霊窟からそれるアズマ工房一行であった。
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「三百五十年ぶりのヒューマン種の客人だ！　今日は無礼講で大宴会だべ！」

「おう！　おら、秘蔵の樽たるさ持ってきただ！」

「うちさ秘伝のゴロナ焼き焼いてきたべ！　腹いっぱい食っとくれ！」

　大だい霊れい峰ほうの標高五千メートル付近の大森林地帯。中腹、という単語で表すのもそろそろ限界に近くなってきたあたりにあるハイランドエルフの村では、空から来たヒューマン種の一団を歓迎するため、大宴会の準備が整えられていた。

　この村は総人口六百名ほど。放牧をメインにいくつかの高山作物を育てて人口を支える、この世界としては小規模な、だがハイランドエルフの集落としては比較的大規模な村である。

　なお、エアリス達巫み女こ組とはエルザ神殿で別れているため、今は日本人チームしかいない。

「あ、このお酒美お味いしそう。味見していいかしら？」

「おう、どんどん行くだ！」

　口を挟む暇もなくあっという間に宴会ムードになった村の様子に、これまた特に困る様子もなくあっさり馴染んだ真ま琴ことが珍しい酒をロックオンして突撃する。

　余談ながら、エルフ達と真琴の会話に使われている言葉はエルフ語だ。村人達の言葉がなまっているのは、普通にエルフ語としてなまっているのである。

　エルフ語は『フェアリーテイル・クロニクル』のゲーム内でも割と習得人数の多い言葉で、宏ひろし達も基本全員が身につけている。母国語同様に、というレベルではないが、早口だったり難しい言い回しだったりしなければ普通に聞き取れて話せるぐらいはできる。

　オルテム村に滞在していた頃、宏達が何度かエルフ達の言葉を聞き取れなかったのは、単純に早口でまくし立てていたり、相手をひっかけるためにわざと難しい言い回しをして内容を理解できないようにしていたからだ。

「私、お酒に関してはエルフもドワーフと同じだと思うことにしたよ」

　少々呆ぼう然ぜんとした様子で一連の流れを見ていた春はる菜なが、どことなく所在なさげにしながら、小さくぽつりと呟つぶやく。

　下界から隔絶された土地で暮らしている、エルフ達の間での通称がハイエルフである彼ら。オルテム村のエルフによると、南部大森林地帯のエルフ達以上に娯楽に飢えているとは言っていたが、酒に関してはもう少し上品かと少しは期待していたのだ。

　結果を言うなら、その期待は完膚なきまでに裏切られている上に、何かあるとすぐに宴会をしたがるのではドワーフと何も変わらない。春菜がぼやくのも当然であろう。

　もっとも、客が飲んでいると我慢できずあればあるだけ飲んでしまうがゆえに飲食店が営めないドワーフと、一応飲食店ができる程度には自制するエルフとを一緒にするのは問題あるのだが。

「よう考えたら、イメージどおりワイングラス傾けて静かに飲んどるエルフって、見たことあらへんよなあ」

「師匠、ボクらオルテム村以外で、お酒飲むような環境でエルフと会ったことない」

「まあ、せやねんけどな」

　基本的に宏達学生組は、酒場に行く機会がほとんどない。故に、宴会以外でエルフが酒を飲むシーンに遭遇したことはない。そのことを澪みおに指摘され、期待を込めて達たつ也やの方に視線を向けると……

「俺も基本的に三人ぐらいしか知らないからなあ……」

「その三人はどないなん？」

「酒がまわってくると、エールとかに手を伸ばす感じだったな。その時は、冒険者やってるぐらいだから染まったのか、と思ってたんだが……」

「現実には、それが本性やったわけか」

「多分なあ……」

　達也からの報告に、いろいろテンションが下がる学生組。どうやらこの世界には、エルフと聞いてイメージするようなスマートなエルフは生息していないらしい。

　そんなことを言っているうちに、宏達のところにも飲み物が回ってくる。達也はともかく、学生組はちゃんとノンアルコールのものらしいので、その点は一安心だ。

「飲みもんさ行きわたったけ!?」

「んだば始めるど！」

　飲み物と料理が行きわたったところで、村長と長老が高らかに宣言する。ハイエルフの宴会は、ドワーフに勝るとも劣らないものであった。
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「なんぞ、妙なところだけイメージどおりのハイエルフやったやんなあ……」

　三日後。じっくり交流したハイエルフ達に別れを告げ、大霊峰の頂を目指す船の中で宏がそうこぼす。

　下界から完全に隔離された、日によっては完全に雲の中に隠れることもある場所。普通に高山病になりかねない程度には空気も薄い。そんな土地なのに、植物相が違うだけで南部大森林地帯と変わらぬほどの密度で森が生い茂っている。

　その理由をハイエルフ達から教えてもらった宏が漏らしたのが、先ほどの感想であった。

「しかし、世界樹ねえ」

「この世界にも、ちゃんとあったんだね」

　大霊峰が、地球のヒマラヤ山脈を凌りょう駕がする高さと険しさを誇りながら、山頂付近ですら万年雪と大森林地帯が併存する理由。それこそが、ハイエルフ達が語った世界樹の存在であった。

　そもそも大霊峰が大霊峰と呼ばれているのも、世界樹が山頂に生えているからである。

「そういや、宏」

「ん？」

「あんた、大だい霊れい窟くつは何度も踏破してるんでしょ？」

「せやで」

「世界樹は見てないの？」

「ＮＰＣから話は出とったんやけど、見てへんねんわ、これが。多分フラグの問題なんやろうけど、せいぜい神様がらみのなんかがいるんちゃうか、っちゅう推測ができる程度で、正直どんなフラグがあれば世界樹が見れるかよう分からんかったしなあ」

　宏の言葉に、それもそうかと頷うなずく真琴。

　現実問題として、『フェアクロ』をはじめとしたＶＲＭＭＯの大半はＮＰＣがＡＩで動いており、そのリアクションは人間とほぼ変わらない。そのため発生条件が、特定のＮＰＣと仲よくなる、といったようなクエストの場合、お互いの性格や相性によっては、そもそもどうやっても無理なことすらある。

　何より『フェアクロ』はＶＲになる前のＭＭＯＲＰＧのように、フラグが立ったことを示すマークが表示されるゲームではない。辛うじて、クエストの始まりと終わりがシステムメッセージで宣言される程度である。

　結果として、プレイヤーがフラグを把握するのが非常に難しく、今回の世界樹のように何が条件か分からないものは、存在するらしいということを突き止めて終わり、になりがちである。

　さらに『フェアクロ』の場合、グランドクエストの進行度合いがフラグになっている要素が多いのに、グランドクエストの序盤の終わりである二章あたりからは急激にクエスト進行が複雑になり、難易度が一気に上がる。

　各国の王家と関わる内容になっているからか、厄介なことにＮＰＣとの人間関係が重要となってくるクエストが一気に増える。関わっているＮＰＣの数も膨大になり、その数だけシナリオのルートが存在するので、人間関係と相まって画一的な攻略方法が確立できていない。

　なので、グランドクエストの進行度合いとＮＰＣの好感度が条件、となると、一章をクリアしただけの宏では、条件を満たせないことの方が多いだろう。

「今回はゲームとはいろいろちゃうし、大霊窟を踏破したらなんかあるかもしれへんで」

「そうね。まずは踏破してみないと分からないものね」

　結局、結論はそこに落ち着くのである。

「で、大霊窟まではどんなもんだ？」

「今は探すために速度落としとるけど、それでも移動と探索合わせて三十分あれば着くやろ」

　その言葉が終わらぬうちに、船が雲海の中に飛びこむ。安全のために一分ほど真上に上昇を続け、高度計の値が一万メートルを大きく超えたあたりで、ひときわ高い山の連なりを発見する。

「多分、あの辺のどっかやな」

「ねえ、宏くん」

「なんや？」

「ゲームの時はどうやってここまで来たの？」

「そらもう、いろいろ装備作って、えっちらおっちら山登りやで」

「……」

　さらりと無茶なことを言ってのける宏に、春菜と達也が絶句する。

　実際にはゲームだと高さが大分低くなっているため、ロッククライミングのような真似をせずとも到達できるようにはなっていた。真琴と澪が普通なのは、ゲームの時は今見ている光景ほど無茶な環境ではなかったことを知っているからである。

　それでも富士山を登山道がないところを通って登るくらいには難易度が高く、途中で普通にワイバーンクラスのモンスターも襲ってくるため、一部の廃人や職人を除く普通のプレイヤーはほとんどが大霊窟まで来たことはない。

　宏達職人プレイヤーが入り浸るようになる前にそれなりの数の攻略組が踏破しているのだが、あまりの利便性の悪さと手に入るアイテムのまずさから、手持ちの消耗品を使いきるまでこもったあとは二度と来なくなっている。そもそも最低でも採取と採掘が上級に入っていなければ、大霊窟で手に入るアイテムは下級のダンジョンの方がマシという仕様になっており、攻略組は見事に無駄足を踏まされたことになる。

　これが職人組になると、逆に道中からして宝の山であるため、春菜達もお世話になっている簡易コテージのようなアイテムを持ち込んで、採れるものを採りまくりながら一心不乱に大霊窟を目指すのが、上級職人の通過儀礼となっている。

「……で、大霊窟を踏破するためのメンバーは、どうしてたんだ？」

「大霊窟前に転移ポイント記録用の小屋作ってあるから、本格的な攻略の時にはウルスとかスティレンで待ち合わせして、転送石で一発移動が基本やったで」

「なるほどな。大霊窟の中は、どんな感じだった？」

「モンスターは基本ノンアクティブで、強さは大体ケルベロスぐらいが平均やな。むしろ重要なんは、中で採れる苔こけとか鉱石とかの方やし。ただ、ボスはなかなかえぐかった」

　基本ノンアクティブと聞き怪け訝げんな顔をする真琴。彼女自身は大霊窟に来たことはないが、内部の様子は廃人仲間から聞かされており、その時の様子からすると、少なくともノンアクティブのモンスターは一切存在しなかったはずだ。

「宏、ほとんどノンアクティブって本当？」

「ほんまやで」

「……おかしいわね。あたしがギルメンから聞いた話だと、全部アクティブモンスターだったみたいなんだけど……」

「……それも、なんぞ条件とかがあるんやろうなあ。もしかしたら、僕ら職人組が出入りしとるエリアと、真琴さんのギルメンが攻略したエリアとは別もんなんかもしれん」

「あ～、ありそうねえ……」

　あれこれ意地の悪い仕様が随所に仕込まれているのが『フェアクロ』だ。その程度のことは普通にしてくるだろう。

　そうこうしているうちに一番高い山の山頂上空に到着し、ぽっかり開いた大きな洞窟を発見する一行。やけに清浄なあたりの雰囲気から判断するに、ここが目的地の大霊窟と見ていいだろう。

「まあ、目的地は発見できたようやし、転移陣張るための小屋作ったら昼飯食って探索やな」

「結局、小屋は作るんだ？」

「一回来て終わりっちゅう感じにはならんやろうしなあ」

「まあ、そうだよね」

　宏のその主張に、確かにと同意する春菜。転移ポイント記録用の小屋ではなく転移陣を設置するための小屋に化けたことについては、とりあえず何も言わないことにしたらしい。

　それぞれのやることが決まり、小屋の建築から転移陣の設置、面倒なウルスとの接続といった作業をてきぱきとこなす。そして三時間後、立派な仮設小屋の中で昼食のミックスサンドを食べ終わった一行は、意気揚々と大霊窟に入っていくのであった。
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「ちょっくら、この辺掘ってええ？」

　大霊窟に侵入して三十分。宏から三回目の待ったがかかる。

「今回は素材集めがメインだから構わんが、なんでだ？」

「多分、このあたりに神鉄鉱石の鉱脈があると思うんよ」

　つるはしを取り出し、軽く壁を掘りながらそう答える宏。その答えを聞き、小さく頷いて作業を見守ることにする一行。

　残念ながら、この中にあるものはほとんどが宏以外には手を出せないものだ。苔などを取る分には澪もある程度戦力にはなるが、壁を掘るのは宏しかできない。

「やっぱり神鉄やな。それもかなり高純度のやつや」

「ほう？　ということは？」

「今ここから採れる分で、とりあえず誰か一人の武器を作れんで」

「そうか。ついに俺達も神鋼製の武器になるわけか」

「せやな」

　武器に使える金属素材としては最高峰のものが、宏のもとに十分な量来ることになった。残念ながらその他の素材が足りないため、神器を作るのはまだ不可能ではあるが、それでもアミュオン鋼製のものですら全ての面で大きく引き離す性能の武器を作り上げることができる。

「神器の素材集めて一気にそこまで加工するか、一いっ旦たん踏み台として単に神鋼製ってだけの武器作るかで悩むとこやで」

「あ～、確かにそこは悩むわねえ……」

「使う期間は短いんやけど、もしかしたら作っとかんと素材集め自体できへん可能性もあるっちゅうんが悩ましいで」

「そうねえ……」

　ガンガン壁を掘り続けながらそう告げる宏に、同じように頭を悩ませる真琴。これがポーション類のような消耗品なら、とりあえず作っておこうで問題はない。使おうと思えばいつでも消費できるのだから。

　だが、武器となるとそうはいかない。使わなくなった物をどうするのか、という非常に難儀な問題が発生する。相手を選んで売る、という処分方法ができるのは、せいぜいフォーレの大武闘会で冒険者達に売り払った武器のグレードあたりまでである。今使っているものや神鋼製のものとなると、相手が間違いなく善人だとしても迂う闊かつに譲り渡すわけにはいかない危険物ばかりだ。

　たとえば、澪の使っている短剣はライムでもワイバーンの首を切り落とせるようになりかねないほどの業わざ物ものだし、春菜のレイピアは駆け出し冒険者と極端に相性の悪いメタルゴーレム系を仕留められる可能性すらある。

　つまり宏達の現在の武器であれば、魔鉄製の武器の攻撃くらいなら、いなすどころか軽く武器ごと切り捨てる程度の性能があるのだ。こんなものをどう処分すればいいのか、という悩みが出てくるのも当然である。

「まあ、そのあたりはまたあとで考えるとして、や。あと一種類採取できればええから、多分ここの中層ぐらいまで突破すれば一級のポーション各種が作れんで」

「ってことは……もしかして？」

「エレ姉の身体治せる」

「そっか。だったら頑張らないと！」

　宏と澪からもたらされた朗報に、春菜が気合いを入れる。もっとも、残念ながらいくら気合いを入れたところで、彼女のスキルでは戦闘以外では特にできることがないのだが。

「しかし、本当にモンスターが全部、ノンアクティブみたいねえ……」

「なんか、お前らの姿見た途端にかしこまった態度とってる気がするぞ」

「なんぞ、フラグでも立ってんねんやろうなあ……」

　象くらいの大きさの銀色の狼おおかみが宏と春菜の姿を見た途端に伏せをしたり、金色の狐きつねが道を開けたりと、明らかに自分達の上位者として認識しているとしか思えない行動をとるのを見て、微妙な顔でぼやくしかない達也と真琴。あまりにあからさまなモンスター達の態度に、宏も反応に困っているようだ。

「うーん。でも、この子達すごくもふもふで気持ちいいよね」

「もふもふは正義」

　宏が採掘中、ヒマだからと狼や狐を手て懐なずけていた春菜と澪が、巨大な毛皮に全身をうずめながら幸せそうにそんなことを言う。まさにもふると表現するほかない春菜と澪の撫なでかたに、狼や狐もまんざらでもなさそうな、妙に気持ちよさそうな態度で身体をすり寄せている。

「とりあえずここの鉱脈は掘りつくしたから、そろそろ移動すんで」

「は～い。またね」

　宏に促され、名残惜しげに身体を引きはがす春菜。澪も残念そうに狐を解放する。残された狼と狐も、どことなく寂しそうにちょこんと座っている。

　もっとも、象ほどのサイズの肉食動物を、ちょこんという擬態語で表現していいのかどうかは疑問であるが。

「……師匠」

「何や？」

「今までのボク達に足りなかったものって、もふもふだと思う」

「何をいきなり唐突に……」

　まだ微妙にとろけ切っている顔の澪に、呆あきれた様子で突っ込みを入れる宏。だが、意外にも、こういう時に一緒に突っ込みに回るはずの達也から、澪に対する援護が飛んでくる。

「そういや確かに、ふかふかの毛皮着たペットって、まったく縁がなかったよなあ……」

「オクトガルは軟体動物だし、ひよひよは羽毛で手触りがちょっと違うものねえ……」

「ポメは野菜だし、そもそも爆発するから愛めでる対象じゃないよね」

　達也だけでなく真琴や春菜からも、澪のもふもふが足りないという意見を肯定する台詞が出てくる。

「てか、宏君は動物は嫌い？」

「いんや。家で猫飼うてるし、犬も押しつぶしにこんかったら嫌いやないで」

「……もしかして、何かトラウマある？」

「小学生の頃ローラースケートで遊んどった時に、ハスキーに足払いされてこかされた挙句、のしかかられて身動きとれんなったことがあってなあ……」

　今の澪より大きな犬。それに押しつぶされた経験を苦笑しながら答える宏。今は別にどうでもよくなっているが、当時はしばらく、大きめの犬は全て怖かったものである。正直、今となっては、犬に押しつぶされるぐらい、女体やチョコレートに比べれば全然怖くないのだ。

「まあ、今は別段怖いとは思わんけど」

「……そっか」

「春菜さんとこも、なんか飼うてんの？」

「うちも猫かな。うちは私と妹も含めて全員家を空けなきゃいけないこともたまにあるし、犬は長期間放置できないから、ちょっと飼えないんだ」

「師匠も春はる姉ねえも羨うらやましい……」

　自分の身体の問題で、ペットどころではなかった澪。家で猫を飼っているという話を非常に羨ましそうに聞いている。

「向こうで元気になったら、おねだりしてみたら？」

「ん、そうする」

　このまま向こうに帰れれば、いずれ身体がちゃんと治る。それを知っている澪が春菜の提案に頷く。諦めていた夢がいろいろ叶かなう可能性が出てきた、その一点だけでも、こちらに来た甲か斐いがあったというものだ。

「っと、ちょいストップ」

「ん？」

「あそこに生えとるん、ジェルト草っちゅうてな。応用レシピの方になるけど、あれで一級ポーションの素材がコンプリートや」

「了解」

　特級素材の宝庫、大霊窟。そこでついに、いろんな人間にとって待望の一級ポーションの材料が揃そろうのであった。
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「……ボス部屋か？」

「……多分。でも、今回の場合、ボスってどうなるんだろうね？」

　突入から六時間後。手描きの地図もあらかた埋まり、もはや最後の一カ所となった場所の前でひそひそと相談する面々。隅から隅まで探索し、大量の素材を収集し終え、そろそろ工房に戻るかどうするかを決めようかというところだ。

　視線の先にあるのは、かなり大きな広場。明かりが手元にしかないこともあり、宏達の位置からは奥までは見通せない。天井もかなり高く、特撮映画の怪獣ぐらいなら普通に暴れ回れるであろう空間がある。出入口の幅も二十メートル程度と割と広く、戦闘をするにはそれほど困らない。

　時間的に、ボスとやり合うかどうかは悩ましいところである。それ以前に、敵対的な反応が一切なかったどころか積極的に懐なつきに来た道中のモンスター達のことを考えると、そもそも戦闘になるのかどうかも微妙なところである。

「で、どうするよ？」

「戦闘があまり長引くと、ご飯が遅くなるんだよね……」

「結局飯かよ……」

「ご飯は大事なんだよ？　特に成長期の澪ちゃんにとっては」

　別に食い意地が張っているわけではないのに、どんな状況でも食事の心配だけはやめない春菜。こちらに来た当初はメニューの改善がメインだったが、今は年少組の身体について気にしているらしい。そのまるで母親のような思考にいろいろ思うところがある達也と真琴だが、ここではあえて何も言わない。

「春姉、お腹減った」

「だよね。私もお腹減ったよ」

　時間はそろそろ夜七時。いい加減空腹だし、それ以外の事情からも夕食は済ませてしまいたいところである。

「ただ、ちゃんとしたもの食べてからの戦闘って、結構きついのよねえ……」

「それはあるよな。俺はポジション的にあんまり派手には動かねえけど、それでも結構動き回るからなあ」

「オキサイドサークル一発でけりがつくような雑魚なら問題ないけど、いくらなんでもボスでそれはないものねえ」

　ちゃんとした飯とボス戦、その狭はざ間まで揺れ動く心を正直に吐き出す達也と真琴。結局飯かよ、などと言いながら、やはり達也も食えるならちゃんとしたものを食べたいのだ。

「……ごちゃごちゃ言うとる余裕はなくなったみたいやで」

　飯をどうするかの結論が出る前に、時間切れを告げる使者がボス部屋からのそっと頭を出す。

「うわあ……」

「こらまた大きな狼だな……」

　いつまで経っても入ってこない宏達を見に来たのは、頭だけで幅十五メートル以上ある巨大な銀色狼であった。

　なお、宏達の驚きのポイントは、狼のサイズもさることながら、この大きさなのに動いたことによる振動などが一切なかったことにもある。

『入ってこないのか？』

「テレパシーとか、できるんだ……」

『さすがに、口の構造上この姿では人間の言葉は話せんのでな』

　いきなり頭の中に直接語りかけてきた狼に驚き、素直な感想を漏らす春菜。意思疎通ができることよりそちらを気にするあたり、相も変わらずポイントがずれている。

「入っていったら、いきなり襲いかかったりとかはしません？」

『我をなんだと思っている？』

「あっ、ごめんなさい。こういう洞窟とかの主って、なんとなくそういうイメージがあって……」

『知能の低いドラゴンなどはそうであろうが、一応神域の守護者である我が、濃厚な神の匂いを漂わせている者に攻撃を仕掛ける理由があるまい』

　地味に聞き捨てならぬことを言いながら、早く入ってくるように促す狼。その言葉に顔を見合わせ、恐る恐る中に入っていく一行。

『よく来られた。歓迎しよう』

　中に入ったところで、銀ぎん狼ろうが歓迎の言葉を告げる。顔のサイズから予想はしていたが、全長二百メートル以上の狼となるとかなりの迫力である。

　宏が釣り上げたリヴァイアサンは別格として、それ以外に彼らが遭遇した生き物としては最大のサイズ。そんな狼が普通に動き回れるこの広間、どう小さく見積もっても都市と呼べる規模の街が入るぐらいの広さはある。

　凄すさまじく広い上に狼が発するほのかな光のおかげで妙に神秘的ではあるが、逆にそれだけ広いのに何もないのは、考えようによっては非常に殺風景な環境に思える。

「こら、ご丁寧にどうも。アズマ工房っちゅう工房やっとる、東あずま宏っちゅうもんです」

『別にかしこまる必要はないから、普段どおりに話してよいぞ』

「ほな、お言葉に甘えて。その大きさやったらどう考えてもここから出られへんと思うんやけど、不便はあらへんの？」

『真っ先に気にするのがそこか』

「そら気になるでな。人間より賢そうな知的生命体がこんなところに閉じ込められとって、精神的に大丈夫なんか、っちゅうんも含めて、いろいろ問題ありそうな環境やしな」

『普通なら、確かに狂うか飢えるかしているだろうな。残念ながら、我はこの大霊窟にいる限りは食事の必要がなく、守護者として他にも仕事があるから狂う要素もない。それに、そもそもこの姿では出入りができんだけで、出入りが可能な別の姿くらいは持ち合わせておる』

「なるほど」

　宏が気になっていたことに対し、大体必要な答えを返す狼。身体の大きさと大霊窟に生息する生物の種類や個体数から、食事は必要ないのだろうと大体予想はしていたので、そこに驚きは特にない。

『とりあえず、お主達は神域に入る資格を持っている。故に、守護者としてお主達に試練を課す必要はない。また、限度はあるが、神域にあるものは好きに持ち出してもらって構わぬ』

「あれ？　ここって神域ちゃうん？」

『一部ではあるが、あくまでこの洞窟は審判の場だ。神域そのものではない』

　狼の言葉に、そういう仕組みなのかと納得する宏。

「にしても、好きに持ち出し可とは、えらい太っ腹やん」

『それが仕事だからな。ただし、我らの毛皮や牙などを欲するのであれば、さすがに一戦交えさせてもらうことになるが』

「非常に悩ましいとこやなあ……」

　狼に釘くぎを刺され、正直に返答する宏。狼達の毛皮は欲しい。ドラゴンやベヒモスの革などと合皮にすれば革素材としては最高性能のものが作れる。だが、意思疎通ができたり懐いたりしている敵対的ではない生き物を狩って素材を剝はぐのは、少々抵抗を覚えるところだ。

「なんかこう、ここの生き物とは戦いたあないねんなあ……」

『ここの生き物は厳密には生命体ではないから、別に気兼ねせずに戦えばよいが？』

「そういう問題やあらへんで」

『そういうものか。ならば、我が作り出した分体を襲わせれば、普通に戦って剝ぎとれるわけだな？』

「そうやけど、またえらい好戦的やな」

　やたら戦闘を押す狼に、苦笑が漏れる宏。なぜにそんなに戦いたいのか、理解に苦しむところだ。

『では正直に言おう。守護者として戦闘用に育ったというのに、我がまともに戦ったのはわずか数回でな。最後に戦ったのが三百五十年ほど前となると、いい加減いろいろと錆さびついていそうで、困っておったのだ』

「いやいやいや。普通の相手やったら、その前足で軽くぺしっとやるだけで一瞬やで」

『お主達はそこまで容易たやすくあるまい？』

「重量の差っちゅうやつ考えようや……」

　地味にバトルホリックな思考ルーチンを駄々漏れにしている狼。その話し相手を疲れたような態度で続ける宏。達也も微妙に呆れている。

　なお、特にコメントをしようとする気配がない女性陣がどうしていたかというと……

「……尻尾もおっきい」

「この大きさの狼だと、全身埋まるぐらいふかふかかも」

「軽く振るだけで壁際まで吹っ飛ばされそうだけど、手触りはものすごく気になるわよねえ……」

　一軒家と変わらぬくらい太い尻尾に、興味の全てを持っていかれていたのである。

『それにしても、お主の仲間はこの尻尾が気になってしょうがないようだな』

　注がれる熱視線。それを受け苦笑気味に小さく尻尾を振ってみせる狼。衝撃を起こさずゆらりと優しく揺れる尻尾に、女性陣の視線は釘づけである。

「触ってみたい……。触ってもふってみたい……」

　欲望を駄々漏れにしながら、ふらふらと尻尾の方に近寄っていく澪。敵対していない毛皮の生き物、その魔力に完全にとりつかれている。

『別に尻尾に触れるくらいはかまわんが、埋まって窒息せんように注意するのだぞ』

　そう言って、伏せの姿勢になってそっと尻尾を差し出す狼。差し出された尻尾に、歓声を上げて埋まりに行く女性陣。意外にも毛の長さはそれほどでもなかったようで、澪だと全身が埋まるが春菜なら普通に脱出可能だったりする。

　その極上の手触りとふかふかした感触に、我を忘れて戯れ続ける女達。食事のことを思い出したのは、それから三十分後のことであった。
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「おはよう」

『起きたか？』

　なんだかんだで翌日。一番最初に起床した春菜が、朝食の準備をしながら狼に朝の挨拶をする。

『昨日も思ったのだが、こんな場所で、やけにしっかり調理をするのだな。今の下界の冒険者は、皆そうなのか？』

「多分、私達だけだと思うよ。私達のチームは、割と調理器具が充実してるし」

『そういうものか？』

「うん。あっちこっちで随分と突っ込まれてるから、間違いないはず」

　炊飯器に米をセットし、リヴァイアサンの貝柱からシジミ的なものを選んで味み噌そ汁しるの具にするための下処理を済ませ、昆布と鰹かつお節ぶしでダシをとりながら他のおかずの準備に入る。その手際のよい作業を観察していた狼の言葉に、自分達が世間一般からずれていることを正直に告げる春菜。

　もう一品は何がいいか、と思って食料リストを覗のぞいていると、唐突にロックボアのベーコンが二百グラムほど減る。

「あ、宏君、おはよう」

「おはようさん」

「朝はベーコンの気分？」

「単に、そろそろこのロックボアのベーコンも食べてもうたほうがええ、っちゅう気がしたんよ」

「あ～、そういえば、これファーレーン出る前に、護衛依頼の最中に狩った肉で作ったベーコンの残りだもんね」

　アズマ工房の食糧庫には、実に多種多様な食材が眠っている。狩りの成果が基本一頭単位になる上、屋台以外で肉類をお金に換えることがないので消費しきれないのである。

　それでも調理難易度がトロール鳥以下のモンスター食材は、工房の職員達が勝手に調理して食べてくれるのでそれなりに消費は進んでいる。問題はロックボアのような、アズマ工房の職員達の手にはやや余り、宏達がなかなか目を向けない食材だろう。宏達が調子に乗ってベヒモスを狩りすぎたあたりから消費ペースがガクンと落ち、リヴァイアサンによって止とどめを刺され、現在はまったく消費されなくなってしまっている。

　結果としてロックボアのベーコンのような、いつ作ったっけ、なんて言語道断な言葉が出てくる加工食品が倉庫の肥やしになってしまうのだ。

「ここんところ、朝飯はリヴァイアサンの部位を焼き魚にしたんが多かったから、たまには目先変えたかったっちゅうんもないわけやないねんけどな」

「まあ、こういう食材も、隙すきを見て食べて消費しないとね」

「せやねんなあ。ボンバーベア肉とか、まだ二頭分ぐらい残っとるし」

「あ～、地味にピアラノークの脚が一本残ってるよ……」

　調理の手を止めず、食材の在庫を確認して愚ぐ痴ちる宏と春菜。いくら腐敗防止で腐らないといっても、ピアラノークを仕留めたのはもう一年ぐらい前。愚痴が漏れるのも仕方がないだろう。

　万トン単位で確保してしまった食材にばかり目を奪われ、この手の細かい食材の消費を怠ったのは失敗としか言えない。

「残りが少ない食材は、朝ご飯に使っちゃおうか」

「せやな。全部は無理やけど、残り一キロとかぐらいのんは今日明日ぐらいで使いきれるやろ」

　そうと決まれば早速、とばかりに、ピアラノークの脚肉をサラダにすべく身をほぐし始める春菜。完成品は、カニカマを使ったサラダのような味わいになる。

　ロックボアのベーコンは素直にベーコンエッグにし、ピアラノークの前にジャイアントスパイダーと一緒に仕留めた、というより、スパイダーシルクを作るために尊い犠牲になってもらったジャイアントホーネットの蜜を使った甘辛いタレで味付けしたパイルポテトを添える。

　その後、味噌汁ができあがり朝食の準備を終えたところで、他のメンバーが起きてくる前に砂漠のモンスターであるヒュージカクタスを表皮を取り払って角切りにし、ジャイアントホーネットの蜜を入れたヨーグルトで和あえてデザートを完成させ、朝の調理を終わりにする。

「ジャイアントホーネットの蜜は、半分ぐらい使うたな」

「ピアラノークの脚は一割も減ってない感じ。第一関節を食べ終わるまでに、何日かかるかなぁ……」

「イビルタイガーの肉、ベーコンにでもせんと消費量増えへんで」

「あ～、お酒のつまみ、最近はリヴァイアサンのゲソに偏ってるからね……」

『気の長い話をしているな』

　食べきれそうで食べきれない食材の前に、無力感を味わっている宏と春菜。その二人に、狼が呆れたように口を挟む。

『食事の後に案内する神域には食材になるものも多数あるが、その調子で大丈夫なのか？』

「うわあ……」

「新しい食材が増えるのは嬉うれしいけど、古い食材が使いきれてない現状ではちょっと悩ましいよ」

　宏達の前途は、どこまでも多難なようである。残念ながら、ほとんど自業自得なので同情の余地は欠片かけらもないのだが。

「おはよ～。今日の朝は肉？」

「あ、真琴さん、おはよう。ロックボアのベーコンが残ってたの思い出したんだ」

「おはよう。今日はリヴァイアサンが主菜じゃねえんだな」

「おはよう、達也さん。ちょっと食材の整理したほうがいいかな、ってことになって」

　二人が今後の食材消費計画を練り直していると、起きてきた真琴達が二週間ぶりぐらいのリヴァイアサンではないメイン料理にコメントしていく。

『リヴァイアサンか。確かにあれは、食い終るまでにかなりかかるな』

「食べたことあるの？」

『神話の時代に一度だけ、な。我のような守護者を総動員して消費して、食べ終わるのに三日ほどかかったのはよい思い出だ』

「三日で済んだんだ……」

　いろいろスケールの大きな話に、引きつった苦笑とともに感想を漏らす春菜。そもそも神話の時代にリヴァイアサンを食べる羽目になった理由が気になりはしたが、藪やぶをつついて蛇を出すことを恐れて質問はしないことにする。

「おはよう、春姉」

「おはよう、澪ちゃん」

「春姉、さっさと食べて神域に移動。狼さんが戦うことを蒸し返す前に」

「あ、そうだね」

　起きてすぐに食欲を見せる腹ペコの澪にせっつかれ、不良在庫の消費を目的としたメニューの朝食を味わう一同であった。
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「わあ……」

　狼に案内されて訪れた神域は、まさに楽園であった。大霊峰の山頂から移動したとは思えない、ウルスがすっぽり入るであろう広大な草原。その中心にそびえ立つ神聖な雰囲気をたたえた大木。

「あのものすごい説得力のある樹きが世界樹でええん？」

『ああ。諸般の事情で幹の大半が地下にもぐっているが、まぎれもなく世界樹だ』

　圧倒的な光景に目を奪われた宏の質問に、狼が補足説明を交えて答える。

　後ろを振り返れば万年雪が残る山頂が見え、空を見上げてもまったく雲が見えないどころか、山と山との隙すき間まから見下ろしたほうがたくさん雲が見えることから、ここが大霊峰の最も高い山に囲まれた場所にあることは疑う余地もない。

　だが、超高所とは思えないほどに気温は穏やかだ。宏が感じている気温は二十三度ほど。あえて外の環境にある程度連動するようにエンチャントを調整しているので、自分達が感じている気温が二十三度なら、この草原の気温は二十三度なのだろう。

　さらに、気圧や空気の濃度も、下界と大して変わらない。後ろの万年雪がなければ、そして世界樹の存在がなければ、ウルス近郊の草原だと噓うそをつかれても普通に騙だまされそうである。

「で、今気がついたんだが……」

『なんだ？』

「あっちこっちにある畑とか田んぼ、誰が管理してるんだ？」

『我われが管理者だと言っただろう？』

「狼なのに、畑仕事してるのか……」

『それが仕事だからな。家庭菜園というのも、なかなか楽しいものだぞ』

　巨大な狼による家庭菜園。その言葉に、くらりとするものを感じる達也。ここまでちゃんとファンタジーだったのに、急にいろいろとおかしくなった気分である。

「ここで育ってる品種って、地上でちゃんと育つのかな？」

「やってみんと分からん。ただ、普通に移植したところであかんやろな」

　狼の家庭菜園という言葉をきっちりスルーして、宏と春菜があれこれ持ち出す段取りをする。真っ先に栽培のことを考えるあたり、いろいろ手遅れな連中である。

「で、ここにある作物、ホンマにもろてええん？」

『うむ』

「ほな、とりあえずはええ時期のやつを収穫して回ろうか」

「そうだね。どのくらい、採ってもいい？」

『畑や田んぼで実っているものは、全て持っていっていい。種はいくらでもあるからな』

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　狼の太っ腹な言葉に甘え、ジャガイモやキャベツ、玉ねぎ、豆などを収穫して回る春菜。米が気になっていた宏は、稲刈りに全力投球である。

　宏と春菜につられて、農作業に移る真琴達。こんな場所で育てられている作物を、自分達の能力で収穫などできるのかと不安になったものの、宏が作業監督という扱いになっているからか、不思議と特に苦労せずに収穫が進んでいく。

「大分収穫できたし、ある程度倉庫に移そっか」

「了解」

　二時間ほど黙々と収穫作業を続け、いくつかの作物を全て収穫し終えたところで、春菜の提案に従って食糧庫に収めていく。宏が神力付与で容量を拡張していなければ、またしても倉庫を圧迫しそうな量の野菜を次々に収納する。

「おいおい！　ちょっとまて!!」

　収納作業が終わり、どれぐらいの分量になったかを確認したところで、表示された作物の名前に達也が全力で突っ込みを入れる。

「えっと、なになに……？」

「神米、神ジャガ、神キャベツ、神玉ねぎ……」

　達也の全力の突っ込みに興味を引かれた春菜と澪が、作物の名前を確認して渋い顔になる。

「何このストレートな名前……」

「ボクでも分かるひどいネーミングセンス」

　何でも神とつければいいと思ってるのか、あまりに手抜き全開の名前で登録されていく作物群に、達也が全力で突っ込みを入れたくなる理由を痛いほど理解してしまう春菜と澪。誰が名前をつけたのかは知らないが、もう少しひねった名前にしても罰ばちは当たるまい。

「あ、でもこの豆は名前が違うよ」

「どんな名前？」

「えっとね、仙……」

「春姉、その名前は絶対危険」

「そうなの？　って、名前変わった」

　澪に突っ込みを入れられた瞬間、豆が神豆という名前にしれっと変更される。そんな明らかに突っ込み待ちとしか思えない流れに、さらに関係者全員の顔が渋くなる。

「で、でもさ。これで『神々の晩ばん餐さん』だったかしら？　料理のエクストラスキルが手に入るんじゃないの？」

「あ～、そうかも。多分、条件的には神の食材的なものを満遍なく使った料理を作ることだろうから……、あと手持ちにそれっぽい食材がないの、鳥肉ぐらいかなあ……」

　あとは鳥肉、という春菜の言葉に、なぜか宏を除く全員の背筋に冷たいものが走る。

「なあ、鳥肉って、ベヒモスとかみたいなことになったりしねえよな……？」

「分かんないけど、リヴァイアサンと同じサイズまでは倉庫の容量もどうにかなるから……」

「いや、そういう問題じゃねえんだ、そういう問題じゃ」

　視線を泳がせながら指摘に対してピントのずれた答えを返す春菜に、容赦なく突っ込みを入れて追い詰める達也。ここでうやむやにすれば、絶対に後悔する。そんな強迫観念が達也に手加減という単語を忘れさせる。

「なあ、ちょっとええ？」

「ど、どうしたの、宏君？」

　鳥肉のことで一触即発となった春菜達四人のもとへ、少々遠くで作業をしていた宏が戻ってきて声をかける。

「とりあえず、世界樹が枝四本ほどくれたから、どっかで植樹考えなあかんねんけど、どうしたもんやろ？」

「え？　宏君、枝をくれたって……どういうこと？」

「いや、な。近くに寄ったらわさわさ揺れてやで、四本ほどぽきぽき折れて足元に転がってきたんよ。それも葉っぱがついとるまだまだ健康な枝が」

「それは確かに……くれた……っぽいね」

「一応確認したら、持ってけ持ってけみたいな揺れ方したから、ありがたく貰もらってきたんよ」

　背中に背負った丸太かと言いたくなるほど太い枝四本と、その際一緒に落ちたらしい、接ぎ木するのにちょうどよさげな大きさの枝を数本見せながら説明を続ける宏。どれもまだ健康そうな枝で、見ただけで洒落しゃれにならない力と思わず平伏したくなるほどの神聖さを内包している。

「まあ、一本はウルスの工房の庭でいいんじゃねえか？」

「一本はそれしかないとして、残り三本どないするかなあ、ってな。一応、一本は考えてることがなくはないんやけど……」

「残り二本か。まあ、そこらへんはおいおい考えればいいだろうさ」

「せやな。で、もう一つあって……」

　そのまま説明を続けようとした宏をさえぎって、真琴が口を開く。

「その芋虫のことよね？」

「なんか、いつの間にか背中に張りついとって、離れてくれへんのよ……」

「すごく落ち着いちゃってるわよ」

　宏の背中、ちょうど背負子しょいこの肩ひもあたりのところにしがみついている、親指ほどの大きさの芋虫。こんなところにいる以上、ただの芋虫ではないのは間違いない。

　そもそも、芋虫とは言ってはいるが、その姿は漫画チックに、それも正確に言うならメルヘン系統ではなくギャグ漫画方面にデフォルメされている。そのため、生々しさは薄れているものの、変な生物が出る系統のギャグ漫画を実写映画にした時と同じ違和感をばらまきまくっている。

「どないしたもんやと思う？」

『連れていけばよかろう？』

「何で自分がしれっとそういうこと言うんよ……」

『いや、お前達もそろそろ眷けん族ぞくなりなんなりの候補は必要だろう？』

「人間にそんなもんは要いらんで……」

　いろいろと聞き捨てならないことを言ってのける狼に、ボケのはずの宏が力なく突っ込みを入れる。どうにも大図書館での用事を終えてからこっち、神様サイドの連中はどいつもこいつも宏のことを人間扱いしなくなって困る。

「そもそも、何で芋虫やねん」

『職人なら、布はいくらでも使うだろうに』

「こいつ……糸吐くんかい」

　宏のぼやきに反応してか、ぴぎゅっと鳴き声を上げて糸を吐きだしてみせる芋虫。微妙に意思疎通できるのが泣けてくる。

「……ヒロ……」

「あ～、うん。諦めるわ……」

　どうやら、連れて帰る以外の選択肢はないらしい。いつの間にか宏にプレッシャーを与えない距離まで近づいていた春菜が、神キャベツの外皮の捨てる部分を食べさせているところが、なんとなくこの先の運命を感じさせる。

「春菜さん、餌やるんはええけど、せめて僕の背中におるときにやるんはやめてんか……」

「あ、ごめん。見てるとどうしても我慢できなくて……」

「まあ、ええわ。いっぺん工房帰ろか……」

　地味に虫にも寛大で面倒見がいいところを春菜が見せたところで、とりあえず一度楽園での作業を切り上げる一行であった。
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「騒ぎになってるわねえ……」

　遠目に見えるウルスの門を眺めながら、乾いた声で真ま琴ことが呟つぶやく。

「とりあえず、話はちゃんととおった」

「お疲れ様。大丈夫そうだった？」

「何とか騒ぎにならないよう情報コントロールはする、と言ってたな。で、そっちはどうだ？」

「さすがにこれだけのモンスターの解体となると、このあたりの雑魚は血の匂いで逆にビビって逃げ回るみたいなのよね」

「そうか、ならよかった」

　現在、目の前でぶら下げられて血抜きが行われている超巨大なモンスターを見上げながら、ため息交じりにお互いの現状を報告する達たつ也やと真琴。大方血は抜けたらしく、首を切り落とした先にはぽたぽたと小さな滴が落ちている。先ほどまでは切り落とした頭部も別口で吊つられていたのだが、そちらはすぐに血抜きが終わったために、すでに倉庫に仕舞われている。

　もっとも、小さな滴といっても身体のサイズや先ほどまで流れ落ちていた血の量から比べれば、であり、現実には一滴で小さめの樽たるが満タンになる程度の量は滴り落ちているのだが。

　余談ながら、抜かれた血は亜空間タンクと呼ばれる特殊なタンクに蓄えられている。一本で最大十立方キロメートルほどの液体を蓄えることができるタンクだが、中に液体を入れるとき以外、見た目は普通のポリタンクで重量は空の時と変わらない。大量に血液を無駄にしたリヴァイアサンの時の反省を活かし、神力付与のスキルによって作った究極の便利グッズの一つである。

『そろそろ血抜きは十分そうやから、一いっ旦たん地面に下ろすで』

　パーティチャットで、宏ひろしがこの後の行動を連絡してくる。いつまでもぶら下げておくわけにはいかないので、その内容自体は妥当だ。

『ちょっと待て。まだ安全確認が終わってない』

『了解や』

　すぐにでも神の船からぶら下げているそれを地面に下ろしかねない宏を制止し、達也が周囲の安全を確認する。達也の行動にあわせ、今度は真琴がウルスの門を守る兵士達に声をかけに行く。

『とりあえず、今の段階で人の姿はねえな』

『こっちも、今から下ろすって話はしておいたわ』

『了解。ほな、下ろしていくから誘導頼むわ』

　そう言って、ゆっくり慎重にそれを地面に下ろしていく宏。ぶら下げられてるのは、リヴァイアサンよりは小さいといっても、全長で一キロはある巨大な鳥だ。慎重にやらねば大惨事になる。

　間違っても、ドスンと落としてはいけない。

『今、首が地面のシートについた。そのままゆっくりいけ』

『おう』

『オーライ！　オーライ！　オーライ！　ストップ！　このままいくと、腿もものあたりが森の方に落ちる。西の方にちょっと角度変えたほうがいい』

『了解や。……こんなもんか？』

『もうちょい。……よし！』

　達也の指示に従い、位置や向きを微調整しながらゆっくり地面に下ろしていく。いくらとんでもなく重いといっても、いくら風で大きく揺れないように首のあたりからワイヤーで地面に固定しているといっても、そんなにするする荷下ろしが終わるようなサイズではない。

　たっぷり一時間かけて、巨鳥の身体を地面に横たえる。

『よし、もういいぞ。お疲れ』

『兄貴もお疲れさん』

　翼を広げた状態で完全に地面にその身を預けた巨鳥を見て、作業の終わりを宣言する達也。この後まだ解体が残っているが、ひとまず一番厄介な作業は終わったと言えよう。とりあえず巨大な物体が落下して大災害、などという笑えない事態だけは避けられた。

『ほんま、これがウルス直撃のコースで墜落してった時は、本気で焦ったで……』

『まったくだ。よりにもよってそろそろ速度落として着陸態勢に、って時になあ……』

『よく、霊糸ロープが間にあったよね』

『射撃管制の澪みおの手柄やな』

『えっへん』

『あたし達だから対応できたとみるべきか、あたし達じゃなきゃそもそもこんな事態になってないとみるべきか、非常に悩むところね……』

『でも、考えようによっては、ウルスから見えてるこのあたりに落ちそうになってよかったかも。他だと私達から話をとおすにしても、伝つ手てがないからすごいパニックになってたかもしれないし』

　とりあえず作業に一段落ついたこともあり、解体の準備をしながら事態が起こった時のことを思い出して語り合うアズマ工房一行。もはや、野次馬は気にしない方針である。

　神の食肉たる三大モンスターの最後の一角、巨鳥ジズ。それが思いもよらない偶然によって宏達の手中に収まった瞬間であった。




　　　　☆




　事の起こりは、神域から帰るところまでさかのぼる。

「……ここ、転移魔法は使えねえのか」

　わざわざ大だい霊れい窟くつを抜けるくらいならば、と、ウルスに帰るための転移魔法を使おうとした達也が、不発だったのを受けてそう疑問を口にする。

『神域だからな。神かその眷けん族ぞく以外は、基本的に出入りのための転移はできん』

「ウルスの時に、邪神側のやつが転移不可の神殿内で影を通って瞬間移動する、って荒技をやっとったんやけど、そういうんはできんの？」

『瘴しょう気き由来の移動方法は全て潰つぶされるし、そもそも先の条件に当てはまらん連中は、自分の足以外での出入りはできん。だが、単純な短距離転移であれば、神域の出入りをしようとせん限りは、問題なく使える』

「転移陣の設置とかは、どない？」

『短距離転移と同じく、神域の内部を移動するためのものならば可能だ。外部とつなぐとなると、転移魔法同様、神でもなければ不可能だがな』

　ウルスに帰るための転移魔法の不発を受け、念のために神域の仕様を確認する一同。割と重要なことなので、きっちり確認しておく必要がありそうだ。

「他に、ここでできんこととかある？」

『あまり派手な破壊を伴う技などは使えん。もっとも、そもそもここで戦闘が発生すること自体、ほぼあり得なかろうがな』

「あり得ないってどういうことかしら？　鎌とか振り回して農作業してたんだから、武器抜いて振り回すことはできるわよね？」

『根本的な話として、争いごとを持ち込もうとする存在が、神域へと通じる道を開くことはできん。あり得ないことではあるが、もし何かの間違いで入れたとしても、この場の清浄な土地により、邪神やその眷族は存在が削られていく。大霊窟の中にいる守護者達は、仮に殺されたところで瘴気の類たぐいは出さんし、命を失った時点で周囲をさらに浄化する性質があるのだから、守護者を殺して瘴気を増やす、という手口も使えん』

　狼おおかみの話に、いろいろ納得するところがある一同。争いを持ち込む存在がここに出入りできないのは、過去の記録やゲームの時の仕様で普通に納得できる話だし、邪神サイドの連中がこういう場所を苦手としていることもよく分かる。

　その結果として、まずここで戦闘しようとすること自体があり得なくなる。

「空から出入りすることは可能？」

『うむ。物理的に隔離されているわけではないからな。もっとも、大霊窟と同じで、条件を満たしていない存在が出入りしようとしたところで、近寄ることもできんが』

　澪の質問に対する狼の回答、それで必要な情報がほぼ全て揃そろう。

　なお、かなりどうでもいい余談だが、ここまで口を開かなかった春はる菜なは、宏の背中に張りついている芋虫に神キャベツを与えていた。今回はちゃんと宏の許可を取っているので、どれだけ食わせてもあまり問題はない。

「師匠、神の船で帰る」

「せやな。わざわざ大霊窟抜けてから転移魔法とか小屋の転移陣使うより、その方が早いやろ」

　狼から聞き出した情報をもとに、どうやって帰るかを決める宏と澪。用もないのに大霊窟を歩いて抜けるのは、どうにも面倒くさく感じる。大霊窟の素材は一日以上経たなければ復活しないと狼から聞いているので、来る途中でほぼ採りつくしている今回は、ただ移動するだけになってしまう。

　結局転移系は諦めて物理的に移動するしかないと結論を出し、その中で一番楽そうな方法として選んだのが、神の船だったのだ。

「っちゅうことで、空飛んで帰るわ」

『そうか。またここと大霊窟で採れるものが必要になったら、いつでも来るがいい』

「そん時はまた頼むで」

　名残惜しげな狼に挨拶し、神の船を呼び出す宏。この時、山を越えたあと、ちゃんと高度を下げていれば後のトラブルは避けられたのだが……、

「今は高度三万メートルか。面倒やからこのままウルスまでまっすぐ飛ぼか」

「そうだね。あんまり低いところを飛ぶと、高めの山に引っかかりそうになるしね」

　いろいろ横着をしてそのままウルスに向かうことを選択してしまう。

「この高さやと地面は全然見えんし、ちょっとスピード出して早めに帰るで」

　全速力だと制御しきれないので、とりあえずウルスとルーフェウスを三十分で移動できるくらいの速度を出す宏。大霊窟からウルスなら、恐らく十二、三分といったところか。いろいろと常識外れのスピードなのは間違いない。

　雲などに阻まれてあまり地面が見えない高さだということもあり、メンバーも宏の方針に特に文句は言わない。

「この高さだと、どれぐらい速いのかよく分かんないわよねえ……」

「もう少し低いところだと、飛行型モンスターも結構いるんだけどね」

「そっちを警戒して甲板を見ちゃいるが、あまり意味はなさそうだな」

「見える範囲内に生き物の影なし。達たつ兄にい、多分警戒は無意味」

　いかに地球とは生態系や物理法則に違いがあるといっても、さすがに高度三万メートルとなるとそうそうモンスターはいないらしい。出発から十分ほど、非常に平和な時間が流れる。そして……

「そろそろウルス着く頃やな。ちょっと速度落とすから、衝撃に気ぃつけてな」

「了解。宏君も気をつけてね」

　ウルスの近郊、とまでは言えないが宏達の感覚では近場に入る、馬車で二日から三日ほどの場所にある都市群の上空。そろそろ速度を落として着陸態勢に、というところで異変が起こる。

「師匠！　周辺空域が異界化！」

「こっちも今察知した！　……こら多分、移動型の空中ダンジョン、それも領域の外周全部が出入口になっとるフィールドタイプのやつや！」

　情報パネルの表示を見て、状況を把握する宏。双方の移動速度が極端に速かったため、半径千キロ以上の探知範囲がある神の船のレーダーですら、探知してからの回避行動が不可能だったのだ。

　しかも厄介なことに、この気まぐれなダンジョンは神の船を飲み込んだ時点で移動をやめ、その場に居座ってしまう。結果として、ダンジョンコアとボスの存在する空域が、ちょうどウルスの上空に来てしまったのである。

　速度を落として旋回、ダンジョンから離脱しようとした神の船を、一瞬にして大型の飛行モンスターが取り囲む。今や、神の船のレーダー探知範囲全てをモンスターの反応が埋め尽くしていた。

　彼ひ我がの速度差の問題で集中砲火を受けることはまぬがれているが、それは逆に下手に速度を落とせなくなったことも意味する。

「魔導レーザーと魔導ミサイル全砲門展開！　最大出力で一斉発射や！」

　一気に悪化した状況に対応すべく、最初から全力でことに当たる宏。そんな緊迫した空気を無視し、芋虫が左肩から背中へもぞもぞ移動する。

　大量の魔導レーザーと魔導ミサイルが空を埋め尽くし、次々とモンスター達を撃墜していく。

　神の船の武装を最大出力で発射した場合、艦首と艦尾の高出力レーザーはガルバレンジアクラスを、バルカンレーザーや拡散レーザーでも当たりどころによってはワイバーンを一撃で叩たたき落とすだけの火力を持つ。ミサイルも高出力レーザーと似たような攻撃力を持ち、こちらは誘導性能がかなり高い。

　しかもバルカンレーザーはその出力で秒間百五十発、拡散レーザーでも秒間八十発は弾をばらまけ、高出力レーザーは三十秒程度の持続発射が可能となっている。ミサイルはそこまでの密度では発射できないが、逆に誘導性が高い弾を同時に六十発強発射できる。

　たとえ一体で都市を滅ぼせる実力を持つこのダンジョンのモンスター達といえど、それだけの威力と密度を持つ攻撃を放たれて、無事でいられるわけがない。

　最初に囲んでいたモンスターは、ある者はハチの巣にされ、ある者は頭をミサイルで粉砕され、ある者は艦首のレーザーにより焼きつくされ、一体たりとも神の船に攻撃を届かせることなく瞬時に殲せん滅めつされる。

「やば！　グリードフィールド展開！」

　空中戦になった時、素材が地面に落ちて無駄になるともったいない、などというセコい理由で搭載された特殊機能・グリードフィールド。それを慌てて展開して次々に落ちていくモンスターの死体を回収していく。

　今回に限っては素材は関係ない。全長十メートルオーバーの大型モンスターが地面に落ちてしまうと、地表の被害が洒落しゃれにならなくなってしまうのだ。高度三万メートルの位置エネルギーとこのダンジョンのモンスターの耐久度を、甘く見てはいけない。

　そんな宏の緊張感など無視し、肩甲骨のあたりまで移動して、一仕事終えたような感じで一休みする芋虫。

「師匠！　特大の瘴気がこっちに突っ込んでくる！」

「こっちでも捕捉した！　あかん！　正面衝突コースや！」

　次々に襲いかかってくるワイバーンやレッサードラゴン、各種属性ドラゴンなどを、ほとんど垂れ流しと言っていい攻撃でほぼ自動的に撃墜し、地上のダンジョンにおける壁の役割をしているであろう浮遊岩石を必死になって回避しながらダンジョンを飛び回ること数分。左右に大きく向きを変えることができない場所に誘導された神の船の針路を、巨大な瘴気の塊がふさぐ。

　長年攻略されずに成長を続け、内部の広さが世界中の空の広さを超えてしまった空中ダンジョン。その広さゆえにボスの捕捉が遅れた宏達は、ダンジョンの構造にひっかけられて衝突を回避するタイミングを完全に逸してしまった。

　澪が警告を発し、宏がその存在を捕捉した直後に、まるで光学迷彩でも解除したかのように唐突に巨大な鳥が出現する。

　そのサイズは、どう小さく見積もっても一キロを超えており、それが凄すさまじいスピードで近づいてきているのだ。少々舵かじを切ったところで、衝突など避けようがない。

「なんだ、あのでかいのは!?」

「ベヒモス、リヴァイアサンって来てるんだから、ジズに決まってるでしょうが！」

「そういうことを言ってんじゃねえ！」

「宏君！　ぶつかる！」

「兵装全停止！　余剰エネルギーを全部バリアに！　皆、衝突に備えや！」

　ここに至ってはどうにもならない。いろいろ覚悟を決めた宏は、自身の製造物を信じて速度を上げ、巨鳥の頭に真正面からぶつかっていく。

　結果……当たり負けしたのは、巨鳥の方であった。

「師匠！　ボスが墜落！」

「ヤバい！　グリードフィールドの性能超えとる！　澪、誘導頼むわ！」

「了解！」

「霊糸ロープ発射！」

　グリードフィールドの吸引力で若干落下速度が緩んだ巨鳥の首に、澪が的確にロープを巻きつける。単に脳のう震しん盪とうを起こして落下していただけの巨鳥は、ロープが巻きついたことによる首への自重のダメージが止とどめとなり、その生命活動を停止した。

　全長一キロオーバーの巨鳥。その重量と落下エネルギーはさすがの神の船といえども厳しいらしく、引きずられるように一万メートル近く高度が下がる。

「宏君！　異界化が解けてくよ！」

「急速停止！」

　いつの間にかウルスの東にある平原まで来ていたことに気がつき、慌てて停止をかける宏。船自体に対する衝撃はイナーシャルキャンセラーで完全に無効化されても、さすがに吊り下げている巨鳥の身体にまではその効果は及ばない。

　振り子のように大きく振り回される巨鳥。それにあわせて、一枚十数メートルの大きさの羽がそれなりの量飛び散って、次々とグリードフィールドに回収される。

　それを確認して、大きく息を吐き出す宏。一連の緊急事態を、どうにか無事収束させることができたようである。他のメンバーも緊張を緩める中、最初から緊張感の欠片かけらもない芋虫がもぞもぞ這はいまわり、宏の右肩まで這い上って落ち着く。大霊窟帰りで鎧よろいを着ているからまだいいが、これが普段着だったらこそばゆくてたまったものではなかっただろう。

「揺れてるなあ……」

「揺れてるわねえ……」

　ぐったりしたままぶらぶらと揺られる巨鳥の身体を見下ろして、どことなく疲れたようにぼやく達也と真琴。船は空中にがっちり固定されてびくともしていないが、それだけ鳥の身体を揺らす運動エネルギーが減衰しないことも意味する。

「なあ、ヒロ、澪。あれ、どうにかならないのか？」

「今、運動エネルギー吸い上げとるから、もうちょい待って」

　ぶらりと振られるたびに凄まじい衝撃波が飛び散るのを見て、かなりまずいと思った達也の言葉に、すでに対応中の宏が答える。

「なあ、澪。解体するために頭下にするから、揺れ収まったら足の方にロープかけてもろうてええ？」

「了解」

　いきなり無茶を言い出す宏に、あっさり了承の意を告げる澪。飛行魔法が使えるようになったからと、割と気楽な感じである。

「兄貴と真琴さんは、悪いんやけどちょっと下まで飛んで、あっちこっちに話通してきてくれへん？」

「おう、ちょっと行ってくる」

「人手が必要そうなら連絡頂戴。適当にかき集めてくるから」

「せやな。そん時は頼むわ。あと、準備できたら連絡するから、真琴さんは頭落とすんも頼むわ」

「ＯＫ」

　宏の割り振った役割分担に、年長者二人もあっさり従う。宏に言われなくとも、ウルスの公的機関をはじめとしたあちらこちらの組織に話を通すのは自分達の仕事だと考えていた。

　正直なところ、ウルス近郊でこんな巨大な生物を解体するのはどんな騒ぎにつながるか分からなくて憂ゆう鬱うつだが、逆にファーレーン国内だとウルス以外に知り合いが多い都市はアドネぐらいしかない。考えようによっては、自分達の顔が売れており、上から下まであちらこちらにスムーズに話が通せるウルスの方が、他の都市で同じことをやるよりはるかにましかもしれない。

「春菜さんは、念のために周囲警戒しとって。あれこれあって大分高度下がっとるから、モンスターに絡まれるかもしれへん」

「うん、分かったよ」

　トータルでの対応能力が一番高い春菜を周囲の警戒に回し、役割分担が完了する。その後一時間ほどかけて巨鳥の上下を入れかえ、冒頭の状況に持ち込む。

　この間、芋虫は最後まで宏の肩から動かないのであった。




　　　　☆




「さて、まずは羽根むしるところからやけど……」

「これ、重機とかなしで作業するの大変そうだよね。リヴァイアサンの時はどうしてたの？」

「リヴァイアサンの時は、鱗うろこある場所もそんなになかったし、皮にほぼ密着しとったから割と簡単やってんけどなあ……」

「この鳥の羽根、ものによっては人間の胴体より軸が太いよね」

「それが難儀やねんな。引っこ抜くにしても、下手したらロープで固定して馬で引っ張らなあかんし」

「師匠、これ人海戦術の方がいいと思う。羽根抜いたりとかだけでも手伝ってもらえたら大分違う」

「せやなあ。上の方は僕らでやるとしても、下の方は普通に手伝うてもろたほうがええな」

　巨鳥の解体は、のっけから難航する気配に溢れていた。

「日当はどんなもんやろ？　一人百クローネぐらいでええか？」

「どうかな？　そんなにいらない気もするけど」

「十クローネにリヴァイアサンのかば焼き串二本あたりで十分」

「むしろ、リヴァイアサン料理だけでいいだろう」

　腹の上で羽毛をむしりながら支払う日当について話し合っていると、様子を見に来たらしいレイオットが突っ込みを入れてくれる。金銭感覚や物に対する価値観が完全にずれてしまっている宏達の場合、こういう突っ込みがなければ妥当な報酬額など決められない。

　その様子を我関せずといった感じで聞き流していた芋虫が、宏の腰あたりまで下りてきてジズの羽毛をこっそり食べようとし、口にあわずに再び這い上がっていく。

「おう、レイっち。早いやん」

「こんなものがウルスの近くに下りてきて、のんびりしていられるわけがなかろう？」

「そらそうやな」

　一旦レイオットからの突っ込みを横に置き、軽く挨拶をする宏。そのまま、受けた突っ込みを元に、報酬をどうするかの話に戻す。

「まあ、リヴァイアサン料理だけでええんやったら、こっちとしても話は早いんやけどなあ」

「食材を一気に消費できるチャンスだもんね」

「一トンは無理でも、百キロぐらいは減らしたい」

「とりあえず一応お金払う準備はしておいて、それとは別にリヴァイアサン食べ放題を用意すればいいかな？」

　万トン単位の食材がまったく減る様子をみせないリヴァイアサン。それを一気に減らすチャンスと見て、短時間で大量に作れる料理を検討し始める三人。これを言うと怒られそうだが、いい加減リヴァイアサンとベヒモスのヘビーローテーションはレパートリー的に厳しくなってきているのである。

　もっとも、飽きるほど食っているのはアズマ工房関係者ぐらいで、一般的にはいくら金を積んでも食えない幻の食材なのだが。

「……まあ、いい。あまり長いことこんなものを放置されても困るから、騎士団からも一個大隊ほど人を出す。今まででこちらが貰もらいすぎだから、費用は気にするな」

「そらありがたいんやけど、ほんまにええん？」

「ああ。ただ、食事は用意してくれるとありがたい。その人数となると、準備と運搬の手間とコストもなかなかでな」

「それぐらい問題あらへんで。リヴァイアサンでよかったら、トン単位で食ってくれてええから」

　レイオットのありがたい申し出に、ここぞとばかりにリヴァイアサンの魚肉を減らそうと画策する宏。カロリー消費の激しい騎士達なら、さぞ大量に食べてくれるだろう。

　その様子に、余程処分に困っているらしいと苦笑するしかないレイオット。

「っちゅうか、今日はさすがに料理できんやろうけど、こいつの肉も追加になるわけやん」

「ああ、なるな」

「こいつの素材も、市場に流しても買い手なんざつかんわけやん」

「つかんだろうな」

「しかもな、こいつと衝突事故起こす前に、大量にワイバーンとかレッサードラゴンとか撃ち落としてんねんわ」

　宏の言いたいことを察し、微妙に顔が引きつるレイオット。

「正直な、今一番急いでやらなあかんの、地味に料理人の育成やと思うねん」

　宏のその素敵な指摘は、誰一人として否定できない。

「リヴァイアサンとかジズはまあ、生息場所が生息場所やから、最低でも向こう百年はおかわりはあらへんと思うけどな。ベヒモスはクレストケイブの鉱山ダンジョンでボスやっとるわけやん。大体の罠わなも僕らが暴いてもうてるし、いずれ討伐してくる連中は絶対出てくるで」

「……そうだな」

「まあ、攻略に本腰入れてるダンジョンでもあらへんし、ベヒモスまでってなったら下手したら十年ぐらい時間あるから、その頃にはうちの工房でもファムら四人はベヒモス素材ぐらい加工できるやろうけど、料理の方がなあ……」

「十年で、ベヒモスを調理できるようになるものなのか？」

「ひたすらモンスター食材の調理が難しいやつばっかり触っとったら、単純なステーキぐらいはいけると思うで」

　なかなかシビアなことを言ってのける宏に、渋い顔を隠せないレイオット。

　そんな真面目な会話の間も宏の羽毛をむしる手は止まらず、芋虫がもぞもぞ動くのも変わらない。今は宏の抜け毛をもしゃもしゃと食べている。こっちはジズの羽毛と違い、芋虫の口にあっているようだ。

「ジノらがもうちょい手ぇ離れたら、何カ所か食堂作って実地で料理人鍛えるんもありかもな。仕留めたばっかでまだ全然ばらしてへんけど、飛行型のモンスター肉やったらトロール鳥クラスからグレータードラゴンまで、難易度別になおして二十段階ぐらいのんが千トン単位で揃っとるし」

「だったら金は出すから、解体が終わった分を全段階、五トンずつぐらい売ってくれ。城勤めの料理人や騎士団の調理担当者を鍛えるのに使う」

「了解。こいつ終わったら適当にばらして、比較的メニューで使いやすいところ中心に納品しとくわ」

「頼む」

　取引を成立させたところで、視界を埋め尽くすほどの数のオクトガルが出現する。

「手伝いに来たの～」

「羽根むしり～」

「運搬運搬～」

「遺体遺棄～」

「この大きさの遺体を遺棄すると、なかなかの騒ぎになりそうだな」

「いろんな意味で、そんな真似できんやろ」

　いつものように言いたい放題言いながら、十数メートルの大きさに巨大化して羽根をむしり始めるオクトガル。その大きさと腕の数により、ネックとなりそうだった翼の部分が結構な勢いでむしられていく。それを驚きの目で見ながら、援軍で来た騎士団が脚のあたりにある羽根の根もとをロープで固定し、数名がかりで引っ張って抜いていく。

「とりあえず、私は騎士団の方にいる。何かあったら声をかけてくれ」

「了解や。いろいろ助かる」

「こんなもの、いつまでも置いてはおけんからな」

　そう言い置いて、騎士団の指揮に移るレイオット。宏にひっついている芋虫について、話を聞くべきかどうか内心で迷っていたのはここだけの話だ。

　レイオットが転移魔法で騎士団のもとに移動した直後、ほぼ入れ違いのタイミングで足元から誰かが宏を大声で呼ぶ。

「おい、ヒロシ！　いるか!?」

「あれ？　ハンサムさんやん。どないしたん？」

　宏に声をかけたのは『深緑の牙』の渉外担当、ハーン・サンドロームであった。その後ろには、五、六十名ほどの冒険者達が。

「どうしたって、冒険者協会で話を聞いて、手伝いに来たんだよ」

「そらありがたいけど、ハンサムさんクラスの冒険者がやる仕事ちゃうで？」

「なに、アズマ工房にはいろいろ世話になってるからな。それに、いい飯が食い放題なんだろう？　食うに困り気味な新米のうち、見込みありそうなのを見つくろって連れてきたんだよ。こいつらにも、神話クラスのモンスターを見せてやりたかったしな」

「リヴァイアサン料理でよかったら、たらふく食ってってくれてええで。正直、魚肉が余って余ってしゃあないんよ」

　いつものように常識とか自重をさっくりと捨てた台詞に、苦笑を禁じ得ないハーン。

「十分だ。ってか、そんなもん、こんな機会でもないと食えねえよ。で、どのあたりを手伝えばいい？」

「せやな。右脚は騎士団の皆さんがやってくれはるから、左脚の方で羽根むしってきて。やり方は騎士団の人に聞いてくれればええわ」

「分かった。で、その芋虫はなんだ？」

「大霊窟行った時にな、懐なつかれてしもてん」

「……相変わらず、わけの分からないことになってるんだな」

　どこかに行っては妙な結果を出してくる宏達に、もはや呆あきれをとおり越して感心する域に至るハーン。こいつらは自分達とは別カテゴリーだと割り切っているため、嫉妬だの羨せん望ぼうだのという感情は湧かない。

　本来求められる姿の冒険者をやっていると、襲撃してきたわけでもない神話級のモンスターを仕留めるなんて無意味なことは、一切しないものなのだ。

「あとから『ブラッディローズ』の連中とランディ達も新米連れてくるから、そいつらにも食わせてやってくれ」

「仕事してから食うてくれる分には、大歓迎やで。なにせ、これまで仕留めたやつのサイズがサイズだけに、何もかもが万トンクラスで残ってんねんわ」

「そりゃまた豪快だな」

「リヴァイアサンはこれよりでかかったからなあ」

「……神話クラスのモンスターってのは、どれも難儀なもんだな」

　宏のカミングアウトを聞いて、思わず遠い目をしてしまうハーン。これよりでかいリヴァイアサンの肉が万トン単位で残っている、ということは、この鳥の肉が追加されるとさらに消費が追いつかなくなるわけで……。

「まあ、頑張って食ってくれ」

「一通り味わって料理の開発終わったら、ハンサムさんらにもたらふく食わせるから覚悟しとってや……」

「どう頑張っても何キロも食えんから、諦めろ」

　そう言い置いて、作業に混ざるハーン。

「春菜さん。かなりの人数手伝ってくれるみたいやから、自分ちょっとリヴァイアサン料理の仕込みに入っとったほうがええんちゃう？」

「そうだね。もしかしたら、一トンぐらい消費できるかも」

「問題は、そんなに調理できるかやけどな」

「使える機材は何でも使うから、どうにかできると思うよ」

　焼け石に水には変わりないながらも、今までより大きく消費できる機会とあって妙に張りきる春菜。まだ解体が済んでいないドラゴンやワイバーン、トロール鳥などの飛行型モンスターが大量にあるとか、さらにジズの肉類が万トン単位で追加されるとか、そのあたりの事情は考えないことにしているらしい。

　その後も次々に現れる手伝いの人員により、難航するかと思われた解体作業は意外とスムーズに進み、どうにか日が落ちる前に全ての作業が終わったのであった。




　　　　☆




「やっぱ人手多いとありがたいわ。主に運搬の問題で」

　作業終了後。道具を片付け必要な後始末をしながら、予定よりはるかに早く終わった解体作業に対してそんな感想を真琴に告げる宏。同感だったのか、手伝いながら真琴も大きく頷うなずく。

「そうね。てか宏、リヴァイアサンの時はどうやってたのよ？」

「切り方アバウトにして手間減らした、っちゅうんもあるけど、魚は構造簡単やから、ばらすんもそんなに手間かからへんからなあ。鳥とかとちごて、変なところに骨あったりせえへんし」

　宏の説明に納得する真琴。特に手足の有無は大きいらしい。

「で、少なく見積もっても三千人ぐらい手伝いに来てるんだけど、料理足りてるのかしら？」

「船とワンボックスのライン調理機能をフル回転させとったし、何とかするんちゃう？」

　まるで戦場のような配膳所を見て、料理の心配をする真琴。たかが数千人程度で食材が足りなくなることはないが、食材があるからといって料理が供給できるわけではない。食材を食べられるようにするには、下ごしらえの作業が絶対に必要なのだ。

　その下ごしらえも現状、春菜と澪以外が手を出せる領分ではなく、調理補助に入っているアズマ工房の職員達も、やっていることは二人の指示に従って、下ごしらえが終わったものを調理ラインに供給するか、ラインから出てきたものを皿に盛り付けているかのどちらかである。

　人数とおかわりの頻度からいちいち一人一人に手渡しなどできないため、料理のジャンルごとにセルフサービス式で山盛り置いてあるが、それでもちょっと目を離すとすぐに食べつくされてしまう。そのため、調理班は片時たりとも手を止めることができずに動き回らざるを得ないようだ。

　神の船に組み込んだ調理ライン機能が船外に展開できる仕様でなければ、とうの昔に破綻していただろう。それだけの人数が、手伝いに来ていたのだ。

「僕もそろそろ、着替えて向こう入ったほうがよさそうやな」

「そうね。それにしても、こんなに手伝いに来てくれるとは思わなかったわね」

「せやな。特に漁港と屋台仲間が予想外やったわ」

　鎧を外し、上着を脱ぎながら真琴の感想に同意する宏。当初の予定では騎士団からの一個大隊とオルテム村からの援軍、それから適当に雇った冒険者達で、合わせて千五百人ぐらいのつもりだったのだ。

　それが蓋ふたを開けてみると、アズマ工房が居を構えている職人街から百人ぐらい、旧スラム地区の住人が二百人ぐらい、メリザ商会がその伝手を使って集めてきた人員が二百人ぐらい、という感じで、関わりのある組織や団体からどんどん人が集まってきたのである。

　特に大きかったのが、アルフェミナ神殿から総出で手伝いに来た人達だろう。日々の修行で鍛えられた彼らは下手な人足より運搬関係で頼りになり、また様々な階層の人間が入り混じることによるトラブルを、上う手まい具合に解決してくれたのだ。道具も含めると漁港の三百人とメリザ商会の二百人も、かなり助けになっていた。

　結果的に一声かけただけで、街の一つや二つ、余裕で作れるだけの人員がこの短時間に動いたことになる。現時点でのアズマ工房の影響力がどれほどのものか、よく分かるだろう。なんだかんだと言いながら、ウルスは彼らが最も長く過ごした都市で、今でも本拠地となっている場所だ。知り合いが多いのも影響力が大きいのも、当然ではある。

「ほな、ちょっと料理してくるから、そいつ預かっといて」

「了解。キャベツ食べさせとくわ」

　上半身だけとはいえ新しい清潔な服装に着替え、現在戦争中の厨ちゅう房ぼうに飛び込んでいく宏。宏の参戦で処理能力が上がり、一気に優勢に傾き始める夕食戦線。結局誰一人として日当を受け取らなかったため、せめて料理を切らせてはいけないし全員満腹にして帰らせる。そんなある種の気迫を持って、どんどん新たな料理を作り上げていく調理チーム。

　その様子を眺めながら、珍しく宏の背中から大人しく下りた芋虫に、神キャベツの虫食いがある葉っぱを食べさせる真琴。芋虫というのは基本そういうものではあるが、こいつも実によく食べる。

「あたしもそろそろ、フライか何か貰ってこようかしら」

「空腹だろうと思って、お前の分も貰っておいた」

「あら、リーナじゃない。久しぶり」

「直接顔を合わせるのは、久しぶりだな。で、そろそろ私は偽名を使う必要はないと思うのだが？」

「あ～、なんとなくそれで定着しちゃった感じなのよねえ……」

「分からないではないが……」

　まだアツアツの白身魚フライを受け取りながらの真琴の言葉に、小さく苦笑するレイナ。もはやあだ名のようなものなので、別にそれはそれでかまわないのだが、なんとなく本名を忘れられていそうな気がして少々悲しい。

「それで、どうしたのよ？　旧交を温めに来ただけって感じじゃないみたいだけど」

「少々、居心地が悪くなってな……」

　そう言って、もはや宴会場になりつつある広場に視線を向けるレイナ。その視線を追いかけて、いろいろ納得する真琴。

「あ～、まるでお見合い会場みたいになってるわね」

「あちらこちらでカップルが成立していてな。とにかく居心地が悪い」

「リア充爆発しろ、って感じ？」

「そこまでは言わないが……」

　からかうような真琴の言葉に、非常に渋い顔をするレイナ。カタリナの乱での経験で、かつてのように男と見れば反発することはなくなったレイナだが、それでも男性相手に身構える部分がないわけではない。

　あの事件で粛清された連中が特殊だったとはいえ、一応同僚にあたる男達から言われた内容はまだまだ尾を引いているようで、任務以外で積極的に男との交流を持とうとは思えないのだ。

　結果として、今回のような状況になると、どうしてもあぶれてしまいがちなレイナ。同じように過去の出来事から今は男を求めておらず、しかもお見合いパーティなどで孤立することを苦としない真琴は、避難場所にするにはもってこいなのである。

「てかさ、粉かけてくる男とかはいないの？」

「いると思うか？　女性らしい柔らかさの欠片もないこの筋肉の塊に」

「別に、体つきだけで決まるわけじゃないと思うんだけど？」

　そう言って視線を走らせた先には、すでにいき遅れ扱いされる歳になってしまっている女性騎士。レイナに負けず劣らずマッシブで凹凸の乏しい身体をしていながら、年下のなかなかに魅力的な男性と実にいい雰囲気になっている。

「あの人が大丈夫なんだから、リーナだってそのうちいい男が現れるわよ」

「そうは言うが……」

　どうにもいろいろと薬が効きすぎ、完全に萎縮してしまっているレイナ。こういうことで無理強いしてもいいことは何もないので、とりあえずここは話を変えることにする。

「そういやあんた、見習いに戻されてたわよね。あれからどんな感じ？」

「まだ見習いをやっている。そうそう昇格できるものではないしな」

「そっか。まあ、すぐに昇格するようじゃ、罰にならないものね」

「そういうことだろうな。もっとも、教官をはじめとして、周りが妙にやりにくそうなのが申しわけないが」

「あ～なるほど」

　レイナの近況報告に、思わずそう呟いてしまう真琴。レイナは本来、精神面の未熟さに目をつぶれば、正騎士、それも王族直属を務めさせられるだけの実力を持っている。その精神の未熟さも宏達との共同生活やカタリナの乱を経て改善され始めている今、見習いの中に置いておくのは非常にミスマッチな状況になっているのだ。

　そもそも、その精神の未熟さにしたところで、宏と春菜に拾われた直後のようなケース以外では、上司や周囲がしっかりしていれば十分にコントロールがきく範囲だった。思いこみでエアリスの命令を完全に無視したのはかばいようがないが、その結果引き起こした事態をちゃんと反省し自分から進んで針のむしろに座りに行ったことで、事件終了後には宏が用意した道具がなくてもそれなりに改善がみられていた。

　平の騎士、それも経験年数の短い人間の中には、レイナより精神面で未熟なものもそれなりにいる。近衛のような重要な立場に昇格するにはまだまだ危なっかしいが、そろそろ正騎士までは戻してもいいのではないか。その程度には成長を見せているのだ。

「それにしても、その芋虫はなんだ？」

「大霊窟で宏が拾ってきたのよ。随分あいつに懐いてるのよね」

「相変わらず、予想できないものを惹ひきつけるな」

「惹きつけるっていうか、引き寄せるっていうか。ダルジャン様によると、あり得ない確率の出来事を引き寄せるのは春菜のせいらしいんだけど、実際には宏も怪しいところだとは思うのよね」

「敵対しない特殊な存在の担当がヒロシなのではないか？」

「そうかもね」

　芋虫に神キャベツの葉を与えながら、宏のことについて盛り上がる。その間もひたすら、もしゃもしゃとキャベツの葉を食べ続ける芋虫。

　そんな芋虫に苦笑しつつ、なんとなく春菜がずっとキャベツを与え続けてしまう気持ちを理解する真琴。ただひたすら芋虫がキャベツを食べているだけなのに、その姿に妙に癒いやされるのだ。

「それにしても、やっぱりやっつけ仕事ねえ。いつも食べてるのより味が落ちるわ」

「そうなのか？」

「ええ。リヴァイアサンの白身フライは、時間経ってももっと美お味いしいわよ」

「私には、これでも今まで食べたことがないほど美う味まいのだが……」

「贅ぜい沢たくを覚えちゃうと駄目ねえ……」

　正直に感想を述べる真琴に、少しばかり恐ろしいものを感じるレイナ。恐らくこの白身フライですら、貴族階級でも食べたことがない代物だ。それ以上のものを常日頃から食べているとなると、想像するだけでも恐ろしいことになる。

　なお、貴族階級に限定したのは、王族は宏達と頻繁に会っているため、割と普通に最高の美味を味わっているからである。

「手抜きになっちゃっても割と味が変わらないのは、多分ブイヤベースあたりね」

「そうか。だったら貰もらってこよう」

「お願い。っとそうだ、そろそろ一杯やろうかと思うんだけど、あんたも飲む？」

「一応これでも任務中だからな。ここは遠慮しておこう」

　真琴の誘いを断り、二人分のブイヤベースを貰いに行くレイナ。途中、宏が解体ショーなどとほざいて目の前で調理をしているところを目撃したりなどありはしたが、それでも無事にいろいろな料理を確保することに成功する。

　ほとんどの人間に数日分の料理を詰め込んだ腐敗防止パックを押しつけたこともあり、なんだかんだで三トンほどのリヴァイアサン肉を消費することに成功するのであった。








世界編　第三話






「やっと材料揃そろったことやし、他行く前にまず、エレ姉さんの薬作ってまおか」

　ジズの解体騒ぎの翌日。いろいろな意味で落ち着いたところで、宏ひろしがそんなことを言い出す。もっとも、それを聞いたメンバーの反応は、

「やっとエレーナ様の治療ができるんだ」

「思ったより時間かかった」

「これで、王様も一安心だろうな」

「平気そうなふりはしてるけど、たまにものすごくつらそうだものね、エレーナ様」

　といった感じで、むしろとっとと作れ、と言わんばかりの態度なのだが。

「で、作るのは一級ポーションだけ？」

「そのつもりや」

「武器とかは作らないの？」

「ちょっち保留やな。作るにしても、包丁ぐらいや」

　今日はものづくりの日にするのかと思っていたところに、肩透かしのような言葉がくる。

　そんな宏らしからぬ言葉に、宏の背中に張りついている芋虫にキャベツを与えながら、怪け訝げんな顔をする春はる菜な。

「一級ポーションって、そんなに時間かかるの？」

「普通にやって、大体五十本単位で三十分、っちゅうところやな。短縮もできるけど、今回はこっちで作るん初めてで機材もちょっとランク落ちるし、念のために慎重にやるから、四十五分ぐらいになると思って。数調整してもほぼ時間変わらんから、材料が足りんとかでない限りは五十本単位で作ったほうが効率はええねん」

「最初から最後まで、ずっとひっついてないと駄目なの？」

「反応を微調整したらなあかんから、最後までひっついてなあかんねん」

「そっか。ソーマとかは作らないの？」

「大だい霊れい窟くつだけで全部集まるわけやないからなあ。ソーマとアムリタに関しちゃ、あとファルダニアとマルクト方面に行って素材探さんとあかんねん」

　その説明を聞いて、とりあえず一級ポーションだけに絞る理由を納得する一同。そこへ、さらに宏がコメントを挟む。

「で、ポーション三種が終わったあたりで昼過ぎやから、世界樹の枝植樹したらジズ料理に手ぇ出そうかな、っちゅう感じやねん」

「あ～、そういえば、世界樹の枝もあったよね。ここの庭で大丈夫なの？」

「ライムが頑張ってくれとるからな。ソルマイセンがきっちり浄化してくれとるわ」

「そうなんだ。だったらいいけど」

　世界樹を植えるという重大な話を、その程度の会話で終わらせる宏と春菜。相変わらず部外者に聞かれたら大騒ぎになりそうな話を、非常にあっさり流す連中である。

「師匠、エルザ様から頼まれた魂こん魄ぱく結晶の件は？」

「ソーマの材料を流用したいから、これも今日はパスやな。同じ作るんやったら、できるだけええもんにしたいし」

「了解。つまり、午前中はポーション、午後から庭いじりと料理研究？」

「そんなとこや」

　さっくり予定をまとめた澪みおに頷うなずく宏。まとめてみると何でもないような一日の予定だが、どれもこれも伝説の領域に足を踏み入れているところが実に趣深い。

「で、ファムらがおらんのは何で？」

「もう、仕事に入ってる」

「私達の打ち合わせに混ざると、聞いちゃいけないことを聞く羽目になるから逃げるんだって」

　素晴らしい逃げ足を見せるファム達。王族がどうのこうのにはさすがに慣れてきたが、神様がどうだの世界樹がどうだのといった世界の根幹に関わりそうな話には、正直触らずに済むなら触りたくないのだろう。

「まあええか。とりあえず、さっくりポーション作ってまうわ」

　逃げた弟子達を、まあいいの一言で片付ける宏。アズマ工房で修行していれば、そのうち嫌でも関わる世界だ。慌てて引きずり込む必要もないため、放置しておくことにしたらしい。

「じゃあ、私達は撃墜したモンスターを各一体ずつ解体してから、ジズの部位をチェックして、ある程度下ごしらえしてみるよ」

「そのへんは任すわ」

　宏が手を離せない間、とりあえず食材に関していろいろ試してみると宣言する春菜。無傷に近いレッサードラゴンなどは二十メートルは余裕で超えるのだが、今となればそのぐらいのサイズを解体するのは、大した作業ではない。春菜と澪のコンビなら、一体当たり三十分もあれば、重要な素材に傷をつけずに解体することもできる。

　もっとも、今回は魔導レーザーや魔道ミサイルで仕留めているため、ほとんどの個体はボロボロになっていて、あまりいい素材は取れないのだが。

「俺と真ま琴ことは、昨日手伝ってくれた人達に挨拶してくるわ」

「結局、誰もお金受け取らなかったし、ちゃんとお礼ぐらいはしておかないとね」

　生産活動に関わるには能力が足りない達たつ也やと真琴は、年長者として昨日の関係部門や協力者の方々に挨拶をして回るらしい。あれだけ騒いだのだ。誰も損をしてないにしても、ちゃんと筋を通しておかないと評判が悪くなって、自分達の居心地が悪くなる。

「今日の晩ご飯は新しい材料を使った料理になるから、あんまりお酒飲みすぎないでね」

「分かってるって」

　春菜に釘くぎを刺され、苦笑しながら軽く手を上げる真琴。挨拶回りのたびに宴会のような真似をしてくる真琴は、こういうとき全然信用がない。

「ほな、やるか」

　年長組が出ていったところで、気合いの声とともに生産活動開始を宣言する宏。ウルスでの心残りを減らす作業は、少しずつ進んでいくのであった。
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「さて、全種五十本ワンロットは作っとくとして、どう分配するかやな」

　相変わらず芋虫を背中に張りつけたまま、一級ポーション全種類で使う基本素材、ロクスタン草の下処理をしながら、作ったポーションの納品先をどうするか思案する宏。今までの経験から、一級ポーションを特定の国に供給すれば、それこそ戦争の引き金になりかねないことは理解している。

　一年と少し前にこの世界に飛ばされてきた時、一番初めに出会ったこの世界の住民であるランディとクルトから同じことを説明されているが、当時はピンとこなかった。さすがに国家上層部となると、一級ポーションぐらいは普通に生産、確保しているだろうと思っていたのだ。

　だが、現実は厳しかった。ファーレーンほどの大国でも、自国で生産可能なのはせいぜい四級まで。それとて十本作って二本できればいいほうで、安定して作れるのは五級が精いっぱいという体たらく。ポーション関連で最も生産能力が高いローレンですら、三級以上は生産不能でほぼ伝説の品となっている。

　そんな環境で、生きてさえいれば三種使うことで病気と呪い以外全てを完治できる一級ポーションなどばらまけば、冗談抜きで奪い合いの戦争になりかねない。しかも、一級ポーションが生産可能であれば、一部例外を除いてほぼ全ての状態異常の類たぐいが治療できる一級万能薬も作れるのだ。トラブルの種にならないわけがない。

　さすがに一級といってもいろいろ限界はあるが、その限界は邪神クラスから直接攻撃を浴びでもしなければ起こり得ない要素なので、気にするような問題ではないだろう。

「とりあえず、本拠地がある以上ファーレーンはある程度優遇するにしても、ダール、フォーレ、ローレンの三国にどんだけ融通するかが問題やな」

　ロクスタン草の下処理を終え、薬効の強い苔こけであるバルセラを取り出して処理をしながら、しばらく考え込む。材料自体は十分確保してあるので、揉もめそうなら追加で作ればいいのかもしれないが、それはそれで新たな火種になりそうなのが厄介なところである。

　しかも、現在は直接縁を結んでいる国がその四カ国だけだが、今後マルクトとファルダニアに顔を出すことは間違いない。そちらとも縁を結ぶことになるならば、一級ポーションはもっと数が必要になるだろう。

　それに、自分達が使う分も考えなければいけない。となると、五十本ワンロットずつなんて数では、明らかに少なすぎる。

　そんな宏の悩みを知ってか知らずか、テーブルの端の方をのたのたと這はいまわる芋虫。地味に作業スペースから遠ざかっていくところを見ると、一応邪魔しないように配慮しているらしい。

「今日はまあええとして、世界巡業終わったら本腰入れてがっつり作らんとあかんな、こら」

　なかなか膨大な数が必要になりそうだと判断し、頭の中で素材収集も含めていろいろ検討する宏。その間も、ポーション製造の手は一切止めず、膨大な魔力も注ぎ込まれ続けている。

　毎度のことながら、ものづくりというのは、下手な戦闘よりはるかにエネルギーを消耗する。特に今回のような国宝級のアイテムを作るのには恐ろしいほどのエネルギーが要求されるので、圧倒的にスタミナや魔力が底上げされている宏といえども、疲労するのは仕方がない。

「今回ばかりは、ゲームの倉庫にあふれかえっとった在庫が恋しいでな……」

　ロクスタンとバルセラのペーストを混ぜ合わせ、そこにいくつかの薬草やモンスターの肉などを処理したものを加え、生命の海で薄めて基本原液を作りながら、久しぶりにゲームでの倉庫の中身に思いをはせる。スキルを上げるために各種一万本以上作った一級ポーション（ゲームではレベル８ポーション）。どうせ使い切るあてなどないのだから、今欲しいと切実に思う。

　各国に納得できる範囲でばら撒まくとなると、それぐらいの数は必要になりそうなのだ。

　もっとも、こっちの倉庫もかなり混こん沌とんとした状態になっていることを考えると、向こうの倉庫の中身などこっちに持ってきた日には、さらに大勢の人間の頭を抱えさせることになりそうなのが難儀ではあるが。

「まあ、ええわ。とっととスタミナポーション作ってまお」

　他の素材も処理を終え、ジェルト草から作った基本素材を混ぜて原液をスタミナポーション用に調整する。このジェルト草、もしくは同等品は、基本、原液同様全ての一級ポーションに使うのだが、ポーションの種類ごとに配合比が変わる実に面倒な材料である。しかも混ぜるとすぐに反応を起こすため、あとから足りない分を足して調整、なんて真似はできず、反応が終わる前に作るポーションにあわせて必要量を投入しなければならないのだ。

　一級ポーションのレシピはゲーム中でも自力開発が必要だったもので、ジェルト草および同等品の配合比率の割り出しをポーション職人総出で非常に苦労しながら行ったことは、宏の記憶に新しい。需要がありそうな全てのポーションの配合を割り出すまでに、宏一人ですら実に三千本分ほどの材料を無駄にしたのだから、レベルの高いアイテムを作り上げるのは実に大変である。

　これらのレシピは基本的に職人の間では公開されているが、公開してある掲示板に入る条件が上級生産スキルを複数持っていることとなっているため、あまり広く知られているわけではない。別に無条件で公開しても特に問題はないのだが、例の職人達が引きこもった事件の経緯により、どこで何を採取しているかを一般人に知られたくないため、公開条件を絞っているのだ。

　恐らくこちらの世界でも公開条件は絞ることになるだろうが、そもそも作れる領域に達するのが何人いるかが怪しい。それ以前に、大霊窟に行く必要があることを考えると、アズマ工房の人間以外がレシピを知ってもまず生産は不可能だろう。そんな益やく体たいもないことを考えながら、スタミナポーションを完成させる。

「とりあえず、これでスタミナポーションは完成。誰かにエレ姉さんとこ持ってってもらおうか」

　作業開始からきっちり四十五分。途中で思い出した瓶びんの加工は、三級ポーション用のものを神力付与でいじって一級用に強化して誤魔化したので問題ない。触媒なしでほぼ全てのエンチャントが可能なエクストラスキルの恩恵を、最大限に活かした形である。

　瓶一つでもこれだけ手間がかかるのだから、宏以外が一級ポーションを作れる日は遠そうだ。

「オクトガルはおる？」

「呼んだ～？」

「おう。悪いんやけど、これエレ姉さんとこに届けてもろてええ？」

「りょうか～い」

「昼時に来てくれたら、ジズ肉料理の試作品を報酬にできんで」

「分かったの～」

　ポーションの配達を誰に頼むか考え、面倒だからオクトガルに託すことにする。

　人を介して渡すと手続きがいろいろややこしい上に大々的に一級ポーションの存在をさらす羽目になりそうだし、かといって宏が直接行くのも手間がかかる。達也と真琴に連絡を取ることも考えたが、下手をするともう城への挨拶は終わっている可能性があり、二度手間になりかねない。

　そういったもろもろの面倒くささを確実に回避できるのが、オクトガル便の大きなメリットの一つである。オクトガルは神の眷けん族ぞくだけあって、戦闘時や緊急事態における支援や補給以外で、危険物を配達することだけは絶対に行わない。当人が断固として断るので、オクトガル達が持ってくるものは基本的に安全だと保証されている。そのため、今回のような状況で、余計な詮せん索さくを受けずにものを渡したいときは、オクトガルに頼るのが一番面倒がないのだ。

「さて、これでエレ姉さんには確実に届くし、次いってみよか」

　一仕事終えた気分になりながら、とりあえず使用頻度の高そうなマナポーションの生産に移る宏。

　その間、いつの間にか戻ってきていた芋虫は、ずっと宏の背中に張りついて大人しくしていたのであった。
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　王宮にそのオクトガルが現れたのは、お茶会を終え、達也と真琴が席を立とうとした時であった。

「オクトガル急便で～す」

「あら、誰から？」

　いつものように唐突に現れるオクトガルに、慣れた様子で対応するエレーナ。同席していたレイオットとエアリスも、よくあることなので特に驚いた様子は見せない。

「宏ちゃんから～」

「ヒロシから？　もしかして、ポーション？」

「せいか～い」

　ちょうど今のお茶会で話題に上がっていたもの。それが届けられたことに目を丸くするエレーナ。

「タツヤとマコトから今日作る、とは聞いていたけど、もうできたの……」

「慎重にやるから四十五分ぐらいかかる、と言ってたから、その前の機材の準備だなんだを踏まえりゃ、ちょうど今ぐらいになるか」

「そうね。確かにそれくらいの時間ね」

　聞いたそばから目の前に届けられたポーション。そんな状況に戸惑うエレーナとは対照的に、達也と真琴はタイムスケジュール的にそんなものかと納得している。

「飲んで飲んで～」

　エレーナの戸惑いをよそに、どこに収納していたのか分からないお届けものを取り出して手渡し、飲むことを要求するオクトガル。

　渡された、栄養ドリンクの半分ぐらいの大きさの瓶を戸惑った様子で見つめるエレーナ。以前に見る機会があった三級ポーションのそれより、さらに恐ろしい魔力を発散している瓶から察するに、中身は間違いなく二級以上のポーションであろう。

「姉上……」

「お姉様……」

　心配そうな表情で声をかけるレイオットとエアリス。

　弟と妹の視線を受け、意を決して言葉を紡ぐエレーナ。

「これ、本当に私が飲んでしまって、いいのかしら……」

「……何を気にしているかは知らんが、それはヒロシが姉上のために作ったものだ。姉上が飲まないで誰が飲むのだ？」

「でも、これは相当な貴重品よ？」

「どれほど貴重な品でも、使うべき時に使わないようでは何の意味もない。それに、ヒーリングポーションはまだしも、マナポーションとスタミナポーションは、そのランクになると回復量が過剰すぎるようでな。いろいろ運用を考えたが、たいてい四級以下で事足りることもあって、正直こういうことでもない限りは使いどころがあまりない感じだ」

　王太子であるレイオットの言葉に、だがなおも動かないエレーナ。その表情にはわずかに不安の色がにじんでいる。

「お姉様、それはヒロシ様が作ったものです。絶対にちゃんと効果があります」

「それは、そんなに疑っていないの。ただ、三級のスタミナポーションがまるで効果がなかったから……」

「三級では、時間が経ちすぎていて治せなかっただけです。アルフェミナ様も、今回は絶対大丈夫だと太鼓判を押してくださっています」

　エレーナの不安を敏感に感じ取ったエアリスが、そっと姉の手を取って言葉を重ねる。エレーナが抱えている不安。それは周囲の、というより、この国の人間にとって杞き憂ゆうでしかない。

　そもそも、いくら貴重な品だといっても、現王の正室の子を治療するために使うことに表立って文句を言う人間は、貴族にも平民にも存在しない。王族の治療にできうる限りのことをするのは常識であり、また、それだけのことをする力が王家にあると諸外国に示す機会でもあるのだから、今のファーレーンのように現王家のもとに結束を固めている国で文句が出ることなどあり得ない。

　また、これまで宏がこの国で積み上げてきた実績と信用は、今回のようなイレギュラー案件で崩れるほどやわなものでもない。仮に治らなかったとしても、宏ですら駄目だったのだ、という一言で終わる。

　エレーナもそのあたりは頭では分かっているし、宏が作ったものを信用していないわけではない。ただ、どんなに強固な信頼関係を築いていても、どうしてもこの手の不安を持ってしまうのだ。

　その気持ちも分かるからこそ、この場にいる人間は全員、エレーナを安心させその背中を押すような言葉をかけているのである。

　無論、その根っこには、宏が作ったポーションに対する全幅の信頼があるのは言うまでもない。

「……分かったわ」

　エアリスの真しん摯しな瞳に負けて、覚悟を決めて思い切ってポーションを飲み干す。一級といっても、味自体は他の等級のポーションと同じなのだな、などと思ったのもつかの間。スタミナポーション特有の、全身に活力がみなぎる感覚とともに、全身を苛さいなんでいた脱力感、倦けん怠たい感、断続的に襲ってくるしびれや痛みなどが全て、最初から存在しなかったかのようにあっさり消え去る。

　宏が作ってくれたアクセサリで緩和されてなお行動を阻害し、エレーナの食欲を削り取っていたそれらの要素が、約一年ぶりに全て消えてなくなったことに、頭がすぐには追いつかなかった。

「えっ？」

　一年以上縁がなかった健康。それを取り戻したことに理解が及び、戸惑いの声を漏らすエレーナ。後遺症としては短いとはいえ、一年もあれば健康だった頃のことなど忘れてしまう。そのため、自身を蝕むしばみ苛む感覚が全てなくなったことに対し、どうしても戸惑ってしまうのだ。

「お姉様？」

「えっ？　あっ、ちょっと待って」

　あまりに反応がないエレーナに不安を募らせたエアリスの呼びかけに、ようやく我に返って震える手で宏の作った補助具を取り外す。

「……痛くない。……だるくない。……どこもしびれない」

　全ての補助具を外した状態で一分ほど様子を見、震える声で結果を告げるエレーナ。

　間違いない。完全に治っている。そう確信すると同時に、じわっと涙がにじむ。

「お姉様、おめでとうございます」

「そうか、よかった。ヒロシの作ったものだから心配はしていなかったが、あまりに反応がなかったから少しばかり焦ったぞ」

　半ば諦めていた健康な身体。月のものこそちゃんと訪れているものの、もはや子をなすことに身体が耐えられないのではと半分覚悟を決めていたこともあり、それ以上喜びを言葉にできないエレーナ。そんな姉を笑顔で抱きしめるエアリスと、同じく笑顔で冗談めかして苦情という形で喜びを伝えるレイオット。

　ちゃんと結果が出たことに内心でほっとしつつ、そんな三人を見届ける達也と真琴。

「あ、そうだ、殿下」

「なんだ？」

「今日ね、ジズの肉使っていろいろやるって言ってたから、エレーナ様の快気祝いも兼ねて工房に来たらどうかしら？」

「それは素敵ですね」

「……そうだな。折角だから、ご馳ち走そうになろう」

　真琴の誘いを受けて、三人の夕食の予定が決まる。そのことを通信で宏達に連絡し、次の挨拶に向かう達也と真琴。

「……ユリウス」

「何でしょう？」

「これで、私も胸を張って、あなたのもとへお嫁にいけるわね」

　達也と真琴が立ち去ったあと、今まで護衛として黙って控えていたユリウスに、にっこり微笑ほほえんで告げるエレーナ。互いにまだ愛情と呼べるものは存在しないが、そうでなくても外堀を埋めて強引に婚約を決めた手前、一つでも引け目となる要素が減るに越したことはない。

　そんな喜びあふれるエレーナの笑顔に、珍しく親しいものにしか分からない程度に照れくさそうな様子を見せるユリウスであった。
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「今度こそ、正真正銘、特大卵のプリンやな」

　うずらサイズから人間大まで数十種類ある卵を見て、そんなことを宣言する宏。どうやら、ひよひよが入っていた卵でプリンを作れなかったことを、いまだに覚えていたらしい。

　そろそろ昼食の準備に取りかかろうかという時間。宏はポーションを作り終えて、料理組に合流していた。

「そうだね。デザートはそれでいいとして、他にどんなもの作ろうか？」

「うずらサイズがあるんやったら、リヴァイアサンのエビとベヒモス肉、神白菜とか神人にん参じんとか使うて八宝菜とかどない？」

「あ、美お味いしそう」

「鳥肉の味を見たいんやったら、焼き鳥と唐揚げは必須やろ」

「うんうん」

　宏の意見に同意するように頷き、メニューの予定に加える。

　余談ながら、リヴァイアサンの部位に関しては、エビ以外の何物でもない部位はリヴァイアサンのエビ、調理するとアジフライやアジの開きになる部位はリヴァイアサンのアジ、などというように、リヴァイアサンの○○という名前で倉庫に入っているものが異常に多い。

　リヴァイアサンのアジフライ定食も、結局倉庫に入っている部位がリヴァイアサンのアジとなっていたためリヴァイアサンのアジフライ定食と呼ばれていただけである。単にリヴァイアサンのフライだと、無駄にバリエーションが多いがゆえの事情と言えよう。

「八宝菜するんだったら、リヴァイアサンのひれ使ったふかひれスープなんかいいかも」

「せやな。ほな、ベヒモス肉とかリヴァイアサンのエビや貝柱で餃ぎょう子ざとかシュウマイも作るか？」

「そうだね。それにエビチリと麻婆豆腐か麻婆茄な子すも入れれば、定番どころは大体揃いそう」

「鳥肉サラダとシーフードサラダで生野菜系も水増し」

　宏と春菜の間で焼き鳥以外はなんとなく中華方面でメニューが固まりかけたところに、澪がそんな風に口を挟む。

「じゃあ晩飯はこんなところか？」

「だと思う。あまりいろいろ作っても食べきれないだろうし、あとはご飯ものとして中華粥がゆか何か作っておけばいいんじゃないかな？」

「ほな、昼はまず鳥系単体での試作っちゅうことで、旨うま煮にあたり作ってみよか」

「美味しいよね、旨煮」

　あれこれアイデアを持ちよって次々と作る料理が決まっていく。メニューの決定に関しては、誰かが食べたいものを言ってくれるほうがありがたい。なので、春菜や澪の恋愛感情とは関係なく、宏が旨煮と言いだした時点で自動的に旨煮に決定する。

「そうそう。ドラゴン類も解体したけど、あれどうするの？」

「せやねんなあ。所しょ詮せんレッサー、ええところでグレータードラゴンやから、革素材としてはベヒモスとかリヴァイアサンの方が上やねん」

「あ～、やっぱりそうなんだ」

「ベヒモスはまあ、うちらのとこにあるんは若い個体やから、最終的にはグレータードラゴンとは大差あらへんねんけどな。そんなんでもリヴァイアサンとジズの皮も使うて合皮にしたら、その上はネームドのドラゴンロードを仕留めるしかなくなってきおるねんわ」

　無駄にはできず、そのくせ非常に扱いに困る素材の話に、どうしたものかと考え込む宏。その間も、とりあえず料理の手は止めない。

「せやなあ。ドラゴンスケイルメイルでも量産して、ファーレーンとかダールあたりの騎士団に押しつけるか？」

「絶対レイオット殿下とかが文句言う」

　困った時は全部国家に押しつける。そんな方針で行動しようとする宏に、澪が呆あきれた顔で突っ込みを入れる。いくらファーレーンがお金持ちでも、国家財政には限界が存在する。かといって、自分達が処分に困っている、なんて理由で毎回毎回無料で動くのも、それはそれでお互いのためによろしくない。

　本来なら、一級ポーションの無償譲渡自体が大問題なのだ。目的が前々から宣言していたエレーナの治療で、そのこと自体はどういう流れでそういう話になったかも含めて広く知られており、さらに多数作ったうち一本だけという条件だったために、そのあたりの問題点が事前にクリアできていた。だが、普通なら無償でそんなことをすればファーレーン王室かアズマ工房かのどちらかに対して付け入る隙すきになりかねない。

　もっとも、西部三カ国の政府とアズマ工房は、すでにずぶずぶの関係にあるといっても過言ではない。ちゃんと根回しをした上で口実さえどうにかすれば、処分に困った素材で作ったものを無償、もしくは安価で押しつける、という行動もある程度は問題を起こさずになんとかできはする。少なくとも、個人的に親しいエアリスやドーガ、レイナのような相手に装備品をプレゼントするくらいのことは、特に文句を言われずに可能であろう。

　そういう意味では、少なくとも今の王家が上を抑えている間は、宏が何をしたところで大した問題にはならない。ただ、大した問題にはならないが、政府の方はいろいろ胃の痛い思いをする羽目になるので、できれば大人しくしてほしいのが本音であろう。

「っちゅうたかて、さすがに作ったから売ります、っちゅうわけにもいかんやん」

「それ以前に、どうやって値段をつけるの？」

「僕に聞かれてもなあ……。うちは工房やけど商売人やないんやから」

　宏の製作物の前に立ちはだかる、相場の壁。元々相場があってないようなもので、しかも消耗品だから大した影響がない各種ブーストアイテムぐらいならまだしも、武器や鎧よろいに同じような感覚でいい加減な値段をつけた日には、いろんなところから文句が飛んでくること間違いなしだ。

　特にドラゴンの素材を使った武器や鎧のように、もはや現在では作れる職人が絶滅している類の装備となると、それこそ子供でも五級冒険者のパーティの手に余るようなモンスターに勝ててしまいかねない。そんなものを、金さえ積めば誰でも買える、という形で世に出してしまうと、碌ろくなことにならない。

　ユリウスやドーガのレベルまで到達すれば絶対的な差にはなりえないとはいえ、やはり装備の質は命に直結する要素だ。高位素材であるドラゴン素材を使って宏が作った装備となると、それこそどんなことをしてでも手に入れようとする輩やからも普通に現れるだろうし、悪人の手に渡ってしまえば悲惨なことになってしまう。

　それらの問題を解決して売りに出せたとしても、今度は装備一個あたりの値段が問題になってくる。素材の希少性を考慮せず性能に応じた金額で売りに出しても、今の相場だと鎧だけで下手をすれば小国の国家予算クラスの値段になってしまう。複数セットとなると、数にもよるがファーレーンですら国家予算を軽く超える稼ぎとなってしまい、アズマ工房くらいの規模ではどう頑張っても持て余してしまうのだ。

　せめて周囲がもう少しレベルアップしてくれないと、いろんな意味で困るアズマ工房であった。

「なんかこう、考えれば考えるほど、使い道に困んねんなあ」

「日頃の生活にお金がかからないのも、善し悪しだよね」

「稼いでも、使い道あらへんからなあ」

　結局のところ、一番の問題はそこにある。宏達の生活はすでに費用なしで完結しており、食料も生活雑貨も外部から一切調達せずにやっていけるだけの物資と生産能力を持ち合わせている。金を稼いだところで税金や港湾使用料、各種手数料程度しか出費がなく、貯め込む一方になってしまって経済に悪影響を与えるのが確実なのだ。

　しかもこの傾向、宏達主要メンバーだけでなく、ファム達職員も同じだ。一応貰もらった給料でちょっとした食べ歩きやおしゃれ着の購入などはしているが、衣食ともにその気になれば倉庫に山積みになっている素材でどうとでもできるため、最悪一銭も使わなくても生活が成立する。

　娯楽にしても、残念なことに金を使って遊ぶようなことにはファムとライムが一切興味を示さない。今の彼女達の最大の娯楽が、仕事であり勉強であるのがいろんな意味で残念すぎるところだ。テレスとノーラは観劇などに行ったことがあるが、似たようなものが多くてすぐに飽きたので、最近は普通に仕事と勉強に全力投球である。

　賭博関連はガラの悪い場所か無駄に高級感あふれる場所かのどちらかにしかないので、職員達は恐れをなして最初から近寄ろうとしていない。それ以外の遊びとなると子供だけで近場を走り回るとか地底に行ってアスレチックで遊ぶとかなので、やはりお金はかからない。

　一応調味料を作る材料は市場から、魚介類は港から買っているが、その程度の出費では莫ばく大だいな稼ぎを循環させるには足りない。本拠地であるウルスは基本汚職に厳しく、袖の下は通じないのでそっち方面での出費もなく、贈り物はそれこそ自作の調味料やアクセサリ、化粧品などの方がありがたがられるので、交際費も大して使わない。

　恐らく税金と調味料の材料仕入れ以外で、アズマ工房関係者で一番金を使っているのは真琴の飲み代であろう。前二つと比べるといきなり桁が二つぐらい落ちるあたり、アズマ工房の経費の少なさは実に困ったことになっている。

　正直な話、仕事と勉強ばかりしていて金を使わないから、テレスとノーラの春が遠いのではなかろうか。

「結局、衣食住に娯楽、全部無料で賄えちゃってるのが問題なんだよね。あんまりお金貯め込んでも、いいことないし」

「いっそ、ドラゴンスケイルメイル量産してレイっちに押しつけて、どっか土地でも貰うか？」

「土地貰ってどうするの？」

「神の城、いっぺん建ててみたいんよ。スキル習得のクエ以外では触ったことあらへんから、実際はどうなってんのかごっつ気になってなあ」

「あ～、それもあるんだっけ。建てるの、どれぐらいかかる？」

「多分、一カ月ぐらいや」

　ゲーム時代を通して、いまだにスキル習得クエスト以外で誰も建てたことがない神の城。ついにそれを建てるための行動を考え始める宏。神の船の性能から、どうせまたとんでもない代物になるんだろうな、とぼんやりと考えながら旨煮を作り始める春菜。

「まあ、そこらへんはおいおい考えるとして、もう一品ぐらい作るか？」

「ボクはあったほうが嬉うれしい」

「ほな、せやなあ。高野豆腐と豆を卵とじにしよか」

「うん」

　結局澪のこの一言により、味み噌そ汁しるにご飯、鳥肉の旨煮、高野豆腐と豆の卵とじ、香の物の組み合わせでこの日の昼食が完成する。

「野菜が足りないからかな？　まだスキルが生えてきたような気がしないよね」

「まあ、晩飯で生えるんちゃう？」

　一応卵とじの豆や旨煮の野菜、味噌汁の具などは神域で収穫したものを使ったのだが、使った量が少ないからか、それとも肉がジズのものだけだからか、作業中にエクストラスキルが使えるようになった気がしない宏と春菜。

　それでも昼飯はとてつもなく美味で、心の底から味に満足できたアズマ工房の面々であった。




　　　　☆




「今日は本当にいろいろとありがとう。貴重な一級ポーションで私の身体を治してくれただけでなく、こんな立派な夕食にまで誘ってもらって、どう感謝すればいいか分からないわ……」

「こっちがやりとうて勝手にやったことやから、そんなに気にせんでええで。なんやったら、これからも元気で幸せなところ見せてくれたら、僕も作った甲か斐いがあったっちゅうもんや」

　夕食時。いつもここで食事をしている面々に加え、レイオット、エレーナ、エアリスの三人が揃ったアズマ工房の食堂。宏とエレーナが挨拶を交わしている間に、春菜と澪がせっせとテーブルに料理を並べていく。

「それはそれとして、神の食材コンプリートのフルコースは、まず中華から攻めたのか？」

「うずらの卵ぐらいの大きさの卵があったから、八宝菜なんかいいかも、って話してたら自然にこうなったの」

　テーブルの上にこれでもかと並べられた料理を見て正直な感想を告げる達也に、メニュー決定までの流れを春菜が説明する。

「で、今回エレーナ様がいるから、一応病み上がりに配慮して、ご飯ものは中華粥、っていうか薬膳粥っぽいものにしたよ」

「気を使わせたみたいで、申しわけないわね……」

「普通に美味しそうだし、別にいいんじゃない？」

　春菜の説明を聞き、少々恐縮するエレーナ。そんな彼女をフォローしながらも、すでに視線は餃子とシュウマイをロックオンしている真琴。真琴的には酒と一番相性がいい料理が気になるのだ。

「で、一応中華だから、お酒は紹興酒っぽいのを用意してみたんだけど……」

「も～春菜、愛してる！」

「即席な上に発酵のさせ方がいい加減だからあまり味は保証できないって、作った宏君は言ってるんだけど……」

「それでもいいの！」

　未成年で飲めないくせに、宏が仕込む酒はどれも高級感があって非常に旨うまい。若い酒は若い酒なりに、ちゃんと熟成されたものは熟成されたものなりに素晴らしい味を見せる。発酵のさせ方がいい加減といったところで、恐らく中堅どころの酒蔵が作る酒より旨いだろう。

「あと、デザートに一番大きな卵で作ったプリンを用意したから、一応お腹は空けておいてね」

「普通の白ご飯も用意してるから、八宝菜と麻婆豆腐はどんぶりも可」

　続いての春菜のメニューの説明に、澪が補足をする。白ご飯もあり、という言葉に、粥とどんぶりの狭はざ間まで悩む達也。中華丼が好きではあるが、粥も美う味まそうなのが悩ましい。

「唐揚げとかは好きなだけ食べて。スープもおかわりがあるから言ってね」

「相変わらず、試作とは思えない見事な料理だな」

「本当。思わず食べすぎちゃいそう」

　春菜の説明が終わったところで、中華主体の比較的珍しいメニューにため息交じりに感想を告げるレイオットとエレーナ。味付けを失敗したとかその種の料理をここの連中が客に出すわけもなく、見た目どおり、もしくは見た目以上に美味いのはすでに保証されたようなものである。

「ほな、飲みもんもスープも行きわたったし、そろそろ食べよか」

「その前に、我々にも振る舞ってもらえるとありがたいところだな」

　宏がいただきますの挨拶をしようとしたその時、唐突に現れたアランウェンが自分の分も要求する。

「あら、アランウェン様」

「食事時にすまんな、姫ひめ巫み女こよ。この匂い、さすがにこらえきれん」

「私は別に気にしないのですが、アルフェミナ様が少々へそを曲げておられます」

　唐突に現れたアランウェンに、平然とした態度で対応するエアリス。素晴らしく慣れた態度である。驚きのあまり完全に硬直しているレイオットやエレーナとは、実に対照的な反応と言えよう。

「そもそも、ここに来ているのは私だけではないぞ」

「実は吾わが輩はいもいるのである！」

「イグレオス様もおるっちゅうことは……」

「うむ。儂わしもおるぞ。儂だけではなく、エルザも来ておる。アルフェミナは遠慮して姫巫女の味覚を共有することで、現時点でお主らと縁をつなげておらぬ神達の不満をそらそうとしておるようじゃ。恐らく、無駄な努力になるじゃろうがな」

　イグレオスに続いて現れたダルジャンの言葉に、実に恥ずかしそうにおずおずと出てくるエルザ。エアリスの身体に降りてきているであろうアルフェミナも含むなら、宏達が出会い、縁を結んだ神々が全員揃ったことになる。

「で、皆様の分を用意するんは全然問題あらへんのですけど、こらまたどういう騒ぎで？」

「知れたことよ。数千年ぶりに用意された、神々の晩ばん餐さんにふさわしい料理。時間も空間も超えて我々の領域まで届くその匂いに、どうして辛抱できよう？」

「しかも調理したのが知人であり、我らが少々食しても十分な量用意されておるのじゃ。食いに来るのが宿命じゃと思わんか？」

「要するに、美味そうな料理にホイホイされたってわけですか……」

「そうとも言うのである！」

　非常に好き勝手さえずる神々に、呆れて突っ込みを入れる達也。そんな同僚の姿に恥ずかしそうにしつつ、それでも料理をロックオンしたまま視線を外さないエルザ。宏達と神々とのそんな気安いやり取りのおかげか、そろそろ全員が神が複数いるというこの異常な状況に慣れてきたようで、だんだん緊張感が緩んでいく。

「まあ、量は十分に用意してありますし、テーブルにも余裕があります。好きなだけ召し上がっていってくださいな」

　少々呆れをにじませながらも、食糧庫から取り出した料理を、神様用テーブルに並べていく春菜。普段あまり使わない、来客で人数が増えた時用のテーブルを、神様用の席として使うことで隔離を図ったようだ。

　その様子に、ますます申しわけなさそうにするエルザ。常識神っぽい彼女をして食欲に勝てなかったあたり、自分達はとんでもない料理を作ってしまったのではないかと、内心で春菜が微妙に慄おののいているのはここだけの話である。

「そういうことのようですので、アルフェミナ様もいらっしゃって問題はないかと思います」

「……分かりました。わたくしも無駄な抵抗は諦めます」

　エアリスの呼びかけに応え、ついに心が折れたアルフェミナが食卓に現れる。その姿はかつて、エアリスがライムへのプレゼントを使って大人になった時のそれと同じだった。

「これまでエアリスを通しての接触ばかりで、姿を見せるのは初めてでしたね。それはさておき、料理を作った宏殿と春菜殿、それから澪殿のお三方を除く皆様。食べる際には覚悟しておいてください」

「覚悟？」

「ええ。これを食べてしまえば、この工房で供される以外のどんな料理も、感激できるほど美味しいと二度と感じられなくなります。無論、達也殿にとっての奥方の料理のように、例外がないとは言い切れませんが」

「それほどですか……」

　誰かが呟つぶやいた疑問に、丁寧に答えるアルフェミナ。その仰々しい内容に、微妙に顔が引きつるジノほか新米職員達。逆に、他のメンバーは何を今更、という表情を浮かべている。特にファムとライムにとっては、もはやこの工房で食べる料理が家庭の味だ。どっちに転んだところで、これ以上美味いものを食べられることはあり得ない。

「恐らく、皆さんが思っている以上の味ですが……」

「こればかりは、食うてみぬことには理解できんからの。それが宿命じゃ」

　エルザとダルジャンの追い打ちに、さすがの王宮組も少々不安になってくる。逆に、ある種悟りきっているのか、ファム、ライム、テレス、ノーラの直弟子組とエアリスは平然としたものだ。

「いい加減我慢の限界なのである。早く食わせるのである」

「せやな。ほな、今度こそ、いただきます」

　宏の号令に従い、いただきますが唱和する。そして一口食べた瞬間、調理をした宏と春菜、澪を除く全員が、あまりの美味に言葉を失う。

　本当に美味いものを食べると、味のコメントなどできない。ただただひたすら美味いとしか言えない。いや、そもそも、美味いという言葉すら出てこない。言葉にならない言葉を漏らしながら、ひたすら料理を食べ続ける一同。調理していない人間で比較的冷静なのは達也だけで、その達也ですら静かに好物の八宝菜を食べ続けている。

　もはや、最初神々に萎縮していたはずの人間全員が、神々の存在を意識の外に追いやっていた。

「やはりですか……」

「ライム、これも美味いぞ」

「うん！」

「これも美味いのである！」

　予想どおりの反応に小さくため息をつくエルザをよそに、いつの間にか膝の上に乗せたライムにひたすら料理を与え続けるアランウェンとイグレオス。神様二人から餌付けされつつ、どんどんと料理を平らげていくライム。

　ひそかに取り皿に分けてもらった八宝菜の白菜を芋虫が食はんでいるが、もはや半分風景なので誰も気にしていない。

「ちょっと覚悟が甘かったのです……」

「でも、材料があるんだから、これを目標にすればいいんじゃない？」

「ファム達はそれでもいいけど、私はちょっとどころじゃなく厳しいんだからね？」

　ようやく多少落ち着いたところでそう漏らしたノーラに、ファムがそんな身の程知らずな言葉を告げる。どうやら年齢と慣れもあってか、ライム同様他のメンバーよりは影響が少なかったようだ。一方で大ダメージを受けている様子のテレスが、実に哀れを誘う。

「何にしても、気に入ってもらえてよかったよ」

「今後、他の貴族から食わされそうなものを褒めるのに苦労しそうだがな……」

　自分達の覚悟などまったく役に立たなかった食事を終え、春菜の言葉に答えるようにしみじみとぼやくレイオット。間違いなく、これより美味いものなど食う機会はない。実に面倒だ。

「お主らも大変じゃが、むしろ今後一番大変なのは、そっちの小僧じゃろうな」

「揃えるだろうとは思っていましたが、本当に揃えてしまうと、いろいろと思うところがあるものですね」

　そこに、一杯やりながらエビチリを堪能していたダルジャンとアルフェミナが、やれやれという感じで口を挟む。すると、それを聞いた一同の視線が、神様席に集中する。

「宏殿。あなたはもう、完全に後戻りできなくなりました。覚悟はいいですか？」

「いや、覚悟ってなんの？」

「それはもちろん、本当の意味で人でなくなる覚悟です」

「ちょいまち、それ後戻りできんなったって、怖すぎるんやけど!?」

「なに、お主は前からすでに半分後戻りできんところまで来ておった。辛うじて人間だったのが人間でなくなるだけで、さほど変わりはせんよ」

「多分大違いやで、それ！」

　宏の悲鳴交じりのツッコミを流し、普通に宴会に突入する神々。日頃から邪神がらみでストレスが溜まっているせいか、なかなか派手にはしゃいでいる。

　実のところ、現段階ではまだ、全ての能力が宏という存在に定着しているわけではないため、ほぼ神になったといってもまだまだ境界線上をふらふらさまよっている段階なのだが、神々からすれば時間の問題なので、こういう物言いになっているらしい。

　余談ながら、この時宏が身につけたのは料理のエクストラスキルである『神々の晩餐』だけでなく、メイキングマスタリーのエクストラスキル『神の匠たくみ』もあるのだが、この時点ではその事実に気がついているのは神々だけである。

「ねえ、宏君」

「なんやのん……」

「私の気持ちは、宏君がどんな存在になっても変わらないから、ね」

「私もですわ、ヒロシ様」

「いや、それ何の慰めにもなってへんから」

　いろんな意味で死刑判決のような神々の言葉に、さらに正直な気持ちをぶつけて追い打ちをかけてくる春菜とエアリス。ひそかに同じことを考えつつ、あえて言わなかった澪は正解なのかどうなのか。

　そんな宏達を無視して、ひよひよから貰ったサラダのレタスを黙々と食べる芋虫。食物連鎖的に考えるとなかなか奇妙な光景なのだが、正直どうでもいいことなので誰も気にしていない。

　こうして、宏がいろんな意味で人間のカテゴリーから外れることとなる、そのきっかけとなった食事会は、ファムとライムが『神々の晩餐』を習得するフラグを立てつつ終わるのであった。
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「ようやく、婿入りの日程が決まったよ」

　エレーナの治療と神々の晩ばん餐さんがあった翌日。エレーナの身体を治療したことに対する礼、という口実で呼び出された宏ひろし達は、謁えっ見けん後のお茶会でアヴィンにそんなことを聞かされる。以前から話のあったファルダニアのプレセア王女との結婚の話だろう。

「そら、おめでとうございます」

「それで、もしよければ、だけど、君達もファルダニアについてきてもらえるとありがたい」

　アヴィンの申し出に、顔を見合わせる一同。いずれファルダニアには行く必要があったので、好都合ではある。ただ、なぜアヴィンの婿入りに随伴することになるのか、それが理解できない。

「プレセアがね、可能であれば、君達を連れてきてほしい、と言っているんだ。可愛い義妹を助けてくれたのがどんな人材か、興味があるんだそうだよ」

　宏達の困惑を察して、アヴィンが事情を説明する。どうやら、宏達の存在はかなりファルダニアの次期女王の興味を引いているらしい。

「無理なら無理でいいんだ。プレセアとしてはどうしてもと言いたいぐらいだろうけど、同じくらい関係をこじらせたくないとも思っているだろうからね」

「まあ、同行自体はかまへんのですけど、日程はどないなってますん？」

「場所が場所だからね。明後日あさって出航の前提で話が進んでいる」

「えらい急ですやん」

「正確に言うと、いつでも出航できるように準備をしていて、エレーナが治ったからきっかけとしてちょうどいい、ということで明後日出航で話がまとまったんだ。日程的にも急だから、断わってくれてもかまわないし、場合によっては一日二日後ろにずらしても問題ないよ。長い船旅になる都合上、元々十日やそこらの余裕は見てるしね」

　あまりに急な日程に、どうしたものかと達たつ也やと真ま琴ことに視線を送る宏。春はる菜なと澪みおはこういう時、年長組や宏の判断に異を唱えたりはしない。

　実のところ、今回に限っては澪の意見を聞く必要があるのだが、そのあたりも含めてまずは達也と真琴の意見を聞くことにしたのだ。

「いい機会なのは確かよね。ファルダニアには、一度は正規のルートで入国しておかないと自前の船で入れないし」

「明後日でなきゃ、拒否する理由はまったくないんだけどなあ……」

「そうなのよねえ。澪の誕生祝い、明後日にずらしちゃってるのよねえ……」

　宏の視線を受け、全員が分かっている問題点をあえて口にする達也と真琴。

　そう、皆が気にしているのは、予定していた澪の誕生日パーティの日程と出港日が重なっていることなのだ。アヴィンの厚意に甘えてずらしてもらうのも手ではあるのだが、自分達の都合であちらこちらの日程が大きく変わるのは非常に申しわけない。

　澪の誕生日自体は、本来なら神の船が完成したあたりの時期だったのだが、大だい霊れい窟くつなどで新しい食材が入るかもしれないからという理由で、本人が後ろにずらすよう主張したのだ。

　結果として大霊窟や神域、ジズとの遭遇以外にもハイエルフの集落などからもいろいろ食材を仕入れており、さらに宏が神々の晩餐スキルを得るに至っているため（実は、同じタイミングで春菜と澪も取得している）、そういった面においては澪の判断は大正解だったといえる。

　ただ、二日続けてパーティ向けのご馳ち走そうは気分的にどうなのか、とこれまた澪本人が言いだし、それに誰も異を唱えなかったために一応二日ほどインターバルをおいたのだが、それが見事に裏目に出て、アヴィン殿下の申し出にかちあってしまったのが今回の難儀な点であろう。

「別に、明後日出航でいいと思う」

「澪？」

「考えようによっては、誕生日祝いに豪華客船でクルーズ」

「……ああ、なるほど」

　澪の主張に、思わず納得してしまう真琴。言われてみればの世界ではあるが、婿入りする王子を乗せるファーレーン王家の専用船が貧弱なはずはなく、豪華客船でクルーズと言われればそのとおりなのだ。

　因ちなみに、この世界の客船は海賊やモンスターとの交戦を想定し、連装砲などの装備が備わっている。特に国賓クラスが乗る豪華客船ならば一隻で海賊船団を蹴散らせるほどの戦闘能力を有しており、高い戦闘能力とすばらしい乗り心地、その両方を兼ね備えてはじめて豪華客船と名乗れるのだ。

「レラさんと新米達に留守番頼んで、パーティの間だけファム達も船に乗ってもらって、終わったら転送石で戻る、でいいか」

「まあ、そこは殿下とか関係者の許可がないとできへんけどな」

　澪の誕生祝いと殿下への同行、その両立に知恵をひねり出す宏達。その企画に、笑顔で頷うなずく殿下。

「もちろん、問題ないよ。さすがにパーティの食材その他は自分達で何とかしてもらうことになるだろうけど、そもそも君達の場合、質的にこちらが用意した食材なんて必要ないだろう？」

「質がどうっちゅうより、食わんと減らん食材が多すぎてよそから提供してもらう余地がほとんどあらへん、っちゅうんが正確なところですわ」

　先日のジズの騒ぎを知っているだけに、宏の言い分に納得するしかないアヴィンが、苦笑しながら頷く。さらにリヴァイアサンの食材も同じぐらいの量あるというのだから、よそから提供してもらう余地がないのは当然だろう。

「そんなわけで、レッサードラゴンの尻尾あたり、どないです？」

「料理できる人間がいないから、遠慮しておくよ」

　宏が提供するという食材を、丁重に断るアヴィン。どこの国でも、抱えている料理人が調理できる限界はワイバーンから数ランク下、具体的にはヘルハウンドやボンバーベアぐらいまでである。

　ヘルハウンドクラスのモンスターは、平均的な五級程度の冒険者が相応の装備をしていれば一対一で普通に倒せる強さだ。五級の冒険者は一流に片足を突っ込んだぐらいの力量なので、必然的にそのランクのモンスター肉はそれほど潤沢には流通しない。しかも、〝一対一なら普通に倒せる〟なので、相手の方が一匹でも多ければ、それが駆け出しでも余裕で倒せる強さのファーラビットのようなモンスターだったとしても、急に厳しくなる。

　遭遇率が低いことや戦闘の結果食べられない状態にならざるを得ないことが多々ある点も考えると、王宮ですら日常的に調理できる食材はこのランクが限界だ。各国の宮廷料理人がこのランクまでしか調理できないのも当然といえば当然だろう。

　そんなわけで、レッサードラゴンの尻尾だけ貰っても、正直どうにもならないのである。

「ほんならまあ、明後日ファルダニアに移動やっちゅうことで、戻ってそれなりの準備はしときますわ」

「急な話になって、すまないね」

「いえいえ。ファルダニアに行くかマルクトに行くか、どっちにするかっちゅう感じやったんで、渡りに船やったわけですし」

　と、さっくり話をまとめる宏。そのやり取りを聞いていたエアリスが、少しばかりもの言いたげにアヴィンを見つめる。

「エアリスも、ミオの誕生日祝いに参加したいのかい？」

「はい。ですが、さすがに私まで割り込むのは……」

「それなら問題ないよ。私の結婚式に参列するファーレーン王家からの代表者という名目でなら、船に乗っていても不自然ではないしね」

「よろしいのですか？」

「連絡が後先になったけど、実は元からエアリスに来てもらう予定だったんだ。神殿としても王家としても、いろんな意味でちょうどよかったからね。ただ、ヒロシ達に声をかけるタイミングの問題で日程が確定しなくて、エアリスに話すのが遅れてしまったんだ」

　少しばかり申しわけなさそうに説明するアヴィン。本来なら日程がほぼ確定した昨晩の時点で、エアリスにはちゃんと話をする予定だった。ただ、昨晩はエアリスが戻ってくるのが少々遅く、連絡が上う手まくいかずにこのタイミングまで本人に話を通せなかったのだ。

　最近は過密と言っていいスケジュールで神事に外交にと忙しく働いていたエアリスだが、実はアヴィンの婿入りに同伴させるため、前に倒せるものは全て前倒しで調整されていたのである。

　だが、エアリス本人が忙しく動いているということは、当然関係閣僚はそれ以上の過密スケジュールで働いており、目先の調整や打ち合わせで忙殺されて、未定だったアヴィンの婿入りの日程にまでなかなか話が及ばなかったのだ。

　また、神殿の神官達は当然のごとく話が通っていると思っていたため、わざわざ誰もエアリスにアヴィンの婿入りに関する詳細を告げていない。エアリスの側も窮屈な日程で目先のことに追われ、何より王の名みょう代だいとしてはレイオットかマークが行くものと思っていたため、自分がついていくという発想がなかったのだ。

　カタリナの乱以降、人材不足のファーレーンでは、この手の日程が未定となっている案件は、連絡の行き違いが珍しくない。今回のような重要な話を取りこぼすことはめったにないが、細かいものだと担当者に事後報告で話が進んでいることもよくある。

　さすがに誰もが今のままではまずいと分かっており、現在人事部が急ピッチで使えそうな人材を身分年齢問わず根こそぎ確保してはスパルタ式で鍛えてはいるが、成果が出るまで早くて二、三年かかるのは間違いない。

「日程の調整だけは済んでいるんだ。護衛としてエルンストに同行させよう。了解を取るのが遅れて申しわけないけど、そういうわけだから、私の結婚式に参列してほしい」

「もちろんですわ、お兄様」

　アヴィンの申し出に、いろんな意味で嬉うれしそうに頷くエアリス。

　こうして全ての話が決まり、二日後にファーレーンからファルダニアに向けて船は出港した。
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　順調に航海を続けること数日。澪の誕生日パーティなど主だったイベントを終え、船旅にもそろそろ飽きてきた頃に、おもむろに宏が行動を開始した。

「ええ加減暇になってきたことやし、ジズの素材とかようさんあるし、何か作ろか」

「それはいいけど、何を作るの？」

「せやな。まずは手始めに、クッションあたりか？　他に、布団上下と枕なんかもええなあ」

　宏の言葉に、それいいかも、という表情で頷く春菜と澪。年長組とエアリスは、次の寄港地での上陸に関しての打ち合わせに出ており、この場にはいない。

「でも師匠、そのクラスになると、ボクや春はる姉ねえだと手に余るかも」

「そうだよね。中に詰めるのがジズの羽毛になるんだったら、さすがに外側をスパイダーシルクとかで済ますっていうわけにもいかないだろうし」

「縫うんはまあ、僕がやるわ。ただ、そろそろ機材選べばクッション作れるサイズのちっこい霊布ぐらいは織れそうやし、ちょっとチャレンジしてみてもええと思うで」

「ほ、本当に？」

「おう。あと、羽毛作る作業はファムらでも問題あらへん難易度やから、それも頼むわ」

　宏に言われ、やや緊張しながら頷く春菜。春菜が自分で下着を作りたいと、せっせと羊毛や綿花、ウサギの毛などを紡ぐところから始めて約一年。ついに、野望の本当の意味での第一歩となる、霊布を織る作業に手をつけられるようになったのだ。

　それに付き合い続けた澪も、同じくらい緊張している。こちらはずっと宏に師事し、その超絶技巧に憧れつつも、遠すぎて半ば諦めかけていたところにこの話だ。裁縫と紡織に限っていえば春菜に追いつかれつつあることもあり、今回のことには緊張もするし意気込みも強い。

　春菜も澪も、未来につながる難しいチャレンジに、完全に顔つきが変わっていた。

「とりあえずアドバイスやけど、基本的にできるかもしれん、っちゅうラインでしかないから、春菜さんの補助魔法で能力底上げしといたほうが安全やで」

「うん、分かってる」

　宏に言われ、すぐさま女神の加護をはじめとした、重ねがけして効果が出る魔法で生産に役に立ちそうなものを発動する春菜。それを見ていた宏が、二人分の織機を取り出して設置し、次のアドバイスをする。

「織機は夜なべして改造しといたから、そうそう壊れたりはせんはずや。糸もいくらでもあるから、鍛か冶じの時みたいに失敗しても気にせんとどんどん織り」

「うん」

「ただ、最初は縦糸減らして幅小さめにして、長さも短めにしたほうがええ。その方が、ミスっても精神的にダメージ小さいしな」

「うん、そうするよ」

　宏のアドバイスに従い、自分が座るのにちょうどよさそうな幅の布を織り始める春菜。澪もそれにならって作業を開始。横糸を通すための器具であるシャトルを数回往復させたところで、早速春菜が失敗する。

「あっ」

　手元が狂ってシャトルの角度がおかしくなり、再起不能レベルで糸が絡まってしまったのだ。

「むう……」

「こら、最初からやり直すしかあらへんなあ」

「だよね……」

　試運転もかねて昨日のうちに織り上げた霊布を掛け布団のサイズに裁断し、縫い始めていた宏が、春菜の失敗を確認してそう断言する。その隣では、春菜より若干進んだところで澪が横糸のくぐらせ方を失敗し、何カ所かに実用に耐えないレベルでのムラを発生させていた。

「……難しい」

「……この手の織機使ってこんなに上手くいかないって、すごいよね……」

　一回シャトルを往復させるだけで、常人なら三回は気絶できるほど持っていかれる魔力とスタミナ。小数点以下で角度が狂うだけで容赦なく絡まったりムラになったりする糸。

　布を織る段階でエンチャントをかける、なんて高度な真似を一切していないというのにこれだ。正直春菜も澪も、布と呼べるサイズのものを織れる気が全くしなくなっている。

「糸も時間も十分あるんやし、焦らんでええで」

「それは分かってるんだけど、ね……」

「……ん。正直、ここまでとは思わなかった」

「この手の高度な生産は、失敗してなんぼや。新しく挑戦することが、最初から上手くいくわけあらへん。僕かて、ゲームで霊布初めて挑戦したときは、そらもう不良品山積みにしたんやから」

　失敗した部分を切り落とし、再挑戦の準備をしながらため息をもらす春菜と澪に、そんな風にフォローを入れる宏。

「っちゅうか、春菜さん。鍛冶の時もこんな感じやってんから、基本は回数勝負や。結局、生産は慣れと……」

「慣れと根気と諦めと惰だ性せい、だよね？」

「よう分かってるやん。澪かて、こんぐらい成功率低い作業、なんぼでもやっとるやろ？」

「よくよく考えれば、ゲームの時はこれぐらい日常茶飯事だった」

　宏に励まされ、気を取り直して作業を再開する春菜と澪。何回も何回も失敗し、途中で魔力やスタミナが枯こ渇かつしてはポーションを飲み、ひたすらチャレンジを繰り返す。

「……今日はここまで、かなあ……」

「……これ以上は、中毒一直線」

　中毒が発生するぎりぎりまでポーションを飲んでしまい、それでもこれ以上作業を続けるのが厳しくなったところで手を止めて、そう呟つぶやく春菜と澪。

　最後に織り上げた霊布は、半分に切って端を処理すればハンカチにちょうどいい、という大きさに至ったところで二人仲よく失敗していた。

「……初日の結果としては、上々ちゃうか？」

「……そうかな？」

「布になっとるだけ、上出来やで。僕が初めて挑戦したときは、材料とスタミナ切れるまでやっても幅のある糸、っちゅうレベルやったしな。これやったら裁断してハンカチなりパッチワークなりに使うて、縫う練習するんにちょうどええ感じやん」

「……ん。それで頑張る」
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「ほな、スタミナ的に大丈夫そうやったら、ジズの羽根むしっといてくれるか？」

「了解」

　宏に頼まれ、部屋に入るぎりぎりのサイズの羽根を取り出して、羽毛に加工し始める春菜と澪。こういっては何だが、サイズの問題で作業としてはただただひたすら芯から羽毛をむしり取るだけなので、それほどつらくはない。

「あ、せやせや。二人に宿題や」

「何？」

　宿題、と言われて、思わず身構えながら確認を取る春菜。澪も微妙に警戒している。

「この布団、見栄えようするために刺し繡しゅうとか入れたいから、図案考えといて。それもできるだけようさん、それこそ関係者全員に配っても図案がかぶらんぐらいの数、な」

「了解。宿題ってことは、デザインに条件とかあるの？」

「細かいことは言わんけど、図案使うのは布団やっちゅうんと、使うとる部屋とかを人に見られても恥ずかしくない、っちゅう二点は踏まえといてほしいねんわ」

「ああ、うん。確かに大事だよね、それ」

「下手にネタに走ってキャラものとかにすると、ボク達ぐらいの歳から上は黒歴史一直線」

　宏の宿題の内容に納得する春菜と澪。実は今作っている布団は後に重要な役割を果たすことになるのだが、下手にここで用途を明かして、二人が張り切りすぎたり緊張しすぎたりすると問題なので、今はあえて黙っている。

「とりあえず、羽毛できたらエンチャント抜きの試作品完成させるから、晩にでも試してみてや」

「うん。楽しみにしてるよ」

　宏の言葉に、思わず心の底からの笑みを浮かべてそう答える春菜。澪も期待に満ちた表情を浮かべている。

　その後、目の前に人にん参じんをぶら下げられた馬のごとく張りきった春菜と澪の頑張りにより、大量の羽毛布団が完成。できあがった試作品の寝心地の良さに、すっかり虜とりこになってしまう春菜と澪であった。




　　　　☆




「……なんかおるな」

「……そろそろ影が見える」

「澪、悪いけどみんなに連絡してきてくれるか」

「ん、了解」

　現在、午前十一時前。あと半日ほどで陸地が見えてくる、そんなタイミングで、甲板にいた宏と澪が船にとって脅威となりうる海洋生物の気配を感じ取った。

　宏達の神の船よりかなり大型である、この客船のサイズは全長約二百五十メートル。そんな客船にとって脅威となる生き物。総じて巨大化しがちな海洋生物であることも考えるなら、かなりの大きさであろう。

　そんなことを宏達が考えていると、船の下を巨大な影が覆い尽くす。不思議と瘴しょう気きの類たぐいは感じないが、今回に関してはあまり関係ない。

「この船とおんなじぐらいっちゅうとこか。幸い、リヴァイアサンよりはかなり小さいけど……」

「宏君。それ、全然慰めになってないからね」

　恐らくモンスターであろう影に対応すべく、油断なく武器を構えながらそんなことを言いあう宏と春菜。数分後、大型客船が揺れるほどの波を立てながら、そいつが姿を現した。

「……いわゆる大王イカの類か？」

「……海洋モンスターとしては、お約束だよね」

　現れた巨大イカに油断なく視線を向け、相手の出方を待ちながら宏と春菜が言葉を交わす。

　この手の海洋モンスターの場合、相手が明らかに戦闘態勢に入っている、もしくは発見されれば確実に戦闘になり、かつどうやっても発見されずに逃げきれないと分かっている相手以外は、こちら側から手を出さないようにするのが基本である。

　元々、海は人間のテリトリーではない。基本的に船の上から動けない時点で圧倒的に不利なのだから、わざわざ藪やぶをつついて蛇を出す必要はない。下手に手を出して船が航行不能なダメージを受けた日には、乗組員全滅以外の未来はない。

　そもそも、海洋系のモンスターの大半は、攻撃されない限り進んで船に攻撃したりはしない。船を沈没させて自分のテリトリーが汚染されてしまえば、たまったものではないからだ。故に、シーサーペントや海洋種のレッサードラゴンなど、アクティブモンスターはごく一部に限られる。

「……来る！」

　襲ってこないことを祈っていた春菜の願いもむなしく、巨大イカはその触腕を振り上げ、容赦なく宏と春菜に向かって伸ばしてくる。

　最初の一手を春菜が飛びあがって回避し、二手目を宏が斧おのの柄で弾はじいて受け流す。その後もなぜか宏と春菜だけを執拗に狙うイカの攻撃をどうにか防いでいると、澪と合流した達也と真琴について、ドーガと共に一緒に甲板に上がってきたエアリスの姿が。よく見ると、その手には、いつの間にか宏の背中にいたはずの芋虫があった。

「ヒロシ様、ハルナ様！　その方は……！」

　エアリスが何かを言いかけるも、巨大イカが攻撃に使っていない足で船を大きく揺らしたために、言葉が中断する。三度目の触腕をかいくぐって避けたばかりの春菜が、巨大イカのその攻撃に完全にバランスを崩して転倒、もう一本の触腕に絡め取られてしまう。

「させるかい！」

　そのまま春菜を拉致しようとしたイカの触腕を、宏がポールアックスで豪快に切り落とす。片方の触腕を切り落とされたことでパニックを起こしたか、巨大イカが残りの触腕を大きく振り回して薙なぎ払い、そのまま海に潜って立ち去る。

「ヒロシ様！　ハルナ様！」

　甲板にあったいくつかの荷物とともに、触腕に薙ぎ払われて海に叩たたき落とされる宏と春菜。幸いにして、攻撃範囲にいたのは二人だけだったために他は軽度の物的損害だけで済んだが、仲間を回収不可能な形で海に叩き落とされた達也達からすれば、幸いにしてなどとは口が裂けてもいえない。

「ヒロ！　春菜！」

「澪！　どこにいるか分からない!?」

「海面が荒れすぎてて目視では無理！　しかも海流が速くて、気配がどんどん遠ざかって……！」

　突然のことに、にわかに騒がしくなる船内。錨いかりを下ろして船を固定し、捜索のためにイカダを浮かべ、と、船員を総動員して二人の行方を捜す。

　この海域が恐ろしく海流が速いことは船乗り達にとっては常識であり、すでに捜索できる範囲にはいないと思われるが、それでも重要な客である宏達を懸命に捜索している。

「……アルフェミナ様を通して、厳重抗議ですね」

　珍しく怒りの表情を浮かべたエアリスが呟いた言葉。それは、甲板の慌ただしさにまぎれて誰にも聞かれることなくかき消される。

　一時間後。宏が必死になって送った通信で無事こそ確認されるも、お互いの位置は完全に分からなくなっており、生存報告だけの通信が定期的に届くという状況が、丸一日続くのであった。




　　　　☆




　時間は少しさかのぼり、宏達が海に落ちた直後。巨大イカにより船から叩き落された宏と春菜の身体は、勢いと荒れ具合、そしてこの海域特有の海中に引きずり込むような速く力の強い海流により、一気に数メートルほど水没していた。

　触腕で薙ぎ払われた際に当たりどころが悪かったのか、春菜は完全に意識を失っている。船旅が決まった時点で身につけるもの全てに水中行動のエンチャントを施してあるため、溺れるということはないだろうが、だからといって楽観視など当然できない。

　潮の速度は同じはずなのに、自重の差かそれとも意識を失っているからか、上流に落ちた春菜の身体の流れが想像以上に速く、回転をしながらどんどん宏の方へと近づいてくる。

（こらやばい！）

　それを見た宏が、条件反射的に手を伸ばした。複雑すぎる動きに三度ほど失敗しながら、あわや手が届かなくなるかという間一髪のところで、何とか春菜の腕を摑つかむことに成功する。

（こら危なかったわ……）

　凄すさまじい力で引きはがされそうになる春菜の腕を必至に摑みながら、内心で安あん堵どのため息を漏らす宏。ここで救助できていなかったら、もう二度と春菜とは会えなくなっていたのかもしれない。

（けど、まだまだ安心はできん！）

　水圧で春菜の腕をいつ離してしまうか分からない現状、このまま流れに任せるという選択は危険だ。まずは四の五の言わず、はぐれないよう互いの身体を固定するべきだろう。

　通常なら、とっくに女性恐怖症の症状が出ているであろう状況だが、はぐれたら終わり、手を離しては終わり、という危機的な状況が宏から女体への恐怖を奪い去っていた。

　ロープでお互いを固定するにしても他のやり方をするにしても、一いっ旦たん片手でいろいろな作業ができる体勢になっておかねばならない。まずは宏の腕力と握力ですら何かの拍子に引きはがされそうになる強い潮流に逆らい、春菜の身体を抱え込む。

　仲間を救おうと一心不乱にもがいているせいか、女体と密着しているにもかかわらず恐怖を感じてはいない。しかし身体は正直なもので、すでに宏の全身には鳥肌が立っていた。

（さすがに、大分安定しおるな……）
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　流体力学的に見て一つの塊となったからか、引きはがそうとする力が一気に弱まる。これなら、ロープで固定する作業も問題なく進められそうだ。

　安全策もかねて、両端にフックが付いた五十センチほどの長さの霊糸ロープをポーチから取り出して、お互いのベルトに引っ掛ける。これで、手元を狂わせても即座にはぐれる心配はない。

　もっとも、これだけでは絶対安心とは言えない。フックが外れるかベルトが切れてしまうと終わりだ。あくまで、短時間なら両腕を離しても大丈夫、という保証ができたに過ぎない。

　この時点ですでにいくつもの細かな漂流物が二人の身体に直撃している。海に叩き落される前からガーディアンフィールドを展開していたからノーダメージで済んでいるが、そうでなければ春菜の身体は見るに堪えない状態になっていただろう。

（こっからが勝負や）

　新たに霊糸のロープを取り出し、春菜の腰に巻きつけながら再度気合いを入れなおす宏。霊糸のロープでしっかり玉掛けをしておけば、そう簡単に外れることはない。

　極限状態の中、驚異的な肉体コントロールで余計な場所に一切触れず、圧迫しないように十分注意しながら春菜の腰にロープを固定。一メートルほど開けて自分の腰にもロープを巻きつける。

　それらを終えたところで、思わず大きくため息をつく宏。やはり、いろいろと無理しているようだ。

　その後、春菜を上手く回収し、ロープを固定し終えるまで十五分。激しい海流に翻ほん弄ろうされつつ永遠とも思える時間を乗り越え、ついに宏は最初の難関を乗り越える。

（最悪の状況は免れたし、一度兄貴らに連絡入れたほうがええか……）

　最初の難関を乗り越え、気を緩めて腕を離そうとしたその時、背筋にぞわっとした何かが走る。

　何かがやばい。そう思い大慌てで周囲を見渡すと……、

（なっ!?）

　宏達が流されている前方にそびえる巨大な岩。潮の流れそのものは岩の表面に沿って一切スピードを落とさずに流れているが、流されている漂流物はそうもいかず、ガンガンぶつかっては向きを変え、そのままのスピードで流され続けている。

　悪いことに宏達が流されている位置は巨岩のど真ん中、上下左右どこにも逃げ場がない位置である。もはやどう頑張ったところで、直撃を避けることはできない。

　それ以前にそもそもの話、海に落ちてからずっと、浮上することもできないほどの激しい流れに飲み込まれ、もみくちゃにされ続けているのだ。いくら水中行動のエンチャントで身を固めていようと、海洋生物ではない宏に回避運動など根本的に不可能である。

（こらやばい！）

　離しかけた腕に力を入れて春菜を抱えなおし、強引に身体を入れ替えて衝突に備えて歯を食いしばる。その数秒後、宏の身体は凄まじい勢いで巨岩に叩きつけられた。

　岩より宏の方が硬かったからか、宏の身体は巨岩を完全に貫通し、粉砕しながら全く減速せずに潮流に流され続ける。その際、巻き上げた細かな礫つぶてが春菜の身体を打ち据えるが、その衝撃で春菜が目を覚ます気配はない。

（あいたあ……）

　あまりの衝撃と痛みに、涙目になりながらうめく宏。どうやら余程変な当たり方をしたようで、ダメージの一部が防具やスキルを無視して直接宏の肉体に入っていた。

（こらあかん……。春菜さんが食らったら一発や。下手したら一撃でミンチになりかねん）

　ダメージが抜けてきた、という事実から即座にそう判断し、今まで以上にかばうようにしっかり春菜を抱き寄せる宏。ここまで頑張ってきて、こんなことで仲間を失うつもりなど毛頭ない。

　今回宏が食らったような墜落や衝突などによるダメージは、比較的高い確率で防御を貫通してしまう。つまり、いくら生命力と防御力が高くても、当たりどころが悪く重要な器官がやられてしまえば、普通に死んでしまう可能性があるのだ。

　ましてや、春菜の生命力はそこまで高くはない。いくらガーディアンフィールドで守ろうが、頭に衝撃が入ればかなり危険だ。てこの原理で首でも折れてしまえば、普通に即死する。

　何より、余程最初の当たりどころが悪かったのか、この期に及んでなお春菜の意識は戻っていない。意識のない人間は衝突に対して身構えたりもできないため、意識がある状態でぶつかるよりダメージが大きくなる可能性が高い。また、パッシブスキルの中には意識を失うと効果を発揮できないものもあり、そういった点で防御力も落ちる。

　この時点で宏は、春菜の身体を離す、という選択肢を捨てた。

（僕みたいなヘタレにカッコつけとかやなしに優しいしてくれる娘こを、初めてできたちゃんとした女の友達を、こんなことで死なせてたまるかい！）

　そう心の中で絶叫して、いろんな意味で恐怖に震える身体に喝を入れ、春菜の頭を抱え込むように抱きなおして、いろんな意味で歯を食いしばり、次の障害物に背中から衝突する。

　そのまま次々に障害物を粉砕しながら、宏と春菜は流され続け……

（やっとひと段落ついたか。とりあえず兄貴に連絡やな）

　障害物エリアも抜け海面への浮上も成功し、ようやく一息つけたところでそのことに思い至る宏。もはやどれだけ流されたか分からなくなりながら、とりあえず改造ギルドカードをハンズフリーモードで起動して通話を開始する。

『もしもし、兄貴？』

『ヒロ!?　無事か!?』

『無事とは言い難いけど、とりあえず生きとるわ。春菜さんも回収したけど、気ぃ失っとる。ちょっと潮の流れがきつすぎてほとんど身体の自由が利かんから、どっかに流れ着くまで脱出は無理っぽいわ』

『そうか……すまんが、こっちでもお前達の追跡は無理らしい。このあたりは潮の流れが複雑な上に恐ろしく速くて、捜索に出た船員達まで遭難しそうになっちまってるんだ……』

『せやろうなあ……』

　いまだにものすごい勢いで流れていく景色を見て、達也の言葉に同意するしかない宏。どれだけ流されたかは分からないが、少なくとも五キロ十キロなんてちゃちな距離ではないのは断言できる。

『っと、トラブル襲来や！　悪いけどここで通信切るで！　また落ち着いたら連絡入れるわ！』

『おい、ヒロ！　ヒロ……』

　明らかに自分達を食おうとしている、二十メートルオーバーの鮫さめ型モンスターの群れを発見して、宏は慌てて通信を切る。この潮の流れの中で平然と泳ぎ回れるのだから、間違いなく相当強力なモンスターだ。駄だ弁べりながら対処できるような相手ではない。

　考えようによっては、回避不能な位置にある岩などよりも、余程厄介だろう。

　さすがに霊糸のロープを引きちぎったり、ガーディアンフィールドをぶち抜いたりはしないだろうが、手元を狂わせて手を離してしまったが最後、自分だけもしくは春菜だけを丸のみにされる、という事態になる可能性もある。

　そんな宏の危き惧ぐを肯定するかのように、海中から猛スピードで浮上しながら大きく口を開いてかぶりつこうとする鮫型モンスター。

　その姿に反射的にビビりつつも、嚙かみつかれるよりはましととっさに判断し、その口の中に自ら飛び込む宏。そのまま相手の口の中にしっかりと踏ん張って足場を確保し、左手で牙をへし折って安全を確保、口が閉じぬように左腕一本で支える。

　宏の剛力により、巨大鮫は海面から頭を出したまま、口を閉じることもできずにもがく羽目になった。

　何度も海面を出たり入ったりし、のたうち回るような動きでつっかえ棒となった宏を外して飲み込もうと暴れる鮫。そんな鮫の必死の抵抗も、同じぐらい必死に足場を確保し、顎あごが閉じないよう踏ん張っている宏には通じない。

　数秒の攻防の間に、不安定な足場ながらも宏はしっかりと安全を確保していた。

「なんぼの、もんじゃい!!」

　安全を確保した時点で春菜を抱えていた右腕を一旦離し、作業用の金かな槌づちを取り出して叫びながら大きく振りかぶって鮫の上うわ顎あごにスマッシュを叩き込む。

　神としての肉体を得た宏によるスマッシュ。それが口の中で、顎を上下に引き裂く方向に叩き込まれた。

　相手の口の中ゆえの足場の悪さに割と不安定な姿勢、春菜という障害物などのマイナス要因で大幅に威力は落ちたが、それでも顎の骨が外れ、口がある程度裂けるくらいの威力はあった。

　裂けた顎から大量に血をまき散らしながら暴れる鮫。そこへ春菜を抱えなおして口の中から脱出した宏が、鼻面にスマッシュを乗せた蹴りを叩き込む。

　血をまき散らしながら群れの中に蹴り込まれた鮫は、哀れにも他の鮫に寄ってたかって食い散らかされる運命をたどるのであった。

「しもた!!」

　スマッシュの反動で離脱した際、大きなミスをしたことに気がつく宏。

　宏は離脱の角度を間違え、水の流れに乗って平均サイズが三メートルを超えるマグロの群れに突っ込んでしまったのだ。

　きっと、鮫達の本来の獲物はこの群れだったのだろう。海の広さと雄大さを感じさせる、ざっと見ただけでも千匹ではきかないマグロの群れ。外側から見る分にはいいが、中に入ってしまうとそんなのんきなことは言ってられない。

　マグロという魚は、泳いでいる時は相当なスピードになる。今回の群れの場合、普通に高速道路を走る車よりもスピードが出ている上に、一匹一匹が普通乗用車より重いのだ。生身で突入すれば、当然ただでは済まない。

（こうなったら、なんぼでも付きおうたるわ！）

　己のミスだと、甘んじてマグロの突撃を受ける宏。マグロが直撃せぬよう春菜の頭をしっかり抱え込んでガードし、四方八方から衝突してくるマグロを身体で止める。衝突により海面まで浮上したかと思えばまた水没し、を繰り返す羽目になるが、それに文句を言う余裕もない。

　衝撃で気絶し、脱落したマグロのスペースに身体をねじ込み、少しずつ群れの外側へ脱出を図る宏。地道な作業を続けること、一時間半。どうにかこうにか脱出に成功する。

　その後、息をつく暇もなく怨霊がたっぷり混ざった大量のゴミに襲われたり、再び障害物に連続でぶち当たったり、さらには巨大なクジラにプランクトンと一緒に丸のみにされかかったりと、漂流と聞いて思いつくありとあらゆるトラブルに襲われ続ける宏と春菜。

　潜地艇を出したり春菜の身体をもっと安全な形で保護したりする余裕を全く得られぬまま、完全に時間感覚を失った状態で荒れ狂う海に翻弄され、何度も頻繁に浮き沈みを繰り返しながら激しい流れに身を任せ漂流を続ける。

（……あそこに上がれば、さすがに一安心やろ……）

　海に落ちてから約二十四時間。やや勢いを失った海流に押し上げられ、大きな島のある岩礁地帯へ向かう潮流に乗った宏達。流される先に洞窟を発見し、そちらに漂着するようあの手この手で今流されている海流から脱出しようとあがく。その努力は実を結び、ついに長きにわたる漂流に終止符を打つ。

　途中、何度も疲労やふとした瞬間に襲いかかってくる女性恐怖症で意識を飛ばしそうになりながらも、精神力だけを頼りに、宏は長時間にわたる漂流を一度も意識を失うことなく乗り越えたのであった。
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　食欲を刺激する香りに、春菜の意識が急激に浮上する。

　薄目を開けると、まず台所に立つ宏の姿が。その後、壁や天井が視界に入ってくる。

　どうやら、いつも使っている携帯用コテージ、その台所が見える位置に設置された簡易ベッドに寝かされていたようだ。

「よかった、ちゃんと起きてくれたか……。とりあえず、これ飲んどき。どっか痛いところとか、あらへん？」

　もう少し状況確認をと上体を起こしたところで、何やらスープのようなものを作っていた宏が様子を見に来る。ごそごそ動いた音を聞きつけたのだろう。手には、スポーツドリンクもどきの入ったコップが。

「ちょっと寝すぎた感じのだるさがあるだけで、身体の方は問題ないんだけど、あの後どうなったの？」

　宏の顔を見た瞬間、自分がどういう経緯で気絶したのかを思い出そうとする春菜。差し出された飲み物を飲み干し、当時のことを宏に問う。

「せやな。とりあえず、海に落ちたんは僕と春菜さんだけや。今おるんはちょっとした大きさの島やけど、人がおるかどうかとかはこれから調査っちゅうとこや。船は無事やったし兄貴らとの連絡はついとる。連絡とって確認した感じ、流されたんは大体丸一日っちゅうとこやけど、ものっそい流れ速あて、どこまで流されたかよう分からんのよ」

「そっか。というか、私そんなに長く意識失ってたのに、よく無事だったよね……」

「根性でガーディアンフィールド維持しとったからな。岩に衝突したんもヤバかったけど、二十メートルぐらいの鮫の群れに襲われた時は、さすがにどないしよか思ったで……」

　普段と変わらぬ態度と口調でしれっと恐ろしいことを言う宏に、思わず顔を青くする春菜。今こうして話をしているということは、どうにかその危機は回避できたのだろうが、非常に危険だったのは間違いない。

「鮫って、どうしたの？」

「どうしようもなかったから、わざと口ん中に突っ込んで、牙へし折ってから顎裂くようにスマッシュぶち込んで、群れん中に蹴り込んで同士討ちさせてん」

「そっか……」

　下手をすれば、宏ともども魚の胃袋の中、という可能性もあったことを思い知り、しみじみと今無事であることの奇跡を嚙みしめてしまう。

「他にもマグロの群れに紛れ込んでもうてガンガン衝突しまくったりとか、クジラにプランクトンと一緒に飲み込まれそうになったりとか、たった二十四時間でようこんだけ、みたいなネタが山盛りやけど、全部何とかしたからな」

「うわあ……」

　まだ終わっていなかった宏の報告を聞き、いろいろと申しわけない気分になる春菜。何が申しわけないって、気絶していて完全にお荷物状態だったのが申しわけない。

　たった二十四時間で、遭難系の海洋冒険小説でありそうなトラブルの大半を経験したことに関しては、春菜の振幅の激しい運命が原因だと言われても知ったことではないので、あえてそこについては無視することにする。

　そんな春菜の内心を知ってか知らずか、無事に目を覚まし特に体調等に問題がないことを確認できた宏は、どこまでも平常運転で話を続ける。

「でまあ、あんまり長いこと目ぇ覚まさんもんやから、なんぞやばいかもと思って起きるん待っとったんよ」

「えっと、今いる場所に上陸してからどれぐらい経ってる？」

「二時間っちゅうとこやな。二十四時間以上意識不明やったから、一応寝とる間に脈と呼吸見たり、体温計ったり魔力循環見たりとか程度の診察したんやけどな。その範囲では特に何もあらへんのに目ぇ覚まさんから、いろいろ心配したんやで。あっ、体温と脈見るんに手首だけは触ったけど、それ以外は触ってへんから」

「そっか……ごめんね」

「まあ、不可抗力やからしゃあないんやけどな。こんな時、せめて澪か真琴さんがおったら、触診が絡む種類のちゃんとした診察もできたんやけどなあ……」

　細かい診察と聞いて、人間ドックなどの診察内容をいくつか思い出す春菜。確かに医師免許も持たない人間がやればセクハラ扱いされてもおかしくない行為もいくつかあるのだが、セクハラ問題の本質は信頼関係と思いやりの部分だ。春菜からしたら、宏が相手ならばそれこそセクハラ目的でも気にしないどころか、どんどんやってくれて構わないと言い切れる。

　が、それを言っても信用されないどころか全力で引かれるのは分かり切っているので、ここは宏が紳士であったことを再確認したことにしておく。

　まあ実際、宏からすれば、たとえ春菜相手といえども、避けられる時は女性を避けたいだけなのだが。

「まあ、そういうわけで地味に一睡もしてへんから、そのスープ飲んだらちょっと寝るわ。たらんかったら、適当になんか作って食っとって」

「了解。ごめんね、面倒かけちゃって」

「気にせんでええで」

　春菜の何度目かの謝罪を半ばスルーし、適当なマグカップに注いだスープをあおる宏。一杯ではさすがに足りないらしく、もう一杯注いで、今度は少しゆっくり味わって飲み始める。

「そういえば、流されてる間、私の身体ってどうなってたの？」

「とりあえず腰のあたりをロープで固定した上で、流木とかにぶつからんように頑張って抱え込んどったけど？」

「……えっ？」

「ぶっちゃけると、ほとんど抱きしめとった感じや。潮の流れが速すぎて、流木とかに括くくりつけるっちゅうんも厳しいてなあ。多分霊糸のロープやなかったらもたんかったやろうっちゅくらいの力で流されたもんやから、正直、春菜さんを持っていかれんと腰にロープ固定できただけでも奇跡に近い感じで、余計なことはようせんかったわ……」

「そ、それはまた……」

「抱え込んどかんかったらガーディアンフィールドあっても春菜さん死にかねんっちゅう状況も多くて必死やったけど、今にして思えば違う意味で怖いことしとったなあ……」

　宏の回答を聞き、どういう状態だったかを想像して顔を真っ赤に染める春菜。想像するだけでときめきで心臓がどうにかなりそうだが、宏の女性恐怖症を考えればとんでもなく負担をかけていたのは間違いない。

「本当に、ごめん……」

「まあ、考えようによっちゃあ、春菜さんが気絶しとったからよかった、っちゅう感じやけどな。下手に二人とも意識あっても、いろいろ面倒なことになりかねんかったし」

「それでも、ごめん……」

　いろいろな感情で飽和状態になりながら、ひたすら謝り続ける春菜。そんな春菜に苦笑しながら、三杯目のスープを飲み干して寝床に入る宏。正直、そろそろ限界だ。

「ほな、あとのことは任すわ」

「うん……」

　宏にかけられた言葉に頷き、心を落ち着けようとスープをちびちびと飲む春菜。

「私、本当に最低かも……」

　さんざん負担をかけておきながら、わずかにとはいえ抱きしめられている間ずっと気絶していたことを残念だと思ってしまう自身に、どん底までへこむ春菜であった。
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「それで、どうやって合流しよっか？」

「ウルスに飛んでから神の船で、っちゅうとこやねんけどな。ここ、微妙に異界化しとるんよ」

「え～……」

　翌日。目を覚ました宏と食事を取りながら、これからどうするかを相談する春菜。最初に出てきた宏からの報告に、心底困った表情を浮かべる。異界化している以上、転移魔法は使えず、また、わざわざコテージを使っているところを見ると、神の船を呼び出すにはいろいろと支障がある土地なのだろう。それが分かってしまったために、困った表情を浮かべざるを得なかったのだ。

「モンスターとかの気配はあらへんから、多分瘴気が原因の異界化ちゃうとは思うんやけど、調べてみんことには分からんねん」

「というか、外に出てないから分かんないんだけど、今いる地形はどんな感じなの？」

「島の海岸線にある洞窟の中、っちゅう感じやな。流されてきたタイミングが満潮っぽい感じやったから、今居おるあたりまでは潮上がってけえへんのは分かってんねんけど、ちょうどどん詰まりになっとるんが問題でなあ」

「つまり、外に出るためには海を移動しないとダメ、ってこと？」

「そういうこっちゃな。ついでに言うと、満潮干潮関係なく潜地艇は使えん広さや」

　どうあっても生身で海中を移動する必要がありそうな話に、少しばかり考え込む春菜。

　正直、水中移動ぐらいはどうとでもなるが、なんとなく、都合よく誘導されているような感じがして、素直に海中を移動する気が起こらない。どうにも、海の中に余計な罠わなが仕込んでありそうな気がするのだ。

「壁掘って上に登っていくとかは、無理そう？」

「この上、やたら水脈が多いねんわ。ちょっとでもそれたら地下水脈掘りあてて終わりやから、やめといたほうがええやろな」

「やっぱり、海の中を泳ぐのが一番確実？」

「多分なあ」

　土木とかその類のジャンルの場合、春菜が思いつくようなことは当然宏も思いついているようで、あっさり駄目出しされてしまう。

　絶対それは避けるべきと断言するほどいやな感じがするわけではないので、無理に他の方法をひねり出して試す必要はないのだが、自分でも可お笑かしいと思うぐらい気が進まない春菜。

　だが、いつまでもこんないろいろ不安がある場所でうだうだやっていても仕方がない。諦めて素直に海に入る覚悟を決める。

「じゃあ、ご飯食べたら脱出だね」

「せやな」

　一応念のためもう少しアイデアを出し合った結果、余計な小細工は無駄だと判断せざるを得なかったため、この場はさっさと食事を済ます宏と春菜。二人っきりであることを意識するにはいろいろと状況が悪すぎるため、漂流中ずっと抱きしめられたと聞いた時以外は、すぐに色ボケ方面に思考を持っていきたがる春菜の恋心も鳴りをひそめている。

「ほな、覚悟決めよか」

「うん」

　つみれ汁をメインに余り物を使って短時間で作った朝食を平らげ、コテージを収納して波打ち際に移動。思い切って海に入っていく。いかに水中適応のエンチャントが施されていようと、金属鎧よろいで海の中を動き回るのはあまりよろしくないので、とりあえず今回はワイバーンレザーアーマーを引っ張り出して着ている。

　健在だった海流の速さのせいで姿勢制御に苦労しながら、島の外周を漂流すること十分強。

「やっと砂浜に上がれたよね」

「ほんまになあ……」

　ようやく浅瀬を見つけ、ヘヴィウェイトなどを駆使して海流から脱出し、どうにか砂浜へと上陸した宏と春菜は、少々ぐったりしながら休憩していた。

「やっぱ、ブレストプレートでもよかったなあ……」

「うん。正直、泳げるかどうかとか関係ない感じだったよ……」

　外からどんどん合流してくる速い海流。それにより場所によっては激しく渦が巻いており、ますます水中での姿勢の維持を難しくしていた。あの速さだと、正直動きやすさより重量の方が重要だったかもしれないと思う次元である。

　しかも、外から合流してくる流れのため、それなりの規模の船か空を飛ぶかのどちらかでなければ、島の周辺から脱出するのは不可能そうで、普通の人間の場合は生身で漂着したが最後、まず間違いなく自力での脱出は無理だろう。お互いに意識があるから、などと考えず、はぐれないようにお互いをロープでつないでおいたのは間違いなく正解だった。そう宏が遠い目をしそうになるほど、この近辺の海流はひどい。

「で、どうする？」

「現状、脱出手段としては潜地艇と神の船が使えそうな感じではあるけど、ここまでの感じから素直にその手の脱出手段を使わせてくれるかやなあ……」

「そうだよね」

　などと言いながら、それらを取り出そうとする宏。宏の方が駄目だった時のために、一応飛行魔法で状況確認をする春菜。結果は……

「やっぱキャンセルされおるか」

「フライトもある程度の高さまでしか上がれなかったし、島の範囲外に出ようとすると壁みたいなものにぶつかったよ」

　ある意味予想どおりだが、脱出手段として使えそうなものはどれも普通に妨害される。逆に、コテージは普通に展開できたところを見ると、移動関係だけキャンセルがかかるらしい。

「こうなると、ここの材料で船作って脱出、っちゅうんもできるかどうか怪しいなあ」

　明らかに出ていくことを阻んでいる島の環境に、割と早い段階で匙さじを投げる宏。春菜もその判断に同意する。

「ここ、どちらかっていうと神域とか大霊窟とかに近い空気だから、多分神様か守護者に相当する存在がいそうだよね？」

「多分な」

「だったら、そっちと話をしてからじゃないと駄目なのかも」

「せやな。まずは島の探索からやな」

　脱出できないと分かった時点で、さっくり方針を探索に切り替える二人。砂浜から平原になっている場所まで移動し、まずは大雑把な方針を決めることにする。

「とりあえず、場合によっちゃあ二手に分かれる必要とかも出るやろから、一応ここベースキャンプにしとこか」

「そうだね。この島かなり大きいみたいだし、基準点はないとややこしいよね」

「ポイント見つける程度やったらともかく、詳細な探索っちゅうと一日二日で終わる気全然せえへんしな」

　そう言いながら、てきぱきと仮拠点を設置する宏と春菜。仮拠点といってもせいぜい休憩しやすいようにちょっとした屋根をつけてテーブルを配置した程度だが、ロケーションの魔法の目標にするだけなら、これで十分だ。

　仮拠点の設置後、達也達に連絡を入れてから周囲をもう一度見渡し、二人で次の行動のすり合わせをする。

「で、まずは外周をぐるっと回って島の広さと形、地形なんかの確認やな」

「そうだね。さっき飛んだ時に見えた景色とか流されてた時の速さとかから考えて、半日ぐらいで一周できるんじゃないかな？」

「多分そんなもんやろな。っちゅうか、そんなもんやと思いたい」

　といっても、選択肢などあってないようなものなので、意見がまとまるのも早いのだが。

「春菜さん上から見た時、なんぞ目につくようなもんとかあった？」

「空からだとよく分からなかったよ。もしかしたら地上からでないと分からない感じにカモフラージュされてるのかも」

「まあ、せやろうなあ」

　可能な限り短時間で調査を進めるため、使い捨ての『行軍』というアイテム、それも四級の高性能なものを惜しげもなく使って歩く速度を上げながら、現時点で確認できることをもう一度話し合う宏達。その間も周囲の観察は怠らない。

　そんな風に周囲を観察しながら、時速十五キロ強と歩行者とは思えない速度で、微妙に登り傾斜がついた草地を歩くこと一時間半。明らかに何者かが島の中心部に向かって移動したと分かる痕跡を発見する。

「どう思う？」

「とりあえず、なんぞ生きもんがおるっちゅうんは確定やな」

「そうだね。気配はいっぱいあるし。ただ、気配はあっても視界に入りそうな場所にはいなかったし、痕跡も見つかってないんだよね」

「せやねんな。で、問題なんが、素直にこの先に行ってしもてええんかどうかや」

「まだ、外周の確認も終わってないしね」

　魔法でコップに出した水を飲みながら、調査を開始してから初めての動物の痕跡について相談する宏と春菜。まだ島を一周し終わっていないこともあり、この微妙なタイミングでの発見はいろいろと悩ましいものがあるのだ。

「外周全体で言うたら五分の三ぐらいっちゅうとこやな。真円やないから厳密にはちゃうけど、ベースキャンプから見た角度で言うたら、二百度から二百二十度の間ぐらいか」

「微妙な距離だよね。しかも、向こうに崖みたいなところがあるから、場合によっては外周沿いに進めなくなるかもしれない感じだし」

「まあ、フォーリングコントロールで何とかできる程度の高さやけどな。ただ、反時計回りやと、あの崖登るんがネックになっとったんは間違いないな」

「だよね。多分、このあたりが外周部で一番高いところだと思うし」

　これまでの観察で分かったことや、現時点で確定していることを二人で口に出してまとめる。こういうことはちゃんと声に出して確認しあわないと、思わぬ認識のずれが出てきて危険だ。

「で、どないするかやな。フライトはすぐにキャンセルされる、っちゅう感じやないんやっけ？」

「うん。多分、島の外周にそって飛ぶ分には大丈夫だと思う」

「ほな、まずは地図埋めてから飛んで戻ってこよか」

「そうだね。他にも怪しい場所があるかもしれないし」

　結局、今回は初志貫徹することにする宏と春菜。そのままフォーリングコントロールで二十メートルほどの高さの崖を飛びおり、半ば岩場となった地面を歩き、さらに一時間半をかけてベースキャンプに戻ってくる。

「大体外周は五十キロぐらいやな。直径は十六キロぐらいか」

　土木関係のエクストラスキル・神の道の能力を使い、大体の広さや移動距離を割り出す宏。ずっと足場の悪い場所を歩いてきたにもかかわらず、時速十五キロ以上の速さを維持し続けたらしい。使い捨てのドーピングアイテムの力を借りたとはいえ、もとより宏達が相当な健脚でなければ、これだけのスピードで悪路を踏破することなどできない。

　なんだかんだと言っても、素材のためにわけの分からない難所に踏み入ってきた経験が多いだけに、宏も春菜も並の冒険者など鼻で笑えるぐらいには健脚である。

　もっとも、そうでない人間が南部大森林を踏破してオルテム村にたどり着いたり、大だい霊れい峰ほうの山頂付近を突破して大霊窟に入ったりなどできないのだから、当然の話ではあるが。

「気になるところっちゅうたら、川と例の獣道ぐらいやな」

「うん。ただ、なんとなくだけど、どっちをたどっても同じ場所に出そうな気はするよね」

「せやな。あとは、どっちが歩きやすいかぐらいやな」

「それと、川の方がここから近くて移動しやすいことかな？」

　昼食の海鮮焼きそばを食べながら、最初に見つけた獣道と岩場を突破する途中で発見した川、どちらをたどって島の中心部に侵入するかを相談する。ベースから近いのは川だが、歩きやすそうなのは獣道の方。恐らくどちらを歩いても変なトラブルには巻き込まれそうだが、対応しやすいのは水に落ちることを怖がらずに済む獣道だろう。

　ただ、この島は外周部とベースキャンプ以外、どこもかしこも緑豊かな森で覆われている。川沿いに中心に向かって登っていくほうが、変わった素材が手に入りやすい可能性がある。他の冒険者ならともかく、宏達にとってはこのメリットは無視できない。

「どうせ飛んでいくんやったらそないに差はあらへんし、今回は探索優先で獣道やな」

「私はどっちでもいいけど、それでいいの？」

「兄貴らに心配かけとるし、アヴィン殿下も待たせてもうとるし、素材集めに耽ふけっとる場合やないやん」

　珍しく素材を諦めることを宣言する宏に、目を丸くする春菜。状況が状況だけに、少々素材集めに時間を割いたところで誤差の範囲になりそうだが、今回は常識と良識に従って、この島からの脱出を最優先にするようだ。

　だが、口ではこう言っても、珍しいものや重要なものを見つけてしまうと状況に関係なく採取せずにはいられないのが、ネトゲの生産系高レベルプレイヤーの業である。今回も恐らく途中で探索を止めてしまうことになるだろうと、なんとなく悟っている春菜。

　仮に宏が当初の目的を忘れて採取に走ってしまっても、そこから何か糸口が摑めるかもしれないし、などと考えて容認するつもりであるあたり、春菜はとことんまで宏に甘い。

「じゃあ、そういうことで」

「探索再開やな」

　焼きそばを平らげ、割と元気よく空を舞う宏と春菜。急なトラブルに見舞われながらも、なんだかんだでへこたれずに逞たくましく未来を切り開く二人であった。




　　　　☆




　一方その頃、ファルダニアでは。

『そういうわけで、場合によっては二週間くらい遅れることになりそうなんだ』

『そう……』

　近い未来に夫となる愛いとしいアヴィンからの連絡に、安堵と微妙に落胆の色が混ざったため息をつくプレセア。安堵はトラブルに見舞われた人間全員がとりあえず無事であったこと、落胆は結果としてアヴィンの到着が遅れ、結婚前にいちゃつける時間が大幅に削られそうなことに対してである。

　海に叩き落とされた宏達が無事で、元気に島からの脱出手段を探していると聞いたからこそ、いちゃつける時間が削られることに落胆していられるので、そういう意味では宏達の逞しさには大層感謝している。

　航海で犠牲者が出ることには慣れているプレセアとて、夫となる男や義理の妹の恩人が、結婚式に参列するための航海で起こった事故で亡くなった日には、とてもではないが素直に婚姻を喜んだり、祝いの言葉を受け入れたりはできないだろう。プレセアが悪いわけではなくても、申しわけなくて祝賀ムードに浸れないのは間違いない。今ですら、無理を言って宏達を呼んだ結果、宏と春菜が遭難してしまったことに対しては申しわけなさを感じているのだ。

　それに、ようやく明るい笑顔を見せ、人に甘えることを覚えたエアリスの顔が曇るのを見て、自分が冷静でいられる自信がない。お互い表面上は平気を装うだろうし、エアリスのことだからプレセアやアヴィンを恨むことはないだろうが、それゆえに罪悪感を解消する手立てが思いつかない。

　何事もないのが最善なのは間違いないが、少なくとも最悪ではなかったことは素直に神に感謝してもいいはずだ。海難事故がそういうものであることを、海洋国家の次期女王であるプレセアはよく理解していた。

『それで、あなたの船は本当に大丈夫なの？』

『念のために検査はしているけど、手すりが一部破損したのと甲板に置いてあった積み荷がいくつか海に落ちたくらいで、それほど被害は出ていないそうだ』

『本当に？』

『少なくとも、リジャール港に到着するまでの間は、特に問題は出ていなかったね』

『そう……。でも、少し心配ね。なんだったら、こちらから迎えの船を出すけど……』

『検査の結果次第だね。もし手すり以外の修理が必要そうだったら、その時はお願いするよ』

『分かったわ』

　アヴィンの言葉に頷き、とりあえずこの場では船についての話を終わりにするプレセア。

　もっとも、アヴィンの返事を聞いてからでは遅れてしまうため、事故の第一報があった時点ですでに、リジャール港へ向けて迎えの船は出している。もし必要がなかったとしても、その時は適当な港で補給して引き返させれば済む話だし、そうなった時のために若干、商用の積み荷も積んであるので無駄金を使うことにはならない。

　本音を言えばプレセア自身が迎えに行きたいところなのだが、この状況下で彼女が動くのは非常にまずい。なので、泣く泣く船だけを送り出したのだ。

『それにしても、無事であることだけが分かっていて、流された場所が分からないのは歯がゆいわね……』

『まったくだよ。救助に行こうにも、そもそも流された方向も分からないのが厳しいよ』

『海図を見せてもらったけど、巨大イカと遭遇した海域は潮の流れが複雑な上に海流が速いから、生身で海に落ちたらまず救助は不可能なの。今でこそ船も航海技術も発達したから海難事故はほぼなくなっているけど、昔はよくそのあたりで船が遭難したものよ』

『そのうちいくつかは、あのイカが絡んでいそうだけどね』

『それは何とも言えないわね。ただ、原因がどうであれ迂う闊かつにこちらから行動は起こせないから、ヒロシ殿とハルナ殿には申しわけないけど、どうにか自力で合流してもらう、もしくは合流可能な場所まで行ってもらうしかないわ』

　迂闊に救助しに行こうとすれば、ミイラ取りがミイラになる。過去の経験や歴史からそれが分かっているだけに、歯がゆさを押し殺すことには慣れているプレセア。だが、ただ手をこまねいて見ているほど、この次期女王は諦めがよろしい女性ではない。

『とりあえず、海流の流れから一日で流されそうな場所は大体割り出してあるから、そこから近い場所にある島や港には捜索隊を出してもらえるよう手配しておいたわ。島から出られないという話だから、近づけない島とか誰も帰ってこない島があるようなら、そこも教えてもらうように頼んであるから、私達は情報待ちね』

『手間をかけるね』

『私にも責任のあることだし、個人的にもこれくらいのことはしないと気が済まないもの』

『それでも、助かるよ』

『経緯を考えると、感謝してもらうようなことではないどころか当たり前のことをしたにすぎないのだけど、その言葉はありがたく受け取っておくわ。それじゃあ、今後のことについて会議が必要だから、ここで切るわね』

　愛しい男に感謝の言葉を言われ、内心でのぼせあがりそうになるプレセア。そんなうぶな乙女のような反応を鋼はがねの意思でねじ伏せ、通信を切り上げる。そして、凛りんとした声で関係者を招集し、日程の変更をはじめとした各種対応を始める。

　幸いにして、日程は参列するであろう国のうち最も遠方のマルクトにあわせて設定してあるため、宏とアヴィンの合流に一週間、そこからの航海に一週間と見ても十分に間に合う。それ以上遅れが出たとしても、せいぜい二日か三日後ろにずらせばどうにかなるだろう。

　もう一つ幸いなことに、今回は婿入りであるため、支度に時間がかかる女性の方がすでに現地にいる。結婚衣装やアクセサリなど、準備しなければいけないものの大半は待っている間にどんどん前倒しで進めることができるし、旅の途中とは違うため、比較的体調や体型の維持もやりやすい。

「式までの間、ヒロシ殿達には存分にこの国を巡ってもらいたかったのだけど、今回は厳しそうね」

　会議が始まるまでにざっと今後の日程を頭の中で計算し、申しわけなさにため息が漏れるプレセア。後に事の顚てん末まつを聞き、宏達が無事だったことに対する神への感謝を取り消すべきか否か真剣に悩むことになるのだが、今は巨大イカによって引き起こされたトラブルの解決に右往左往するしかない次期女王であった。
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「そっちのんも、一応とっといて」

「は～い」

　獣道に入って三十分。春はる菜なの予想どおり、宏ひろしは早くも採取モードに入っていた。

「やっぱ、ここも神域の類たぐいやな」

　ある程度まとまった量を回収したところで、宏がそう結論を出す。

　本来、動物も植物も関係なく生物が生命活動を行うと、多少なりとも瘴しょう気きが発生する。なのに、豊かな植生を誇っていながら不自然なまでに瘴気が発生しない時点で、ここが神域の類であることはほぼ確定なのだが、さらに駄目押しで採取物からもそれを裏付ける結果が出ている。

　というのも、ここで採れるものは大だい霊れい窟くつの先にある神域同様、どれもこれも大量の神力を蓄えたミラクルな作物なのだ。収穫できる内容は異なり、こちらは南国フルーツ主体ではあるが、他にもやけに効力の強い薬草やハーブの類も大量に自生している点が違いといえば違いである。

　大霊窟の神域は明らかに作物を育てていると分かる管理の仕方をしているのに対し、この島は一見すると誰かが管理しているようには見えない。だが、自然に任せているように見えながら、実は細かいところで何者かの手が入っている環境であることは、見る者が見れば一発で分かる。

　そういう環境だからこそ、採取が中級程度の春菜でも普通に素材収集ができたのだろう。

「素人が見ても分からん程度には手が入っとるな。誰ぞ管理しとる存在がおるはずや」

「そうなの？」

「思われとるほど、普通は自然任せで理想的な環境にはならんもんや。せやのに、この島の植物は樹の生え方の間隔から下草の種類や組み合わせ、果ては日の当たる角度と背丈の高さまで、全部の植物にとって理想的な状態になっとる。少なくとも、自然任せやとここまではいかんし、っちゅうて人間が頑張ったところで、この規模の島をここまで完璧に管理するんは無理やしな」

　宏の妙に説得力のある説明に納得し、もう一度周囲を観察してみる春菜。

　言われてみれば確かに、下草の高さが妙に綺き麗れいに揃そろっている。樹きと樹の間隔も一見無造作に見えて、しっかり規則性を持って並んでいる。

　そこまで気がつくと、ランダムに生えているように見える樹の種類も、じっくり観察すればやはりちゃんと規則に従って配置されていることが分かる。それもきっと、パズル的なものが得意な人間でなければ気がつかないような、非常に手の込んだややこしい規則に従っている。

　ここまで条件が揃っているのだ。この島が人間を超えた何者かによって管理されているというのは、もはや疑う余地もない。

「……なんというか、手が込んでるよね……」

「恐らく、動物の生態系も大霊窟と同じで、疑似生物による制御やろな。疑似生物っちゅうても瘴気出さんのと生殖で増えるわけやないぐらいの違いしかないから、死骸はちゃんと栄養になるし食物連鎖も成立させれるしな」

「本当に、手が込んでるよね」

「ここまでやって管理者の存在を隠いん蔽ぺいする、っちゅうんが気になるとこやな。案外、周囲のえらい速い海流も、この島に来た人間を外に出さんようにするためやのうて、入らせんようにするためのシステムなんかもしれんで」

　いろいろと考察しながら、獣道をたどって奥に踏み入っていく。植生が変わるたびに念のためにあれこれ採取しながら、進むこと約三時間。ついにせせらぎの音が聞こえてくる。

「水源が近いかも」

「せやな。歩いた距離とかから考えて、ええ加減そろそろ島の中心ぐらいやろ」

　日が落ちる。そんな時間になってもまだ島の中心に到着していないのは、間違いなく調査と称して素材集めに走った宏が原因だ。とはいえ、それによりいろいろ手がかりが手に入り考察が進んだ面もあるので、調査という言い訳もまんざら噓うそではないのだが。

「時間的に、野営の準備が必要な頃合いだけど、どこかいい場所あったっけ？」

「ここ来るまではなかったな」

「さすがに、今からベースまで飛んで戻るのは、時間がもったいないよね」

「さすがになあ。せやから、もうちょい進んでコテージ出せそうなスペースなかったら、諦めて適当な場所で蚊か帳やでも吊つって寝よか。多分、モンスターの襲撃とかはあらへんやろし」

「そうだね」

　今回に限っては、それしかないかとため息交じりに同意する春菜。仮に宏が採取モードに入らず、素直に島の中心部まで移動できていたとしても、そこでコテージを出せるとは限らない。結局、高確率で野宿になっていただろう。

　そもそもの話になるが、普通冒険者は街中以外では、大抵の場合はテントも張らずに毛布一枚で野宿するものだ。いちいちテントになど入っていると、モンスターなどの襲撃に対して後れを取ることになるので当然だろう。食事にしてもたき火で干し肉などを適当にあぶるか、良くて鍋でスープを煮出す程度で、宏達が食べているほどまともな料理など口にできない。

　例外として護衛任務の時はテントを張り、それなりの調理器具を使ってある程度ちゃんとした料理を作るが、あくまでも例外である。テントを張れるのは大抵護衛の人数が多くて対応に問題が出ないからだし、料理の方はあくまで雇い主の厚意だ。

　つまり、今までの宏達が特殊すぎるのである。

「ちょうどいいスペースがあるといいんだけど……」

「まあ、ちょいペース上げて進もか」

　そんな二人の願いもむなしく、この日は星空の屋根の下で眠ることになる。

「二人っきりでテントも張らずに野宿って、久しぶりだよね」

「せやなあ。こっちに飛ばされた時以来か？」

「……そうだね。エルちゃん達を回収した時は、雨が降って素材が濡ぬれたらまずいからってテント張ってたし、達たつ也やさん達と合流してからは基本的にコテージ使ってたしね」

　テントやコテージを使うには木の根などが邪魔だが、辛うじて火を起こした上で横になれるスペースを発見。念のために蚊帳を広げ、食事の準備をしながら、思い出話に花を咲かせる宏と春菜。

　こちらに飛ばされてからもう一年以上経過しており、飛ばされてきた当初と比べると、いろいろなことが変わっている。一番大きな変化は、春菜が宏に恋をしたことだろう。二人だけで生活していた頃は恋愛対象としては完全に眼中になかったのに、今では人としてかなり駄目な欠点すらも愛いとおしいと思えるほど惚ほれ込んでしまっている。

　距離感にしても同様で、来た当初の宏は、春菜と可能な限り二メートル以上離れて行動しようとしていた。それが今では、半径七十五センチまではまったくプレッシャーを感じずに行動できるようになっている。

　たった一年ほどで、と見るべきか、一年以上経ってもこの程度、と見るべきかは微妙なところだが、もはや来た当初と変わらない要素は、宏と春菜がクラスメイトであるという事実だけであろう。

「今にして思えば、こっち飛ばされてきた直後に蚊とかそんなにおらんでよかったでな。ウルスのあたりには変な病気持っとるんはおらんかったけど、それでも絶対っちゅうわけやあらへんし」

「あ～、そういえば確かに。あの時は蚊帳なんて持ってなかったもんね」

「蚊帳どころか着てるもんとナイフ以外、何も持ってへんかったし」

「そうそう。あの頃からすれば、ずいぶんと持ち物も増えたよね」

「せやなあ……」

　スペースの都合で軽く火を通しただけの各種具材を挟んだサンドイッチを夕食に、思い出話は続く。丸一日以上完全に二人きりで行動したのは、エアリス達を助け出した時以来のことだ。別に何か作業をしているわけでもなく、さほど長くなかった小さな部屋での暮らしや工房に移ってファム達を受け入れるまでの間にあったことなど、なんだかんだで共有している思い出が多いこともあり、雰囲気的になんとなく昔話をしやすかったのも手伝って、二人の話はいつまでも尽きない。

「見張りしとくから、そろそろ春菜さんは寝たほうがええで」

「そうだね。何があるか分からないし、明日に備えないとね」

　体感では夜九時ぐらい。十分な睡眠時間を確保するために、いつまでも話題が尽きる気配を見せぬ会話を、宏が切り上げる。

　宏の提案に素直に従い、遠慮なく先に眠らせてもらうことにする春菜。

　暗黙の了解で、野営の時の見張りは二分割なら最初を男性陣が、三分割なら最初に真ま琴こと、真ん中に宏と達也、最後が春菜と澪みおの組み合わせで行うことになっている。複数のパーティやチームで行動している時以外に三分割になることはまずないため、基本は前半を男性陣が、後半を女性陣が担当することになる。

　本来ならマジックユーザーである達也は最後に回すほうがいいのだが、成長期の澪に夜更かしをさせたり夜中に起こしたりするのははばかられるし、達也同様マジックユーザーである春菜もできるだけちゃんと睡眠をとらせたほうがいい。そうなると必然的に、少々睡眠が怪しくても問題がない宏が前半か真ん中に来るのだが、そうすると今度は女性恐怖症の問題から真琴と組ませるのはどうかということになる。

　結果として、年長者だからということで自分から進んで貧乏くじを引いてくれた達也と組むことになり、一番睡眠時間的に厄介な真ん中の時間帯をよりにもよってマジックユーザーである達也が担当する形になったのだ。

　もっとも、基本的に野営は携帯用コテージであり、短時間でも質のいい睡眠がとれるのでそれほど問題はないのだが。

「それじゃあ、おやすみなさい」

「おやすみ」

　鎧よろいを脱ぎ適当な野営用の敷物を敷いて、その上で薄手の毛布に包くるまって横になる春菜。この世界に飛ばされてきた最初の夜は、バーサークベアの毛皮の上で眠ったことをなんとなく思い出し、こんなところでも環境の変化を見つけて少し懐かしくなる。

　あの時は性的な意味では宏をそれほど信用できておらず、モンスターに対する過剰な警戒もあってちゃんと眠れなかった。今は逆に、たとえドラゴンが出てきても大丈夫だと断言できるほど宏を信頼しており、性的な方面に至ってはむしろ手を出してくれるなら大歓迎という心境なのだから、一年ほどで本当に大きく変わったものである。

　寝入る直前にそんなことを考えたからか、とても人様にはお見せできないような夢を見てしまう春菜。恋心を自覚して以来、一度もその手の夢を見なかったわけではないのだが、いつもより距離が近く、他の人間の気配が一切ないことなどが作用してか、時折見てしまうその手の夢よりもこの日の夢はかなりリアルで激しかった。

　恐らく、自衛のためという理由で身内からいろんな意味で正確な性教育を受けているのが影響しているのだろう。むっつりスケベと言われて否定できない部分がある春菜だが、実のところ同年代と比較して性的なことに対しての好奇心や欲求は比較的薄い。とはいっても、健康で成熟しつつある肉体と若く健全な精神を持つ宗教的な修行を一切していない若者が、性欲と完全に無縁でいられることなどあり得ない。

　無意識のうちにいろいろとため込んでいたところに一切邪魔が入らない形で二人きりになり、しかも一日以上抱きしめられていたという情報などが加わった結果、自身にとっていろんな意味で都合がいい夢を見てしまった春菜は、夢の中で徹底的に欲求を満たしてしまったのである。

　春菜に寝言の癖がなかったのは、ありとあらゆる意味で幸いだったとしか言いようがない。澪の妄想と比べればはるかに大人しいとはいえ、それほど彼女が見た夢は外に漏らせない内容だった。

「春菜さん、春菜さん」

　どんな夢を見ていたかなど一切知らず、交代の時間が来たからと春菜に声をかけて起こす宏。宏の声に、春菜の意識が夢の中にいながらゆっくり浮上する。

「……宏君……」

　現実との区別がつかないほど夢に浸り切っていた春菜が、とろんとした瞳のままの様子でゆっくり身体を起こす。

　珍しく寝ぼけた様子の春菜に首をかしげながらも、念のために完全に目が覚めるのを待つ宏。

　二人の目があった時、事件は起こった。

　いまだに半ば夢の中にいる春菜が、ゾクリとするほど色っぽい表情で正面から宏を抱きしめ、唇を重ねようとしてきたのだ。エチケットだのデリカシーだのの問題で半ば無意識のうちに遮断していた嗅きゅう覚かくが、春菜の身体から立ち上るフェロモンたっぷりとしか表現できない香りを拾い、宏の本能を刺激する。

「ちょっ、春菜さん!!」

　とっさの判断で片腕を振りほどき、唇をブロックしながら必死になって春菜を起こそうとする宏。女性恐怖症による本能に根ざした条件反射に加え、寝ぼけて口づけを交わしそうになったと知った時の春菜の反応とその後の人間関係の変化に対する恐れが、火事場の馬鹿力的に宏の反応速度を大きくかさ上げしたようだ。

　恐らく、春菜が宏を責めることはあり得ないだろうし、それで嫌いになることもないだろう。だが、正気でない状況でこんな重大な行為を交わした日には、ぎくしゃくせずに済むことなどあり得ない。第一、宏の側には春菜とそっち方向で関係を深めるような覚悟もなければ、春菜相手といえども現実に関係を進められるほど劇的な状況の改善も起こっていない。

　もう一歩。そう、もう一歩、何か過去を振り払うためのきっかけが必要だ。それも、今までのような甘やかされた形ではない、今まで直視するのを避けてきた過去と正面から向き合う、その覚悟を決めさせるだけのきっかけが。

　それなしでまだ過去を乗り越えたわけでもない宏が、寝ぼけた春菜の行為に対して責任を取る形で関係を進めれば、まず間違いなくどこかで破綻する。そのことを本能的に理解しているがゆえに、宏は今の寝ぼけて正気を失っている春菜を必死になって拒絶しているのだ。

　こちらに飛ばされた当初の宏なら、とっくに吐と瀉しゃ物をまき散らして意識を飛ばしていただろう。今そうなっていないのは、これまでの改善の積み重ねと、ここで意識を飛ばすと終わりだという、本能に根差した危機感によるものである。

「ん～、宏君……？」

　とはいえ、所しょ詮せん寝ぼけているだけなので、きっかけさえあれば正気に戻るのはすぐだ。本来、春菜の寝起きはこんなに悪くはない。寝ぼけて霞かすみがかっていた春菜の頭は、宏に拒絶された時点で急速にクリアになり始めていた。

　気を抜けばあっという間に薄れそうになる意識を根性でつなぎ留めつつ、宏がどうにか振りほどけないかと模索すること数秒。春菜はあっさりと正気に戻っていた。

「……えっ？　……えっと？」

「……やっと……、……ちゃんと起きたか……」

　なぜか自分が宏を抱きしめようとしていることに、戸惑いの声を上げる春菜。どうやら、どこまでが夢でどこからが現実かが理解できず、混乱しているようだ。

　その様子にやっとちゃんと起きたと判断し、息も絶え絶えに猛烈な吐き気をこらえながら、かろうじてそう漏らす宏。女体に長時間接触されていることに加え、状況の際どさから全身に鳥肌が立っているが、こればかりはどうしようもないだろう。

「……あの、もしかして私……」

「……未遂やから……、……安心し……」

「えっと、ごめんなさい……」

　未遂と聞き、いろいろと複雑な表情で謝罪する春菜。申しわけなさ七に残念さが約三、その他に自身に対する情けなさや呆あきれといったものが少々といったところか。

　必死になって拒絶した宏に対する不満は、とりあえず現時点では浮かんでいない。

「……ほな……、……今から寝るから……」

「あ、うん……おやすみなさい」

「おやすみ……」

　力尽きて倒れながら辛うじてお休みを告げた宏に反射的に挨拶し、昨日に続きそのままどん底までへこむ春菜。

　何がへこむといって、身体の方には夢を見ていた時の痕跡がばっちり残っていることに対してだ。痕跡どころか、夢の余韻が熱としてあちらこちらにくすぶっているあたり、恐ろしいまでの自分の欲求不満ぶりが明らかになって泣きたくなる。各種エンチャントのおかげか、服は寝る前と何一つ変わらないのだが、その事実に救われたことがさらにへこむ。

「どんな夢見てたか、絶対にばれてるよ……」

　服に助けられたとはいえ、寝ぼけて宏を襲ったのだ。程度はともかく、どんな夢を見ていたのかなど間違いなく筒抜けであろう。そのことが恥ずかしくて情けなくて、何より間違いなく夢だとはっきり分かる手がかりがいくらでもあったのに、そうと気づかずどっぷり溺れ切ってしまった事実に自己嫌悪が止まらない。いずれ時が来たら自分の口でちゃんと言おうと思っていたことが、こんな形で意中の相手に漏れてしまったのがまた、悔しいやら情けないやらで自己嫌悪をあおる。

　出会った直後であれば起こりえたかもしれない最悪の事態を夢で見ているのか、呼吸から明らかに寝入っているはずの宏が、険しい顔でガクガクと震えている。

　そんなことには絶対なりえない、とか、そこまで信用ないの？　と言うのは簡単だ。だが、宏が過去をまだ完全には乗り越えられていないと分かっているため、最悪の事態を連想するなと言うのは単なる無理強いだとこの期に及んですら頭と感情双方で納得できてしまう程度には、春菜は理性的な女の子である。

　納得できているのに、宏にこんなことで負担などかけたくないのに、その気持ちが高まれば高まるほど、同じぐらいあの夢に対して未練を感じ、その続きを実際にしたいと思ってしまう。その浅ましさが、怖い。

「ごめん、宏君……。本当に、ごめん……」

　故に、宏が目覚めるまでの間、器用にも警戒を一切怠らずにへこみつづける春菜であった。




　　　　☆




　時間は少しさかのぼり、宏達が野営を始めた頃。中間の寄港地であるリジャール港、そのうち最も高級な宿の最も高価な一室にて、珍しくエアリスが怒りを抑えられない様子を見せていた。

「まったく、あの方にもレーフィア様にも困ったものです……」

「もしかしてあのイカ、眷けん族ぞくか何かなのか？」

「眷族なら、少しはマシです。その気になればレーフィア様がコントロールできるのですから」

　達也と真琴、澪の三人に割と聞き捨てならない愚ぐ痴ちをこぼしながら、少しでも心を落ち着けようと膝の上にいる芋虫に神キャベツを与えるエアリス。因ちなみに、レーフィア様とは海洋神・レーフィアのことである。

「眷族じゃないの？」

「はい。あの方は……」

「ちょっと待って。聞くとすごく後悔しそうなんだけど」

「それは私の方からは何とも。ただ、今回のことについては、レーフィア様も予想外だったそうで……」

「予想外ってどういうことよ……」

　エアリスの口から飛び出す物騒な単語。それに嫌な予感が膨れ上がり、突っ込みを入れつつエアリスからの情報を遮断する真琴。

　一方、神様レベルで動いていることに対し、下手に口を挟むと面倒なことになりそうだと途中から口をつぐむ達也。

　何か思い当たることがあるようで、澪も少々態度が不審だ。

「それでも、悪意もなくあんな真似をするのも、それを防げなかったことも、許されていいことではありません。一歩間違えれば船が沈み、全員の命がなかったのですから」

「そりゃまあ、まったくもってそのとおりではあるんだけど……」

「ですので、そのことについて厳重に抗議を行っていますが、とことん追及するべき当人がリンクを切っていて捕まらないそうで、しかもレーフィア様自身が少々開き直り気味です」

　エアリスの不機嫌の理由がほぼ判明し、自分達ではどうしようもないと判断せざるを得なくなる達也達。助けを求めるようにアヴィンとドーガに視線を向けるが、アヴィンやドーガにもどうしようもないらしく、渋い顔で首を左右に振る。

「まあ、そのあたりの神様の事情は、神様自身に任せるとしてだ。ヒロと春菜は、今日はもう調査を切り上げて野営するんだと」

「こっちと時差がないならそろそろ日が落ちる時間だし、それはしょうがないわよね」

「結構広い島みたいで、今日一日では外周の調査ぐらいしか終わらなかったらしい。獣道に入って島の中心に向かって歩いてるそうだが、行ってても全体の七割程度、とのことだ」

「どうせ宏のことだし、時間の大半は素材集めに気を取られてたんじゃないの？」

「だろうな」

　宏と春菜の今日一日の報告を聞き、大体の状況を悟って苦笑する達也と真琴。そのあたりは報告では省かれているというのに、経緯や現状をズバリと当ててしまうあたりに、付き合いの長さと相互理解の深さが感じられる。

　なお状況報告に関しては、今回は宏から達也に一括で伝えている。エアリスやアヴィン、ドーガなどにも伝言する必要がある上、面倒だからと詳細は省略しているため、達也の口から全員に伝達してもらっても変わらないとの判断である。

「でも、師匠の肩を持つわけじゃないけど、採取物も調べないと環境とか判断する材料が少ない」

「まあ、な。実際、それでいろいろ分かってるみたいだしな」

　二回ほど前の定時連絡、その内容を思い出しながら澪の言い分にも理解を示す達也。調査と素材集めのどちらに重点を置いているかだけの問題で、必要な行動だったのは事実である。

「とりあえず、早いところ調査を済ませて脱出手段見つけて合流してもらいたいとは思うが、ここで安全にのうのうと待ってるだけの俺達が現地の二人に文句言うのはなあ……」

「本当、毎度毎度突っ込みを入れる以上のことがしづらい状況にばかりなるわよね……」

「師匠と春はる姉ねえが一緒に行動してるから、しょうがない」

　年長組の愚痴をばっさり切り捨てる澪。ダルジャンの話を聞く限り、宏と春菜は特殊というか特別な立ち位置にいるようなので、二人揃って行動するとどこに責任を追及すればいいのか分かりづらい状況になるのはしょうがない。そんな風に澪はある種の悟りを開いている。

「それよりも、師匠と春姉、二人っきりになってるけど、進展すると思う？」

「微妙なところだな。春菜の自制心が限界を超えてヒロを押し倒しに行きでもしない限り、ヒロの側からは絶対にアクションを起こさないからなあ」

「そうねえ。春菜も割とむっつりなくせににそういう部分は慎重っていうか臆病で奥手だし、誰が教えたのか変にしっかりした知識持ってるし、相手が相手だけに『宏君のこと考えて』とか理由づけしちゃって、余程何かない限り自分からは行動できないと思うわよ」

　その意味で空気を変えるために、二人っきりで無人島生活をしている宏と春菜の男女関係に話題を移す。もっとも、仮に女性恐怖症がなかろうとも自分に自信がなく臆病な宏と、とことん好き好きオーラを発散してるのにそういう面ではヘタレな春菜の組み合わせでは、まともな進展など望めなかろうという点は、日本人三人どころか、アヴィンやドーガ、エアリスまで意見が一致する部分ではある。

「ただ、春姉は天然ボケの部分があるから、油断するとたまにとんでもないことする」

「あ～、そうね。あと、恋心を自覚してから初めて邪魔が入らない形で二人っきりになってるわけだから、テンパって普段なら絶対しないことしちゃいそうね」

「まあ、仮にそうなったとしてもヒロの方が必死になって逃げるだろうから、春菜の方から夜よ這ばいかけて寝てるところを襲わない限り、進展はないだろうな」

　冷静にいろいろ分析し、万に一つも間違いが起こる可能性はないと断定する日本人チーム。恋に恋している感じがあるとはいえ、一応宏に気があるはずの澪が、宏と春菜が進展することを望んでいるような発言をしているのが趣深いところである。

「ていうか、澪はあの二人が進展しちゃってもいいの？」

「こっちでなら重婚ＯＫ」

「すごい駄目な発言してる自覚ある？」

「むしろ、あれとかこれとかハーレム状態じゃないとできないシチュエーションが好み」

「達也、この娘こどうにかしないと」

「できる限り説教して矯正してこれだから、俺に言われても困る。ってか、どこでそんなディープなのに手を出したんだか……」

　またしても手遅れなところを見せる澪に、頭を抱える達也と真琴。日本に帰ったら澪をここまで引きずり込んだ犯人を吊つるし上げねば、と心の中で誓いを新たにする。

「とりあえずミオ、妹の前であまりそういう生々しいことを言うのは控えてほしいんだが」

「でも、ベッドの上であんなことやこんなことされて攻められてる春姉を、ボクとか別の女があれとかこれとかやって性的な方向でいじめるシチュエーションってすごく燃えない？」

「ノーコメントというか、そういう露骨なことをエアリスに聞かせるのはやめてほしいといったのだけど？」

　どこまでもダメなことを口にする澪に、処置なしという顔で首を左右に振るアヴィン。そんなアヴィンに、非常に申しわけない気持ちになる達也と真琴。空気を読んでか、エアリスは完全に発言内容を聞かなかったことにしている。

「しかし、二股三股を否定してるのが、当事者の中だと春菜だけってのもすごいわよね」

「ヒロシ様ほどのお方なら、必然的にそばにいる女性が増えるものですから」

「まあ、エルはこっちの人間だし王族だから、側室いるの当たり前って考えに馴な染じんでるし仕方ないんだろうけど、アルチェムなんかもあんまり独占欲を見せないというか……」

「あら、マコト様。別に私達に独占欲がないわけではないのですが？」

「[image: ]っ……？」

　この場で最年少のエアリスに、女であるところをまざまざと見せつけられて絶句する真琴。達也も完全に凍りついている。逆に、アヴィンとドーガが当然という態度でどっしり構えているのが印象的だ。

「現在はいろいろな意味でそれ以前の問題だから考えないようにしているだけで、やはりヒロシ様とハルナ様の仲睦むつまじいところを見ると、心の中で嫉妬の一つや二つはしています。それ以上にお二人のことが好きで仲睦まじいところを見るのが嬉うれしくて、仮に自分ではダメだったとしてもハルナ様なら納得も祝福もできるから、折り合いがつけられているだけですよ」

「うわあ……」

「それに、嫉妬しているというなら、ライムさんにはすごくやきもちを焼いてしまいます。だって、あんなに無邪気に無防備にヒロシ様の膝に座れて、しかもヒロシ様も一切おびえた様子も我慢する様子も見せずに笑顔で受け入れるのですよ？　いくら相手が幼い子供だからこその奇跡であっても、やきもちを焼くななんて無理な要求です」

「確かにあれは羨うらやましい。ものすごく羨ましい」

「……澪ならともかく、エルの口からそれは聞きたくなかったわ……」

　非常に生々しい女心を聞かされ、頭を抱える真琴。まだ十一歳なのに今からこれだと、今までの聖女ぶりに対するものとは違う意味でいろいろ不安になる話である。

「なあ、エル。もしかして、だが……」

「何でしょうか？」

「レーフィア様に対して無茶苦茶怒ってたの、ヒロと春菜が二人っきりで無人島生活をするきっかけを作ったことに対しての怒りも、含まれてたりするか？」

「私も人間ですので、まったくないとはとても申し上げられません。もしかしたら上う手まくいって、ヒロシ様が私達を受け入れられるようになるかも、という期待がないとは言いませんが、それとこれとは別問題です」

「マジかよ……」

　ある意味非常に正しく恋をし、ある意味健全に大人への階段を上がっているエアリスに、思わず遠い目をする達也。そんな達也の、正確には達也と真琴の葛藤など知ったことではないとばかりに、マイペースにキャベツを食はみつづける芋虫。

　宏と春菜の不在は、年少組がいろいろ厄介なことになっているのを浮き彫りにするのであった。




　　　　☆




　翌日。朝食前からこっち、宏と春菜の間を、非常に気まずい空気が支配していた。

「……」

「……」

　罪悪感でいろいろ申しわけなさそうな、それでいて、恋心からとても切なそうな春菜に対し、どう反応していいか分からず沈黙する宏。

　怒ってはいないようだが、寝ぼけてやってしまった行動に対してどう思っているのかが分からない宏に対し、声をかけるにかけられない春菜。

　起こった出来事のデリケートさゆえに気を使いすぎ、お互い、完全に動くに動けなくなっていた。

「……」

「……」

　だが、そんな状況でも周囲に対する警戒や観察は怠らず、気になったものはさりげなく回収して探索を続けている。気まずさでやるべきことを見失うには、二人とも理性が勝ちすぎているようだ。

　そんな風に、二人の間の空気が変わらぬまま二時間。お互い腫れ物に触るように必要最小限の会話だけを交わしながら調査を続け、ついに島の中心にあると思われる池に到着した。

「……多分、これがあの川の水源だよね？」

「……せやろうな。ちょっとした湧水とかがあっちこっちから合流して、っちゅうケースもあるけど、今回はここがメインの水源やろう」

　そこそこの大きさの非常に綺麗な水をなみなみとたたえた池を前に、お互いの見解を確認しあう宏と春菜。言葉を発する時にいまだ身構えてしまうようだが、それでも朝食の時に比べれば、少しはぎこちなさが取れている。

　そのまま事務的な会話を続けること数分。昨日のことはなかったことにするべし、とお互いに暗黙の了解としつつ、池について考察を重ねることに。

「結構大きな池なのに、どうして空から見た時は見つからなかったんだろう」

「せやなあ……。上からやと枝とかが巧妙にカモフラージュしとって、目の錯覚で気がつかんようになっとるっちゅうとこやない？　空から見降ろすんと下から見上げるんでは結構ちゃうし」

「……確かに」

　最初に出てきた疑問について考察しながら、手分けして周囲を調べて回る二人。一周百メートルほどの池を宏は時計回りに、春菜は反時計回りにチェックする。

　植生などを調べ、水辺の状況を観察し、三十分ほど簡単な調査を進め、スタート地点からちょうど対岸になるあたりで合流したところで、宏が水質の調査に移る。

　途中、宏が担当したルート上に川があったが、深さはともかく幅は五十センチ程度だったため、普通にまたいで越えている。

「……このまま飲んでも大丈夫な水質やな。日本の水道水より綺麗な水や」

「そうなんだ」

「性質としては、聖属性が乗っとる。浄化効果ありやから、アンデッドとかやと強さ次第では、バケツでぶっかけるだけで消滅しかねん」

「そんなに強い属性が乗ってるの？」

「一見して分からんけど、な。多分、この池がこの島を神域にしとるんやと思う」

　てきぱきと成分や性質を調べ、念のために樽たる一杯分ほどを汲くみ上げながら、分かっていることを春菜に告げる宏。一通りの作業を終え、深さを調べるために棒を突っ込んでいく。

「……また、えらい深いな。五十メートル以上は余裕であるわ」

　透明で綺麗な水だというのに、底がまったく見えないので相当深いのだろう。そう考え、ただの十フィート棒ではなく無限伸長十フィート棒を突っ込んでいた宏が、予想外の深さに少し眉をひそめる。

「こら、潜って調べなあかんかもな」

「潜るのはいいけど、生身で？」

「潜地艇出せるんやったらええんやけど、出せんかったら生身で潜るしかないやろな」

　島全土をくまなく調査したわけではないとはいえ、他に調べる当てもないため、とりあえず潜ってみる前提で話を進める宏と春菜。

　だんだんいつもの調子に戻ってきたようで、微妙な空気もそろそろ落ち着きつつある。

「……やっぱり、潜地艇は出せんなあ」

「じゃあ、生身で潜るしかないかあ……」

「せやなあ。鎧だけ外して、このまま……」

　と、行動指針を決めかけたところで、通ってきた獣道のすぐそば、よく注意してみないと死角になるあたりに不自然に転がっている板状の石が目に入る。

　何となく嫌な予感がし、小走りに石のある場所へ移動、正体を確認する。

「……石板やな」

「石板だね……」

「なんぞ書いてあるな。……この池は神聖なる水源なり。水に入るための姿以外で入ることを禁ずる、やって」

「……つまり、このままの格好では入れないってことだよね」

「……そうなるな」

　こんな目立たない地味な場所に警告を残すこの島の管理者に嫌な予感がしながらも、素直に水に入るための姿を検討する二人。この警告を無視すると、いろいろ碌でもないことが起こるのだろう。それが分かるだけに、迂う闊かつな真似はできない。

「水に入るための姿、っちゅうと……」

「ぱっと思いつくのは裸と水着、だよね」

「せやなあ。他には宗教によっては沐もく浴よくのための服装っちゅうんもあるけど……」

「同じようなパターンで、湯ゆ浴あみ着っていうのもあるよね」

「他にはウェットスーツ系やけど、これはまあ、水着枠でええとして……」

　水に入るための姿、で思いつくパターンをざっと挙げる宏と春菜。他に思いつかなくなったので、出てきた分だけで話を進める。

「確実なのは裸だけど……」

「さすがにそれはあかんやろ……」

「うん。私もちょっと、抵抗があるかな……」

「せやろ？」

「……宏君に……見られるのはいいんだけど」

「勘弁してや……」

「うん。だから、抵抗があるの」

　見られることよりも、その結果、宏が見せるであろう反応に対して抵抗があるらしい春菜。昨夜の夢や見張り交代の時の失態などでいろいろ開き直ったらしく、春菜自身としては全面的に一切問題ないとオープンに伝える方針に切り替えたようだ。

　もっとも、宏的には春菜の全裸をリアルタイムで見ることだけでなく、自分の全裸を見せるほうにも抵抗があるのだが、どうも見られることにばかり意識が行って、自分が見る側に回ることを意識していない様子の春菜に微妙に危機感を覚えてしまう。

「湯浴み着は風呂やないからあかんとして、沐浴のための服装はどんなんが該当するか分からんのと、デザイン次第では深く潜るんに向かんから、これも今はパスやな」

「となると、消去法で水着になるんだけど、石板設置した相手がどういう解釈をしてるか分かんないから、もしかしたら水着でも微妙にはじかれる可能性がありそうだよね……」

「せやなあ。あと、僕は自前の水着持ってへんから、水着となるとここで作らんとあかん」

　海水浴に行かなかった宏は、水着を持っていない。いくらなんでも達也のものを流用するわけにはいかないので、水着でとなるとこの場で作るしかない。

「とりあえず、水着に着替えて入ってみるから、宏君は一応作ってて。もしここで水着が駄目だったとしても、作っておけば何かに使えるかもしれないし」

「せやな。ほな、そっちは頼むわ」

　宏の言葉に頷うなずき、調査途中で見つけた蚊帳を広げるのにちょうどいいスペースまで移動。蚊帳の上からタオルをかけて簡単なブラインドにし、中でごそごそ着替え始める。

　そっちに視線を向けないように岸に杭くいを打ち込んでロープをくくったあと、鞄かばんの中をあさり、春菜達が水着に使った生地の残りを発見して加工を始める。男物の水着は形状的に加工も簡単で、割り切ればさほど生地を消費しないため、いい感じに生地が余る。

「鞄は持ち込めんかもしれんから、水中用のポシェットも作っとくか」

　水に入るための姿という条件から、ガチガチに防水や耐圧はしてあっても本来水の中に持ち込むことを考えていない宏の鞄は、置いていかなければいけない可能性が高い。そう考えて、ダイバーなどが使うタイプのポシェットを作ることにしたのだ。鞄はポシェットの中に収納すれば、置き去りにせずに済む。

　そうやってポシェットを作り始めて十分、水着を作り始めてからのカウントなら二十分。ポシェットもほぼ完成し、各種エンチャントをかけるだけ、というあたりで、ようやく着替えを終えた春菜が蚊帳の中から出てきた。

「あ、あの、宏君……」

「ん？」

　そばまで歩み寄ってきた春菜の声に、視線を上げる宏。そこには、腰にパレオを巻き、バスタオルを羽織った春菜の姿があった。着替えに二十分もかかった上にわざわざそうやって露出面積を減らしているあたりに、彼女の葛藤が表れている。

「い、今から潜ろうかと思うんだけど……」

「あ、うん。頼むわ……」

　羽織っているバスタオルを取ろうとしてはやめる、を繰り返しながらの春菜の言葉に、宏も妙に緊張してくる。パレオとバスタオルでほぼ隠れているとはいえ、ちらちらと見える太ももやへそから春菜の水着がかなり露出の激しいものなのは間違いなく、女性がらみにはいろいろと難を抱えている宏は複数の意味で身構えざるを得ない。

　そして、そんな宏の態度に、さらに春菜が逡しゅん巡じゅんしてしまうという負のスパイラルが発生し、なかなか状況が前に進まない。

　ぶっちゃけ、宏の緊張の種類と春菜が躊躇ためらう理由を横におけば、お前らは付き合い始めの中学生か、と言いたくなるような光景である。

「そういえば、春菜さんの水着は、水中行動とかのエンチャントは大丈夫なん？」

「う、うん。澪ちゃんに教わって、ちゃんとかけておいたから」

「ほなええんやけど……」

　春菜の回答に、少しばかり安あん堵どのため息を漏らす宏。少なくとも、この場で春菜の水着にエンチャントをかけるという最悪の事態は免れることができたのだから、当然の反応であろう。

「……ええい、女は度胸！」

　その後も一分ほど、ほぼ無意味なやりとりで浪費してから、口の中で小さくそう呟つぶやいて、思い切って羽織っていたタオルを取る春菜。タオルの下から現れたのは、やや大人しい白のビキニに包まれた、見事な肢体であった。明るい金の髪と青い瞳が、そのビキニの白と鮮やかな対比になって、妙に映える。そのままの勢いで、泳ぐのに邪魔になるパレオも外す。

　ビキニだけあって、確かに露出面積は大きい。だが、過度に扇情的にならぬよう、トップスもボトムも隙すきなくかっちり胸と尻を覆い尽くしており、背中もビキニという単語から連想するほどは露出面積は大きくない。もっとも、現在は髪をおろしているため、後ろに回ってもほとんど水着は見えないのだが。

　だが、あくまでもビキニとしては大人しいというだけだ。トップは横や下から乳房がはみ出るようなデザインではないが、その分美しい形をした乳房のラインを強調し、さらにくっきりはっきり深い谷間を見せることで下手に露出するよりその大きさを強調している。

　ボトムも同様で、ビキニのショーツとしては切り込み角度が浅く、脚を長く見せるハイレグの効果は薄いが、そもそも春菜はそんなものに頼らなくても十分に脚が長い体型をしている。むしろ、しっかり覆って隠すことで、細いウェストと腰から尻、太ももにかけての見事な曲線美と脚全体の脚線美を印象付けることに成功していた。

　察するに、体型的にワンピースはいろいろと問題がある春菜が、いろんなことに対して葛藤した末の妥協点としてできるだけ大人しいデザインのビキニにしたのが今回の水着の真相ではあろうが、結果として単に際どいだけのものよりも色っぽく、また健康的なエロスが強調されている。

　恐らく、最後まで海水浴で着たダサいが露出面積がほとんどなく、宏にプレッシャーを与えずに済む水着と迷ったのだろう。二十分で済んだのは、悩んでいる間も服を脱いだりアンダーショーツなどの水着のタイプに限らず必要なものを身につけたりと、無意識に普段の習慣に従って時間を無駄にしないよう動いていたからに違いない。

　悩んで覚悟を決めてから着替える、なんて普通の女性にありがちな真似をしていたら、倍の時間がかかっても不思議はなかった。それぐらい春菜にとって、ビキニを着て宏の前に出るということは、いろんな意味で勇気が必要だったのだ。

「ど、どうかな……」

「どない、っちゅうても……」

　大人しい、といってもあくまで水着のデザイン全体の中では比較的、であって、普段の春菜の服装からすれば大胆極まりない水着姿。その姿に、まったくゼロではない健康で健全な青年男子としての本能と余計な方向に無駄に学習機能が発達した自己保存本能、さらに随分ましになったといっても完治など夢のまた夢である女性恐怖症の三つがせめぎ合い、宏の言葉を奪う。

　もっとも、この時点でフリーズする程度で済み、それが恐怖心に由来するものだけではなくなっただけでも、宏の症状は随分改善されたといえるだろう。本人に自覚はなく、証明する機会もないため誰も気がついてはいないが、実のところ身内の集団と一緒でかつ場所を選んだうえで少々無理をすれば、と前置きこそつけど、今なら海水浴ぐらいは可能な程度には改善していたりする。

　とはいえ、リスクがゼロになるわけではないのだから、まだ時期尚早といえば時期尚早なのかもしれない。

「えっと、うん、そうそう。ちょっと、水に入ってみるね」

「あ、頼むわ」

　宏がコメントを口にする前に、緊張感に耐えきれなくなった春菜がそう言って、宏が事前に杭にくくりつけておいたロープを腰に巻き、ゆっくり慎重に水の中に入っていく。

　完全に水中に潜っても特に何事もなかったため、さらに十メートルほど潜って水中を観察してから岸に戻る春菜。

「大丈夫みたい。十メートルぐらいまでは、ものすごく水が綺き麗れいなことを除けば特にこれといっておかしなところはない感じ」

「了解。ほな、僕も水着に着替えて潜る準備するわ」

「うん」

　春菜の結論を聞き、覚悟を決めて着替えることにする宏。その間ずっと水の中にいるのはどうかと思い、とりあえず岸に上がる春菜。

　岸に上がって体を拭き、ついでに他に何か変化がなかったかを観察すること五分。着替えて蚊帳やら何やらを全てポシェットに収納した宏が、春菜のもとへ戻ってきた。

「ほな、そこの道具も片付けて潜ろか」

　どうやら、自分も着替えていろいろ覚悟が定まったようで、春菜の水着姿、それも一度水に入って濡れ、さらに色気が増幅されたそれを見ても特に動揺することなく、堂々と宏が声をかける。

　残っていた生地を適当にパッチワークした水着、というのもあって、ダサいのはどうしてもダサい。染みついたヘタレっぽい雰囲気など服装に関係ないので、水着だから何が変わるわけではない。

　が、驚くべきことに、脱ぐと意外に筋肉質でたくましく均整がとれた身体のおかげで、普段着よりダサいデザインの水着なのに、普段よりダサさが薄まって見える。

「う、うん」

　宏の、常日頃の服装や雰囲気からは想像もつかないほどがっしりした意外な肉体美にどぎまぎし、真っ赤になりながら再び水に入る準備をする春菜。

　この期に及んでようやく、自分が見られるだけでなく見る立場にもなることに思い至り、全裸限定でなくてよかったとルール設定の温情になぜか感謝しながら、頭を冷やすために思い切り池に飛び込む。

　そもそも、ルール設定がなければ普段着で水中に侵入できたことには、最後まで気がつかないのであった。








世界編　第六話






　池の中は、どこまでも透き通っていた。

『ものすごい透明度やな』

『そうだね』

『そろそろ水深百メートルやけど、ようこんな深い池ができたもんや……』

『本当だよ。この深さ、池って言っていいのかな？』

『分からん。でも、岸から見たら池にしか見えんしなあ……』

　壁面で揺らめく水草。その植生の変化を観察しながら、個人モードのチャット機能で雑談を続ける宏ひろしと春はる菜な。水中ゆえに声が届かないので、冒険者カードの機能を使っているのだ。

　余談ながら、会話をする時以外はお互い、できるだけ相手の姿を直視せずに視界の隅にとどめるようにしている。双方にとって、互いに相手の水着は少々刺激が強すぎるようで、直視すると意識してドキドキしすぎ、どうにも周囲の観察がおろそかになる。かといって、完全に目をそらすとはぐれかねない程度には、この池は深い。視界の隅なのは、そのための緊急避難的な措置である。

　会話の時も、相手の顔以外にできるだけ視線を向けないようにしている。正直な話、春菜としては顔を見つめて話をするのもなかなかくるものがあるが、まだ水着姿よりははるかに慣れている。宏に至っては、春菜の顔を見る分にはまったく動揺する要素がないので、話をしている時はまったく視線が動かない。

　このあたりの事情からも、同じドキドキするでも宏の方にはネガティブな要素の割合が圧倒的に高いことが察せられる点が、覚悟を決めて本命水着を着た春菜に対して憐あわれみを覚えそうになる。

『そういえば、魚も見ないよね』

『狭すぎんのかもしれん。もしくは、水が綺き麗れいすぎてあかんのか』

『もしくは、深すぎて卵を産む場所が難しい、とか』

『せやなあ。浮き草の類たぐいも水ん中漂っとる草もほとんどあらへんから、卵産むんはつらいかもしれんなあ』

『壁面だって、水草で埋まってるわけじゃないしね』

　観察しておかしいと思ったことを言いあいながら、どんどん潜っていく。水草しか生えていないからか、壁面に張りついていそうな貝や蟹かにの類も見かけない。

　そもそもの話、壁面に生えている水草自体が妙に胡う散さん臭いのだが、採取して分かったのは一応ちゃんと植物であることぐらい。胡散臭くはあるがモンスターの類ではなく、自走したり茎を伸ばして宏達を溺れさせようとしたりもしないため、詳細な調査は後回しにしているのである。

『水深百五十メートル。ええ加減、そろそろ水面見づらあなってきたな』

『いくら透明度高くても、屈折とかあるしね』

『深いとは思っとったけど、ちょっと深すぎへんか？』

『そうだよね。生身で潜らせるにしては、いくならんでも深すぎるよ』

『やんなあ……』

　いくら潜っても底が見えない池に、そろそろ不安が募り始める宏と春菜。そもそもの話、凄すご腕うでのダイバーでも潜って活動できる深さなんて知れている。百五十メートルでまだ底が見えないとなると、底の方は生身の人間の手に負えない深さであろう。

　ここはファンタジー世界であり、魔法やスキルの存在をはじめいくつか物理法則が現実世界と異なるが、それでも普通の人間はちゃんと訓練しない限り、十メートルも潜ることができないのは変わらない。こうして水深百五十メートルまで来ている宏と春菜だが、それも水着に水中行動という、水圧と呼吸、浮力の問題をまとめて解決する比較的ランクの高いエンチャントを施しているから可能なだけである。

　恐らくこの先に重要な何かを隠しているのだろうが、陸りく棲せい種族では深さ的に絶対に到達できず、水すい棲せい種族は島の陸地が障壁になって池に来るのが困難という場所に設定しているあたり、ここに何かを隠したであろう存在は間違いなくいい性格をしている。

『そろそろ二百メートル。水中行動って、限界深度はどんなものだっけ？』

『春菜さんが自分でつけたんやったら、多分腕の関係から三百から四百の間ぐらい、五百は間違いなく無理っちゅうとこやと思う』

『そっか。ってことは、あと約百メートル以内にそれっぽいところがなかったら、私はリタイアってことだよね』

『せやな』

　自分の水着の限界と場合によっては一人待機させられる可能性を聞かされ、思わず表情を暗くする春菜。これでは、何のために勇気を振り絞り、覚悟を決めて水着姿になったのか分からない。

『まあ、その心配はなさそうやけどな』

『えっ？』

『底はまだ見えんけど、横穴は見えたで。ほら、あっこらへん』

『あっ、本当だ』

　宏の指さした先、春菜の目測でここから五十メートルほど潜ったあたりにある横穴を見て、どことなくほっとした表情を見せる春菜。まだ結構な距離があるため大きさはピンとこないが、感覚まわりの能力で劣る春菜が見つけられるぐらいなのだから、結構大きい気がする。

『ざっと見た感じ、春菜さんの水着やとあんまり余裕のない深さやなあ』

『うん。本当によかったよ』

『問題は、あの横穴がどういうもんか、やけど……』

『それはもう、入ってみるしかないよね』

『そういうこっちゃな』

　そんなことを言いながら、さらに潜っていくこと約七十メートル。ようやく横穴に到着する。

『思ったより大きいよね……』

『せやなあ』

『なんかこの池の中だと、ものすごく目測狂うよね』

『そうでのうても慣れてへんから水ん中やと距離感狂いやすいのに、目印にしやすいような変化があらへんからなあ』

　目測よりかなり深い場所にあった横穴。その位置関係にぼやきが漏れる春菜。宏の方も、予想どおり春菜の水着では余裕がなかったことに、少々渋い顔をしている。

『横穴の大きさは、ざっと見て直径二十メートルぐらい。この島が全部何者かの手で作られとるんやったら、この大きさにも絶対意味あるはずや』

『うん』

　春菜の目測を大きく超え、地球のシロナガスクジラくらいは余裕で出入りできる大きさだった横穴。その大きさの意味を考えると、あまりありがたくない結論しか思い浮かばない。

『まあ、この程度の穴で出入りできる大きさの生きもんやったら、今まで遭遇したんと比較したらたいした大きさやないし』

『ここが水の中じゃなくて、装備が丸腰の水着姿じゃなきゃその結論でいいんだけどね……』

　宏の楽観論とも言えないような言葉に、ため息交じりで突っ込みを入れる春菜。所しょ詮せんベースはスパイダーシルクのこの水着、防具としては大した性能はない。一応戦闘になる可能性も考えて最低限のエンチャントはしてあるが、全裸よりはマシなだけである。

　ビキニにしては露出が少なく妙にかっちり要所要所をガードしているのも、宏に見せる目的だったがゆえの葛藤の結果以外にも、故意に狙って着崩さない限りは激しく動いてもポロリが起こらないようにする意図があるだけで、防具としての性能を考えたわけではない。

　普通の水着よりはいい素材を使い高度な加工をしているため頑丈ではあるが、布地の面積や厚さ、素材の限界から普段着ている服に比べると耐久力の面ではどうしても劣る。自動修復のエンチャントも、あまりに破損状況がひどいと効果がない、どころか、エンチャント全般、防具が壊れたと判断されれば効果を失う。防御力にしても、一般に流通している最高性能のレザーアーマーよりは上だが、金属鎧よろいに勝てるようなものではない。

　ひどい破損の仕方をすれば水中行動のエンチャントも効果を失うという条件も考慮すると、相手にアドバンテージがある水中で、自分よりはるかに巨大な生物との遭遇は勘弁願いたい。

『どないにしても、春菜さんの水着やとこれ以上潜るんはきついんやから、他に選択肢あらへん。ここで考えとってもはじまらんし、さっくりこの穴調べよか』

『了解』

　宏の非常に正しい一言を受け、覚悟を決めて宏について横穴に入っていく春菜。

　島の調査は、佳境に入るのであった。




　　　　☆




「船の修理が、予想より長引きそうだ」

　昼食の席。やや深刻そうな表情で、アヴィンがそう切り出した。

「お兄様、それほど船の被害は大きかったのですか？」

「被害が、というよりは材料の問題らしい。船に関しては専門外だから詳しいことは分からないんだけど、私達の船やその同型の船に使う材料は少々特殊なものらしくてね。たかが手すりと甲板の一部といっても、あり合わせのものでというわけにはいかないそうだ」

　アヴィンの説明を聞き、微妙に渋い顔になる一行。金と人手があっても、材料がなければ修理はできない。権力者だろうがなんだろうが、その原則の前には無力である。

「材料、か……」

「澪みお、在庫はないの？」

「ものによる。ハンターツリーでいいなら……」

　澪の言葉に、首を左右に振って見せるアヴィン。アヴィンの返事に、やっぱりという表情の日本人一行。そんな分かりやすい材料であれば、そもそも最初の段階でアヴィンが在庫の確認をするはずなのだから、予測できないわけがない。

「ハンターツリーの素材ならありそうだと思って確認を取ったんだけどね。どうやら違うみたいなんだ。ただ、詳細は教えてもらえなかった」

「なるほど。てか澪、お前船に乗った時に分からなかったのか？」

「造船は中級に入ったぐらいだから、大体の予想しかつけられない」

「そういうもんか……」

「うん。師匠なら手持ちの材料でどうとでもすると思うけど、ボクだと一部分とはいえ、あの大きさの大型客船をそういう形でいじるのは無理」

　普段、宏と一緒に暴れていたりファム達職員の指導役をしていたりするため忘れそうになるが、澪の生産スキルはよく使うもの以外は高くて中級半ばどまりだ。家具製造にいたっては、趣味も兼ねて空き時間にいろいろ作っている春菜とほとんど差がないし、紡織も春菜に追いつかれつつある。

　しかも造船に関しては元々使う機会が少ない上、港での仕事を受けて修行するには澪は少々忙しすぎたため、こちらに来た時とまったく力量が変わっていない。修行を兼ねるにしても、指導者なしで関わるのは足を引っ張りそうで躊躇ためらわれる。

　手すりの方は言ってしまえばたかが手すりなので、大工あたりのスキルで代替えは利きそうではあるが、その大工も澪は上級に入ったところ。相手の船の難易度が難易度なので、澪の場合は代替素材で対応するには腕が足りない。

　ファーレーン王家の大型客船の場合、少なくとも表面処理は大工の上級で使ったことがない技術を使っているので、正規の素材があってもそのあたりは澪では手の出しようがない。世界一の国力を持つファーレーンが、王家のメンツをかけて作った船というのは伊だ達てではないのだ。

「とりあえず、ご飯食べたあとにでも直接確認してくる」

「そうだな、そっちは任せる。それで殿下。もし、直接確認して駄目だった場合、修理にどれぐらいかかりそうなんです？」

「四日から五日、というところだそうだ。材料自体はすでに手配してあって、三日もあれば届くらしい。この港のドックに在庫がなかっただけで、別の港にはあるらしいからね」

「なら、最悪でも来週には出発できる、と考えてよさそうですね」

「そうなるね。もっとも、その時点でヒロシ達と合流できているかが問題ではあるが」

　船の修理以外でネックとなっているもう一つの問題。それをため息交じりで漏らすアヴィン。

　エアリスによると、今回の原因はレーフィアの関係者らしいが、仮にも神の関係者が他の神の巫み女こが乗っている船を沈めかねないような真似をしていいのか、と疑問に思わざるを得ない。

　少なくとも、エアリスはそのことできっちり抗議しているようだし、漏れ聞こえてくる話ではアルフェミナはおろかエルザやダルジャンなどからもレーフィアは集中砲火を浴びているらしい。

　それを聞くかぎりでは、神々のルールとしてもいろいろ問題がある行為だったようだが、ではなぜそれを行ったのか、もしくは止められなかったのか。それもまた気になるところである。

　そこまで考えて、これ以上は自分の領分から外れると判断、思考を切り替えるアヴィン。今は神々の間の糾弾合戦よりも、宏達が合流できるかどうかの方が重要だ。レーフィアおよびその関係者らしい巨大イカのことは、神々に任せておくしかない。この場ではそう割り切り、言葉を続ける。

「それで、ヒロシとハルナは、今どんな状況なのかな？」

「取り込み中らしくて連絡がないので正確な現状までは分かりませんが、最後の報告から考えると、今頃は島の中心で見つけた池に潜って調査してると思います」

　アヴィンの問いかけに、確認してあった現状を告げる達たつ也や。もっとも、達也達日本人メンバーにしても、池があったから潜って調べてみる、という話しか聞いていない。

　羞恥心その他の問題で、宏も春菜も水着がどうとかその類の話はしていない。していれば、大いにネタにされる代わりにこの場の空気は大幅に緩んでいただろう。

「なるほど。そこで何か進展があるといいんだけどね」

「ですね。まあ、どう転んでも、今日一日は動きようがないのだけは間違いなさそうです」

　アヴィンのしみじみとした一言に、同じようにしみじみした口調で同意する達也。我関せずといった様子でキャベツを黙々と食べ続ける芋虫だけが、常日頃と何一つ変わらない。

　結局この日は開き直り、港町の観光に時間を費やす一行であった。




　　　　☆




　横穴は非常に長かった。

『また、えらい大規模な……』

『これ、水着に機能をつけてなかったら、間違いなく溺れてるよね』

『少なくとも、アクアブレス一個で足るかどうかっちゅう面では怪しいわな』

　すでに二キロ以上は泳いでいるのに、まだ突き当たりに出ない。そんな規模の大きな横穴に、いろいろ不安が募ってくる。最初の頃は辛うじて入っていた外からの光も完全に途絶え、明かりの魔法が唯一の光源となって久しい。

　そもそも池に潜ってから、すでに結構な時間が経過している。水着に施したエンチャントのおかげで問題はないが、そうでなければそろそろ身体が冷えて命に関わってきかねない。そこに呼吸などの問題も付け加えると、水棲生物以外でここを突破して進めるのは宏達くらいしかいない。ここを管理している何者かは、きっとそういう普通ではない存在を求めているのだろう。

『……やっぱり、微妙に曲がっとんなあ』

『だよね』

『あと、さっきまでは上昇気味やったけど、今は下降気味やな』

『そろそろ、今いる位置が分かんなくなりそうな感じ』

『せやな。どうにも異界化しとって空間自体もねじれとる感じやし』

　いろいろ不安をかきたてる要素を並べたて、困ったものだと話し合う宏と春菜。だが、現在一番困っていることといえば、そろそろ腹が減ってきたことだろう。

　食事などできるような状況ではないが、それでも腹が減るものは腹が減る。水中で食えるものの開発など考えてもいなかったが、今後は用意しておいたほうがいいかもしれない。

『……お腹減ったね……』

『腹減ったなあ……』

　まだまだ地上に出られそうにない現状に、切なそうにお互いの空腹を確認し合う。これが、食事のことなど考えられないほど忙しかったり何かに集中していたりするのなら、空腹を認識せずに済むのだが……。そうでなくても、ゴールが見えていればそこまで我慢するのはそれほど苦ではない。

　今回は終わりが見えているわけでもなく、忙しくもなければ集中が必要でもない。その割に、休憩らしい休憩が取れる環境でもない。

　つまり、そろそろ疲労と空腹に意識が向かいやすい状態になっているのだ。こればかりは精神力だの実際の肉体の疲労状態だのとは関係ない、ある意味人間として当然の精神活動によるものなので仕方がない。

　逆に、この状況で何も感じなくなったら、いろんな意味で問題がある。

『この先、どんだけ我慢せんとあかんのかが分からんのが、ものすごいつらいでな……』

『そうだよね……』

『陸の上やったら、妥協点とか切り上げどころとかも見つかるんやけどなあ……』

『水の中だもんね……』

　現状についてぼやきながら、空腹をこらえつつ先を目指す。こちらに飛ばされてから今まで、地味に食事にだけは困ったことがない宏と春菜。飛ばされた初日ですら、味に目をつむるなら熊肉や魚など食べるものはちゃんとあったし、食べられる環境も確保できていた。

　そんな二人が、食料が十分にあるにもかかわらず、食事しようにも食事できない状況に追い込まれてしまったのだ。そのつらさは筆舌に尽くしがたい。

『やっと終点だよ……』

『本気で腹減った……』

　さらに進むこと一時間半。視界の先で揺れている水面を見つけ、安あん堵どの言葉を漏らす二人。

　とはいえ、まだ見つけただけで、本当に水中から上がれるのかどうかは分からない。まずは浮上してみて、と、はやる心を抑えて慎重に水面に近づいていく。

　念のために十フィート棒を取り出して、水面に突き出す宏。軽く数度振って特に反応がないことを確かめ、思い切って頭を出す。

　びっくりするくらい都合がいいことに、地面は楽に這はい上がれる程度の高さにあり、しかも、出た先は広場のような空間になっていて、休憩や食事ができるスペースが存在していた。

　その様子に危険はないと判断すると、勢いよく陸に上がり昼食の準備を始める二人。それほどまでに宏達の空腹は、我慢しがたい状態だったようだ。

「さっきまで水ん中で身体も冷えとるし、やっぱここはカレーちゃう？」

「悪くはないけど、できたらスパイスをちょっとこだわりたいから、今回は別のもので」

「ほな、おでんと言いたいとこやけど、あんまり時間かかるんもあれやし、ラーメンにしとこか」

「そうだね。ラーメンなら、すぐにできるしね」

　などと言いながら、てきぱきと大量にストックしてあるベヒモスの骨を煮込んだスープとリヴァイアサンのアラで取ったダシ、ジズの鳥ガラスープを混ぜ、醬しょう油ゆと香味野菜を足して味を調えにはいる春菜。ダシ自体は大量にストックしてあるが、ラーメン以外にも使えるように基本単品で保存してあるため、こういう時はいちいちちゃんと調整しなければいけないのが手間といえば手間である。

「神小麦があったんやから、麵も新しく試作しとけばよかったかもなあ……」

「そういえばそうだよね」

「まあ、今からいちいち打ってられんし、今回はできあいで我慢しよか」

　二人分の麵を茹ゆでながら、ラーメンの具を準備しつつ宏がぼやく。今回は具も全部神と名がつくもので、海の苔りですらリヴァイアサンの身体に生えていた特別製。明らかに、主体であるはずの麵が一番見劣りするのだ。

　できあいといっても、宏と春菜が小麦をはじめとした素材をきっちり吟味し、粉を挽ひくところから自分達で行った手作りの品だ。きっかけさえあれば神々の晩ばん餐さんを作ることができる、そんな料理人がこだわりを込めて打った麵。それが単なるできあいなどとは口が裂けてもいえない。当然、麵が自慢の名店のものと比べても勝るとも劣らない、そんな名品である。

「麵は茹であがったけど、そっちはどない？」

「スープはこんなもんかな。煮卵も完成」

「ほな、トッピングして食べよか」

　結局空腹に負け、完成度を二の次にした麵だけ普通のラーメンを完成させる宏。究極の一杯にあと一歩届かないそれを、待ちきれぬとばかりに口にする。

「……ものごっつ美う味まいんやけど、なあ……」

「……うん。多分、普通なら文句言われないんだろうけど、ね……」

「なんちゅうかこう、微妙に惜しい感じや」

「うん。微妙に惜しい感じ」

　一気に半分ほど平らげ、二人の口から出てきた感想がそれであった。

「気にせんかったら気にならんねんけど……」

「でも、明らかにバランス悪くなってるよね……」

「ほんまに、あとちょっとだけ物足りん感じや……」

「うん。多分大抵の人が気にしない範囲だろうけど、麵がほんのちょっとだけ安っぽく感じて物足りない」

　恐らく、日本のラーメン通を百人集めて食べさせて、一人がケチをつけるかどうかの完成度。九十九人は完璧だと絶賛し、ケチをつけるかもしれない一人も語ご彙いを尽くして絶賛したあとに、欲を言えばと前置きした上で無茶だと知りつつ麵の微妙な物足りなさに言及するだろう、この世界でなければ作ることがかなわない逸品。

　それだけのものを作っておいて納得しない宏と春菜は、飯に対するこだわりが強すぎるのか、それとも完璧なものが作れるのに作らなかったことに納得できない職人気質なのか、判断に困るところである。

　神々の晩餐スキルを入手する前なら、このレベルでも納得していた、もしくは諦めていた可能性があることを考えると、神の料理を食べてしまったことも影響しているのかもしれない。

「島、脱出したら、まずは神小麦と神そば粉でうどんからパスタからそばから全部作らんとな」

「そうだね。これはかなり悔しいよ」

　小豆のように手に入る当てがないものは妥協しても、手に入っているものに関しては妥協する気が一切ない宏と春菜。やはりこの二人は、一杯の乳酸菌飲料のために牛の品種改良と納得のいく名水を探すところからスタートする気質であることを、余すことなく証明してしまうのであった。




　　　　☆




「長いね……」

「これやから、異界化しとる空間っちゅうやつはなあ……」

　歩いても歩いてもどこにも行きつかない一本道の洞窟。体感で十キロほど歩いたあたりで、久方ぶりに宏と春菜が言葉を交わす。

　薄暗く、しかもまったく景色に変化のない洞窟をずっと歩かされている疲労。肉体的にはともかく精神的にはなかなか大きな負担となるそれは、確実に二人の口から言葉を奪っていた。

　もっとも、二人の口が重くなるのは、それだけが理由ではない。

　普段、お互いに相手がいる場所では絶対しないような露出度の高い姿。手に持ったランプと灯あかりの魔法しか光源がない、暗い道。それらの相乗効果により、普段と違う妙にアダルトな雰囲気になってしまい、言葉が出てこないのだ。

　特に、この島に流されてから、思春期をこじらせたような行動が目立つ春菜は、このアダルトな雰囲気にあてられてあり得ない期待をしてしまい、それを間違って口に出さないように意識をそらすのに必死で、とてもではないが気の利いた話題など出せる余裕はない。宏は宏で、春菜が妙に緊張していることを察して身構えてしまい、自分からは何も言えなくなっている。

　もっとも、春菜が何を期待してしまっているのかは、頻繁に宏の手に向かう視線や不自然な動きをしそうになっては無理やり引っ込めている腕を見れば一目瞭然であろう。

　その挙動不審さときたら、怪しいをとおり越してもはやポンコツの領域に達している。何より哀れなのが、いくらでも口実をひねり出せる状況にありながら、それでも宏にこれ以上迷惑をかけたくないと、今時中学生でもそこまで緊張しないようなささやかな望みを必死になって封印しようとしていることであろう。

　普通に考えれば絶好のアピールタイムなのに、アピールしたくてもできないもどかしさ。この島に来てから積み重ねてきた失態の数々と、それに対する反省。なのに期待を抑えきれない自身に対する情けなさ。それらが重なり合い、他者が見たらいじり倒すこと間違いなしのポンコツぶりを発揮する春菜であった。

「……空気の流れが変わったな。多分、部屋かなんかあるで」

「……そっか。もしかしたら、ゴールなのかも」

「……可能性としては十分やな」

　洞窟そのものに加え春菜の挙動も警戒していた宏が、状況の変化を察知。それに合わせ、表情を引き締める春菜。思春期をこじらせ色ボケした思考に頭を占拠され気味ではあっても、さすがにこの状況下で新たな展開があるというのに、色ボケしたままということはない。

「恐らく敵対的なもんは出てけえへんやろうけど、注意は必要やな」

「できたら着替えたいけど……」

「コテージどころか、蚊か帳やもアコーディオンカーテンも出せんからなあ……」

「姿隠しもキャンセルされるし、ね……」

　状況が状況のため、せめて服ぐらいは着たいと考える春菜。羞恥心や防御力の問題もあるが、何よりそろそろ宏の警戒を解きたい。だが、安心して着替えるための準備をしようとすると、どういうわけか全ての手段が潰つぶされるのである。

　具体的にどのようなことがあったかというと、例えば水着を着替えるときの定番、バスタオルをポンチョのように羽織り、その下で着替えようとしても、なぜかホックをはずしたあたりで必ずバスタオルがはだけてしまうのだ。ではお互い相手を見ないようにと約束して距離を置き、明後日あさっての方向をむいて着替え始めると、あの手この手でお互いの着替えシーンを目撃させるよう、落石をはじめとした様々なトラブルが発生する。

　ならばと宏が目隠しをした状態で着替えをすると、どれだけしっかり固定していても、なぜか致命的な部分が露出したタイミングで必ず目隠しが外れ、結局目撃するのを避けられない。

　脱ぐからダメなのだと割り切って、水着の上から普段着を着ようとすると、今度はサイズ自動調整が機能しなくなって袖が通せなくなる。上にパーカーなどを羽織ろうとすると、袖を通し終わる前にいろいろ致命的なものがポロリする。

　その後、覚悟を決めて自分が見られるのは問題ないからと春菜が途中まで強行した感じでは、どうやら隠さなければ着替えそのものはできそうな感じだった。宏が部屋の隅でガタガタ震えていなければ、そのまま強行したであろう。

　残念ながら、トップスを外して自作の勝負下着のブラ（清せい楚そ系だが相応にアダルトなデザイン）を着たあたりで宏が完全に逝ってしまいそうになったため、さすがに勝負下着よりはましだろうと諦めて水着に戻したのだが、水着に着替える時はタオルで隠して着替えても妨害が入らなかった。

　要するに、ここにいる間、水着と全裸以外になるにはそれ相応の覚悟が必要らしい。

　なお、念のために補足しておくと、春菜が着替えを強行する際、ちゃんと宏の合意は取っている。単に、宏が覚悟していたより、春菜の着替えシーンの破壊力が大きかっただけである。

　結局、先ほどの二の舞を恐れて着替えは考えず、水着姿のまま先に進む宏と春菜。進んだ先には、まるで外と変わらないほどの明るさを持つ大きな空間が広がっていた。

「……神殿、かな？」

「まあ、流れ的にありそうやな」

　かなりの広さの空間、その中心に建つ地中海あたりの遺跡にありそうな建築様式の建造物を見た時点で、ようやくここでの調査は終盤に来たと理解する宏と春菜。その表情がどことなくほっとしているように見えるのは、気のせいではない。

「兄貴の話とか今までのこととか踏まえたら、間違いなくレーフィア様関連やろうけど、わざわざ脱出不能にしとる理由は分かるんかいな？」

「当然、説明する気はあるけど何か？」

　宏の独り言に、妙にさわやかな男性の声が応じる。声の方に視線を向けると、そこには……

「半魚人？」

「っちゅうことは人間枠で考えたほうが、無難やな」

　分かりやすいくらい見事な半魚人がいた。一般的なファンタジーにおいて、いわゆるサハギンやギルマンと呼ばれている種族である。

　すらっとした尾びれにぴちぴちでぷりぷりながら引き締まった胴体、配置の問題でどこを見ているかがいまいち分かりづらい眼球。高級魚感あふれる胴体から生えた手足は実にマッシブで、仮にモンスターならば結構強そうな姿をしている。その手に持っているのが銛もりやトライデントではなく、何らかの書物なのが、かなりミスマッチな印象を与える。

　奥から現れた半魚人は、そんな微妙に突っ込みどころにあふれている姿をしていた。

「人間枠とはどういう意味かい？」

「前に、こっちの半魚人はヒューマン種とかそういうくくりでの人間なんか、それともモンスターなんかっちゅう話しとったことがあってな」

「とりあえず、魚類とか普通のモンスターみたいに文化とか知性とかをあんまり感じさせないならモンスター枠でいいんじゃないかな、って話をしてたことがあったんだ」

「ふむふむ。モンスター枠だったらどうなってたのかな？」

「食材にできるかどうか検討しとったやろな。わざわざ自分から喧けん嘩か売ったりはせんけど」

　表裏なく正直に言葉の意味を説明する宏と春菜に、器用にも人間にも分かるよう微妙に表情を引きつらせてみせる半魚人。

「でまあ、そこらへんは置いとくとして」

「食材は十分あるんだし、わざわざ会話で意思疎通できる相手を食べる必要はないしね」

「君達にとって、食材かどうかの基準はそこなのかい？」

「何か問題でもあるん？」

　色気もセンスオブワンダーもあったものではない宏と春菜の言動に、顔が引きつるのを止められない半魚人。普段なら、宏はともかく春菜は相手に対して失礼な話をすることはないのだが、今回はここまでに非常に長い道を歩かされて精神的に疲れているからか、割と黒くて失礼な話をしている。

　こちらの世界に飛ばされて一年強。宏も春菜も、すでに見た目で食える食えないを判断する時期は過ぎている。人間に分類できる種族を食うことにはかなり抵抗があっても、単に人型をしているだけでは食えない理由にはならないのだ。
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「……これ以上、そのあたりの話を掘り進めるのは、いろいろと危険な気がしてきたよ」

　宏と春菜が、食事に関してはかなり独特の神経をしていることを悟り、これ以上この話を続けるのはやめることにする半魚人。意思疎通できる以上は食わないと断言しているから大丈夫だろうが、万が一食われたりしたらたまらない。

「それで話を戻すとして、君達がここから出られない理由、だったね？」

「そうそう。私達を出したくない理由とか、あるのかなって」

「君達をというよりは、この島に漂着してきた、本来資格を持たない存在をというのが正解だね」

「資格？」

　半魚人の言葉に、真剣な表情で問い返す春菜。最近そういう話ばかりだったが、資格がないのに漂着してきた人間を外に出さない、というのは穏やかではない。

「ちょっと抽象的な言い方だけど、陸で暮らせて水と共存できる存在以外は出入り禁止なんだ。でも、どうしても事故とかで入ってくる者はいるから、せめて出られないようにしておこうってことで、こういう仕様になった」

「共存って、今までのことを考えると、ようするに水中でも地上と同じように活動できないとダメってこと？」

「そういうことだね。そのための試験が、あの池だ。あと、水着を要求してるのも、そのあたりに関係しているんだ。本来水の中にいる種族は、基本的に服とか身につけないのが普通だからね。ただ、陸の人間は基本的に服を着る文化だってことも知っているから、その妥協点として水の中で活動するための服を着ろ、って要求をしたんだ」

「なるほど。そのためにあそこに不自然な石板が置いてあったんだ。で、この神殿に到着すれば、資格を持ってるってことを証明できたことになるの？」

「もちろん」

　半魚人の明快な答えに、安堵のため息を漏らす。どうやら、この島からの脱出は可能そうである。

「仮に、普段身につけてる装備で池に入ろうとしてたら、どうなってたの？」

「入れはするけど、この神殿にはたどりつけないようにしてたんだ。だから、池の底まで潜ってそのまま引き返すことになっていただろうね」

　かなりひどい条件設定に、深く深くため息をつく宏と春菜。わざわざ水着に着替えたことが無駄ではなかったのはいいが、もし調査として普段の装備で水に入っていたら、かなりの無駄足を踏まされていたことになる。

「ここで着替えを許さん理由は？」

「神域の中枢なんだから、その程度の防衛システムはあるってこと。因ちなみに、堂々と着替えた場合、一部例外を除いて、着てるものが完全に破損してたから」

「で、そこまでして、資格のない連中をこの島に閉じ込めたい理由は何なん？」

「そりゃあ、ここがレーフィア様の神域だからに決まってるじゃないか。ここには貴重なものがたくさんあるんだから、海と本当の意味での共存ができない連中に解放するなんてとんでもない」

「明らかに動物とかの痕跡があったっちゅうのに、島にこれといって動物らしい気配がなかったんはなんで？」

「君達は人間と呼ぶには、ちょっとどころではなく神寄りの存在になってるからね。ルールを適用すべきかどうかが分からないからとりあえず暫定的に閉じ込めはしていたけど、わざわざ他の連中のように排除のために動物達にちょっかいを出させるのは、リスクが大きすぎて避けるべきだと判断したんだ」

　またしても神だのなんだのと人間扱いしてもらえない状況に直面し、先ほどとは違う種類のため息を深く深く吐き出す宏と春菜。正直、自分達としては、こちらの世界に飛ばされてきた時と何ら変わったとも思えないのに、神とか眷けん族ぞくとかそっち方面の連中は口を揃そろえてそういう扱いをしてくる。そろそろ、誰かに人間として扱ってほしいものだ。

「で、僕らはもう出れるん？」

「ああ。空からでも海からでも、ご自由に。ただ、島の特性上、現在神以外で転移できるのはアルフェミナ様の巫女か、なぜかやたら強力な転移能力を持ってるアランウェン様の眷族ぐらいだけどね」

「その話聞いてると、僕まだまだ人間やん」

「今はできないってだけで、そのうちできるようになるよ。神域の守護者として保証する」

「保証されても困んで」

　どこまでも人間扱いしてもらえないことに、いろいろがっくりくる宏。

　厳密に言うと、まだ宏は条件を満たしただけの人と神の間をふらふらしている存在で、春菜に至っては王手はかけていてもまだ詰みまでには何手かかかるといったところなので、本当ならここまで人間扱いされないいわれはない。ないのだが、残念ながら春菜はともかく宏は完全に時間の問題なので、この半魚人のような存在から見れば神様扱いしても大差ないのだ。

「あとね、今なら転移陣さえ用意すれば、そこがダンジョンの中だろうが完全に閉鎖された神域だろうが、簡単に脱出できるはずだよ。新神様は、そういう権能を持っているし」

「……新神様って、僕のことかい」

「他に誰がいるの？」

「勘弁してや……」

「ダルジャン様風に言うと、それが新神様の宿命だから諦めて。それに、今は呼び方うんぬんより、転移陣を設置できるかどうか確認するほうが先でしょ？」

「……せやなあ。確かにできそうや」

　半魚人に言われてしぶしぶ呼び名のことを横に置き、陣を張れそうかどうか手持ちの材料で確認して、本当に問題ないことに気がつく宏。クレストケイブの鉱山ダンジョンの時に、ダンジョンの中に転移陣を張ろうとしてもできなかったため、ほぼ同じ仕様である神域の類も不可能だと思い込んでいたのだ。

「……なんじゃこら」

「どうしたの？」

「ウルスに戻らんでも、陣の接続ができそうやねん」

「えっ？」

「大だい霊れい窟くつの小屋ん時にはできんかったんやけど、何でやろうな……」

　とりあえず実験用に書き上げた転移陣を消そうとしたところで、そのことに気がついて首をかしげながら春菜にそう告げる宏。

　今までは転移陣を設置する場合、オルテム村の時のようにまったく新しく設置する場合はもちろんのこと、ルーフェウスの工房などで行ったように既存の転移陣に新たな行き先を追加する場合でも、いちいち転送石などで移動して双方の陣に直接手を入れる必要があった。

　なのに今では、新しいほうの陣に触るだけで、宏が今まで設置した転移陣とダイレクトに設足できるようになっているのだ。

　いろいろと厄介な感じがする宏のカミングアウトに、なんとなく渋い顔をしてしまう春菜。宏がどうなろうと付き合い方を変えるつもりはないが、それとは別問題で本人が認識していないところでこんな重大な能力の変化が起こっているのは、正直ありがたくないことこの上ない。

「まあ、転移陣張れるんやったら、それでウルスに戻ればええか。せやけど、ここに張るってのもなあ……」

「大丈夫。ここと地上は、いちいち池を通らなくても簡単に行き来できるから」

　宏の懸念を察してか、半魚人が神殿の中に案内する。そこには転移陣らしきものが。

「ここを通れば、島の中心からちょっと外れたあたりに隠してある作業小屋に行けるんだ」

「作業小屋？　そんなもんあったん？」

「池から南東に三百メートルぐらいのところにね。君達は北の作業道から入ってきたから、多分分からなかったと思うよ」

「また手の込んだ真似しとんなあ……」

　神域を守るためとはいえ、ひたすら手の込んだ真似をしていることに思わず呆あきれる宏。確かにここには貴重なものが生えているのだろうが、どうせ帰れないであろうたまたま流れ着いた人間から隠すだけなら、ここまでする必要がないのは間違いない。

「まあ、そういうことやったら、ありがたくここ使わせてもらうわ」

「どうぞどうぞ。あ、あと、今回の件について、我々レーフィア様の眷族からのお詫わびの品を持ってくるよ」

「お詫び？」

「うん。この島に流れ着く発端となったレーフィア様の巫女の粗相と、この島に二日も三日も閉じ込めちゃったお詫び。巫女の粗相については、またレーフィア様自身が挨拶に行くって言ってたから。本当は今ここに顔出して土下座するつもりだったらしいんだけど、まだ巫女が捕まってなくて来れないそうでね。申しわけないけどそういうことで」

　そう言って神殿の奥に行った半魚人が持ってきたのは……

「もしかしてこれ！」

「小豆やん!!」

「新神様の出身世界にあるものとはちょっと違うけど、食材としては同じだから」

「ちょっとちゃう、っちゅうんは？」

「これね、ある種のスライムのコアなんだ。なぜか栽培できるけど」

　半魚人の言葉に、思わず絶句する宏と春菜。小豆が出てきたこととその衝撃の正体で、レーフィアの巫女の粗相という重要ワードが完全に吹っ飛ぶ。

「栽培する場合は、基本的に土に埋めて水あげるだけで育つから」

「いろいろと衝撃的な食材は見てきたけど、今回が一番衝撃だったよ」

「あ、注意事項が一つ。栽培したら豆のさやからスライムがぼとぼと落ちるから、それ仕留めて回収してね。一匹で十粒くらい取れるから」

「やっぱりモンスター系の作物なんだ……」

　注意事項を聞き、どこか遠い目をする春菜。栽培した際の収穫作業の面倒くささに、今からうんざりしそうである。

「スライムの状態で放置しとったら、どないなるん？」

「分裂で勝手に増えたはず」

「ほんま、とことん正体不明の生態しとんなあ……」

「ただ、そのスライムが何かの形で死んでコアだけになっても、そう簡単に植物としては育たなかったと思う。まあ、住んでるのが基本水の中ってのも理由だろうけど」

　さらに半魚人からこまごまと小豆の生態を教わり、ついでに神の冠詞がつくスパイス類も各種数十キロずつ譲り受けて、転移陣を設置してさっさとウルスに戻る宏と春菜。

　素材や食材がさらに充実した結果、この島に対して持っていた不満その他はすっかり頭の中から消え去ってしまう二人であった。




　　　　☆




　ウルスの工房の転移室。無事に転移を終えたことを確認したところで、同時に大きくため息をつく宏と春菜。

「……なんか、いろいろあったけど最後の小豆で全部吹っ飛んだ気ぃせえへん？」

「そうだね。まあ、客船組とも無事に合流できそうだし、それでよしとしようよ」

　慣れ親しんだ工房に戻ってきたところで気が抜けて、思わずそんな言葉が漏れる。

「あら、親方、ハルナさん。もうファルダニアに到着なさったのですか？　それに、その姿は……」

「あ、違うの。ちょっとトラブルがあって、私と宏君だけ一いっ旦たんこっちに戻ってきたの。水着なのは、そのトラブルの関係。急いで達也さん達と合流しなきゃいけないから、すぐにここを出るよ。ファムちゃん達には挨拶できないけど、みんなによろしく伝えておいて」

「慌ただしいて悪いんやけど、あと頼むわ」

「そうですか、お気をつけて」

　転移室から出てきたところでレラとばったり遭遇し、状況を軽く説明してそのまま工房を出る宏と春菜。これ以上時間を食うとまずい、とばかりに転移魔法で東門外の草原、それも時間帯的に絶対人がいない場所に移動、さっさと神の船を取り出して空の旅に入る。

　余談ながら、結局水着は神の船の中で着替えた。転移室の中では着替えなどできず、工房の自室に移動するとテレスやノーラに遭遇する可能性があり、そうなるとちゃんと説明しないと話に尾ひれはひれがついて広まりそうなので、面倒を避けたのだ。

　レラはそのあたりに対して妙な勘繰りをせず、また服装などの余計な情報をわざわざ口にはしないので、こういうときはいろいろありがたい。事実、今回も宏と春菜がちょっとしたトラブルで一旦戻ってきたことは伝えても、その時の様子や服装などは口にしておらず、ファム達も余計な勘繰りはしていない。

「兄貴に連絡も終わったし到着まで時間あるから、神カレー粉か小豆のどっちかに先手ぇ出そう思うんやけど、どっちがええ？」

「ん～、まずは晩ご飯に神カレー粉かな？　でも、おやつにイチゴ大福とかも捨てがたいんだよね……」

　三十分ほどの空の旅の間、そんな相談をする二人。小豆の発見でたまりにたまっていた餡あん子こへの欲求が爆発寸前であることを自覚し、大福に羊よう羹かん、ぜんざいといった和菓子作りを優先する。が、結局のところ、移動時間の都合で小豆を水につけておく以上のことはできないのであった。

　因みに春菜は、この小豆も神の冠詞を持つ食材であることに作業中に気がつくのだが、ここではとりあえず置いておく。




　　　　☆




「ヒロ、春菜！」

「師匠、春はる姉ねえ！」

「ほんとよかった！　無事に出てこれて！」

「心配かけてごめんね。いろいろあったけど、ちゃんと無事に脱出できたよ」

「ただ、そのいろいろの大半は、最後に神域の守護者から貰もろうた小豆とその生態で吹っ飛んでもうた感じやけどな」

「ヒロシ様とハルナ様がご無事なら、細かいことはこの際どうでもいいです」

　リジャール港に到着した瞬間、神の船から下りた宏と春菜は、今か今かと待ち構えていた達也達に、あっという間に取り囲まれていた。

　一通り再会を喜び、

「池から上がって着替えようとしたら、どうやってもお互いの着替えシーンを観察する羽目になったのは参ったよね」

「結局、ウルス出て神の船乗るまで水着やったしなあ」

「何よそれ……」

「師匠、春姉。こっちはすごく心配してたのに、二人はそんな嬉うれし恥ずかしイベントやってたの？」

「好きでやってたわけじゃないよ……」

「とか言いながら、実は結構嬉しかったり……。ってごめん春菜！　そこまでシリアスだったとは思わなくて！」

「あ、うん、大丈夫。ちょっと嬉しいかも、とか思っちゃってすぐにへこんだこと思い出しただけだから……」

　池に潜ってからの話で呆れたり渋い顔をしたりと忙しい一行。一通り話して落ち着いたところで、しみじみと達也が言葉を漏らす。

「にしても、こんだけ長時間別行動してたの、いつ以来だろうな？」

「ん～……。何回も日をまたぐほどの長時間っていったら、あたし達がソルマイセンを取りに行った時以来かもしれないわね。基本的に別行動する時って街中くらいで、外に行っても転移魔法とかですぐ合流してたから」

「だよなあ。っつうか、そもそも安否しか分からない合流不可能な状況で別行動、ってのは初めてだから、さすがにいろいろ心配したぞ」

「ん。正直、師匠と春姉が海に落ちた瞬間は、生きた心地がしなかった」

「あれは私も背筋が凍りました……」

　達也の言葉を皮切りに、再びはぐれた時のことに話が戻る。とはいえ、宏と春菜が海に落ちた瞬間を目撃した時の気持ちなど、すでに何回も口にしている。なので、ここからは先ほどまでとはまた違う話に移る。

「とりあえず、生存報告があった時点で命の心配はしてなかったけど、師匠と春姉に二度と会えないかって心配はした」

「ああ、それはあったわね。こっちからはあんた達の居場所は探しようがない。あんた達はあんた達で、脱出方法が見つからない、って言ってたしさ」

「下手したら、どうやっても脱出できねえでそのまま島に居ついちまうんじゃねえか、って不安がなかったとは言えねえな」

　澪の言葉を受け、真ま琴ことと達也もひそかに持っていた不安を素直に口にする。

「確かにあの島、結構な宝の山やったけど、さすがに居つくほどやあらへんで」

「分かってるさ。ただ、お前と春菜の組み合わせだったら、脱出できなくても問題なく生きていけるだろう？　わざと脱出を諦めたりはしないってのは信用してたが、なあ……」

「今から考えれば当たり前の話なんだけどさ、二人とも結構あっさり海に落ちて流されちゃったじゃない。それ見て、あんた達でもどうにもできないことあるんだ、って今更思い知っちゃったわけよ……」

「あ～、なるほどなあ」

　達也と真琴の言葉に、いろいろ心配をかけていたことを再度実感する宏と春菜。生存報告だけでは、やはり不安を拭ぬぐい去るには足りなかったようだ。

　それだけに、そこまで心配をかけたことが申しわけなく、また少しばかりくすぐったくもある。

　なので、宏は強引に話を変えることにした。

「で、船の様子はどないなん？」

「ちょっとした破損程度だって話なんだが、修理に使う材料が手元にも港にもないみたいでなあ。お前達が無事戻ってきてくれたのに悪いんだが、もう少し出発までにはかかりそうなんだ」

「さよか。ほな、明日にでもちょっと確認するわ」

「おう、頼む」

　互いの現状報告を終え、翌日からの行動を決めてさっさと夕食を済ませ眠りにつく宏達。結局宏が船の修理を始めるより早くプレセアがよこした迎えが到着し、このあとはファルダニアまでは特に大きな問題もなく到着するのであった。






世界編　第七話






「ゲームの時に使った他の港町もそうだったけど、モルドポートも、港はウルスとそんなに変わらないんだ」

「ファーレーンとファルダニアは兄弟国やし、でかい港の風情はそないに変わらんのやろうなあ」

　ファルダニアの玄関口、モルドポート。天候と海流に恵まれ、リジャール港を出港してから六日ほどで、ついに一行はファルダニアの地に足を踏み入れていた。

　さすがにファーレーンから分かれただけあってか、ファルダニアの港町であるモルドポートの雰囲気は、ウルスやカルザスなどによく似ている。

　無論、首都ではないモルドポートはウルスほどの規模はない。だが、ファルダニアと他国を結ぶ五つしかない港の一つだけあって、その賑にぎわいはウルスに迫るものがあった。

「ちょっと変わった匂い」

「これはファルダニアの伝統的な調味料、ヨーズの匂いだよ」

「へえ、そんなのがあるんですか」

「この大陸でしか採れない香草をすりつぶしたものに、いくつかの香辛料を混ぜて火を通したものなんだ。少し変わった甘味にほのかな酸味がある独特の風味と、この香りが主な特徴かな」

　春はる菜なが嗅かぎ分けた不思議な匂い。その正体をアヴィンが解説する。その説明を聞き、料理人としての好奇心がうずく春菜。ゲームの時は一度しか来ておらず、しかもその時見つけたものの大半がファーレーンと変わらなかったため、春菜にはファルダニアについての知識がほとんどないのだ。

　まあ、ゲームにヨーズは存在していないので春菜が知らないのも当たり前なのだが。

「そのヨーズっていう調味料、私達でも手に入りますか？」

「ファルダニアならどこでも買えるくらいメジャーなものだから、大丈夫だよ」

　アヴィンの言葉を聞き、どこかうきうきとした様子を見せる春菜。その土地の伝統的な調味料は各家庭で自作している場合もあり、メジャーであるがゆえによそ者だと手に入らないケースも多々ある。今回はどうやら流通にも乗っているようで入手難度は低そうだ。

「変わった甘味って、どんな感じなんだろう？」

「気になると思って、買ってきた」

　春菜の疑問に答えるべく、手近な食堂の店先で売られていたホタテっぽい貝柱の串焼きを人数分買ってくる澪みお。ちゃんとヨーズを使っている、というよりヨーズ以外で味付けをしていないことを確認している。

「殿下とエルもどうぞ」

「ありがたくご相伴にあずからせてもらうよ」

「ありがとうございます」

　澪に手渡され、嬉うれしそうに串を受け取るアヴィンとエアリス。本来なら毒見が必要な立場の二人だが、澪が大丈夫だと判断し、すでに串を受け取って食べている宏ひろしが何も言わないのだから大丈夫なのだろうと、本人も周囲もまるで気にしていない。

「……微妙、だな」

「あたしはありだと思うけど」

「好きずき、っちゅう感じやな。僕はまあ、出されて食えんほどやないけど、進んで食べようっちゅう気になるほどでもない、っちゅうとこやわ。田楽の味み噌そなんかとおんなじで、あかん人にはとことんあかん気ぃすんで」

「私はこういうのも結構好き。澪ちゃんは？」

「ボクは苦手」

　評価の割れる味に、アヴィンが興味深そうな顔をする。

「びっくりするほど好き嫌いが分かれているね」

「思ったより癖が強いから、万人向けとは言い難いと思います」

「なるほど。私もエアリスも、特にまずいとも苦手だとも思わなかったから、そんなに癖が強いとは感じなかったよ」

「あの、お兄様。まずいとも苦手だとも思わなかっただけで、私も少し癖が強いと思っていたのですが……」

　エアリスにまでそう言われ、食べた人間全員の表情を確認するアヴィン。宏達はもちろん、ドーガですら癖が強いという言葉に同意しており、ずれているのは自分の方だと認識し少々落ち込む。

　余談ながら、宏が食べ終わった串には、いつの間にか芋虫が這はい寄ってタレを舐なめていたりする。現状では動物性たんぱく質の類たぐいは抜け毛ぐらいしか口にせず、貝柱にも一切興味を示さない芋虫だが、基本植物だけで構成されているこの串焼きのタレは気になったらしい。

　もっとも、一分もたたないうちに宏の背中の定位置に戻っているところを見ると、それほど好みではないのは間違いなさそうだが。

「まあ、殿下はこの国に骨をうずめるわけですし、この国の料理や調味料に馴な染じめるのはいいことだと思いますよ」

「……そうだね。これからファルダニアの人間になるのだから、口に合わないよりはよっぽど都合がいいかもしれないね」

　春菜のフォローを兼ねた言葉に、気を取り直してそう微笑ほほえむアヴィン。こうして、ヨーズに対する話は一応の決着を迎える。

「あの、そろそろよろしいでしょうか？」

「ああ。待たせてすまないね」

　そんな風に和わ気き藹あい々あいと港の風情を楽しんでいた一行に、迎えと思おぼしき使いの者が恐る恐る声をかけてくる。宏達にファルダニアの港を感じてほしいというアヴィンの意向で、迎えに来た外交官に少し待ってもらっていたのだ。

「それでは、王宮までご案内させていただきます。本来なら馬車でこの国を見ていただきたいところではありますが、日程が押してしまっていますので、申しわけありませんが転移陣で一気に首都まで移動させていただきますことをご了承ください」

　そう言って頭を下げ、一行を馬車に誘導する文官。三台ほどの馬車はそのまま寄り道なしで行政区画にある転移陣まで移動、あっという間に王都リュージェントに到着する。

　モルドポートの港湾区からリュージェント城まで、一時間足らずの旅であった。




　　　　☆




　ここで、少しだけファルダニアという国について説明しておく。

　何度か出てきたように、ファルダニアはファーレーンから分かれて誕生した。ファーレーンの三代目国王オルソンの弟リュージェントが、継承権争いになることを恐れ、父である二代目国王ランタートの許可を得て西の海を乗り越え、隣の大陸に作った国だ。

　その時の歴史的経緯についてはいろいろあるが、長くなる上に直接関わってくる要素はほとんどないため割愛する。ただ、一つだけ断言できるのは、その建国においてファーレーンは多大な支援を行いながらもそのことを恩に着せることはせず、ファルダニア側も建国時に受けた支援、その恩義を忘れたことはないという事実であろう。

　その事実ゆえに、ファーレーンはファルダニアを常に対等の国として認め遇し、ファルダニアはファーレーンを大恩ある兄として一歩へりくだった態度で接し続けている。

　ファーレーンとファルダニアの間にある海は、ちょうど太平洋と大西洋の中間ぐらいの広さがあり、無数の島々が浮かんでいる。その中でも特に大きなものがリジャール港があるリドーナ諸島で、天気がよければ互いが辛うじて目視できるぐらいの距離で大小数千の島が点々とつながっている。その島々が大きな弧を描き、北と南でファルダニア大陸とつながっており、この島々とファルダニア大陸の間の海はリドーナ海と呼ばれている。

　この海域は良港も多いが難所も多く、船にかなりの性能がなければ、リジャール港から直接最短距離でモルドポートまで航海するのは不可能。ウルス湾が面するローランディア海も、境界線であるローランディア諸島を越えたあたりに同じような難所が集中しており、普通の船では大きく迂う回かいせざるを得ない。

　結果として、王族や海軍、一部の大商人が持つ船でもなければ、ファーレーン～ファルダニア間は最短でも一カ月半はかかることになるのである。

　そんな天然の国境に守られているファルダニアだが、国としては海洋国家であること以外にこれといって特筆すべき点はない。産業はファーレーンとほぼ同じで、作物の構成が若干違う程度。大だい霊れい峰ほうのような天然の要害も存在せず、せいぜい未開地に草原型のダンジョンがあるくらいである。

　良くも悪くもファーレーンの弟分、それがファルダニアという国の現状であり、ファーレーン以外の国から見た認識でもある。




　　　　☆




「ようこそ、ファルダニアへ」

　宏達が控室代わりの応接間に通されたところで、ソファーに腰掛けて待っていた身分が高そうな美女が、立ち上がって歓迎の言葉をかけてきた。

「このたびはおめでとうございます、お義ね姉え様。お兄様のこと、よろしくお願いします」

「ありがとう。こちらこそ、アヴィンにいろいろと頼らせてもらうわね」

　声をかけられて、真っ先にエアリスが挨拶をする。その言葉で、目の前の美女がファルダニアの次期女王・プレセアであることを察するアズマ工房一同。

　どう対応すべきかとお互いに目線で相談しつつ、それとなくプレセアだと思しき女性を観察。非公式の場ではあるが、いわゆるマナーの類がファーレーンと同じであれば、言葉遣いそのものは敬語として成立していなくても問題ない代わりに、宏達の側から声をかけるのは無礼にあたる。

　彼女の持つ雰囲気や歓迎の言葉、エアリスとの会話などから、余程礼を失した言動をしない限りは細かい粗相など気にもしないだろうと思えるが、それでも一応注意しておく必要はある。

　こんな状況でもマイペースさを崩さず、定位置でぼーっとしている芋虫が妙に頼もしい。

「あら、私としたことが、失礼な真似を。ファルダニア王国第一王女のプレセアです。久しぶりにエアリスと会ったのが嬉しくてつい、本来の客人であるあなた方を無視するような形になってしまいました。申しわけありません」

　そんな宏達の間の空気を察したようで、アヴィンと一言挨拶を交わしたところで、謝罪とともにプレセアが名乗る。

「アズマ工房の工房主の東あずま宏です。このたびはほんまにおめでとうございます」

「ありがとう。今回は大変でしたね。無理に呼びつけたようなものなのに、あなたとハルナ殿がトラブルに巻き込まれる結果になったようで、本当に申しわけありません。さっきのことといい、重ね重ねお詫わび申し上げます……」

「そこも気にせんといてください。別にプレセア様が悪いわけやありませんし」

　宏の返事に、一緒に巻き込まれた春菜も頷うなずく。

　海に落とされたのはレーフィアの関係者の犯行だし、挨拶にしてもアヴィンやエアリスを優先するのは身分的にも立場的にも当然である。待たされたというほどのものでもなく謝罪すら必要ないぐらいのことだが、プレセアは一連の事件のことを気にしているらしく、過剰といえるほどいろいろ気にかけてくる。

「ああ、せやせや。結婚のお祝いに贈り物用意したんですけど、大丈夫ですか？」

「もちろん」

　高貴な方々に対する贈り物、ということで念のために確認した宏に、笑顔で問題ないことを告げるプレセア。これが下心満載の商人や職人が、結婚を口実に無理やり持ち込んだのであればアウトだが、宏達はファルダニアが直接招待した人間だ。招待客からの贈り物を受け取るのは、当然何の問題もない。

「えっと、贈り物は誰に渡しとけばええんでしょうか？」

「あとで宰相に預けていただければ問題ありません」

「了解です」

　プレセアの指示に従い、この場では目録だけをお付きの人に預ける宏。その様子を眺めていたエアリスが、好奇心に負けて質問をする。

「ヒロシ様、お義姉様にはどのようなものを？」

「細こま々ごまとしたもんはいろいろあるんですけど、目玉は羽毛布団と枕、敷き毛布ですわ」

「羽毛布団に枕、敷き毛布ですか。……もしかして？」

「羽毛はジズのを使うて、霊布でくるんだ布団と枕です。季節も気温も関係なく安眠が約束されとる上に、ベッドにあわせて大きさが自動的に変わり、どんなに汗とか吸収しても絶対汚れへんでダニとかも寄せつけん優れもんです。敷きパッドはベヒモスのたてがみからええ感じのんをより分けて、肌触りとクッション性、寝心地をとことん追求した、これまた最高の一品やと自負する敷き毛布ですわ。サイズとか汚れ、ダニなんかに関しても羽毛布団と同じです」

　最高級品どころか伝説級の一品を献上され、表情の選択に困るプレセア。逆に、ある程度予想はしていたらしく、アヴィンとエアリスは苦笑するだけで済ませている。

　なお、この布団、春菜と澪を巻き込んで、船旅の際に暇つぶしもかねて作ったものだ。そのことに気がついた春菜と澪が宏にもしかしてという視線を向けるが、宏はわざとらしく視線をスルーして説明を続けており、それが三人だけの秘密のように感じられて、逆に嬉しくなる二人。

「新生活やから、っちゅうことで最初はソファーとかも考えたんですけど、どんぐらい用意するべきか分からんかったんで、二組用意すれば確実に足る布団と枕のセットにさせてもらいました」

「……心づかいは非常にありがたくて、頂いたもの自体は非常に嬉しいのですが、ものがすごすぎてどう反応すればいいのか……」

「気持ちはよく分かるよ。我々も、彼らと関わり始めた頃はいろいろと予想を超えるものを用意してもらって、どう反応すればいいか困ったものだから」

　愛いとしい婚約者の心境を察し、苦笑交じりに口を開くアヴィン。ワイバーンの竜田揚げからこっち、一度たりとも予想の範はん疇ちゅうに収まってくれたことがない宏の献上品には、驚き疲れるほど驚かされっぱなしなのだ。そういうものだと納得するまで、さほど時間がかからなかったのも当然である。

「最近では、アヴィンお兄様もレイオットお兄様も、割と驚かなくなってきましたよね」

「そりゃあね。まず間違いなくこちらの予想を上回ってくるんだから、慣れもするよ。それでも、半月くらい前のジズに関してはかなり驚いたけどね」

「まるで山、でしたからね」

　全長一キロ超の鳥。文字で書くとただそれだけだが、実際に地面に横たわっているのを見れば、その衝撃は計り知れない。エアリスの言葉どおり、突然新たに中規模の山が空から降りてきたようなものなのだから、驚かないわけがないのだ。

　腹の上は一番高いところで数百メートル。ウルスにあるどの建物よりも高い。そのため、東地区と北地区の東側だと大概の場所から鳥の腹が見えるという異常事態が起こっており、あの日はかなりの騒ぎになっていた。それでも、アズマ工房が絡んでいるという情報が広まった途端に騒ぎの質がパニックから野次馬に切り替わったあたり、ウルスでの彼らの立ち位置がよく分かる話である。

　あの時春菜が言った、むしろウルスから見える位置に落ちそうになってよかったのではないか、という言葉。それを住民自ら証明してしまったのであった。

「それはそれとして、もしかして、どこかから私達の寝具を調達していたりするのかい？」

「特に新しいものを注文したわけではないのだけど、叔父上や世話になっている商人達から、かなり高級なものが献上されてはいるわね」

「複数、かい？」

「ええ。具体的には同じような組み合わせのものを五組ほど。まあ、こんな時に考えることなんて、基本的にみんな同じですものね」

　少々面倒な話に、微妙に苦笑するアヴィン。正直な話、王族の結婚祝いに関しては、この手の贈り物がかぶるのはもはやお約束とも言える。それをいかに采配するかも実力の見せどころではあるが、今回に関しては王弟殿下からの贈り物と重なった上に、こちらの方が圧倒的にいいものなのが厄介なところだ。

　宏からもらった寝具を使えば王族で目上の人物である叔父の顔を潰つぶし、かといって伝説級の寝具を死蔵するのもそれはそれで反発を買う。どちらも腹心の誰かに下賜するなんてもってのほかで、では宏がくれたものを父である現王に譲ればというと、それはそれで恐らく王がいい顔をしない。

　そのあたりの面倒事を察したらしい宏が、助け舟として王族にとって非常に重要な情報を口にする。

「面倒事の回避に役立つかどううかは分からんのんですけど、その布団には子宝祈願のエンチャントが施してありまして、子供が授かりやすくなるんですわ」

「……それは本当ですか？」

「はい。もう十分子宝授かった思ったら機能を切ることもできますんで、子供できすぎてっちゅうのんも避けられます。まあ、下世話な話すると、エンチャント切ったところで、授かる時は授かるんですけどね」

　子宝に恵まれない国王や女王というのは、いろんな意味で非常に面倒なことになる。特に女王の場合、面倒なだけでなく非常に屈辱的な思いをすることになるし、その配偶者も肩身が狭くなる。

　特にファルダニアの場合、現王の子供は遅くにできたプレセア以外おらず、さらに政権を担うのにちょうどいい年頃の王弟がいるという、お家騒動一直線になりそうな状況にある。

　実際、プレセアが生まれる直前まで、現王の子宝問題で王弟派が騒いでおり、あと一年プレセアが生まれるのが遅ければ現王は失脚していた可能性があった。

　現在でもお家騒動を嫌がっている王弟の意思を無視し、王族が少ないのに直系しか作れぬ女王をトップにするなど、と尻尾をつかませないようにしながら騒いでいる連中がそこそこいる。

　そんな経緯があるので、ファルダニアにとって王家の子宝は非常に重要な要素となる。今回のケースなら、子宝が授かりやすくなる布団だというのは、王弟殿下の顔を潰さずに伝説級の寝具を使う格好の口実になるだろう。

「いろんな意味で、その機能は助かります」

「まず真っ先に私達に求められるのが、新たな直系の王族だからね」

　付与されたエンチャントについて、とても嬉しそうに感謝を述べるプレセアとアヴィン。特にプレセアにとっては、ファルダニア王家として切実なだけでなく一人の女性としても愛する男との子供は欲しいため、授かる確率が上がるのであればそれこそ悪魔にだって魂を売る。

「あとは一級ポーション各種を二本ぐらいずつ、っちゅうところです。安産祈願のお守りとかは、妊娠が分かった時にでも」

「至れり尽くせりですね」

「アヴィン殿下にゃあれこれ世話になっとりますし、レイオット殿下からもできるだけ便宜図るよう言われましたし、こんぐらいは当たり前の範囲ですわ」

　これを当たり前と言い切る宏に、思わず真意を確認するようにアヴィンに視線を向けるプレセア。一方、プレセアの視線を受け、苦笑しながら小さく頷くアヴィン。それだけのやり取りで、これが宏の平常運転だと悟るプレセア。

　そんな二人の仲睦むつまじい様子を、微笑ましそうに見守るファーレーンからの一行。春菜やエアリス、澪などごく一部の人間が非常に羨うらやましそうにしつつ、ちょっと期待を込めてちらちらと宏の様子を確認しているのはここだけの話である。

　そんな応接室の男女事情に、真ま琴ことがどんどん創作意欲とネタを蓄積していくのであった。




　　　　☆




「なあ、ヒロ。ちょっといいか？」

「なんや？」

　謁えっ見けんとその後の晩ばん餐さん会かいも終わり、与えられた客室でまったりしていると、おもむろに達たつ也やが口を開く。宏と達也がこの部屋でくつろいでいる時間を示すように、晩酌の最初の一杯が空いている。

　春菜達女性陣はまた別の部屋で、エアリスはエアリスで別枠で部屋が用意されており、ここには宏と達也しかいない。最初は全員個室という話もあったのだが、立場上他に選択肢がないエアリスはともかく、宏達は落ち着かないからという理由で断っている。

　ドーガ以外の随行員はひとまとめで一室だが、ドーガは護衛という名目上、エアリスの部屋の近くにもう一人の騎士とともに詰めている。

　最初、アズマ工房一行は全員同じ部屋でもいいと申し出たのだが、それはそれで王宮側のメンツに関わるという理由と、未婚の男女を同じ部屋にするのは風紀面に問題が出るという理由で、今回は男女別に分かれているのである。

「気になったんだが、子宝祈願のエンチャントなんてもの、ゲームの時にはあったのか？」

「あるわけないやん」

　贈り物の件で気になっていたことを尋ねる達也に、ずばり一言で答える宏。

　年齢制限のない『フェアクロ』の場合、プレイヤーもＮＰＣも関係なく、人間に分類される種族には子供は生まれない仕様になっている。逆に動物はというと、交尾ではなくシミュレーション的な操作で子供を作ることができる。

　シミュレーション的な操作で生まれてくる、という点からも分かるように、動物も自然に子供を産むことはない。こういう部分を見る限りは、人間関係がいくらリアルでも、あくまでゲームはゲームという印象があろう。

　補足になるが、他のゲームには普通に子作りができるものも存在するが、倫理などの規定から二十五歳以下はプレイできない。

「じゃあ、こっちの世界固有のものか？」

「多分そうやと思うで」

「お前が知らないだけってことは？」

「可能性がないと断言はできんけど、根本的に『フェアクロ』やと仕様の問題で存在価値あらへんから、リソース面から考えてもわざわざ余計なリスク背負ってまで実装したりせえへんやろ」

「まあ、そうだよな」

　宏の説得力のある言葉に、同意せざるを得ない達也。公式に性交渉は不可能とアナウンスしてあり、どうやっても無理だと断言できる要素がいろいろあるのだから、誤解を招きそうなものをネタエンチャントとして実装したりはしないだろう。

　因ちなみに、性的接触によるセクハラはシステム上不可能になっているが、エロトークなどの言葉によるセクハラは全面禁止ではない。結構厳しいガイドラインがあり、管理ＡＩが度を越したと判断すれば通報も何もなく問答無用で処罰されるが、そこを超えなければめったなことでは処分は受けない。なので、普通にキャラ作りの一環として洒落しゃれで済む範囲のセクハラ、というよりデリカシーがない発言をしているプレイヤーはそこそこいる。

「で、それがどないしたん？」

「いや、やけに下世話な代物だから、ちょっとばかり気になってな」

「まあ、下世話なんは否定できんわなあ」

「そもそも、どこで仕入れてきたんだ？」

「大図書館の禁書庫や。神力付与がいるエンチャントやないけど、澪の手には余る程度の難易度はあるで」

「なるほどな」

　大図書館の禁書庫という一言で、あっさり納得する達也。あそこに限っては、どんな魔法や技術が眠っていても不思議ではない。

「いろんなところで引く手あまたになりそうなエンチャントだが、他にはどうするつもりだ？」

「とりあえず、レイっちに献上する分とエレ姉さんに贈る分には仕込むつもりやけど、他は未定や。うちらのんには必要ないからつけへんのは確定やけど」

　宏の返事に、小さく苦笑しながら次の一杯を飲み干す達也。

　なんとなく春菜あたりが興味を示しそうだが、としばし考え、いろいろと怖い問題に気づきそうになったり危険な結論に行きつきそうになったりしたため、そこで考えるのをやめた。

「……で、布団の話は置いとくとして。明日は空きになるがどうするんだ？」

「やっとくとしたら、神の船の船舶登録とせいぜい拠点にする物件探すぐらいやろなあ」

「神の船、か。そういや、結局名前決めてないが、どうする？」

「他に作るわけやないんやし、別に神の船、でええとは思うんやけど……」

　そう答えつつも、しばし考え込む宏。大気圏離脱可能で艦首に波動砲というと思いつく名前は一つだが、いろんな意味で危険な上にサイズがかなり小さすぎる。かといって、他に何かあるかと問われると、それはそれで思いつかないのが悩ましい。

「いま思いつかんから、明日にでも春菜さんらも交えて相談やな」

　結局特に名前も思いつかず、この場では保留ということに。

「そうだな。あと、名前っていえば、そいつの名前はどうするんだ？」

「あ～、言われてみれば、そっちも考えてへんかったなあ……」

　さらに続けて達也に指摘され、もう一つ頭を抱える宏。

　達也の示した先には、達也の抜け毛とつまみのナッツをかじっている名無しの芋虫がいた。

「なんとなくこうなりそう、っちゅう名前はあるんやけど、これも保留にしとくわ」

「了解」

　結局、名前関係は全部先送りにする宏であった。




　　　　☆




　一方その頃、女子部屋では、

「結婚式、か～……」

「お兄様もお義姉様も、幸せそうです」

　春菜達三人に部屋に遊びに来ていたエアリスも交え、ハーブティを飲みながら数日後に迫った結婚式について駄だ弁べっていた。

「やっぱり、こっちの結婚式も花嫁さんは白いドレス？」

「ファルダニアは基本的な部分はファーレーンと同じですので、お兄様は白のジャケットにスラックス、お義姉様は白のドレスになります。国や地域によりますが、知る限りでは大陸西部はダールを除き、男女ともに白の正装が基本になりますので」

「結婚式には、神殿も関わるの？」

「そうですね。冠婚葬祭は基本的に、儀式の部分は神殿が担当します」

　春菜の問いかけに、エアリスが笑顔で答える。舞台装置といえども神が実在し、宗教がほとんど政治に対して口を出さないこの世界でも、冠婚葬祭に関しては宗教が儀式の部分を担当するのは変わらないらしい。

「そういえば、エルちゃんも結婚式とかには関わっているの？」

「さすがに全てではありませんが、王族や高位貴族の結婚式やお葬式は、私が儀式を担当します。姫ひめ巫み女こに復帰してからも、すでに何度かは儀式を行っています。まだほとんど何も決まっていませんが、フェルノーク卿とエレーナお姉様の結婚式も、私が儀式を行うことになっているんですよ」

「へえ。っていうか、決まってよかったね」

「はい。お兄様の腹心中の腹心であるフェルノーク卿とお姉様なら、実績も立場も年齢も釣りあっていますし、お互いにある程度気心も知れた間柄ですので、少なくとも下手な相手と政略結婚をするよりはお姉様も幸せになれると思います。国としても、フェルノーク卿を遇するためにいい口実を得られますので、王族の結婚としてはかなり条件がいいものではないかな、と私は考えています」

「そこにユリウスさんの気持ちが入ってないのがちょっと気になるけど、まあ、ユリウスさんはエレーナ様を無下にするような人じゃないし、エレーナ様も自分の出自を鼻にかけて自分の旦那を部下のように扱ったりはしないだろうから、それなりに上う手まくはいくかな？」

　春菜のコメントに、にこにこ笑いながら頷くエアリス。

　実際、ユリウスの方もまんざらではないことは、この情報を知っている関係者全員の間での常識である。王族や貴族の結婚なんてそんなものとはいえ、無理を押して婚約を決めた王家側もそのユリウスの態度に救われた思いなのはここだけの話だ。

「それにしても、結婚式、か～……」

「春はる姉ねえ、その台詞二回目」

「いくら羨ましいからって、人様の結婚式を語るのに、ため息交じりってのは感心しないわよ？」

「あ～、ごめん。でも、本当に羨ましいし、憧れはあるから……」

　春菜のどこか切なさの混じったため息が、澪とエアリスにも伝染する。まだこちらのどこの国においても未成年の澪とエアリスはともかく、こちらではそろそろ嫁いき遅れ手前、向こうの世界に戻っても結婚可能な年齢に近い春菜の場合、意中の相手がいてそろそろ現実感が伴う年頃なのもあって二人よりも憧れが強い。

　さすがに高校を卒業してすぐに、などと先走ったことを考えはしないが、逆に三十路に突入しても今の関係をずるずると続けていそうな気がして、微妙な焦りは感じる。

　もっと正確に春菜の心情を表すなら、現段階では結婚に関してはあくまで憧れているだけだが、せめてもう少しカップル方向に仲を進展させたい、である。具体的には、最近の一番大きな野望は、いずれ膝枕で耳掃除をさせてもらえる仲になりたい、だ。

　神域の島であれだけ色ボケ方面に暴走した割には、涙が出そうなほどささやかな目標である。

「まあ、結婚なんてまだまだ先の話だとしても、やっぱり手をつないだり腕を組んだりができるようにはなりたいよ」

「小学生か、って言いたいけど、宏相手だものねえ……」

「うん。だから、今の目標はそこ。今一番大それた野望は、膝枕で耳掃除、かな？」

「そこまで行けば、間違いなく確実に恋人同士ね」

　春菜の浮ついたところのない割と切実で地に足のついた目標と野望に、あらためて宏への恋心が本気なのだと思い知らされる真琴。もはや、余程のことがない限りは、春菜の側から宏を見限ったり嫌いになったりはしないだろう。女性恐怖症なのに見た目やスペック面でものすごく女性的な春菜に言い寄られている宏に同情しつつも、どちらを応援するかといえばもちろん全力で春菜を応援するつもりである。

　一年以上共同生活をしており、春菜が恋愛感情を持つ前の段階で、すでにお互いの嫌な部分、駄目な部分はあらかた見せ合っている。その時点で共同生活が破綻しなかった上に、幾度も大きなピンチを乗り越えてるのだ。とうの昔に、この二人には並の恋人や夫婦など目ではないほどのつながりができている。

　さすがに宏の女性恐怖症が改善されたとしても一足飛びで恋人や夫婦になれるわけではないだろうが、少なくとも今の春菜なら、結婚して上手くやれない理由は思いつかない。

　可能性があるとすれば、くっついてから宏が浮気でもするケースくらいだが、何度も繰り返せばともかく、一度ぐらいなら恐らくこってり絞って終わりにしそうな気がする。そもそも、たとえ女性恐怖症を完全に克服できたとしても、宏に浮気などする度胸はないだろうが。

　そこまでつらつらと考えて、それた思考を戻そうとする真琴。余計なことを考えていた時間は思ったほど長くなかったようで、話題は先ほどのものが継続しているようだ。

「ねえ、春姉」

「何？」

「春姉のその胸部装甲だと、膝枕した師匠の耳の穴とか見えないと思う」

「……多分、大丈夫だと思うんだけど……」

「分かんないから、念のためにもごう？」

「澪ちゃん、いちいち人の胸をもごうとするのはよくないと思うんだ」

　膝枕で耳掃除、というシチュエーションを想像し、春菜の体型でネックになりそうな部分をネタにいつもの話題に走る澪。地味に谷間を作れるぐらいには育ってきているくせに、相変わらず巨乳を見るともぎたくなるらしい。

「まあ、話を戻すとして、エルちゃんは王族とか上位貴族とかしか関わらないって言ってたけど、アルフェミナ神殿の本殿で式を挙げるのって、その範囲？」
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「いえ、要職に就いておられる方の場合、爵位が低かったり平民であったりしても、本殿で式を挙げることもあります。ただ、権威の問題で、普通は伯爵家以上でないと本殿での結婚式は行いません。逆に、お葬式や追悼式典に関しては、ウルスの貴族は爵位に関係なく、アルフェミナ神殿本殿で行います。時々四家ぐらい重なることがあって、ちょっと大変です」

「へえ～。ってことは、あたし達の誰かがこっちで結婚する場合、ウルスだったら城下町の分殿でってことになるわけね」

「あ、皆さんの場合は立場が特殊ですので、本殿を使うことになるかと思います。特にヒロシ様の場合、アルフェミナ様が事実上神になっていると認定されましたので、ウルスで式を挙げるなら間違いなく本殿になります」

「師匠は分かるとして、ボク達でも？」

「ええ。恐らくテレスさん、ノーラさん、ファムさん、ライムさんまでは本殿で、ということになるかと思います」

　エアリスの回答を聞いて、思わずテレスやノーラに対して心の中で十字を切る春菜と真琴。常々いい男がいないと嘆いている彼女達にとって、式を挙げる場所がウルスの本殿というのは追い打ち以外の何物でもない。

　ウルスの本殿で式を挙げるということは、招待客をかき集めて派手婚をする必要があるということで、自分と相手にのしかかってくるハードルの高さはうなぎのぼりだ。

　そのハードルを乗り越えられるフリーの男がホイホイいたら、エレーナの結婚相手の選定にファーレーン王家があれほど頭を抱えるわけがない。

「結婚式といえば、さ。やっぱり庶民もこんな風に人集めて派手に式を挙げるわけ？」

「いえ。役所に届け出を出し、新郎新婦の二人だけで儀式を行うのが一般的です。あとは折を見て祝宴を行って、場合によっては三日ほど仕事をお休みして遊びに行く、という流れが普通です。儀式の段階から多数の招待客を招くのは、それこそ本殿で式を挙げるような方だけです。地方の村だと、儀式がそのまま祝宴というケースもあれば、そもそも儀式も何もせず、届け出だけで終わりというケースもあります」

　真琴の問いかけに、エアリスが一般的な結婚事情を説明する。なぜエアリスがこのあたりの事情を知っているかといえば、視察の時に結婚式を行っているケースが結構あり、その時にいろいろと教えてもらっているからだ。

「やっぱり、庶民は地味婚ってのが本来の姿よね。背伸びして立派な結婚式なんて、正直お金の無駄にしか思えないわ」

「真琴さん、何かあったの？」

「まだ引きこもる前の話だけどね、従姉いとこがかなり派手な結婚式やって、お金足りないからって親戚中に泣きつきに来たのよ。旦那ともそのことでずっと喧けん嘩かしてたし、あとに残らない結婚式なんかで見栄張ってお金使うような家でもないのにって周りからも白い目で見られてたわねえ」

「こちらでも、そういう方はいますね。儀式はせいぜい実費程度の寄付しかいただいておりませんが、それでも人を集めるとなると、どうしてもお金はかかります。それに、儀式だけ見せてそれでおしまい、となると、むしろ呼ばないよりも評判を落としますので、当然祝宴も人が増えますし」

　困ったものだ、という感じでため息をつくエアリス。その様子に、微妙な沈黙が発生する。

「エル、妙に庶民の事情に詳しい」

「というか、何でそんなことまで知ってるのよ？」

「視察の時やファムさん達と遊びに出たときに、三度ほどそういう事例に遭遇しまして……」

　澪と真琴の突っ込みに、再びため息をついて事情を説明する。とはいっても、視察に行ったときの話は単に結婚式直後に祝宴の話で揉もめ始めて、エアリスが仲裁する羽目になったというよくある話である。ファム達と遊びに行ったときというのも、新しくできた店を冷やかしに行く途中に、これから儀式に向かうであろう新郎新婦が、招待客と揉めていたのに巻き込まれただけだ。

　姫巫女としてその時の経験は無駄にはなっていないし、揉め事の解決に奔走すること自体に否はないが、エアリス単独で対応した神殿の時はまだしも、ファム達と一緒の時の事例に関しては、子供にそういう後始末をさせるのは結婚をした大人としてどうなのか、と思ってしまったのはしょうがないことであろう。

「世界が違っても、駄目な大人ってのはいるもんね～……」

「師匠も達たつ兄にいも、そういう部分はちゃんとしてるから助かる……」

「どういうわけか、男女関係なくそういう人ってもてる傾向があるよね……」

　エアリスの説明を聞き、呆あきれた様子でコメントする日本人一同。金がない人間ほど見栄を張りたがるのは、どこの国でも同じらしい。

「そういえば、さっきあたし達がって言ってたけど、真琴さんはそういう当てとかあるの？」

「あるわけないでしょ？　そもそも、あたしは前にいろいろ懲りて、恋愛とかは考えないようにしてるのよ」

「真琴姉、もしかして腐女子的失敗？」

「そういうこと。それで自滅してんのにまだ身内で掛け算とかしちゃう自分の性根を知ってるから、あたしは男と付き合うのはやめることにしたのよ」

　失敗に懲りて、ある種男前といえる覚悟を決めている真琴に、かけるべき言葉が見つからずに沈黙する春菜と澪。掛け算とか腐女子とか、そのあたりの言葉の意味を理解できないエアリスだけが、きょとんとした顔をしている。

「あたしのことより、個人的にはレラさんのことが気になるわねえ」

「まだまだ再婚とかできそうな年齢なのに、テレスさん達以上に浮いた話を聞かないよね」

「むしろ、真琴姉と同じ種類の達観を感じる」

「相手がいない、というのもあるとは思いますが、それ以上にどうも、ご自身の立場やファムさんとライムさんのことを考えて、遠慮している雰囲気はあります」

「まあ、私としてはそれ以上に、夜に同じ部屋で寝ていること以外に、あんまりファムちゃん達と親子らしいことをしてないのが気になるといえば気になるけど」

　かける言葉が見つからない真琴の話をサクッと終わらせ、矛先をこの場にいないレラに向ける一同。この日はエアリスの就寝時間まで、ずっと恋バナや工房職員の人間関係で盛り上がる女性陣であった。




　　　　☆




　春菜達が結婚式に思いをはせている、その頃。

「まだ捕捉できないのですか？」

「申しわけありません。近海のイカの群れに紛れ込まれてしまって、完全に見失いました……」

　いらだちを通り過ぎ、いっそ気遣わしい様子を見せ始めたアルフェミナに、実に申しわけなさそうに謝罪するレーフィア。他の神はともかく、自身の巫み女こが直接の被害者になっているアルフェミナにはさすがに強く出られないようで、何を言われても一方的に謝罪を続けている。

　というのも、回遊魚に交じったりタコに変身したり、果てはプランクトンサイズにまで小型化してクジラの胃袋の中に避難したりと、あの手この手で回収されないよう逃げ回っているイカを見失ってしまったのだ。

　予定では、宏と春菜が神域にいる間に捕まえて、二人に突き出して土下座するつもりだったのだ。なのに、あまりに上手く逃げ回られ、結局間に合わずに不義理を重ねる羽目になってしまったのである。

　そんなレーフィアの失態を、無責任にヤジを飛ばして妨害していた周囲の神々が、アルフェミナの言葉に便乗してさらに煽あおる。

「海はお主のフィールドじゃろうに、こうも簡単に見失うとは情けないのう」

「そういうあなただって、大惨事を起こした書物の行方を、自身の庭であるはずの大図書館で普通に見失っているではないですか」

　アルフェミナに便乗して攻撃の先陣を切ったダルジャンに、開き直った回答をぶつけるレーフィア。正直、お互い脛すねに傷がある身の上なのだから、被害を受けていない神に面白半分で攻撃されるいわれはない。

「私とて、森の中でオクトガルを見失うことがある身の上だから、レーフィアがリンクを断った自身の巫女を見失ったことを責めるつもりはない。故にこれは純粋な疑問なのだが、所しょ詮せんイカなのだから、ああいうことをする可能性は予測できなかったのか？」

「今までは、普通に問題なく巫女としての職務を果たしていたのです。何度か人類に対してメッセンジャーもさせていましたし、それで問題を起こしたこともなかったので、今回も大丈夫だと思ったのですが……」

「瘴しょう気きが頭に回ったということは……考えられぬな。そこまでならば、アルフェミナが抗議をぶつける前に異変に気がついているだろうからな」

「ええ。まったく普通だったので、アルフェミナが抗議してくるまで、そんなモンスターと変わらない真似をしているとは思いもしませんでした……」

　そう告げて、実に色っぽくため息をつくレーフィア。美貌という観点ではアルフェミナに及ばないが、色気で言うなら三女神はおろか、この世界の全ての女神の中でもトップに来るだろう。言動や雰囲気が落ち着いているからこそ、その色気が強調されている部分もある。レーフィアの例は、色気とは男に媚こびたりエロスに頼ればいいというものではないことを示す典型であろう。

　余談ながら、エアリスの成長後とほぼ同じ外見をしているアルフェミナだが、実のところアルフェミナがエアリスの姿を借りているのではなく、エアリスがアルフェミナの姿に似ているのである。ただし、外見がそこまで似ていることと、歴代どころか歴史上存在した全ての神の巫女を圧倒する資質の強さを持つことに、明確な因果関係はないのだが。

「何にしても、これ以上プレセア殿の結婚式に水を差すわけにはいきません。沿岸部で網を張って、漁師が水揚げして仕留めたもの以外のイカが侵入できないようにしておきます」

「必要なら手を貸しますが」

「そうでなくとも忙しいアルフェミナの手を、これ以上煩わさせるわけにはいきません。結婚式まで三日ほどなのですから、それぐらいの期間は何とかしてみます。ただ、確実に網を張れるのはそれが限界、それ以上となると、滞っている仕事の処理を優先せざるを得ないのが頭が痛いところですが……」

「そうですね。その後はいっそ、常時の観測は宏殿の周囲に絞ったほうが確実かもしれません」

　アルフェミナの提案に、怪け訝げんな顔をするレーフィア。その様子を見て、真意を説明する。

「その頃くらいからほぼ神になっているからか、どうにも先代のエルザの巫女を看み取とった頃から、宏殿は巫女を誘引する性質を発揮しています。もしかしたら、行動がおかしくなったのもその性質にあてられたからかもしれません」

「なるほど。だったら、あの馬鹿イカが何か行動を起こす可能性が……」

「ええ。ですので、どうしても手が足りないようでしたら、宏殿の周りを警戒しておいたほうがいいでしょう」

「では、そうします。アルフェミナ、情報をありがとうございます」

「わたくしも他ひ人と事ごとではありませんからね。あのイカには、ちゃんとした制裁をしておかなければいけません」

　巫女の勝手な行動によって、他の神の巫女や無関係な人間の命をたくさん奪いそうになった。そのことについてちゃんとした処分を下しておかなければ、ルール的にも風紀的にもいろいろ問題がありすぎる。

「では、オクトガルにも協力させよう」

「ありがとうございます、アランウェン」

「もしかしたら、アルチェムがお前に迷惑をかけるかもしれないからな」

「今回のイカのようなケースでなければ、いくらでも迷惑をかけていただいて結構ですよ」

「なら、儂わしのところも」

「あのですね、ダルジャン。一方的に攻撃しておいて、それは厚かましすぎるのではないですか？」

「なに、それがお主の宿命よ」

　などと騒がしくしながらも、じわじわとイカに対する包囲網を構築しつつ、便乗して騒ぎたてる無関係な神々に切れて威嚇しまくるレーフィアであった。








世界編　第八話






『うわあ……』

『綺き麗れいねえ……』

　結婚式当日。神官見習いの鳴らす鈴の音に先導され大聖堂に入ってきた新郎新婦、それも特に花嫁の姿に、春はる菜な達は感嘆の言葉を禁じ得なかった。会場の雰囲気を壊さぬようパーティチャットに切り替えていたが、そうでなければ自分達の声が響き渡っていたであろうほど、あたりは静粛さに包まれていた。

　そんな会場を、参列者達を一瞬で魅了した新郎新婦がゆっくりと歩いていく。

　地球の教会式結婚式と違い、儀式そのものは最初から最後まで司祭およびその補助と新郎新婦のみで行われるため、儀式の補助を行う神官見習いが先導するだけで、エスコート役の人間はいない。いわゆる賛美歌に当たるものがないため、式の開始を神官が宣言したあとは、新郎新婦の入場まで無音である。

　他にも細々とした違いはあるが、新郎新婦の衣装は地球の教会式結婚式とさほど変わらない。新郎の服がタキシードよりモーニングに近いデザインであることぐらいである。

　優美な形状ながら過度な装飾を施さぬその衣装は、背筋を伸ばし堂々と歩くアヴィンの男前ぶりによく映えて、花嫁の華やかさに負けることなく花婿も主役であることを周囲に示していた。

　余談ながら、結局まだ名前が決まっていない芋虫は、外で控えているドーガが預かってくれている。身分的には参列する資格があるドーガだが、今回は何か思うところがあってか、控えに回っているのだ。

『さすがアヴィン殿下や。結婚式って、大概新郎はおまけみたいな感じになるのに、殿下は花嫁さんに全然食われてへん』

『だなあ。やっぱり、王族ってのは大したもんだ』

　見事というしか他ない、実にお似合いの新郎新婦の姿に、宏ひろしも達たつ也やも称賛の言葉しか出てこない。

　宏達同様、会場中がアヴィンとプレセアに注目している間にも、結婚式は粛々と進んでいく。

　最初の儀式として、祝福のステップを踏みながら司祭と神官、および神官見習いが朗々と祝詞を謳うたい上げる。古い儀式用の言葉で綴られた祝詞が終わると、結婚式につきものの誓いの宣誓が始まった。

「新郎、アヴィン。新婦、プレセア。汝なんじらは病める時も健やかなるときも、互いに愛し支え合い、死が二人を分かつまで共に歩みつづけることを誓うか？」

「「誓います」」

　司祭の言葉に、アヴィンとプレセアの返事が唱和する。その返事を受け、司祭が祭壇に一礼して杯を取り上げ、高く掲げる。掲げられた杯に満たされた聖水が、音もなく浮かび上がり新郎新婦の頭上で薄い膜となる。

　そして……

「今より、新たに夫婦となる二人への祝福はなされる！」

　司祭の宣言と同時に、薄い膜となった聖水が霧に変わり、新郎新婦を包みこむ。

「神は、二人を夫婦と認めたもうた！　新郎アヴィン、新婦プレセアよ！　夫婦となったことを抱擁にて世界に示せ！」

　霧となった聖水が満遍なく二人を覆い、軽く湿らせたところで司祭が仕上げの宣言を行う。

　司祭の宣言に従い、熱烈な抱擁を交わすアヴィンとプレセア。

　その瞬間、聖堂内が拍手と祝福の声で満たされる。

「これにて、新たな夫婦が神と世界に認められた！　皆様も、この新たな夫婦に惜しみない力添えを！」

　会場を包みこむ盛大な拍手に負けぬ声で司祭が最後の宣言をし、結婚式は終わりを告げた。




　　　　☆




「予想はしてたが、結局パレード見学するのは俺と真ま琴ことだけ、ってか」

「晩ばん餐さん会かいに一品出すって話だから、しょうがないんじゃない？」

「まあ、アヴィン殿下と約束してたみたいだしなあ……」

　リュージェントのメインストリートに面した、とある高級宿。王宮側の計らいで用意してもらった、パレードが一番よく見える部屋。その部屋で達也と真琴が、飲み物を片手にパレードの開始を待っていた。真琴の膝には、宏から預かった芋虫が乗っている。

　宏と春菜、澪みおの三人は、アヴィンとプレセアのたっての願いにより、晩餐会向けの一品を調理している。本来なら厨ちゅう房ぼうに入ることすら許されないのだが、三人ともすでに上流階級や料理人の世界でその名が知れ渡っており、アヴィンとプレセアだけでなくエアリスの身分保障もあるのだから、特例中の特例という形で参加が許されたのだ。

　外に目を向けると、現王家の唯一の直系であるプレセア王女の成婚パレードだからか、メインストリートにはこれでもかというくらい多数の人が押しかけている。そんな見物客が道をふさがぬように多数の兵士が警備を行い、大道芸人達がルートの確保も兼ねてパフォーマンスを行いながら歩いている。

　他の来賓達も、同じような立地の同じような高級宿で、同じようにパレードの開始を待っている。どこの国もそうだが、王族、それも王位継承者の結婚式となると、当日は城の中が非常に慌ただしいことになる。そのため、結婚式当日はパレードが始まるまで用意された部屋で大人しく待機し、パレードが後半に差し掛かったぐらいに茶さ話わ会かいの会場に移り交流を深めるのが、招待された側のある種の礼儀となる。

　なお、こういう時に用意される飲み物は、基本的にノンアルコールのものだ。移動がそれなりに頻発するため、酔っぱらってしまうと主催者も招待客も困る、というのが理由である。故に、この件についても基本的に、誰も文句を言わない。むしろ、選択肢があっても酒は飲まないのがマナー、というより暗黙のルールになっている。

　余談ながら、オクトガルは空気を読んで大人しくしている……なんてことは当然なく、こちらに来ていない……というわけでもなく、パレードにあわせて上空から花びらをばらまく、という悪戯いたずらのために待機している。今まで存在を誇示していないのは、話が通じなさそうな偉いさんが結構いるため、結婚式がらみのあれこれが落ち着いてからじわじわと自己主張していく作戦のようだ。

　他にも裏でイカと海中で一進一退の攻防を繰り広げている個体もいるが、海の中ではイカの方が一枚上手らしく、捕縛にまでは至っていない。一見無限に増殖できるように見えるオクトガルにも限界はあり、海の広さに対して数がまったく足りないため、現状ではリュージェントへの接近を許さないのが限界らしい。

　上空で花びらを撒まくために待機している個体が捜索に加われば、という突っ込みは、オクトガルに言っても無駄であろう。どうせその程度の数が増えても焼け石に水なのも事実なので、アランウェンも好きにさせているようだ。

「この景色見る限り、春菜がいたら屋台とか言い出しそうな感じよね」

「そうだなあ。小豆発見したから鯛たい焼やきも完璧なのができるし、確かにやりそうだよな」

「最近炊き出しはやってても屋台はやってないから、そのあたりの欲求不満も溜め込んでそうなのよねえ」

「そう考えると、学生組が厨房に回っててよかったよな」

　などと言いながら、手にした飲み物に口をつける。すりおろしたしょうがと絞ったレモンをはちみつに混ぜて炭酸水で割った、ジンジャーエールの変種のような飲み物だ。はちみつの質がいいからかしょうがやレモンの品種の問題か、あまり極端にレモンの酸味やしょうがの辛さが目立つわけでもなく、かといってはちみつの甘さが強すぎるわけでもないバランスのよい味と、あとに残らないさっぱりとした辛さがなかなかの一品である。

　独特のさわやかな香りがするところから察するに、ヨーズの原料となっている香草も使われているようだ。作り方を確認すれば、他にも知らない材料が使われている可能性は高い。

「春菜がこれ飲んだら、やっぱり自家製に挑戦しようとするのかね？」

「ドルーツェンのことを考えたら、まず間違いなく挑戦するでしょうね」

　気に入ったらしくおかわりを注文した達也の言葉に、フォーレの代表的な高級飲料・ドルーツェンのことを思い出した真琴が、膝の上の芋虫にお茶請けのナッツを与えながら同意する。スルーするときは徹底的にスルーするくせに、琴線に触れたものには徹底的にこだわるところは、宏と春菜の共通点である。日頃の言動などから察するに、春菜の方も宏に毒されたわけではなく、元々そういう気質があった可能性が高い。

「おっ、大道芸人の動きが変わった。そろそろか？」

「そうかも」

　達也の言葉に、真琴も芋虫をかまうのをやめて通りに視線を向ける。そのタイミングで、部屋の扉がノックされる。

「どうぞ」

「おじゃまします」

　部屋に入ってきたのは、ドーガを伴ったエアリスであった。

「お疲れ様。そろそろ始まるみたいよ」

「はい。間にあってよかったです」

　真琴の言葉に頷うなずき、隣に並んで通りを眺めるエアリス。元々同じ部屋でパレードを見る予定だったのだが、立場上どうしてもこなさねばならない細こま々ごまとした用事に手間取り、来るのが遅れたのだ。

「鼓笛隊が出てきたな」

「出てきたわね」

　禁書庫で身につけた鷹たかの目スキル。それにより、かなり距離があるはずの城門から出てきた鼓笛隊の姿をとらえる達也と真琴。さすがに澪のように、鼓笛隊一人一人の表情を見分けるだけの視力はないが、そもそも見えているだけでもかなりのものなのは間違いない。

　メインストリートといえど、途中に上流階級の住む区画がある以上、普通の人間の視力で城門をとらえられるような距離に宿など存在できない。今いる宿は最高級の宿の一つだが、それでも一応上流階級区にある、という位置関係だ。メインストリートに面した区画は軍閥系の貴族が陣取っており、彼らが上流区の治安維持も行っている関係上、城に近い位置に宿の配置などできない。

　補足しておくと、城門から約五百メートルほどの区画は現在進入禁止になっていて、そのあたりには人はいない。また、この国の貴族達は、通りに面している軍閥系の貴族に招待されて、屋敷のテラスなどから優雅にパレードを待っている。

　屋敷の外側には通りに住む貴族の使用人がずらっと並び、パレードが始まれば各家の当主および招待された貴族家の当主が出てきて一礼する予定になっている。平民が見物に来ているのはちょうどこの宿があるあたりからで、主な見物人は見栄を張るほどではない立場の富裕層だ。

　普段は仲が悪いことが多い軍閥系と財務系も、こういう時はちゃんと協力する。国家の威信に関わることなので、こういうことで恩に着せたりといったことはしない。そんなことで揉もめた日には、それこそお家取りつぶしの危機につながるのだから、当然であろう。

「さて、そろそろ記録記録っと」

　先導役の鼓笛隊が出てきたのだから、間違いなくパレードが始まる。そう踏んで記録用の魔力結晶をいくつか、空に向けて投げる真琴。撮影機とフィルム、投影機の機能を兼ねた高機能品で、姿を消しながら空を飛んで撮影する優れモノだ。無機物なので気配もなく、魔力探知をしなければその所在が分からない、隠し撮りのために存在するとしか思えない撮影機材である。

　もちろん、作った宏は盗撮には使えないよう、無駄に手の込んだやり方で犯罪防止の設定をしているが、作ったのが宏でなければ、主に着替えとかそっち方面でいろいろ問題が発生したであろうことは間違いない品物である。

「それにしても、王族とか貴族ってのは大変だな」

「そうね。結婚するのにもいろいろ大げさな話になるし、継承者になるとこんなパレードとか必要になるし」

　徐々に近づいてくる鼓笛隊の演奏を耳にしながら、めでたい理由でとはいえ、しばらくさらし者にされながら笑顔で手を振らされるアヴィンとプレセアに、微妙に同情めいた気持ちを持つ達也と真琴。正真正銘の一般庶民である二人にとって、敬意を持って祝ってもらえるといっても、多数の視線にさらされながら市中を連れまわされる立場は正直遠慮したい。

　だが、恐らくアヴィンもプレセアも人前に出ること自体は幼い頃から慣れているだろうから、こういう形で人目にさらされても大して負担はないのだろう、という気はする。

　そこまで考えて、ふとエアリスのことで気になる問題が出てくる真琴。ちょうどいい機会なので、確認しようと口を開く。

「ねえ、エル、ドルおじさん」

「何でしょうか？」

「何じゃ？」

「エルが誰かと結婚する場合、こういうパレードとかはあるの？」

　真琴の質問を聞き、しばらく考え込むエアリスとドーガ。視力系のスキルがなくても目を凝らせば鼓笛隊の先頭が見えてくる、という頃合いまで黙考した後、先にドーガが口を開く。

「そうじゃのう。今の姫様の立場じゃと、国外に嫁ぐ可能性は限りなく低い。となると、まず間違いなくウルスで結婚式を挙げることになるじゃろう。となれば、今の慕われ方を考えれば、パレードは必要になってくるかもしれんのう。もっとも、仮に国外に嫁ぐ結果になったとしても、嫁ぎ先で似たような行事が行われようが」

　ドーガの出した結論に、うわあ、という表情を浮かべる日本人組。それに補足するように、さらにエアリスが口を開く。

「きっと、エレーナお姉様も挙式後はパレード、ということになるかと思われます。エレーナお姉様の病状は今では広く知られてしまっていますし、それが解消したことを大々的に証明できるきっかけとしては、フェルノーク卿との結婚はうってつけです。それに、ここ数代なかった新たな公爵家の誕生というもう一つの慶事もありますので、ここしばらく揺らいでいたファーレーンという国の威光を再び示すという意味でも、お姉様の結婚パレードは実行されるでしょう」

「姫様の婚姻に関しても、やはりそういう面が出てくる。もっとも、さすがにまだ成人すらしておらんから、早くとも三年以上、最低でも五年は先になるじゃろうがな」

　エアリスとドーガの回答に、宏の前途多難さを思い知る達也と真琴。想定されているエアリスの相手、その筆頭は間違いなく宏なのだから。

「そういえばふと思ったんだけどさ、仮に宏とエルが結婚することになったとして、パレードとかして大丈夫なの？　言っちゃあなんだけど、宏って身分的には単なる平民よ？」

「まだ二年は経っておらんが、もはやアズマ工房はウルスにほぼ根を張ったと断言できるからのう。先のジズの解体騒ぎで、お主らが短期間でかなりウルスに浸透してしまっておることは証明されたようなものじゃし、同時にあれだけのモンスターを仕留めて解体できる集団だということも立証したわけじゃ。それだけの集団と王家が縁を結んだ、と宣言できるのじゃから、せん理由がなかろう」

「あ～、なるほど……」

　しれっと答えるドーガに少々驚きつつも、心の底から納得する真琴。よく考えなくても、迂う闊かつに野放しにできない人間、もしくは集団を取り込むのに、身内と結婚させるのは一番手っ取り早い手段だ。幸か不幸かアズマ工房の場合、基本的に身内で結束しているうえ一番取り込むべき人物である宏が重度の女性恐怖症なので、その種のハニートラップとは縁がなかった。

　だが、エアリスは、そこに楔くさびを打ち込めそうな数少ない外部の人間である。人気や人望、権威がありすぎて迂闊によその国に嫁がせることができないのもこの場合プラスに働き、その上身内である達也や真琴ですら、上う手まくいくならそれもあり、程度には応援しているのだ。歳まわりも含めて実にちょうどいい組み合わせだと、ファーレーンという国が本気になっても不思議ではない。

　つまり、宏がこういうパレードをさせられる可能性は、ゼロではないのである。

「……エルはともかく、宏がああいう格好して馬車の上に立ってるのって、ものすごく様にならないわねえ……」

「本人には悪いが、ありかなしかで言うとなしだよなあ……」

　ようやく見えてきたアヴィンとプレセアの姿を見ながら、非常に失礼な感想を漏らす達也と真琴。

　そんな二人の意見を、困ったような表情で黙って聞いているエアリス。

　もっとも、それも鼓笛隊が宿の前に差し掛かるまでのこと。

「アヴィンお兄様もプレセアお義ね姉え様も、とても素敵です……」

「パレードはともかく、ウェディングドレスは女の子の永遠の憧れよねえ……」

「こりゃ、あやかろうとするカップルがたくさんいるな、間違いなく」

　威厳を伴ったロイヤルカップルの美麗な姿と遠目にも分かる仲睦むつまじい様子に、宏とエアリスが結婚する場合パレードするかしないかとか、そんな話はすっかり忘れ去られる。

　宿の前を通過した際、目があって笑顔で手を振ってくれるアヴィンとプレセアに、こちらも笑顔で手を振り返す達也達。

　そんな足元を、すっかり忘れ去られて食べるものがなくなった芋虫が這はいまわり、さりげなく落ちているこの部屋の人間の抜け毛をひそかに食はむのであった。




　　　　☆




　パレードの裏側で、厨房は戦場となっていた。

「駄目だ駄目だ！　こんなもん両殿下の晩餐会に出せるか！　皮むきだからって雑な仕事しやがって！　やり直せ！」

「おら、下っ端ども！　今日は特別な日だ！　いつもみたいにだらけた仕事してたらクビだからな!!」

　アヴィンとプレセアの結婚式。その特別な晩餐会に向けて、熱意があふれすぎてもはや殺気となった気配を振りまきながら、主任ぐらいの立場にいるベテラン達が下っ端一同を叱しかり飛ばす。

　彼らが殺気立つのも無理はない。今から用意すべき料理は、晩餐会のものだけではない。茶話会に出す軽食、晩餐会の裏で来賓の部下に提供する食事も、彼らが作る。

　普段なら、茶話会の軽食はともかく部下に出す料理は使用人の食堂で提供するのだが、今回だけは待遇が違う。そもそも来賓の部下といっても、中にはドーガのように本来なら晩餐会に参加してもおかしくない身分や立場の人間も少なからずいる。なので、貧相な食事を出せばファルダニアという国が恥をかくのだ。

　結果として、日頃は余程の規模のパーティであっても作らない量と種類の料理を作る必要が出ており、どうあがいても戦場とならざるを得ないのである。

「……私達が厨房を借りて、大丈夫？」

「両殿下のご指名ですし、皆様のご高名は我々の耳にも届いております。気にせずにご自由に、思うままに料理してください」

　殺気だっている厨房の片隅、それなりのスペースを占有することになって不安そうな春菜に、にこやかに断言する副料理長。笑顔ではあるがその目は真剣で、宏達三人に対する隔意こそなかれど、生半可なものを出したら承知しないという意思と、盗める技は何でも盗んでやるという向上心がほとばしっていた。

　そんな彼が見ているからか、この一角だけは料理長すら近寄らぬ一種の真空地帯となっていた。もっとも、その料理長の背中は未練たらたらで、全体の指揮がなきゃそこに立ってたのは俺だったのにと雄弁に語っているのだが。

「それでえっと、食材は私達の持ち込みで？」

「毒見はさせていただきますが、それで問題ありません」

「作るのは、メインの肉料理でいいのかな？」

「可能であれば、他に作っていただいても結構です」

　副料理長と打ち合わせをする春菜の横で、予定されているメニューに目をとおして食材を吟味する宏と澪。出した結論は、

「バランス考えたら、使えてガルバレンジアまでやな」

「ん。ベヒモスとかは他の料理を駆く逐ちくしかねない」

「あと、デザートと魚料理もうちらが担当したほうがええかもしれへんな」

「同意」

　というものであった。

「ほな、肉料理はガルバレンジアのヘレ肉を素直にステーキにするとして、魚料理とデザートはどないする？」

「魚料理は砂ガツオのたたきとか？」

「それだけやと弱いから、砂すな牡が蠣きのカルパッチョも添えよか」

　実にサクサクと決まっていくメニュー。そこに、春菜が待ったをかける。

「ガルバレンジアのステーキは、ちょっと簡単すぎないかな？」

「ほな、ヘレカツにでもするか？」

「そうだね、それでいいかも。ソースはとんかつソースとデミグラスソース、おろしポン酢の三種類って感じで」

　春菜の主張を聞き入れ、若干手間をかけたメニューに変更する宏。といっても、衣をつける手間が増えた程度で、実質的にはそれほど違いはない。

「でも、そうするとポン酢が続く」

「ほな、魚料理を変えるか。砂漠ロブスターのグラタンあたりか？」

「それか、ローザリアのソテーあたりだよね」

　出てくる意見にあわせて、どんどん食材を並べていく宏。巨大な食材も多いため、瞬く間に調理台の上が食材で埋まる。

　なお、ローザリアというのはルーデル湖で獲れる最大級の魚類モンスターで、二メートル以上の大きさと腹部にあるバラのような模様が特徴の巨大なイワナである。トロール鳥よりは数段調理が難しく、数が獲れないこともあって、料理できる人間が比較的少ない高級食材だ。

　余談ながら、宏達の食材ストックにあるローザリア。珍しく自分達で仕留めて調達した食材ではなく、アズマ食堂開店当時の嫌がらせで仕入れが滞った時に、唯一普通に調達できた食材がローザリアだったという珍しい流れでストックに入っている。十匹ほど仕入れたものの、値段的にも食材の調理難易度的にも食堂では使えず、一匹二匹調理して試食したあとは完全に死蔵していたのだ。ローザリアの仕入れだけ妨害がなかったのも、それが理由なのは想像に難くない。

　使えないと分かっていて仕入れた理由が、嫌がらせが解決した時のために仕入れルートを維持しておきたかったからだったあたり、なんだかんだで春菜もなかなかしたたかである。

　漁師の方も珍しく大漁だったローザリアをもてあまし気味だったため、使えないにもかかわらず十匹も仕入れてくれたアズマ食堂には恩を感じている。今でもその恩に報いるため、毎日その日一番いい魚の一番お手頃な値段のものを優先して納品してくれている。

「ガルバレンジアとのバランス見るなら、ローザリア？」

「せやな。ガルバレンジアが濃いめの料理やから、ローザリアをさっぱりめにしたったほうがええやろ」

「師匠、春はる姉ねえ。デザートどうする？」

「カツにあわせるから工夫したほうがいいけど、プリンをベースにちょっとした盛り合わせでいいと思う」

　それで、大体のメニューが確定する。それまでの流れを黙って見ていた副料理長が、その見事な食材の数々に思わずため息を漏らす。

　さすがに彼ほどの腕になると、並べられた食材が自分の手に負えるものかどうかぐらい一目で分かる。出てきたもののうち確実に美お味いしく調理できると断言できるのは砂牡蠣ぐらいで、砂ガツオは今すぐに調理しろと言われても自信はない。

　砂漠ロブスターとローザリアは調理そのものはできそうな気がするが、何度か試作をしてみないことには、まともな料理を作れるとは思えない。調理できる腕があることと実際に調理できることとの間には、料理をしない人間が思うよりはるかに大きな距離があるのだ。

　ガルバレンジアに至っては、この城に勤めている料理人は、誰一人火を通すことすらできないだろう。宏達は何事もないかのように切り分けているが、たとえ彼らが使うアミュオン鋼製の包丁を借りたところで、素材を駄目にしないように適量を切るのはこの城の料理人には不可能だ。

　この時点で、副料理長は宏達のことを完全に認めていた。

「参加者は確か、僕ら含めて五十人やったよな？」

「うん」

「ほな、試食とか含めて、肉の量はこんなもんか？」

「それぐらいでいいと思う」

　副料理長の気持ちをよそに、平常運転で下ごしらえを進めていく宏達。宏がヒレカツを作っていく横で春菜がローザリアのソテーを調理し、澪が両方の料理に添えるつけあわせを用意する。

　もはや熟練の域に達したそのチームプレーには一寸の迷いもなく、瞬く間に肉料理と魚料理が一皿完成した。

「一応、毒見をお願いします」

「……承りました」

　春菜に声をかけられ、彼らの調理作業を脳に焼き付けることに集中しきっていた副料理長が我に返る。正直な話、一応の義務で毒見を申し出たが、もはや目的は完全に目の前の料理の味を確かめ、己の好奇心と探求心を満たすことにすり替わっていた。

　春菜の申し出に渡りに船、とばかりに料理の説明を聞きながら、手始めにその気になれば一口で食べられるサイズのヒレカツをさらに小さく切り分け、まずは何もつけずに口にする。

「……素晴らしい」

　肉のうまみが凝縮されたヒレ肉をカリカリサクサクの衣が包みこみ、食感と味わい両方で口の中を楽しませる。正直、これだけでも十分なのだが、折角出されているからと三種類のソースをそれぞれ試してみる。

　とんかつソースはカツという料理に特化したソースだけあって、コメントのしようがないくらいにヒレカツとの相性がいい。デミグラスソースの場合は肉のうまみをさらに引き立て、あくまで主役はヒレ肉なのだと納得させてくれる。おろしポン酢はそれまでの二種類とは逆に、揚げ物の脂っこさを消し、さらにほのかな酸味により食欲が増進され、いくつでも食べられそうな気にさせてくれる。

　甲乙つけがたい三種のソース。最終的には好みであろうが、副料理長はオーソドックスなとんかつソースが気に入った。折角なのでもう一つ、と思って皿を見ると、あと三つあったはずのカツが一つになっている。

「人によって評価が分かれそうですが、私はデミグラスソースがこの料理の本分にあっている気がしますな」

「オレは、このおろしポン酢ってのが気に入ったが？」

　数が減ったことに副料理長が微妙に呆ぼう然ぜんとしていると、いつの間に来たのかその犯人である料理長と身分の高そうな男性が、口々に感想を言い合っていた。

「料理長！　スチュワート殿下！」

　副料理長が、勝手につまみ食いをした料理長と身分の高そうな男を叱りつける。ただし、料理長が仕事を放置してつまみ食いをしたことを叱っているのに対して、身分の高そうな男性にはそもそも厨房に入ってきたことを叱っているので、微妙にニュアンスは違うのだが。

「別にいいじゃないか。神々がバックについてると噂うわさのアズマ工房が、ちんけな王族なんぞにわざわざ毒を盛ったりしないだろう？」

「いやいや。飯は美味しくいただくもんやから、相手に関係なく毒なんぞ盛りません」

「そんなもの入れたら、味が崩れて美味しくない」

　スチュワート殿下と呼ばれた身分の高そうな男の、間違いなく叱る理由をわざと曲解したコメント。それに対して宏と澪が抗議の声を上げる。

　料理人としても職人としても、料理に毒を盛るなんてもってのほかだ。試作以外で、食えないものを作って食わすのは料理人失格で、毒を入れることによって料理の本来の機能が根こそぎ奪われることが職人的には許せない。

　故に、食事に毒を盛って相手を排除するなど、良心と職人の誇り、両方の理由で宏達にとっては絶対取れない手段なのだ。

「私は、高貴な身分の方が厨房に入ってつまみ食いなどするな、と申し上げているのです!!」

「姫ひめ巫み女こ殿は、自ら厨房に立って百人以上の朝食を調理すると聞いたが？」

「修行の一環で調理を行っておられる姫巫女様と、つまみ食いのためだけに入ってくる殿下とを一緒にしないでください!!」

　まるでコントのようなやり取りに、なんとなく明後日あさっての方向に視線を泳がせつつ遠い目をする宏達。三十路に入った色男のくせに悪ガキのような真似をするスチュワート殿下もどうかと思うが、エアリスをやけに持ち上げる副料理長の言葉も妙に肩身が狭い。

　確かに修行の一環というのは噓うそではないが、そもそもの発端は宏と春菜がせっせと餌付けをした結果、美味しい食事に目覚めてしまったからだ。それを知っている身としては、エアリスが料理をすることに対する世間での高評価を聞くたびに、なんとなく居心地が悪くなる。

「ふむ、このソテーは不思議な味わいですな。しょうがの風味がよく効いているのに、辛みがなくさっぱりしている」

「料理長!!」

　副料理長がスチュワート殿下に気を取られている間に、こっそりローザリアのソテーに手を出す料理長。薄味なのにしっかりした味わいのローザリア。その素材の味を引き立てるしょうがベースのソースをかけたソテーは、この後に出てくるガルバレンジアのヒレカツの伏線として、非常に有効に働く印象がある。

　またしても横からかっさらわれた副料理長の顔が、完全に鬼のそれになる。

「料理長、向こうの作業が完全に止まっているようですが、間に合わなくなったらどうなさるおつもりですか？」

「す、すまん……」

　怒りのあまり完全に棒読みになった副料理長の台詞に、料理長がそそくさと自らの職務に戻っていく。それを見届けた後、再びスチュワート殿下に向き直る。

「それで殿下、まだ何かご用ですか？」

「あ、その、あの。少しだけ、この三人と話をしたいのだが、かまわないか？」

「お三方もまだ仕事が残っています。手短にお願いします」

「すまん」

　副料理長の言葉に頭を下げると、宏達に向きあうスチュワート殿下。

「さて、自己紹介がまだだったな。オレはスチュワート。プレセアの叔父で現陛下の弟だ。そっちの自己紹介はいい。昨日の謁えっ見けん、オレもいたから誰が誰かは分かってる」

「あ、これはどうも。それで、スチュワート殿下のお話とは？」

「お前達に、礼を言いたかったんだ」

「お礼、ですか？」

「ああ。アヴィンの母親は、オレの従姉いとこでな。その縁で、チビの頃のアヴィンやエレーナとはそれなりに親しくしてたんだ。だから、馬鹿が考えなしの行動を起こしてエレーナが死にかけたって知って腹が立って、それがお前達のおかげで完治したって聞いた時には、どれだけ嬉うれしかったか」

　不思議そうに首をかしげる春菜に、いくつかある礼を言いたかった内容のうちの最初の一つを告げる殿下。

「小さい頃は、っていうことは、今は？」

「ファルダニア内部も、継承権関係でいろいろきな臭くなってたからな。下手に会いに行くと、オレに無断で勝手に旗頭にして兄上に対して反乱を起こしかねない馬鹿が結構いたもんで、カタリナが生まれた頃ぐらいから自重せざるを得なかったんだよ」

「……それはまた、大変でしたね……」

「おかげで迂闊に結婚もできなくて、この歳で独身だ。なんかこう、もう今更結婚なんかしなくてもいいんじゃないか、って気になってるんだが、誰も同意してくれない。参ったもんだ」

「……そこは、ノーコメントでお願いします……」

　コメントしづらい殿下のぼやきに、かなり困った表情を隠さずに言葉を濁す春菜。

「で、エレーナが無事に完治して、アヴィンがこっちに婿入りしてくれたからな。ようやくオレも自由の身になれそうだ。そのことも感謝してる」

「あの、殿下が結婚を控えざるを得なかった理由を考えると、確実にとはまだ言えないんじゃないかと思うんですが……」

「お前達が、アヴィンとプレセアに子供ができやすくなる寝具をプレゼントしてくれたと聞いた。若くてあれだけ愛し合ってるんだから、来年には懐妊したって報告が聞けるだろうさ」

　やけに自信たっぷりに言い切るスチュワート殿下に、さすがにそれはどうかと懐疑的な顔になる宏。あくまでも確率が上がるだけで、絶対というわけではないのだが、もはや確信を持っているスチュワート殿下にどう告げれば納得してもらえるかが分からない。

　実のところ、この三カ月後にはどう計算しても初夜に授かったとしか思えないプレセアの懐妊が発覚し、一人目が生まれてから一年後に二人目を、三年後に三人目と四人目を授かって一気に王族の人数不足を緩和してしまうのだが、プレセアがすぐに子供を授かると確信しているスチュワート殿下も、さすがにそこまでの予想はできなかったのは言うまでもない。

「とにかく、オレはお前達に感謝してる。正式に継承権を放棄するから大した力はないが、オレにできることなら何でも言ってくれ」

「そうですね。何かあったら……、あっそうだ」

「なんだ？　何かあるのか？」

「あのですね、殿下。殿下の王位継承を煽あおっていた人達の中に、バルドっていう人間はいませんでした？」

「ああ、そいつなら、すでに処刑されてる。ファーレーンと違って人前に出るほどじゃなかったんだが、調査してるとあっちこっちでそいつの情報が引っ掛かったから、浄化鑑定もした上で適当な理由をつけて殺しておいた」

　春菜の問いかけに対して、あっさり怖いことを言ってのけるスチュワート殿下。その回答に、微妙に引く日本人一同。今までいろんな形で撃退されてきたバルドだが、今回初めて権力者が権力を使って処分したケースに遭遇したのだ。その容赦のなさに、やはり権力者というやつは怖い、と思うのも仕方があるまい。

　もっとも、これはファルダニアがファーレーンに比べて王家の権力行使に制約が少なく、裏で善からぬことを画策している小物を、この程度の強引な権力行使で始末することに反発する人間はいないからできたことだ。別に、ファーレーン王家よりもファルダニア王家の方が優秀だというわけではなく、あくまで法体系やここ半世紀ほどの政治環境の変化による違いでしかない。

　そもそも、ファーレーンやローレンのように、最高権力者であるはずの王が明確な反乱分子を罰するのに問題が生じる法体系を取っている国の方が少ないのだ。ファルダニアのように普通の国であれば、余程無能揃ぞろいでない限り、あれほど大胆に動いているバルドを排除できないほうがおかしいのである。

　まあ、派手に動けば排除されることを踏まえたうえで徐々に中枢を腐らせる方向で活動するのがバルドの仕事なので、国がある程度健全なうちに排除できるかどうかは、その国の政治を評価する上である程度の指標にできるのかもしれないが。

「それにしても殿下、何っちゅうか微妙にガラ悪いしゃべり方しますなあ。まあ、フォーレの王様も大概っちゅうたら大概やったんですけど」

「オレは王位にふさわしくない、って周りに思わせるためにやってたら、染みついちまったんだ」

「いろいろ苦労してますなあ……」

「その苦労も、もうすぐ終わりだ。本当にありがたい」

　余程いろいろあったらしい。しみじみと解放される喜びを告げ続けるスチュワート殿下。そんな様子に、かける言葉が思いつかない一同。先ほどから小言がうるさい副料理長すら、お労いたわしいという態度を崩さない。

「さて、これ以上手を止めるのはさすがに申しわけない。要らん邪推も呼びそうだし、オレはこれで出ていくよ。手を止めて悪かったな」

「あ、殿下。よろしければ、これをどうぞ」

　微妙に料理に未練を見せながら立ち去ろうとしたスチュワート殿下に、ストックしてあったお菓子を差し出す春菜。とっさに取り出したため、出てきたのが某キノコ型とタケノコ型のチョコ菓子だったことについては突っ込んではいけない。

「おう、ありがとう。正直、腹が減ってんだ」

　春菜から渡されたチョコ菓子を遠慮なく受け取り、今度こそ厨房を去るスチュワート殿下。

　このあと用意したプリン・ア・ラ・モードは再び副料理長を魅了し、先の二品と合わせて晩餐会を席巻、アズマ工房の名をこれでもかとこの国に植えつけるとともにアヴィンとプレセアの権威を高めるのに一役買うのであった。
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「本当に、いろいろと間が悪いものですなあ……」

「やはり、海路で行くべきだったのです！」

「そうは言いますがね。海路も今回はかなりの遅延が起こっております。山越えのルートだったために被害は小さくて済みましたが、大きな嵐が二つも直撃しておるのです。下手をすれば途中で海の藻も屑くずになっていた可能性すらありますぞ」

　宏達が晩餐会の準備をしていたちょうどその頃。ようやくマルクトの首都アルファトに到着したウォルディスの王女一行は、宰相とあてにしていたコネがすでにファルダニアに出向いていることを聞かされて、大いに揉めていた。

　一行がアルファトに到着した日程は確かに予定をやや踏み倒していたが、その間に海路は二度も台風で足止めを食らっていたため、アルファト～ドロワーテ間の海路も大幅に遅延していた。陸路で遠回りをした一行と、同じ日にドロワーテを出航した船がほぼ同時期に到着していると聞けば、どれほど派手な嵐が直撃したかが分かろうものである。

　この季節はアルファト～ドロワーテ間は嵐が多く、十日ほどの海の旅が三倍四倍に伸びるのは当たり前、というのがマルクト人の常識なので、実は物流はそれほど混乱していない。

　現在、すでに三つ目の台風がドロワーテを直撃しており、再び海運が遅延しそうだという情報が入っている。その対策のためにあちらこちらから物資を買い集めているところなので、政府や商業ギルドはなかなかに忙しいようだが、これも毎年のことなので慣れたものである。

「それにそもそも、彼らがファルダニアに向けて発たったのはひと月も前のことです。海路が順調だったとしても、最初から間に合いはしませんでしたぞ」

　中年男に正論を指摘され、ぐっと詰まる女性。中年男が当てにしていたコネは、宰相の懐刀である。残念ながら、今回のような慶事に宰相が出るのであれば、当然ついていくことになる立場だ。

　余談ながら、マリア王女は現在妊娠約七カ月半。出発の頃は悪阻つわりなどから体調を崩し気味で、長い船旅に耐えられるかどうかとなるとかなり怪しかったため、ドクターストップがかかってお留守番になったのだ。そのため、奥方命の宰相を一人で行かせるのに、王宮が非常に苦労したのはここだけの話である。

「ですが、マリア王女はこの地に残っているという話です！　どうにかして会うことはできないのですか!?」

「できるわけがないでしょうが。相手は高貴な身分である上に人妻、それも妊婦ですよ？　それに、マリア様は確かにファーレーンの王女でしたが、すでに嫁いで縁が切れております。仮に会えたところで、宰相閣下がおられぬ現状では、ファーレーンとの橋渡しは厳しいでしょうな」

　そんなことも分からんのか、と微妙に蔑さげすんだ目で女性を見ながら、嘆息交じりにそう答える中年男。その言葉と態度に一瞬たじろぎ、さらにヒステリックにわめく女性。そんな女性を無視し、リーファ王女が口を開く。

「まず、前提の確認」

「何でございましょうか？」

「ここは、どの程度安全？」

「そうですな。邪教はともかく、ウォルディスが直接手を出してくるのが不可能な程度には安全ですな」

　男の返事に、小さく頷くリーファ。ついで、重要な質問を続ける。

「宰相と、あなたの伝つ手てが帰ってくるまで、どれぐらいかかりそう？」

「最長であと一カ月というところですな。結婚式の日程までは聞いておりませんが、船足や出発時期を考えると、遅くとも数日以内には始まりましょうし、その後の細々とした外交関連も、マルクトから持ち込むようなものはさほどないと聞いております。それらが終われば、転移陣か長距離転移魔法で帰ってくるでしょうから、余程何か妙なトラブルに足止めされない限りは二週間程度で戻ってきましょう」

「あなたの伝手は、間違いなくその時一緒に帰ってくる？」

「帰ってくる時期はともかく、共に帰ってくることだけは間違いないと断言いたします。やつは常にそばに置いておく用途の人間です。同じ宰相の切り札的な人材でも、置いていく用途の人間は別に連れていっておりますので大丈夫でしょう」

　日程以外の部分は、自信を持って断言する中年男。結婚式自体が予定に入っていなかった上に、式がらみがどんな日程で動いているのかの情報もないため、そこは仕方がないことだろう。

　宰相が転移魔法で帰ってくると断言できる理由は単純、奥方がいつ産気づくか分からないのだから、とっとと帰ろうとするのは夫として当然だからである。ついでに言えば、一応いなくてもちゃんと回るようにしているとはいえ、宰相なんて重職についている人間が長期間国を空けるのは少々具合が悪く、特権で転移系の手段を使わせても誰からも非難が出ないのも大きな理由の一つだ。

　懐刀が一緒に帰ってくる理由も、さほど複雑ではない。中年男の伝手である懐刀は、いわばサーバーの増設ユニットのような存在なので、余程の理由がない限りは宰相とセット行動なのだ。懐刀本人は切り離して別のところに配置しても十分以上役に立つが、もっとも高性能な存在である宰相が最大限のパフォーマンスを発揮するためには、彼が一緒に行動していたほうが効率がいい。

　それが宰相自身も含むマルクト政府全体の共通認識であるがゆえに、宰相が帰ってくるのに懐刀だけ現地に残る、なんてことはあり得ないのである。

「じゃあ、最後の質問」

「どうぞ」

「ここは、その想定される期間ずっと、身の安全を確保できる場所？」

　リーファ王女の最後の問いかけ、それに少々困った顔をする中年男。

「そう、はっきりとは言えないのね？」

「絶対に、となると断言はできませんな。ただ、今までに経由したどこよりも安全であることだけは断言しましょう」

　中年男の言葉に、小さく頷くリーファ。どうやら、しばらくは気を抜くことはできないな、などと考えながらぼんやり部屋を観察するのであった。
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「ようやくいろいろ落ち着けるよね……」

「せやなあ……」

　結婚式の二日後。ようやくもろもろから解放された宏ひろし達が、アズマ工房・リュージェント支部となる予定の建物で朝からぐったりまったりしていた。

　支部の土地建物の選定と内部改装は、結婚式の二日前にほぼ終わらせていたのだが、挨拶回りにアヴィンやエアリスからの頼まれごとなどであまり城から出られず、結局ここで寝泊まりするのは昨晩が初めてとなった。

「やっと自由時間だけど、どうしよっか……？」

「っちゅうて、これといって思いつかんでな……」

「そういえば、このあたりの素材とかダンジョンって、どうなってるのかな？」

「素材はかなりの距離になるから今日はパスとして、確かダンジョンは……」

　春はる菜なの疑問に、思い出すようなそぶりで考え込む宏。

　なお、素材の方は未開地ぎりぎりまで行かねばならないため、ワンボックスカーで移動しても結構な時間がかかる。

「ゲームにもあった、ヴァリアード草原っつう土地全体がデカいフィールド型ダンジョンのところがこっちにもあるらしい。けど、未開地の中にあるんだよなあ」

「ああ、あそこやったら素材取りに行くんと距離的にはそない変わらんなあ……」

「やっぱ、神の船使いたいよなあ……」

「結局、船の登録できてない」

「そうね。役所もものすごく忙しかったみたいで、それどころじゃなかったものね」

　だらけきった姿勢のままそう指摘する澪みおに、同じく年頃の乙女とは思えない色気もなにもないだらけた格好の真ま琴ことが応じる。

　ここ半月ほど、ファルダニアの船舶新規登録業務は完全に停止していた。いわゆる成婚特需で普段の数倍出入りの量が増えていた上、各国からの祝いの品や人員の受け入れ、各王家の専用船の整備手配など特別な業務が大量に発生し、登録業務に回っている人員まで全て出入港関連の業務に回さねばならないほど人手が足りなかったのだ。

　さすがにそろそろ祝いの品の受け入れも落ち着き、他の業務も回り始めたため、明日には新規登録の受付を再開できるらしいが、現時点で溜たまっている申請の処理が優先されるため、神の船まで順番が回ってくるには、あと三日ほどかかりそうだとのことである。

　今回の結婚式で得たコネを使えば真っ先に登録してもらうことも可能なのだが、登録したところで船で入港する機会などあまりなさそうな自分達が、漁師や商会などの船を日常的に使う人達を押しのけるのはどうかという意識もあって、素直に待つことにしている。

　なので、今日はこの種の用事も特に片付かない。

「そういや、結局船も芋虫も名前決めてねえよな」

「せやなあ……」

　結局バタバタしてて決め忘れた各々の名前。それに達たつ也やが言及したことで、とりあえず今のうちに名前をつけてしまおうという空気になる。

　当の芋虫は、テーブルの上に置かれたリンゴの芯を、一生懸命かじっていた。言うまでもなく、残りものである。

「っちゅうても、芋虫の名前なあ……」

「普通、つけないよね」

「つけんわなあ……」

　どんな名前をつけようか、と考え始めたところで、その問題に行きあたる。

「芋虫に名前つけて面倒見てるって事例自体少ないから、どんな名前が妥当なのか分かんないんだよね。真琴さんと澪ちゃんは、漫画とかでそういうので心当たりはない？」

「なくはないけど、丸パクリは避けたい」

「あたしの守備範囲には、特になかったわねえ……」

　春菜に振られて、正直にコメントする澪と真琴。澪には何か思いつくものがあるらしいが、真琴は残念ながらネタがないようだ。

「参考までに、どんな名前なの？」

「えっと……」

　春菜に促され、漫画で出てきた名前を思い出せる限り挙げる澪。それを聞いていた一同が、頭を抱える。

「……微妙に、共通点がねえんだよな……」

「っちゅうか、何を思ってその名前にしたんかが分からん名前が多いで」

「あと、芋虫に春子とか佳奈美とかつけるのも、ものすごいシュールで違和感全開よね」

　そんな風に好き勝手コメントしつつ、じゃあ命名基準が分かりやすくかつ、芋虫の名前にふさわしいものは何かと問われると返事に困る宏達。

　結局名前をつけている漫画などはまったく参考にならず、かといって某特撮映画の巨大怪獣の名前は固有名詞というより種族名に近いうえ、名前にふさわしく育っても困るのでここでは避けたい。そうなると、結局どうすればいいのかで困ってしまう。

「こらもう、安直に決めたほうがええかもしれんなあ」

「安直にって？」

　何か案があるらしい宏に、春菜が小さく首をかしげながら質問する。

「ものすごい安直やけど、芋虫って英語でなんやったっけ？」

「キャタピラーとかクロウラーとか、そのへんだけど……」

　春菜の質問に答えず、そんな質問を返す宏。それに答え、それがどうかしたのかと聞きかけて何やら思いつく春菜。

「もしかして、語尾がどっちもラーで終わるから、ラーちゃん、とか……？」

「まあ、そういうノリやな」

「自分で言ってて、あまりの安直さにちょっと悲しくなったんだけど……」

「せやけど、ちょっと変わったペットの名前って、基本こういう感じやん」

「否定はしないけど、もうちょっと何とか……」

「ひよひよの時点で、多分手遅れやで」

　さすがにこの安直さと適当さはどうかと思い若干抵抗した春菜だが、宏からクリティカルな突っ込みを受けて沈黙する。鳥っぽい神獣の名前がひよひよなのだから、正体不明の芋虫がクロウラーのラーちゃんで何が悪いのかと言われると微妙に反論できない。

　何より問題なのは、安直すぎると反対したところで、代案があるわけではないことであろう。そもそも、名前が思いついているのであれば、安直に決めようなんて意見は出てこない。

「っちゅうわけやけど、他に案とかある？」

「あったら最初から言ってるわな」

「そうそう。花子とかよりは芋虫らしくていいんじゃない？」

　春菜の葛藤をよそに、つける必要は感じていても、芋虫の名前なんぞそこまで真剣に考える必要はないと思っている達也と真琴が安直に賛成する。

　当の芋虫は、自分がどう呼ばれようと知ったこっちゃないとばかりに、リンゴの芯をむしむしと食べ続けている。キャベツが一番の好物なのは変わらないようだが、植物系のものなら割合何でも食べるところが趣深い。

「芋虫はそれでいいとして、次は神の船」

　澪まで安直な名前に賛成するに至り、春菜ががっくり肩を落として抵抗を諦める。こうして、芋虫は安直にラーちゃんという名前で決まる。

「船の命名基準って、女の人の名前が多いんやっけ？」

「ケースバイケースだったと思う。客船だとヴィクトリア号とか結構あった気はするけど、タイタニックとかそういうのもあるから一概には言えないかな」

「あと、日本の場合、軍艦は大体漢字二文字だった気がするな」

「ああ、武蔵とか信濃とかそんな感じだったわねえ」

「ボクが覚えてる限り、漁船は～丸が基本。フェリーだとひらがな系？」

　などと候補を出し合っていく。それなりにいろいろ出たところで、例によって澪が危険な発言をぶっ放す。

「とりあえず、艦首に波動砲がついてるからヤ○ト」

「それはいろんな意味でまずいから却下」

「分かってる。言ってみただけ」

　澪の危険な発言に、冷や汗をたらしながら真琴が突っ込みを入れる。さすがに洒落しゃれにならないことぐらいは分かっているため、澪もすぐに冗談として撤回する。事前に同じ名前を浮かべていたからか、宏と達也がやっぱり出たか、という顔をしているが、ここでは置いておく。

　余談ながら、艦首に波動砲がある宇宙戦艦は、宏達がリアルタイムで視聴するタイミングで実写もアニメもリメイクされている。それゆえに、今回ばかりは澪が年齢詐称疑惑を受けることはない。

「でも、ボク的に正直、今まで出たのはどれもしっくりこない」

「そうだよね。なんとなく、どれも違うって感じ」

「あの船、中二病っぽい感じの名前がしっくりきそう」

　中二病っぽい感じの名前という澪の発言に、思わず納得する宏達。確かに神の船は、使ってる素材から動力、船としてのスペックに搭載されている武装まで、中二病が喜びそうな要素が満載だ。

「ただなあ。いざそういう名前をつけるっちゅうと、気恥ずかしくて案外思いつかんねんなあ、これが」

「師匠、エリシオン号、とかどう？」

「どう、っちゅうても、何がどうやねん、って感じやねんけど……」

「ほどほどに中二っぽくて、それなりに船らしい名前」

　なんとなくいろんな人に謝れと言いたくなりつつも、澪が提案した名前を吟味する宏。元の意味がどんなものだったかを思い出せないが、確かにそれっぽい響きなのは否定できない。

「兄貴らは、他になんか候補ある？」

「ん～、特に思いつかねえなあ……」

「ヤ○トのインパクトがありすぎて、いろいろ吹っ飛んじゃったのよねえ……」

「そもそも、別にエリシオン号でダメな理由もないんだよね」

　宏に振られるも、これといって案が思いつくでもなくあっさり降参する達也達。真琴の言うように、ヤ○トのインパクトでいろいろ吹っ飛んでしまったようだ。

「ほなまあ、船はエリシオン号で」

「まあ、登録したあとは、どうせ神の船としか言わないんだろうけどな」

「そこは言わんといたってや」

　などと言いながら、とりあえず船の名前はそれで決定、再びやることがなくなってだらけモードに移行する宏達。ワンボックスでちょっと遠出、というのも考えなくもないが、リュージェント周辺には、ワンボックスで日帰り可能な距離に宏が欲しがるようなものがない。素材になるものがないわけではないのだが、どれもこれも他の地域でも手に入る上、日頃のファム達の頑張りにより在庫も十分あるので、どうにもそそられないのだ。

　リュージェントの観光も考えたが、式当日ほどではないにしてもまだまだ人出が多く、混雑が激しい。主要な観光スポットは宏が迂う闊かつに近寄れないほどのカップル密度であり、どうにも動く気が削そがれるのだ。

「……とりあえず、許可は貰もろうてんねんし、転移陣設置しとこか……」

「そうだね。行き来できるようにしておけば、向こうの設備が使えるしね」

「そろそろ、向こうももう一段拡張が要いりそうやねんけどなあ。主に来客用の会議室兼応接間が」

「ついでに、王家専用の転移の間を作って、そこからダイレクトに会議室の方に行けるようにしたほうがいいかも。ファムちゃん達はいい加減慣れてきてるからいいんだけど、ジノ君達はいまだに鉢合わせすると硬直してるから、ちょっとかわいそうだよ」

　いつの間にやら、複数の国が絡む重要な打ち合わせを秘密裏に行う施設となっているアズマ工房・ウルス本部。ひどい時には週に三回、三大国家の首脳が集まって何やらやっているというのだから、相当である。

　今回のリュージェント支部設立により、下手をするとさらにその頻度が上がるわけで、そろそろ和室も会議室も応接間も手狭になりつつある。

「このパターンやと、マルクトもほぼ確定やしなあ……」

「そうだよね。六大国家のうち五つとつながってて、それが事実上の同盟みたいになってるから、今の情勢的に、マルクトの場合はうちの転移陣と接続するメリットのほうが多いしね」

　この世界で六大国家と呼ばれるファーレーン、ダール、フォーレ、ローレン、ファルダニア、ウォルディスの六国のうち、今回の件で五国と転移陣をつなぐこととなったアズマ工房。元々仲が悪いわけではなかった国々だが、今回のアズマ工房ネットワーク成立により、首脳レベルが緊密に連絡を取り合い、簡単に顔を合わせて直接打ち合わせができるようになったことで、一段と相互のつながりが強固になっている。春菜が指摘するように、そのつながりはすでに、事実上の同盟として機能している。

　当たり前の話だが、こうなってくるとマルクトのような十分に大国と呼べる国でも、この同盟の中に仲の悪い国がいない限りは、参加しないより参加したほうがメリットが大きくなる。実際にはこの五大国とマルクトは、上から下まで極めて良好な関係を築いているため、絶対に入らない、などと言い切る理由もない。

　さらに言えば、現在隣国であるウォルディスを取り巻く情勢が極めてきな臭いことになっており、そういった面でもファーレーンを中心とした同盟はマルクトの利になる。

　この同盟の最大の問題点は、根幹となっている転移陣ネットワークが一工房の私有物であり、所有者であるアズマ工房が野心を見せればあっという間に世界中を私物化されかねない点であろう。

　逆に言えば、宏達がそのネットワークを何かに利用する気が欠片かけらもないからこそこの同盟が成立したのだが、普通の感性をした商人達からすればアズマ工房の欲のなさは噴飯ものであろう。

「まあ、マルクトの話は置いておくとして、これからどうしようか？」

「せやなあ。僕は転移陣つないだあと、ちょっとここに置く設備作っとくわ」

「じゃあ、ボクはその手伝い」

　春菜の話題転換に、とりあえず思いついた予定を告げる宏と澪。リュージェントの工房は現状、内装と家具の設置をしただけで、作業台をはじめとした設備周りは何も用意していない。

　まだ、工房として機能する状態になっていないので、まずは最低限必要な設備を設置するところから始めなければいけない。今まで購入した平均の倍ほどの広さのある建物なので、結構好き勝手いじれるのが最大のポイントだ。

　正直な話、最初からウルスの工房と転移陣がつながっているのであれば、別に各支部の設備はなくてもそれほど困らないのだが、一応名目が工房となっている以上、ちゃんとした設備を用意するのは工房主としては当たり前のことだ。それに、なくても困らないだけで、あればあったで普通に使うのだから、作っておけばそれなりに便利である。

「じゃああたしは……まだお祭りムードが残ってるし、ちょっと出店冷やかしてこようかしら」

「そうだな。ついでに、面白い噂うわさとか聞けるかもしれないし、俺も一緒に行く」

　まだまだ出店の数も観光客の数も減っていないリュージェント市街。あちらこちらからの噂話に怪しげな名産品と、観光以外で暇を潰つぶすにはもってこいの内容が転がっている。職人ではない達也と真琴は、むしろこういう方向で情報収集をするのがこういう時の仕事だ。

　旨うまそうな酒や肴さかながあるのではないか、という期待ももちろんある。というより、むしろそっちがメインに近い。が、情報集めは一杯やりながらが一番効率がいいのは、古今東西どんな国でも同じである。

「出店かあ……」

「ん？　春菜も興味あるの？」

「まあ、興味もあるんだけど、それより、ね」

　真琴の問いかけに、少しばかり切なそうにそう返事をする春菜。そのまま、妙に色っぽいため息をつき、思ったことを正直に口にする。

「最近、屋台やってないな、って」

　変に色気を発散しながら、口にしたのがその言葉。屋台をやってないのがそんなに切ないのか、と、真琴が一瞬小一時間ほど問い詰めたくなったのも仕方がないだろう。

「どうせ船の登録が終わるまでは大したこともできねえし、屋台ぐらいはいいんじゃねえか？」

「そっか。だったら空きスペースあるか確認して、取れるんだったら許可取って仕込み、かな？」

　屋台をしてもいい、となった途端に、顔を輝かせててきぱきと段取りに入る春菜。当初は資金調達の手段にすぎなかったはずなのに、いつの間にやら商売そのものが楽しくなっていたらしい。健全といえば健全だが、色ボケしていなければこういう時にしか色気を発しない上、やっていいとなった途端に滅多に見せないほど魅力的な笑顔を見せるあたり、つくづく残念な女である。

「全員、やること決まった」

「せやな。まあ、そんなにがっつくことでもあらへんし、のんびりやろか」

　なんだかんだで、暇に耐えられずにやることを決めてしまう一行。そのまま、久しぶりに予定が何も入っていなかったフリーの一日を、平常運転でいつものように過ごすのだった。




　一方で、リュージェントの重要な水源であるフォスタナ河を、とある生き物が遡そ上じょうしていた。

　いかにフォスタナ河が三キロ以上の川幅に場所によっては百メートル近い水深を誇る大河であっても、それの本来の大きさであれば、とても泳ぐことなどできない。だが、幸か不幸か、それは自分の大きさを小動物サイズまで縮小することができた。その能力で、いろんな神の眷けん族ぞくの目を欺いてきたのだ。

　本来なら海の生き物であるはずのそれは、だが淡水をものともせずに悠々と、生き物としてはあり得ない速度でフォスタナ河を遡上していく。

　フォスタナ河ほどの大河となると、たかが人間サイズの生き物が泳いでいるのを発見するのは難しい。川魚の中にも普通にそれぐらいのサイズのものがいるのだから、当然だろう。

　結果時間切れで神々の警戒が緩んでいたこともあり、それは誰にも発見されることなく、漁師の網や釣り針を器用に回避してリュージェントまで泳ぎつくのであった。




　　　　☆




「カレーパン、完売で～す！」

　ようやく明日には船の登録ができる、というその日。早々にカレーパンの売り切れを告げながら、せっせとトロール鳥の唐揚げや焼き鳥を調理する春菜の姿があった。

　お祭りムードが残っているといっても、商品を売り切ってしまった屋台も少なからずあるため、この日は普通に場所が取れたのだ。

　カレーパン三十五チロル、焼き鳥一本二十チロル、唐揚げは五十グラムで三十チロルとなかなかの価格だが、どれもこれも飛ぶように売れていく。お祭りムードで財布の紐ひもが緩んでいるのもあるが、トロール鳥の料理がそんな値段で並んでいることなど普通あり得ないため、懐に余裕がある人間がわっと群がったのだ。

　他にもロックワームバーガー五十チロル、フライドポテト大盛り十五チロル、コロッケ六チロルなど、久しぶりの屋台だからと張り切って、無駄にメニューの種類を増やし量もたくさん仕込んである。

　売れ残ったらどうするのかという懸念をよそに、それらは全て快調に売り上げを伸ばし、ワンボックスカーの調理機能は開店直後、最初の一人がカレーパンを購入してからずっと、フル回転を続けていた。

　当然、春菜と澪だけでは手が足りないので、真琴にファム、テレス、ノーラ、さらにはジノ達まで駆り出して調理と販売にあたっている。何度か自分達だけで作って食べていたからか、ファムやノーラが器用にたこ焼きを焼いていく姿が妙に頼もしい。

　なおライムは、達也に見守られながらオクトガルやひよひよと一緒に接客している。これは調理スペースの問題に加え、調理器具の高さがライムだとかなり厳しいことに起因する。

　正直なところ、高さだけならファムでも難しいが、ファムだとまだ台一つで行けるが、ライムだと台一つではちょっと足りず、かといって台を二つ重ねると危険なので、今回は客引きに回ってもらったのである。

　本来なら正規の手段で入国していない工房職員達はここにいてはいけないのだが、いろいろ面倒だからと晩ばん餐さん会かいの料理の報酬として許可を貰っている。なので、ファム達が不法入国に問われることはない。

「カレーパン、売り切れなの！　でもまだ、ロックワームバーガーも焼き鳥もフィッシュアンドチップスもたくさん残ってるの！　どれも美お味いしいから大丈夫！」

「きゅっ！」

　ライムの可愛らしい呼びかけに、待ち人達も頰ほおが緩む。その合間を縫って、

「コロッケ六個～」

「お待たせ～」

「諸もろ々もろこみで四十八チロル～」

　手渡しが間にあっていない客に対し、神々から頼まれた仕事の期限が終わり手伝いに来ていたオクトガルが、八本の足と小回りのきく機動力を活かして商品の配達と代金の回収を行う。そんな珍しい光景も抜群の客引き効果を生み、できた料理が並ぶ暇もなくはけていく。

　余談ながら、ファルダニアの通貨は単位自体はファーレーンと同じチロルとクローネだがファルダニアチロルやファルダニアクローネと呼ばれ、通貨のデザインやレートも違うほぼ別の通貨として流通している。

　もっとも、レートが違うといっても百クローネ単位なら影響が出る、というくらいの差であり、豊作不作などによる物価の変動幅の方が余程大きい。そのため、屋台のメニューぐらいではいちいち誰も気にしない。

「ハルナさん、お好み焼きのタネがそろそろ心こころ許もとないです！」

「宏君が追加用意してくれてるから、食糧庫から出して！」

「分かりました！」

　お好み焼きを焼いていたテレスの叫びに、春菜が的確に指示を出す。その間も二人とも調理の手を止めず、できあがった料理をどんどんオクトガルが運び出す。

「焼きそばパン三つ～、六番～」

「ワームバーガー四つ～、八番～」

　忙しさを助長するように、オクトガルが整理券番号とセットで注文内容を書いたメモを貼り付けていく。こうでもしないと行列がひどいことになっているので仕方がないが、屋台初経験のジノなど、すでにパニック状態である。

「ロックワームバーガー、今の分で在庫終了」

「了解～」

「連絡してくる～」

　オクトガルが貼った何枚目かの注文票で、ついに二品目の売り切れが発生。澪が品切れを告げながら、代替品としてとりあえず仕込みがすぐ終わるホットドッグをメニューに並べる。

　その後ろで、仕上がったたこ焼きやお好み焼き串にソースとマヨネーズを塗り、鰹かつお節ぶしと青のりを振り続けるジノ。料理技能が未熟な彼は、真琴の補助で鯛たい焼やきの管理をしながら、粉もの系の最後の仕上げを振られているのだ。

　他にも焼きそばをパンにはさんだり、ロックワームバーガーを仕上げたりといった、誰でもできる作業は全てジノの担当だ。そんな雑用でもそれなりに手早さと正確さを求められるためか、ちょっとずつ料理の腕が上がっているのが趣深い。

　なお、他の新米達は宏の指導のもと、ウルスの厨ちゅう房ぼうでひたすらキャベツを切ったりたこ焼きやお好み焼きの生地を練ったりといった作業を続けている。メインがどんどんはけていく都合上、せめてこのあたりの粉ものだけでも切らさぬようにとの判断である。

　ウルスの彼らも地味に料理や製薬が鍛えられているのだが、料理はともかく製薬は微々たるものなので、ジノに追いつくほどではない。

「鯛焼き、チョコクリーム終わり！」

「アメリカンドッグ、終了」

　その後も、昼食を食べる暇もなく入る注文を必死にさばきつつ、次々に品切れを宣言し続ける調理チーム。夕方まで続けるという目標もむなしく、二時半頃には、

「ごめんなさい！　今注文受けた人で終わりです！」

　あえなく仕込みが尽きて白旗を上げることになる。その春菜の品切れ宣言を聞き、整理券を持っていない客ががっくりと肩を落としながら散っていった。

「やっと終わった……」

「お疲れ様なのです」

「ジノは初めてなのに、よく頑張ったよ」

　担当する作業が全て終わり、半ば力尽きたように作業台に手をつくジノ。そんなジノをねぎらいながら、昼食のまかないをどうするかに半ば意識を持っていかれているファムとノーラ。あとは春菜と澪で十分に間にあう作業量なので、それ以外のメンバーは撤収なのだ。

　昼食を食べる暇などなかった調理チームだが、例外的にファムは売り物にならない切れ端や達也が調達してきた軽食などを合間を縫って食べさせてもらっており、ライムは普通に休憩を貰って食事を済ませている。年齢一桁の年少組には、ちゃんとそのあたりの配慮はしているのである。

「しかし、予想以上に売れたな」

「トロール鳥、十羽分も仕込んだのに……」

　ようやく全ての客に料理を提供し終え、ため息交じりに屋台の結果を達也と語り合う春菜。普通の飲食店であれば、トロール鳥十羽分の唐揚げや焼き鳥は十分な物量だが、回転の速い屋台の場合、必ずしもそれで十分だとは限らなかったようだ。

　これが仮に普段のリュージェントなら、十羽も仕込めば一日もったかもしれない。だが、今日は結婚パレードの余波でまだまだお祭り気分が残っており、市街地はどこも人でいっぱいだった。必然的に屋台に並ぶ人数も増えるため、仕込みが十分でも店じまいが早くなるのである。
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「まあ、トロール鳥もトン単位で消費できたし、そこはよしとするよ」

「そうだな。あとは、売り上げちゃんと使わねえとだが」

「確かに。あ、税金納めてこないと」

　駄だ弁べりながらも手早く売り上げを数えあげた春菜が、納める税額である売り上げの五パーセントを取り分ける。一般の業者は月の利益の二割が税金だが、市民登録をしていない流れの商売人がやっている屋台は、その日の売り上げの五パーセントとなっている。

　因ちなみに、売り上げをどうやって監視しているかというと、申請を出した時の許可証にその機能が存在する。庶民のために税率を下げようにも商人の脱税が多くて税収が少なく、下げるに下げられなかったことに業を煮やしたとある領主が、ルーフェウス学院に頭を下げて、安く手軽に税額を把握できる魔法具を作ってもらったのが始まりだ。

　売り上げをどうやって識別しているのか、とかそのあたりは、作った者にもよく分かっていないので突っ込んではいけないらしい。理屈は不明だが、数千回の実験において一度も金額を間違えなかったのだから、信用してもいいのだろうと誰も気にしなくなっている。

「そういやさ、トロール鳥の内臓、焼き鳥に使わなかった分はどうするの？」

「モツ煮にして、スティレンあたりで売るかクレストケイブに差し入れするかのどっちかにする予定。今日売ってもよかったんだけど、メニューをこれ以上カオスにするのはどうかと思って」

「なるほどね。あたし達も食べたいから、一度出してよ」

「了解。モツ煮だけだと食べられない人もいるから、レッサードラゴンもそろそろちょっと触ってみるよ」

　一般家庭なら、ウルスやリュージェントのような大都会でも数年はちょっとぜいたくな生活ができる金額の税金を袋に詰め、申請用紙とともに提出できるようにしながら、真琴のリクエストを受け付ける春菜。食事を用意する身としては、リクエストがあるのはありがたい。

「じゃあ、ちょっと商業ギルド行ってくるから、ここお願いね」

「行ってらっしゃい」

　屋台終了の手続きに行く春菜を見送り、売り上げの入った袋に手を伸ばす真琴。そのまま適当に中身を取り出し、五十クローネほど数えて別の袋に小分けする。五十クローネ入りの袋をいくつか作ったところで、

「じゃあ、今日はご苦労さんってことで、これお駄賃ね」

　ジノにそう声をかけて、袋を一つ渡す。

「えっ？　えっ？」

「まだまだ時間あるし、そのお金でリュージェントで遊んでくるといいわ」

「えっ？　でも……」

「てかね、稼いでおいて何だけど、あたし達じゃあ使い切れないのよ……」

　そう言いながら、無理やり袋を押しつける真琴に、戸惑うしかないジノ。七級ぐらいの冒険者や真琴達のような存在からすれば五十クローネははした金でも、一般人からすれば決して少ない金ではない。少なくとも、お駄賃なんて名目でポンと渡されるような金額ではあり得ない。

「ウルスの工房で作業してる子達もこっちに来るから、四人で遊んでくるといいわ」

「ああ、四人分ですか」

「何言ってんのよ、一人分よ一人分。合流したら、他の子達にも渡しといて」

　そう言って、さらに三つの小袋を押しつけてくる真琴。受け取りを拒否しようにも、一流の戦士としての腕を無駄に使いこなしてくるため、ジノごときの実力ではどうにもならない。

「テレスとノーラはどうする？　お小遣いならいくらでもあげるけど？」

「大して興味があるものがないので、今回はパスなのです」

「この人混みはちょっと」

　真琴に聞かれて、すげなくそう答えるテレスとノーラ。お祭りムードが残っていて人が山盛りいる街など、進んで歩きまわりたくないらしい。

「アタシも、疲れたから帰って昼寝したい」

「ってことは、ライムも自動的にお昼寝かしら」

「てか、もうライムなら……」

　ファムに示されて視線を移すと、ひよひよを抱き枕に、オクトガルハンモックで完全に寝落ちているライムの姿が。

「こりゃ、早く撤収したほうがいいわね」

「真琴姉、撤収準備は終わってる」

「そう。だったら、ジェクト達がこっち来たら、さっさと撤収しますか」

　そう言いつつも、チロルとクローネで百クローネ入りの袋を作り、代表でテレスに渡す真琴。素直に受け取りながら、怪け訝げんな顔をするテレス。

「撤収前に、とりあえずそこらの屋台とかで適当に食べるもの買ってきて。オクトガル達にも報酬あげないとだし、達也が調達してきた程度じゃ、あんた達も全然足りないでしょ？」

「分かりました」

「行ってくるのです」

　真琴に言われ、食料調達に動くテレスとノーラ。二人が帰ってくると同時に、遊んでこいと工房を追い出されたジェクト達が合流する。

「そういえば、真琴姉はどうするの？」

「ん？　あたしはまた、適当にあっちこっち冷やかしながら噂でも集めるつもりだけど？」

「今日はボクも行く」

「いいけど、お酒は駄目だからね」

「分かってる」

　どうやら、リュージェントの街やお祭りの様子などに興味があったらしいく、珍しく澪が同行を申し出る。

「じゃあ、俺はライム連れて帰るわ」

「お願いね」

　とりあえず帰宅組と観光組に分かれたところで、さっさと決めたとおりに行動する。

　この時、とある存在がこの一連のやり取りを観察し、そのままウルスに移動するために一いっ旦たんリュージェントの工房に戻る帰宅組のあとをこっそりつけていたのだが、視線に害意が一切なかったために祭りの喧けん騒そうにまぎれ、アズマ工房の人間達は誰一人、その存在に気づくことはなかった。

　この時、唯一気がついていたはずのオクトガルがなぜ何も言わなかったかというと、そのほうが面白そうだからである。

　そんなオクトガルの意図的なスルーにより、何者かは無事に帰宅組を尾行することができてしまったのであった。




　　　　☆




「船の登録手順って、どないやったっけ？」

　翌日。ウルスの食堂で朝食を取りながら、今日の船舶登録について、宏が確認を始める。

「まず、俺達の場合はリュージェントの港湾管理局本部に登録用紙を提出して、その後どこかの港で実物の検査と確認をしてもらうことになる」

「実物の検査は、どんぐらいかかるんやろうな？」

「大きさによりけりだが、漁船だと三十分ぐらいで大型の客船や貨物船は丸一日かかることもあるんだとさ」

「うちらのは、微妙なラインやなあ……」

　達也の説明を聞き、そんな感想を漏らす宏。エリシオン号は漁船ほど小さくはないが、大抵の貨物船や客船と比較すれば小さい。丸一日ということはないだろうが、少なくとも船室と積み荷のスペースはきっちり検査するとなると、三十分で終わるとも考えづらい。

「明らかに何か隠すつもりのスペースとかがないならすぐ終わるらしいから、二時間ぐらいじゃないか？」

「まあ、そんなもんやろうな。で、港っちゅうんはどこでやるんやろうな？」

「フォスタナ河を無理なく航行できるサイズだったら、リュージェントでもできるっつってたな。川幅が三キロぐらいで、水深も一番深い場所で百メートルはないから、全長が百メートルを超えるような船は駄目らしいが」

「その基準やったら、うちらの船は問題なさそうやな」

「おう。多分、リュージェントで大丈夫だろう」

　どうやら、港湾局で申請したあと、リュージェントの川港で確認を受けることになりそうだ。登録申請の時は無料で港町との転移陣を使わせてもらえるとはいえ、一つの街で全て終わるならそのほうが面倒がなくていい。

「受付は何時からやっけ？」

「九時」

「ほな、片付けしたらちょうどええぐらいの時間か」

「そうだな」

　などと、達也と打てば響くような会話を続けながら、さっさと朝食の片付けに入る宏とそれを手伝う春菜。

　実のところ、神の船の登録は王家の方から余力ができたなら最優先でと命令があり、また、アズマ工房の場合は複数の理由から船のチェックをしても無駄なため、簡易検査で時間短縮するようにとの通達もある。なので、いつ行ってもすぐに申請が受理され、登録も外観と船室の数をチェックするだけ、三十分もあればすぐ終わるので、こんなに急がなくても大して差はない。

　だが、あえて誰もそのことをアズマ工房側に告げておらず、達也も港湾管理局の人間から今日以降なら問題ないとしか聞いていないため、早く行かないと先に予約が入り、待ち時間がかかると思っている。故に、

「さ、そろそろ出発しないと、検査が詰まっちゃうかも」

「そうだな」

　まだ八時になっていないというのに、その気になれば三十分かからない港湾管理局へ行く準備を全員が終わらせ、意気揚々と転移陣を通ってリュージェントの工房に移る。

　そのまま素直に出発できればよかったのだが、リュージェントの工房の外には昨日の夕方頃からずっと宏達が出てくるのを待っていた、気の長い生き物が隠れていたのだ。

「ダーリン！　会いたかった！」

　それは一行が工房から出てくるのを見た瞬間、目をキラキラ輝かせて進路をふさぎ、そのままいつぞやのレイニーを彷ほう彿ふつとさせる、無駄に洗練された無駄のない動きで宏に飛びかかろうとしていた。

「ひぃ!?」

　どう見ても人間の少女、それもかなりの美少女にしか見えない姿をしたそれの突撃を、悲鳴を上げながら回避する宏。宏と入れ替わるように立ちふさがった真琴が、大きくハリセンを振りかぶってそれを叩たたき落とす。

「へぎょっ!?」

「なんか、感触がおかしいわね」

　見た目にそぐわぬ悲鳴を上げて地面に叩きつけられたそれを冷ややかな目で見ながら、どうにも人間をしばいたとは思えぬ感触に首をかしげる真琴。なんとなく、オクトガルをハリセンで叩いた感触に近い気がするのだ。

「で、こいつは何者だ？」

「明らかに師匠をロックオンしてたけど……」

「春菜や澪に気づかれずにヒロを見初めるとか相当だが、どこで目をつけられたことやら……」

　見たこともない少女の存在に、不審感を隠そうともしない達也と澪。見た感じ宏が知っている様子はなく、他のメンバーも見覚えがないのは明らかだ。

　そのことを踏まえると直接接触したことはないのだろうとは推測できるのだが、そうなってくるといろいろ話がややこしくなる。

　リュージェントで待ち伏せを受けたのだから、目をつけられたのは多分リュージェントでのことなのだろうが、ここでは宏が動き回ったのは工房の選定の時ぐらいである。ここまでのレベルで懐なつかれるほど長時間観察されることがあるとは、到底思えない。

　可能性としては一目惚ぼれなども考えられるが、宏の魅力は付き合いを深めてこそ分かるものだ。大図書館のサーシャのような特殊例も存在するが、基本的にそうそうあり得ることではない。

　そこから考えられる要素として、アズマ工房サイドは目の前の何者かを知らないが、それはアズマ工房のメンバーのうち、少なくとも宏の顔は知っている、ということが挙げられる。

　そこまで考えたところで、立ち直ったそれが新たな行動を起こす。

「ダーリン！　私を愛して！　私の足を切り落として～!!」

　起き上がったそれが、身体のあちらこちらからイカの足や触腕を生やし、物騒なことを言いながら宏ににじり寄り始めたのだ。

　水色の髪に紫の瞳。どことなく神秘的な面差しの美少女。それもぎりぎり幼女を脱したくらいの歳に見える少女からそれらが生えている姿は何とも言えず冒ぼう瀆とく的で、ＳＡＮ値がピンチになりそうだ。

　なんとなくにじり寄るというより這はい寄ると表現したくなるそんな冒瀆的な姿に、大抵の相手には怯ひるまなくなった真琴ですら、思わずじりじりと後ずさる。

　その美しい顔に、やけに色っぽい表情を浮かべて期待に瞳を輝かせながら先ほどの言葉を発しているのだから、女性恐怖症の宏でなくても引くし、怖い。仮にイカの足が生えていなくても、間違いなくびびって逃げ腰になっていたと真琴は自覚している。

　この状況で、身長百四十センチないのにどう見てもＥカップ以上ある、だとか、触腕の生えたロリ巨乳ってものすごくエロい、だとか考えている澪は、ＳＡＮチェックに成功しているのかそもそもＳＡＮ値が手遅れなのかが微妙なところであろう。

　そうやってじわじわと追い詰められ、宏の背中が工房の扉に接触し、いろいろ観念するしかないかと思ったところで、それに対して空から派手に雷が落ちる。

「ぎょべば!?」

　先ほどから一転、それは色気も何もない叫びをあげて地面に叩きつけられ、黒焦げになりながらぷすぷすと煙を上げてダウンする。

　今の一撃で擬態が解けたか、地面に転がっているのはこんがり焼けた大きなイカであった。

「イカってことは、もしかして……」

「私の巫み女こが、重ね重ね無礼を働いてしまい、申しわけありません……」

　目の前に転がっている見事に焦げながらまだ息があるイカを見て、何かを思い出した様子の春菜。その春菜に答えるように、空から誰かが謝罪しながら降りてきた。

「本当に、本当に申しわけありません！」

　降りてきてそうそう、すぐに土下座を始めた水色の髪の女性に、どうしたものかと戸惑うしかない一行。イカをさして私の巫女と言っているので、とりあえず正体の推測はできる。できるのだが、そんな存在にいきなり土下座をされても、どうすればいいのか分からない。

「えっと、あの、頭を上げていただけますか？」

「は、はい、申しわけありません！」

　いろいろ困惑しつつ、おずおずと声をかけた春菜に過剰反応する女性。

「一応確認ですが、レーフィア様でよろしいでしょうか？」

「はい。このたびは、私の巫女がいろいろとご迷惑をおかけしました……」

　まだ息がある、どころか普通に再生を始めたイカをぐりぐりと踏みにじりながら、深々と頭を下げるレーフィア。色気のある優しげな美女なのに、その行動でいろいろと台無しである。

「皆様はこれから船の登録に向かわれると聞いております。本当ならすぐにちゃんとした謝罪と賠償をすべきなのですが、それで皆様の予定を狂わせ、さらにご迷惑をおかけするのは本末転倒です。ですので、船の登録を終えた後、経過の説明とそのことに対する償いをさせていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

「えっと、まあ、私達はそれで問題ありませんけど、神様がそんなに腰が低くていいんですか？」

「今回ばかりは、神だからと傲ごう慢まんなことはできません。従うべきルールを大きく破っていますし、そもそも現状で最低限同格、下手をすれば格上の相手に無礼を働いて傲慢な真似など、どれほど愚かなのかという話になります」

「……だって、宏君」

「勘弁してえや……」

　レーフィアの言葉に、うんざりした様子を見せる宏。

　とはいえ、ここで押し問答を続けていてもはじまらない。本当はスルーしたくないのだが、とりあえず今はスルーしておくことにする。

「ほな、とりあえず船の登録済ませてから、やな」

「そうだね。というわけで、ちょっと行ってきます」

「はい」

　いろいろ思うところはあるが、まずは目先の登録作業。そう考えて、さっさと港湾管理局に移動する。この日までに、急ぎの船舶登録は大方終わっていたこともあり、結局特別扱いなどなくてもすぐに登録が完了するのであった。




　　　　☆




「このたびのこと、本当に申しわけありません。あらためてお詫わび申し上げます」

　登録を終え、レーフィアの話を聞くためにリュージェントの工房へと戻ってきた一同。宏達の準備が整うのを待っていたレーフィアが出現し、再び土下座して謝罪する。

　三女神の中で一番色っぽいレーフィアにそれをされ、どうにもいけない気分になりそうで戸惑った視線を交わし合う一同。特に、女性にそういう態度を取られると違う意味で怯おびえがちな宏は、戸惑うよりすでにどん引きしている。

　さらにどん引きするのが、土下座しているレーフィアの身体にラーちゃんが遠慮なく這い上がっていることだろう。回収しようにも気がついた時にはレーフィアの髪の中にもぐりこんでしまっており、迂闊に手を出せなくなっている。

　なぜレーフィアが何も言わないのかは分からないが、いろんな意味で気になってしょうがない。

「今更その話はもういいので、頭を上げていただけますか？　宏君がものすごく怯えちゃってますので」

「はい、申しわけありません」

　春菜にそう頼まれ、悔恨の表情のまま立ち上がるレーフィア。その動作にあわせて太ももを這いおり、のたのたと春菜の方に移動するラーちゃん。神が相手でもマイペースな、恐ろしい芋虫だ。

「結局何がどうなってたんですか？」

「話自体は単純です。私が皆様に、海底にある神殿にご足労願えるよう約束を取りつけるため、巫女の顔つなぎも兼ねてこの馬鹿なイカを使者に出したのですが……」

「なぜか命令を曲解して、船を襲って強引に連れていこうとした、ってところですか？」

「はい。私はあくまで、リジャール港に到着した段階で、人の姿になって皆様と面会し、皆様のファルダニアでの用事が全て終わった段階で海底神殿に来ていただけるよう約束を取りつけるように、と命じたのですが……」

　春菜に問われるまま、ため息交じりに事情を説明し、憎々しげにイカの姿で干物を作るようにぶら下げられている巫女を睨にらみつけるレーフィア。なまじ美人で色っぽいだけに、その表情はとてつもなく怖い。

　この状態でまだ生きているイカが、睨みつけられてビクンビクンと痙けい攣れんする。ただ、その痙攣の仕方が怖がっている感じではなく、全身がうっすら桃色であることを考えると、どうにも反省など欠片もしていないとしか思えない。

「そもそも、何でこのイカはそんな曲解をしたんですか？」

「ダーリンが乗った船を発見した時に、なんとなくイカとしてのお約束に従わなきゃいけない気がした。反省も後悔もしてない」

　そもそもの原因についての春菜の質問に、レーフィアが口を開くより先にイカがやたらと誇らしげに宣言する。

　次の瞬間、イカを干すために送っていた熱風の威力が上がり、嬉うれしそうにびくんびくんと痙攣する。お仕置きは、どうやらご褒美にしかなっていないようだ。

　そんなイカの態度に呆あきれながら、レーフィアが追及を続ける。

「本音は？」

「アポイント取るなんてまどろっこしいことしなくても、直接捕まえて連れていけばすぐ終わるじゃん、って思った。正直、わざわざアポイント取る意味が分からない」

「神の使いがそういうモンスターみたいなことをするな、と言いませんでしたか？」

「イカだから覚えてない」

　しれっと言い切ったイカ。その言葉に、レーフィアの額にさらに青筋が浮かぶ。そして、

「あ～!!」

「いい感じに干物になってなさい」

　一瞬でただの物干し台から回転式干物製造機に進化したお仕置き道具、そのなかなかの回転速度にイカが悲鳴を上げる。先ほどのように黄色い声ではないが、かといってかなり深刻なＭであるこのイカ相手に、この程度のことがお仕置きになるかどうかは難しいところである。

「そういや、レーフィア様が開き直ってると、エル……エアリス様が言ってましたが……」

　徐々に進化していくイカのお仕置き方法から目をそらすため、話題を変える達也。相手がイカなので凄せい惨さんさも罪悪感もないが、なんとなくこのままだと気まずくなりそうな気がして仕方がない。

「自分達だってできないくせに、私がこの馬鹿をなかなか捕捉できなかったことを、それはもうねちっこく絶え間なく非難され続ければ、開き直りたくもなります……」

「自分達だってできないくせに、とは？」

「リンクを完全に断たれて人混みに紛れこまれた場合、アルフェミナ以外の神はまず間違いなく、自身の巫女を識別することなど不可能です。アルフェミナとて現在の巫女がエアリス殿だからこそ識別できるだけで、先代以前だと初代以外はまず識別できなかったのは間違いありません。私の場合はもっと条件が悪く、群れにまぎれて目まぐるしく動き回られると捕捉しきれなくなってすぐ見失ってしまうのです。なのに、そのことを分かっていてねちねちと非難を続ける神が多すぎて、集中できない苛いら立だちで、つい開き直って逆切れしてしまいました」

「それはまた……」

　レーフィアの説明に、思わず同情したくなる達也。どうやら海洋神レーフィアといえども、完全にリンクを断った状態で普通のイカに完全に擬態されてしまうと、捕捉できなくなるらしい。

　こんな形で知りたくはなかった神の限界ではあるが、自分達だって人間以外の生き物、それも特に蟻ありや蜂、魚などの群れを作る生き物は、余程目立つ特徴がない限りは見分けがつかないのだから、神がイカや人間の識別ができないのも仕方がないだろう。

「そもそも、なぜそのイカが巫女？」

　いろいろ聞いているうちに思い至った、根本的な疑問。それを、不思議そうに澪が口にする。

「単純に、現状で資質を持っている生き物で、巫女にできるのがこれしかいなかったのです」

「人魚とか駄目だった？」

「残念ながら、人魚も魚人も、今は誰も資質を持っていません。私の資質はほとんど遺伝せず、眷族以外の知的生命体で生存圏もしくは生業なりわいが海に関わる種族に、突然変異に近い形で発現します。現時点でまともに資質を持つのは、このイカとファルダニア次期女王のプレセア殿だけですので、消去法でこれしか選択肢がありませんでした」

　渋い顔で事情を説明するレーフィア。他の神の資質が多かれ少なかれ遺伝で受け継がれるのに対し、レーフィアの資質は公平にランダムで発現する。その特性上、好き放題自由に選べる時もあれば、今回のように事実上選択肢が存在しない時もある。

「プレセア様はダメ？」

「国家のトップが宗教のトップも兼任するなど、大抵碌ろくなことになりません。それ以前の問題として、国王や女王と兼任できるほど、巫女の仕事は軽くはありませんよ。そんな真似ができるほど巫女の職務が少ないのは、アランウェンのところぐらいです」

「なるほど」

　実に説得力のあるレーフィアの説明に、心底納得する澪。確かにエアリスは常日頃から割と忙しそうだし、国王というのも基本的にそんなに暇な仕事ではない。

　このイカがエアリスと同等の仕事をこなしているとは正直思えないが、珍しく読んだ空気に従った澪が、その感想をそっと胸のうちに仕舞っておくことにしたのはここだけの話である。

「正直なところ、あれをそのまま巫女にしておくことに関しては、筆舌に尽くしがたいほどの不安があります。ですが、宏殿のおかげで随分こちらに天てん秤びんが傾いているとはいえ、邪神本体がいまだ健在である現状において、あんな者でも巫女がいなくなるのはかなり不利になります」

「難儀な話ですなあ……」

　正確な説明は受けていないが、今までの経緯で薄々察していた神々のルール。それを再認識させられるレーフィアの言葉に、思わず宏がしみじみと漏らす。

「それに、どれほど不本意であっても、行状が悪いというだけで己が選んだ巫女を変えるのは、ルールの上では認められておりません。残念ながら、これでも一応巫女としての職務はそれなりに果たしていますので、その方面から解任するのも不可能です。というより、今まではまともに巫女としての職務を果たし、こういう危険な真似をしたことは一度もなかったもので、油断していたのが今回の件を防げなかった原因の一つでもありますし」

「あれが行状が悪いですむ範囲かどうかはともかく、ルールとしては納得できる内容ですね」

「ですので、私の手でできることは、こうやって処罰を行うことだけなのですが……」

「命に関わるダメージですら快感に変換するほどのドＭに、有効なお仕置きの類たぐいがない、と」

　レーフィアのカミングアウトに、澪に余計なことを言わせないために割り込んだ達也が、女神に同情しつつその厄介さに天を仰ぐ。

　そんな達也に、レーフィアがさらに追い打ちをかけるように頼みを口にする。

「はい。ですので、情けない話ですが、正直もはや私の手に負えません。しかもルール上、瘴しょう気きに侵されて魔物になったりでもしない限り、神は自身の巫女を交代させることができません。自分の部下の不始末なのに人に処分を押しつける形になって心苦しいのですが、これに対する処罰について、皆様の要望をお聞かせ願えないでしょうか？」

　いきなりきつい頼みを受け、渋い顔をする達也。他のメンバーに視線を送ると、宏達も同様に困った顔をしていた。

「アイデア、っちゅうてもなあ……」

「種族的にそこそこ美味しいはずですし、食べるなら好きなだけ食べてください。一時的に不利にはなりますが、巫女に関しましては最悪エルザの巫女のような手段で何とかしますので、むしろ残さず食べていただいたほうが特例が使える分、継承的な意味でも後腐れがありませんし」

　何やら面倒になったのかそれとも覚悟を決めたのか、かなりえぐいことを言い出すレーフィア。いくら大量殺人につながりかねない問題を起こしたといっても、自身の巫女に対してえらくドライな意見を述べるレーフィアに、全力で引く日本人一同。

　神話などからも分かるように、神というのは確かに、身勝手で残酷な一面は持ち合わせている。だが、選択の余地がなかったにしても自身が選んだ巫女について、宏達が食べるのが一番いい処分の仕方だと言い切るのは、いくら神というのがそういう存在だと割り切っても、正直かなり怖い。しかも、本人を目の前にして言っているのだから、おっかない話である。

「ＳＡＮ値的に碌なことになりそうにないから、食べたくない」

「そうねえ。それ以前に、こんなの下手に食べたら変態がうつりそうだから、食べるってアイデアはあり得ないわね」

「なんっちゅうか、ちゃんと調理しても死なん気ぃするから、腹ん中で暴れられそうでいやや」

　ＳＡＮ値を理由にした澪を皮切りに、次々と食べることを拒否する意見が飛び出す。一応人型で会話も成立する相手に対してのコメントとしては、なかなかにひどい。

「けど、無罪放免ってわけにもいかねえだろう」

「一歩間違えれば大事故につながってたんだし、下手をすればそれでファルダニアの次期王配とアルフェミナ様の姫ひめ巫み女こが死んでた可能性もあるんだから、そう考えると、やっぱり処罰は必要な気がするね」

「どうせ何やっても快感に変換するんだったら、どっかに完璧に隔離して、次の巫女候補が生まれるまで餓が死ししない最低限度の餌だけ与えて断食修行でもさせたらいいんじゃねえか？　もしかしたら、悟りの一つも開くかもしれねえし」

「……うん、それぐらいしかないよね……」

　食ってくれれば一番いいという言葉に対するコメントこそしていないが、達也と春菜も食うのは嫌なのは同じなので、頭を悩ませながらも妥当そうなところをひねり出す。

「というわけで、脱走できない形で隔離した後、次代の巫女が生まれるまで死なない程度に断食修行ってことでお願いします」

「分かりました。私の権能だけでは難しそうですので、アルフェミナやダルジャンの手も借りて完璧な仕上がりを目指します」

　春菜の提案に力強く頷うなずくと、うっすらピンク色になりながらぐったりしているイカを摑つかんで、どこかに転送するレーフィア。いろいろとやる気満々である。

「あと、これは今回の件に対するお詫びの品です」

　イカを転送し終えた後、胸元、というよりその豊かな胸の谷間から何やら取り出すレーフィア。取り出したのは、一見ハート形をした小さなアクアマリン。

「これは？」

「『海神の心臓』と呼ばれている、私の力の欠片です。いろいろな用途に使えますので、存分に使い倒してください」

「また、大層なもんを」

「こんなものしか渡せなくて申しわけありませんが、これ以上となると海底神殿にある私の拠点でなければ用意できません。ですので、今はこれで勘弁していただけたらありがたいのですが……」

「十分すぎますわ。それよりも、僕らに対してより、えらい迷惑被こうむったファーレーンとかファルダニアに対しての補償が要いるんちゃいます？」

　海神の心臓を受け取った宏の言葉に、小さくため息をつきつつも一つ頷いて、レーフィアが考えを口にする。

「立場やシステム上、直接会って謝罪と賠償が可能なのはアズマ工房の皆様だけですが、今回の件の償いとして、半年ほどはファーレーンおよびファルダニアに出入りする船を、モンスターや海流、嵐などから保護します。ただし、海賊に関しては人と人との間の問題ですので私の管轄外ですし、この半年でおかしな自信をつけて無謀な真似をする船に関しても責任は負いかねますが」

「人によって意見分かれそうやけど、個人的にはそんなもんやと思いますわ」

「ありがとうございます。では、こちら側の事後処理は一旦これでおしまいとさせていただいます。今回は、本当に申しわけありませんでした」

　そう一つ頭を下げ、神々の方の事後処理に移るために姿を消すレーフィア。

「神様っちゅうんも大変や」

「まあ、今回は監督責任だし、正当な非難である限りはどれだけ攻撃されても仕方がないものねえ。あたし的には、レーフィア様攻撃してる連中のうち、どれだけが正当な非難なのかは微妙な気がしてるけど」

「無責任な第三者に正当な非難って名目で妨害食らい続けりゃ、そりゃ開き直りたくもなるのも分かるぞ。多分、俺だって同じ立場だったら、逆切れしないとは言い切れねえし」

「こっちの神様は、そういうところが人間くさくて生臭いわよね」

　いろんな意味で疲れを感じさせていたレーフィアを見送ったあと、口々にそんな感想を漏らし合う宏達。話を聞いている限りでは、レーフィアに落ち度がなかったとは言わないが、ちゃんと監督していれば回避できたかは微妙なところである。

　そんな人と神の間の事情をスルーし、宏の背中の定位置に戻るラーちゃん。やはり、そこが一番落ち着くらしい。

「なんかこう、まだ昼にもなってないのに、ものすごく疲れたよね……」

　定位置に戻るラーちゃんの姿にそこはかとなく癒いやされながら、ぐったりした感じでぼやく春菜。

　結局その日は午前中の段階で根こそぎ気力を奪われ、丸一日まったり過ごす宏達であった。
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本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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